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１ 産業振興部会の概要

⑴ 産業振興部会の所掌事務について

沖縄県振興審議会に設置されている部会のうち、産業振興部会は「情報

通信関連産業、商工業、科学技術、産業人材育成（他部会の所掌に属する

ものを除く。）雇用、エネルギー等に関すること」を所掌することとされ

ている（沖縄県振興審議会運営要綱第２条）。

⑵ 産業振興部会の調査審議箇所について

新たな振興計画（中間取りまとめ）のうち、産業振興部会における調査

審議箇所については、次のとおりである。なお、他の部会と一部重複する

箇所がある。

○第４章 基本施策

１ 沖縄らしい自然と歴史、伝統、文化を大切にする島を目指して

⑴ 世界に誇れる島しょ型環境モデル地域の形成

ア 脱炭素島しょ社会の実現に向けたエネルギー施策の推進

① 再生可能エネルギー等のクリーンなエネルギーの導入促進

⑶ 持続可能な海洋共生社会の構築

イ ブルーエコノミーの先導的な展開

① 海洋環境を活用した再生可能エネルギーの導入促進

② 海洋調査・開発の支援拠点形成に向けた取組の推進

⑷ 沖縄文化の保存・継承・創造と更なる発展

エ 伝統工芸の振興

① 伝統的な技術・技法の継承と経営基盤の強化

② 伝統工芸を活用した感性に働きかける魅力的なものづくりの振興

２ 心豊かで、安全・安心に暮らせる島を目指して

⑹ 安全・基本施策 安心・快適に暮らせる生活基盤の充実・強化

ア 計画的な生活基盤の整備

⑥ 安定的なエネルギー供給体制の確保

３ 希望と活力にあふれる豊かな島を目指して

⑴ 県民所得の着実な向上につながる企業の「稼ぐ力」の強化

ア 全産業における労働生産性の向上

① リゾテックおきなわの推進による産業DXの加速化

② 企業間の連携等による付加価値を高めるイノベーションの促進
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③ 人材投資による生産性の向上

イ 中小企業等の経営基盤の強化による「稼ぐ力」の向上

① 支援機関による経営改善の支援

② 創業支援の充実

③ 企業成長のための資金調達及び環境変化への適応の円滑化

④ 事業承継・廃止に伴う経営資源の引き継ぎの円滑化

ウ 地域・産業間連携による「稼ぐ力」の向上

① 産業間連携強化等による域内経済循環の促進

③ 食品関連産業と農林水産業の連携

④ 魅力あるまちづくり・地域商業活性化に向けた環境整備

⑶ デジタル社会を支える情報通信関連産業の高度化・高付加価値化

ア 産業のDXを牽引する情報通信関連産業の高度化

① 県内情報通信関連産業と他産業連携による新たなビジネスモデルの創

出

② デジタル技術を活用したスタートアップやビジネスイノベーション企業の促

進

③ 県内外における市場開拓の強化

イ 国際的な情報通信拠点の形成

① 先端ICTを活用し新ビジネス・サービスを展開する企業の誘致・集積

② 情報通信関連企業の立地を促す情報通信基盤の利用促進

③ 情報通信産業集積拠点の機能強化

⑷ アジアのダイナミズムを取り込む国際物流拠点の形成と臨空・臨港型産業

の集積

ア シー・アンド・エアなど多様な国際物流ネットワーク強化と物流コスト低減

① 国際航空物流ハブとしての機能強化

③ 物流コスト低減に向けた国際航路・空路拡充の取組及び物流対策の強

化

イ 臨空・臨港型産業の集積促進

① 高付加価値製品を製造する企業等の誘致

② 航空関連産業クラスターの形成

ウ 県内事業者の海外展開促進とビジネス交流拠点の形成

① 海外展開に向けた総合的な支援

② アジアをはじめとする海外をつなぐビジネス交流拠点の形成

⑸ 科学技術イノベーションの創出と次世代を担う持続可能な産業の振興

ア OIST等を核としたイノベーション・エコシステムの構築

① OIST等を核とした共同研究の推進等によるイノベーション創出拠点の形

成

② 研究成果等の知的財産化・技術移転の推進

③ 大学発ベンチャー等の創出促進

④ 社会課題解決型プロジェクトの創出支援
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イ バイオテクノロジーを活用した産業化の促進

① 企業等による研究開発、販路開拓、人材育成等の促進

② 先端医療分野における実用化の促進

③ 健康・医療分野を軸とした産業拠点の形成

⑹ 沖縄の優位性や潜在力を生かした新たな産業の創出

ア スタートアップの促進

① 起業家の育成

② 創業・成長の支援体制の構築

③ スタートアップ等と大手企業・金融機関・研究機関・大学等との連携促進

④ 金融関連産業の集積促進

イ ＳＤＧｓに資するビジネス展開の促進

① 沖縄らしいＳＤＧｓ推進に向けた事業展開の推進

② ソーシャル・イノベーションの促進

③ 資源循環・環境配慮型の事業の促進

⑻ 地域を支える第二次産業と県産品の振興

ア 多様なものづくり産業の振興

① 域内自給率を高めるものづくり産業の高度化

② ものづくりを支える基盤・技術の高度化とサポーティング産業の振興

イ 県産品の売上げ拡大促進

① 国内市場における需要開拓の促進

② 海外市場における販路開拓

③ 県産品の高付加価値化の促進

④ 県産品の消費促進

⑽ 島々の資源・魅力を生かし、潜在力を引き出す産業振興

イ 地域資源を活用した特産品の振興

① 個性的で魅力のある特産品開発支援

⑾ 誰もが安心し基本施策 て働ける環境づくりと多様な人材の活躍促進

ア 雇用機会の確保と多様な人材の活躍促進

① 総合的な就業支援

② 高齢者が活躍できる環境づくり

③ 障害者の雇用の場の創出と働きやすい環境づくり

④ 外国人材の受入環境の整備

⑤ 駐留軍等労働者の雇用対策の推進

イ 多様な働き方の促進と働きやすい環境づくり

① 柔軟な働き方の推進のための環境整備

② 働きやすい環境づくり

③ 非正規雇用労働者の待遇改善

④ 正規雇用の促進

ウ 若年者の活躍促進

① 若年者の就業・定着の促進
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② 若年者の就業意識啓発等の推進

③ 若年者の県内就職の促進

エ 女性が活躍できる環境づくり

① 女性が働きやすい環境づくり

② 男女の機会均等と待遇改善

③ 女性が働き続けられるための意識啓発等の推進

５ 多様な能力を発揮し、未来を拓く島を目指して

⑷ 人口減少に対応し、地域社会を支える人づくりと人材の確保

ア 多様な職業能力の育成・開発

① 企業ニーズ等に対応した職業能力の育成・開発

② 技術革新の動向等に対応した柔軟な職業能力の育成・開発

③ 社会参画とキャリアアップに資する学び直しの機会の創出

⑸ 新たな価値を創造し、産業を牽引する人づくりと人材の確保

ア 産業のイノベーション創出を担う高度人材の育成と活用

① 即戦力となる情報系人材の育成・確保

② 県内企業におけるデジタル活用人材の育成

③ 高度研究人材・専門人材の活用・確保に向けた環境整備の推進

イ 産業を担う人づくり

③ ものづくり産業を担う人材の育成・確保

他、上記テーマに関連のする第２章 基本的課題、第３章 基本方向、

６章 県土のグランドデザインと圏域別展開についても審議を実施。

⑶ 産業振興部会の構成について

産業振興部会の構成は次のとおりである。

◎金城 克也 一般社団法人沖縄県経営者協会会長

○山城 博美 沖縄地方内航海運組合理事長

古波津 昇 沖縄県工業連合会会長

本村 真 琉球大学人文社会学部教授 琉球大学ｷｬﾘｱ教育ｾﾝﾀｰ ｾﾝﾀｰ長

新 賢次 株式会社あざみ屋代表取締役社長

井口 治 全日本空輸株式会社沖縄支店長

井瀧 史洋 独立行政法人日本貿易振興機構沖縄貿易情報ｾﾝﾀｰ所長

糸数 剛一 株式会社ﾘｳﾎﾞｳﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ代表取締役会長

稲垣 純一 一般財団法人沖縄ITｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ戦略ｾﾝﾀｰ理事長

上原 啓司 琉球ネットワークサービス代表取締役社長

清水 雄介 琉球大学大学院医学研究科教授

鈴木 和子 沖縄税理士会税理士
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千住 智信 琉球大学工学部教授

花牟礼真一 株式会社かねひで総合研究所代表取締役理事長

山本 貴史 東京大学副理事 株式会社東京大学TLO代表取締役社長

※◎は部会長、〇は副部会長を示す。

⑷ 産業振興部会の開催実績について

産業振興部会の開催実績は次のとおりである。

〇第１回産業振興部会

日時：令和３年７月15日（木）13:30～16:30

場所：沖縄産業支援センター３階 大会議室

議題：

１．調査審議

新たな振興計画（素案）に対する意見・修正について

(1)県民所得の着実な向上につながる企業の「稼ぐ力」の強化

(2)リゾテック沖縄の推進による情報通信関連産業の

高度化・高付加価値化

(3)沖縄の優位性や潜在力を活かした新たな産業の創出

〇第２回産業振興部会

日時：令和３年８月３日（火）13:30～16:30

場所：沖縄県教職員共済会館 八汐荘 ４階中会議室

議題：

１．報告事項

第１回議事要旨、審議における意見及び回答

２．調査審議

新たな振興計画（素案）に対する意見・修正について

(1)アジアのダイナミズムを取り込む国際物流拠点の形成と

臨空・臨港型産業の集積

(2)科学技術イノベーションの創出と次世代を担う持続可能な

産業の振興

(3)地域を支える第二次産業と県産品の振興

(4)その他、他部会への申し送り等

〇第３回産業振興部会

日時：令和３年８月19日（木）13:30～16:30

場所：沖縄県教職員共済会館 八汐荘 ４階中会議室

議題：

１．報告事項
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第２回議事要旨、審議における意見及び回答

２．調査審議

新たな振興計画（素案）に対する意見・修正について

(1)世界に誇れる島しょ型環境モデル地域の形成

(2)誰もが安心して働ける環境づくりと多様な人材の活躍促進

(3)人口減少に対応し、地域社会を支える人づくりと人材の確保

新たな価値を創造し、産業を牽引する人づくりと人材の確保

(4)その他、他部会への申し送り等

３．その他

新たな振興計画の指標関係について

〇第４回産業振興部会

日時：令和３年９月３日（金）13:30～15:00

場所：沖縄県教職員共済会館 八汐荘 ４階中会議室

議題：

１．報告事項

第３回議事要旨、審議における意見及び回答

２．調査審議

新たな振興計画（素案）に対する意見・修正について

(1)追加の意見及び他部会への申し送り等について

(2)新たな振興計画の社会経済展望値について

(3)新たな振興計画（素案）調査審議結果報告書（中間とりまとめ）

（案）について

３．今後の日程について

〇第５回産業振興部会

日時：令和３年11月12日（金）13:30～15:30

場所：沖縄県市町村自治会館 ２階ホール

議題：

１．報告事項

第71回沖縄県振興審議会審議について

２．調査審議

(1)「新たな振興計画（中間とりまとめ）【新たな振興計画（素案）

に対する審議経過】」等への意見について

(2)主要指標・成果指標／展望値指標等について

３．今後の計画策定日程について

※ 部会開催に先立ち、令和３年７月７日に事前説明会を実施

２ 産業振興部会における調査審議結果
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⑴ 新たな振興計画（素案）等に対する修正意見について

新たな振興計画（素案）等に対する修正意見については、別紙１－１「新

たな振興計画（素案）に対する修正意見審議結果一覧（産業振興部会）」

及び別紙１－２「新たな振興計画（中間取りまとめ）に対する修正意見

審議結果一覧（産業振興部会）」のとおり取りまとめた。

⑵ 関連体系図(案)に対する修正意見について

関連体系図(案)に対する修正意見については、別紙２「関連体系図（案）

に対する修正意見審議結果一覧（産業振興部会）」のとおり取りまとめ

た。

⑶ 自由意見について

産業振興部会における調査審議の過程において、(1)及び(2)以外の意見

について、別紙３「自由意見の一覧（産業振興部会）」のとおり取りま

とめた。

以上
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本

施
策

２
(６

)、
P

6
9
の

2
1
段

落
目

に
「
デ

ジ
タ

ル
化

オ
ン

ラ
イ

ン
化

等
の

IC
T
の

利
活

用
を

通
じ

て
、

県
民

生
活

の
利

便
性

を
向

上
さ

せ
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

」
と

の
記

述
が

あ
り

、
視

点
と

し
て

は
盛

り
込

ま
れ

て
い

る
と

の
こ

と
か

ら
原

文
の

と
お

り
と

す
る

。

2
2

1
5

8

～
各

国
政

府
や

自
治

体
、

ビ
ジ

ネ
ス

コ
ネ

ク
タ

ー
な

ど
社

会
全

体
が

柔
軟

に
取

り
組

ん
で

い
く
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

－

各
国

政
府

と
直

接
柔

軟
に

対
応

す
る

と
い

う
外

交
に

近
い

行
動

を
起

こ
す

よ
う

な
表

現
に

見
え

て
し

ま
う

。
よ

り
沖

縄
に

あ
っ

た
施

策
を

選
択

し
早

期
に

柔
軟

な
対

応
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

【
総

合
部

会
へ

申
し

送
り

】

3
2

1
5

1
0

□
　

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

に
よ

っ
て

顕
在

化
し

た
２

つ
の

本
質

的
課

題
か

ら
、

ポ
ス

ト
コ

ロ
ナ

を
見

据
え

た
新

た
な

視
点

は
、

以
下

の
６

項
目

に
整

理
で

き
る

。
－

未
知

な
る

感
染

症
対

策
は

空
港

や
港

な
ど

水
際

対
策

が
重

要
で

あ
る

、
そ

の
課

題
を

記
載

す
る

必
要

が
あ

る
の

で
は

な
い

か
。

④
「
脱

東
京

一
極

集
中

の
多

核
連

携
型

国
づ

く
り

を
担

う
新

た
な

拠
点

形
成

」
の

記
載

は
必

要
無

い
と

思
う

。
IT

を
活

用
し

た
リ

ス
ク

対
策

、
ウ

イ
ル

ス
対

策
が

重
要

だ
と

考
え

る
。

情
報

の
発

信
、

共
有

な
ど

沖
縄

県
民

に
情

報
を

提
供

す
る

仕
組

み
は

重
要

だ
と

思
う

。

【
総

合
部

会
へ

申
し

送
り

】

4
2

1
9

2
5

－
－

第
1
回

産
業

振
興

部
会

の
審

議
に

お
い

て
、

「
稼

ぐ
力

」
の

強
化

、
「
R

e
so

rT
e
c
h
　

O
ki

n
aw

a」
の

位
置

づ
け

に
つ

い
て

意
見

な
ど

か
ら

、
別

添
の

と
お

り
着

眼
点

と
し

て
ま

と
め

た
結

果
、

テ
ー

マ
の

重
複

す
る

部
分

や
そ

れ
ぞ

れ
の

基
本

コ
ン

セ
プ

ト
を

明
確

に
す

る
必

要
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
関

連
す

る
第

２
章

、
第

３
章

、
あ

る
い

は
基

本
コ

ン
セ

プ
ト

に
併

せ
て

書
く
施

策
展

開
、

施
策

に
つ

い
て

整
理

す
る

必
要

が
あ

る
。

【
総

合
部

会
へ

申
し

送
り

】

5
2

1
9

2
9

追
加

□
　

島
し

ょ
県

で
あ

る
沖

縄
に

お
い

て
S
o
c
ie

ty
5
.0

が
目

指
す

社
会

を
実

現
す

る
に

は
、

県
民

生
活

や
経

済
活

動
の

あ
ら

ゆ
る

領
域

で
、

デ
ジ

タ
ル

技
術

を
は

じ
め

と
す

る
多

様
な

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

を
活

用
し

た
構

造
変

革
や

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

推
進

が
求

め
ら

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
沖

縄
の

地
域

性
や

産
業

特
性

を
踏

ま
え

た
D

X
の

取
組

を
「
R

e
so

rT
e
c
h
 O

ki
n
aw

a（
リ

ゾ
テ

ッ
ク

お
き

な
わ

）
」
の

理
念

の
も

と
官

民
を

挙
げ

て
推

進
す

る
こ

と
で

、
強

靱
な

経
済

構
造

へ
の

転
換

と
社

会
的

課
題

の
解

決
を

図
っ

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

R
is

o
rT

e
c
h
 O

ki
n
aw

a構
想

は
本

来
、

分
野

別
計

画
で

あ
る

。
情

報
通

信
産

業
を

純
粋

に
育

成
・
強

化
し

て
い

く
た

め
に

も
、

こ
の

部
会

を
通

じ
て

、
R

is
o
rT

e
c
h
 O

ki
n
aw

a構
想

の
素

案
で

書
い

た
内

容
の

う
ち

の
汎

用
的

な
部

分
に

関
し

て
は

、
新

た
な

振
興

計
画

に
吸

い
上

げ
、

振
興

計
画

全
体

に
R

is
o
rT

e
c
h
 O

ki
n
aw

aの
位

置
づ

け
を

し
っ

か
り

し
て

い
た

だ
き

た
い

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

新
た

な
振

興
計

画
（
素

案
）
に

対
す

る
修

正
意

見
審

議
結

果
一

覧
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番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（
素

案
）
本

文
意

　
　

見
 (

 修
　

正
　

文
　

案
　

等
 )

理
　

　
由

　
　

等
審

 議
 結

 果
 （

案
）

第
３

章
　

基
本

方
向

6
3

2
0

9

～
新

技
術

の
実

用
化

研
究

や
新

ビ
ジ

ネ
ス

の
モ

デ
ル

の
実

証
実

験
等

を
円

滑
に

実
施

で
き

る
環

境
を

整
え

～

～
国

家
戦

略
特

区
等

に
よ

る
規

制
緩

和
を

積
極

的
に

推
し

進
め

る
な

ど
、

新
技

術
の

実
用

化
研

究
や

新
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

の
実

証
実

験
等

を
円

滑
に

実
施

で
き

る
環

境
を

整
え

～

従
来

型
の

税
制

優
遇

等
の

特
区

で
は

沖
縄

の
差

別
優

位
性

は
高

く
な

い
。

今
後

、
テ

ス
ト

ベ
ッ

ド
と

し
て

有
効

な
手

段
は

規
制

緩
和

。
こ

れ
を

い
か

に
大

胆
に

進
め

る
か

が
重

要
。

沖
縄

県
と

し
て

の
国

家
戦

略
特

区
の

活
用

が
進

ん
で

い
な

い
中

、
こ

の
よ

う
な

文
言

を
入

れ
る

か
ど

う
か

で
県

と
し

て
の

や
る

気
を

伝
え

る
こ

と
が

で
き

る
た

め
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

7
3

2
6

1
4

□
　

自
立

型
経

済
の

構
築

に
最

も
重

要
な

条
件

は
、

経
済

の
筋

力
・
体

力
の

向
上

で
あ

り
、

経
済

の
筋

力
・
体

力
と

は
技

術
進

歩
、

生
産

性
、

生
産

力
や

移
輸

出
力

で
あ

る
。

 経
済

の
筋

力
・
体

力
の

向
上

に
た

め
に

は
、

先
端

技
術

・
ノ

ウ
ハ

ウ
の

導
入

、
A

I、
Io

T
、

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

等
の

情
報

技
術

を
生

か
し

た
生

産
性

の
向

上
、

比
較

優
位

を
生

か
し

た
付

加
価

値
の

向
上

等
を

推
進

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。

□
　

自
立

型
経

済
の

構
築

に
最

も
重

要
な

条
件

は
、

経
済

の
筋

力
・
体

力
の

向
上

で
あ

り
、

経
済

の
筋

力
・
体

力
と

は
技

術
進

歩
、

生
産

性
、

生
産

力
や

移
輸

出
力

で
あ

る
。

　
経

済
の

筋
力

・
体

力
の

向
上

に
た

め
に

は
、

先
端

技
術

・
ノ

ウ
ハ

ウ
の

導
入

、
A

I、
Io

T
、

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

等
の

情
報

技
術

を
生

か
し

た
生

産
性

の
向

上
や

比
較

優
位

を
生

か
し

た
付

加
価

値
の

向
上

等
を

図
っ

て
い

く
こ

と
が

重
要

で
あ

り
、

社
会

経
済

の
デ

ジ
タ

ル
化

に
向

け
た

分
野

横
断

的
な

取
組

と
し

て
“
リ

ゾ
テ

ッ
ク

お
き

な
わ

”
を

位
置

づ
け

、
全

県
的

に
推

進
し

て
い

く
。

R
is

o
rT

e
c
h
 O

ki
n
aw

a構
想

は
本

来
、

分
野

別
計

画
で

あ
る

。
情

報
通

信
産

業
を

純
粋

に
育

成
・
強

化
し

て
い

く
た

め
に

も
、

こ
の

部
会

を
通

じ
て

、
R

is
o
rT

e
c
h
 O

ki
n
aw

a構
想

の
素

案
で

書
い

た
内

容
の

う
ち

の
汎

用
的

な
部

分
に

関
し

て
は

、
新

た
な

振
興

計
画

に
吸

い
上

げ
、

振
興

計
画

全
体

に
R

is
o
rT

e
c
h
 O

ki
n
aw

aの
位

置
づ

け
を

し
っ

か
り

し
て

い
た

だ
き

た
い

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

8
3

2
6

1
7

～
情

報
技

術
を

生
か

し
た

生
産

性
の

向
上

、
比

較
優

位
を

生
か

し
た

付
加

価
値

の
向

上
～

－

・
比

較
優

位
性

の
あ

る
付

加
価

値
商

品
の

可
能

性
に

言
及

。
※

総
合

部
会

議
事

録
P

3
1
よ

り
抜

粋
「
沖

縄
の

食
品

産
業

を
含

め
機

能
性

を
ア

ピ
ー

ル
し

て
海

外
に

販
路

拡
大

す
る

動
き

が
あ

り
、

そ
れ

ら
の

作
り

手
側

の
機

能
性

の
部

分
を

表
に

出
そ

う
と

の
動

き
が

あ
る

た
め

、
「
沖

縄
特

有
の

資
源

を
活

用
し

た
商

品
開

発
等

に
よ

る
」
と

の
文

言
を

追
記

す
る

必
要

が
あ

る
」

【
原

文
の

と
お

り
】

比
較

優
位

性
に

は
、

特
有

の
資

源
だ

け
で

な
く
、

沖
縄

の
地

理
や

気
候

風
土

か
ら

も
た

ら
さ

れ
た

優
位

性
も

含
ま

れ
る

と
考

え
て

い
る

。
「
付

加
価

値
を

目
指

す
事

業
」
の

対
象

を
幅

広
に

表
現

す
る

た
め

、
原

文
の

と
お

り
と

す
る

。

第
４

章
　

基
本

施
策

基
本

施
策

１
　

沖
縄

ら
し

い
自

然
と

歴
史

、
伝

統
、

文
化

を
大

切
に

す
る

島
を

目
指

し
て

9
4

3
0

2
4

①
　

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
等

の
ク

リ
ー

ン
な

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

導
入

促
進

【
追

加
】

□
　

電
力

系
統

の
安

定
運

用
や

社
会

全
体

の
効

率
的

な
電

力
使

用
に

向
け

、
IC

T
 を

活
用

し
た

「
ア

イ
ラ

ン
ド

・
ス

マ
ー

ト
グ

リ
ッ

ド
」
の

シ
ス

テ
ム

確
立

等
に

取
り

組
む

。
（
P

3
0
 2

6
～

3
0
行

目
は

内
容

が
重

複
す

る
た

め
削

除
）

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
等

の
ク

リ
ー

ン
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
大

規
模

に
導

入
す

る
た

め
に

は
電

力
系

統
の

安
定

化
技

術
の

開
発

が
不

可
欠

で
あ

る
た

め
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
個

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。
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番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（
素

案
）
本

文
意

　
　

見
 (

 修
　

正
　

文
　

案
　

等
 )

理
　

　
由

　
　

等
審

 議
 結

 果
 （

案
）

1
0

4
3
0

1
2

□
　

本
県

は
地

理
的

・
地

形
的

及
び

需
要

規
模

の
制

約
に

よ
り

、
現

時
点

で
は

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

多
く
を

化
石

燃
料

に
頼

ら
ざ

る
を

得
な

い
状

況
に

あ
る

が
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
使

用
に

伴
う

環
境

負
荷

の
低

減
に

向
け

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
安

定
供

給
に

配
慮

し
つ

つ
、

民
間

事
業

者
等

と
連

携
し

な
が

ら
本

県
の

地
域

特
性

に
合

っ
た

ク
リ

ー
ン

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

導
入

拡
大

に
取

り
組

む
。

□
　

本
県

は
地

理
的

・
地

形
的

及
び

需
要

規
模

の
制

約
に

よ
り

、
現

時
点

で
は

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

多
く
を

化
石

燃
料

に
頼

ら
ざ

る
を

得
な

い
状

況
に

あ
る

が
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
使

用
に

伴
う

環
境

負
荷

の
低

減
に

向
け

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
安

定
供

給
に

配
慮

し
つ

つ
、

県
民

の
協

力
の

も
と

、
民

間
事

業
者

等
と

連
携

し
な

が
ら

本
県

の
地

域
特

性
に

合
っ

た
ク

リ
ー

ン
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
導

入
拡

大
及

び
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
地

産
地

消
化

に
取

り
組

む
。

見
出

し
は

、
「
①

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
等

の
ク

リ
ー

ン
な

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

導
入

促
進

」
で

あ
る

。
「
地

理
的

・
地

形
的

及
び

需
要

規
模

の
制

約
」
の

多
い

「
島

し
ょ

地
域

」
で

は
ク

リ
ー

ン
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
導

入
拡

大
が

困
難

と
前

置
き

し
て

い
る

印
象

を
与

え
か

ね
な

い
。

　
前

段
の

（
１

）
で

「
世

界
誇

れ
る

島
し

ょ
型

環
境

モ
デ

ル
地

域
の

形
成

」
と

高
ら

か
に

謳
っ

て
お

り
、

技
術

立
国

・
日

本
の

な
か

の
沖

縄
で

、
脱

炭
素

社
会

構
築

に
向

け
、

島
し

ょ
地

域
に

お
け

る
ク

リ
ー

ン
な

エ
ネ

ル
ギ

ー
導

入
モ

デ
ル

を
世

界
に

発
信

す
る

文
脈

で
な

け
れ

ば
、

平
仄

が
合

わ
な

い
。

　
ハ

ワ
イ

州
は

2
0
1
5
年

、
2
0
4
5
年

ま
で

に
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
割

合
を

1
0
0
％

に
す

る
法

律
を

可
決

た
。

制
定

の
段

階
で

、
再

生
エ

ネ
の

割
合

は
2
3
％

だ
っ

た
。

ハ
ワ

イ
は

エ
ネ

ル
ギ

ー
を

石
油

に
頼

っ
て

き
た

。
自

前
の

石
油

の
生

産
は

な
く
、

全
面

的
に

島
外

に
頼

っ
て

い
る

。
従

っ
て

電
力

料
金

は
高

く
、

か
つ

石
油

の
値

段
に

よ
っ

て
州

の
経

済
状

況
が

左
右

さ
れ

て
き

た
と

い
う

。
電

力
消

費
者

が
自

宅
の

屋
根

や
ビ

ル
な

ど
に

太
陽

光
発

電
設

備
を

設
け

れ
ば

、
税

控
除

も
受

け
ら

れ
、

2
0
1
8
年

に
は

す
で

に
全

世
帯

の
3
分

の
1
が

太
陽

光
発

電
設

備
を

自
宅

に
備

え
る

ま
で

に
な

っ
た

。
ま

た
、

集
合

住
宅

に
住

む
人

や
企

業
向

け
に

「
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ソ

ー
ラ

ー
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」
と

呼
ば

れ
る

仕
組

み
も

2
0
1
8
年

に
発

足
さ

せ
た

。
参

加
す

る
と

、
地

域
に

つ
く
ら

れ
る

太
陽

光
発

電
設

備
に

出
資

し
、

そ
の

代
わ

り
に

、
発

電
量

の
割

り
当

て
分

だ
け

電
力

使
用

量
が

割
り

引
か

れ
る

仕
組

み
だ

と
い

う
。

さ
ま

ざ
ま

な
努

力
に

よ
り

、
2
0
1
7
年

に
は

再
生

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

割
合

が
2
7
％

に
達

し
て

い
る

。
　

ハ
ワ

イ
の

取
り

組
み

か
ら

明
ら

か
な

こ
と

は
、

ク
リ

ー
ン

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

導
入

拡
大

に
は

、
島

民
一

人
ひ

と
り

、
御

万
人

（
う

ま
ん

ち
ゅ

）
の

主
体

的
な

参
画

な
く

し
て

実
現

不
可

能
で

あ
る

と
い

う
こ

と
で

は
な

い
か

？
決

し
て

一
部

「
民

間
事

業
者

等
と

の
連

携
」
の

レ
ベ

ル
に

と
ど

ま
る

も
の

で
は

な
い

と
考

え
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
1

4
3
0

1
5

～
ク

リ
ー

ン
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
導

入
拡

大
に

取
り

組
む

－

資
源

の
乏

し
い

本
県

で
は

、
ク

リ
ー

ン
エ

ネ
ル

ギ
ー

に
取

り
組

み
つ

つ
も

、
環

境
に

配
慮

し
た

未
利

用
資

源
エ

ネ
ル

ギ
ー

も
取

り
組

む
べ

き
で

あ
り

、
以

下
の

と
お

り
修

正
願

う
。

～
ク

リ
ー

ン
エ

ネ
ル

ギ
ー

及
び

未
利

用
資

源
エ

ネ
ル

ギ
ー

等
、

環
境

に
配

慮
し

た
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
導

入
拡

大
に

取
り

組
む

【
原

文
の

と
お

り
】

　
廃

棄
物

由
来

の
発

電
に

つ
い

て
は

、
P

3
0
　

1
7
行

目
の

「
バ

イ
オ

マ
ス

等
」
に

含
ま

れ
て

い
る

も
の

と
考

え
て

い
る

。
　

な
お

、
工

場
排

熱
等

の
未

利
用

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

活
用

に
つ

い
て

は
、

国
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
基

本
計

画
素

案
に

お
い

て
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
対

策
の

取
組

と
し

て
位

置
付

け
ら

れ
て

お
り

、
Ｐ

3
1
　

5
行

目
以

降
の

「
低

炭
素

化
及

び
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
化

の
促

進
」
の

項
目

に
お

い
て

整
理

さ
れ

る
こ

と
が

適
当

と
考

え
て

い
る

。

1
2

4
3
0

2
1

□
　

太
陽

光
発

電
や

風
力

発
電

等
の

設
備

、
蓄

電
池

の
導

入
支

援
、

水
素

等
の

次
世

代
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
利

活
用

に
係

る
調

査
研

究
の

促
進

、
新

た
な

税
制

優
遇

措
置

等
の

支
援

策
拡

充
に

取
り

組
む

。

□
　

太
陽

光
発

電
や

風
力

発
電

等
の

設
備

、
蓄

電
池

の
導

入
支

援
、

二
酸

化
炭

素
を

排
出

し
な

い
次

世
代

火
力

発
電

や
水

素
、

ア
ン

モ
ニ

ア
等

の
次

世
代

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

利
活

用
に

係
る

調
査

研
究

の
促

進
、

新
た

な
税

制
優

遇
措

置
等

の
支

援
策

拡
充

に
取

り
組

む
。

2
0
3
2
年

の
時

点
で

、
排

出
ゼ

ロ
の

次
世

代
火

力
発

電
実

用
化

の
目

途
が

立
っ

て
い

る
の

か
不

透
明

で
あ

る
と

考
え

以
下

の
と

お
り

修
正

案
を

作
成

し
た

。
「
沖

縄
ら

し
い

脱
炭

素
社

会
を

目
指

す
た

め
、

二
酸

化
炭

素
排

出
の

低
減

は
も

と
よ

り
排

出
ゼ

ロ
も

期
待

さ
れ

る
次

世
代

火
力

発
電

や
、

（
後

略
）
」

一
方

で
、

次
世

代
火

力
発

電
に

よ
り

回
収

し
た

二
酸

化
炭

素
を

ど
の

よ
う

に
貯

留
、

処
理

す
る

の
か

、
欧

米
を

中
心

に
火

力
発

電
は

ネ
ガ

テ
ィ

ブ
で

あ
る

こ
と

か
ら

記
載

し
な

い
こ

と
も

一
案

か
と

思
料

す
る

。
参

考
：
h
tt

ps
:/

/
w

w
w

.a
fp

bb
.c

o
m

/
ar

ti
c
le

s/
-
/
3
3
5
4
2
6
7

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
個

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。
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番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（
素

案
）
本

文
意

　
　

見
 (

 修
　

正
　

文
　

案
　

等
 )

理
　

　
由

　
　

等
審

 議
 結

 果
 （

案
）

1
3

4
3
0

2
5

①
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

等
の

ク
リ

ー
ン

な
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
導

入
促

進
②

沖
縄

に
適

し
た

エ
ネ

ル
ギ

－
供

給
・
消

費
の

効
率

化
□

　
IC

T
 を

活
用

し
た

社
会

全
体

の
効

率
的

な
電

力
使

用
な

ど
、

島
し

ょ
社

会
の

持
続

的
発

展
を

推
進

す
る

「
ア

イ
ラ

ン
ド

・
ス

マ
ー

ト
グ

リ
ッ

ド
」
の

シ
ス

テ
ム

確
立

に
取

り
組

む
。

□
　

エ
ネ

ル
ギ

ー
多

消
費

型
都

市
活

動
の

改
善

を
図

る
た

め
、

IC
T
 を

活
用

し
た

エ
ネ

ル
ギ

ー
利

用
の

効
率

化
や

未
利

用
エ

ネ
ル

ギ
ー

等
の

活
用

促
進

等
に

よ
り

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

 の
面

的
利

用
の

推
進

に
取

り
組

む
。

□
　

沖
縄

ら
し

い
脱

炭
素

社
会

を
目

指
す

た
め

、
二

酸
化

炭
素

を
排

出
し

な
い

次
世

代
火

力
発

電
や

、
水

素
、

ア
ン

モ
ニ

ア
な

ど
次

世
代

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

最
新

技
術

の
活

用
検

討
等

に
取

り
組

む
。

□
　

汚
水

処
理

の
過

程
で

発
生

す
る

消
化

ガ
ス

の
燃

料
利

用
、

汚
水

の
処

理
施

設
に

お
け

る
プ

ラ
ン

ト
運

転
時

の
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
化

な
ど

様
々

な
手

法
に

よ
る

効
率

的
な

再
生

利
用

に
取

り
組

む
。

③
低

炭
素

化
及

び
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

促
進

②
沖

縄
に

適
し

た
エ

ネ
ル

ギ
ー

供
給

・
消

費
の

効
率

化
→

　
全

体
削

除

(1
)　

P
3
0
　

2
4
行

目
以

降
に

追
加

□
　

電
力

系
統

の
安

定
運

用
や

社
会

全
体

の
効

率
的

な
電

力
使

用
に

向
け

、
IC

T
 を

活
用

し
た

「
ア

イ
ラ

ン
ド

・
ス

マ
ー

ト
グ

リ
ッ

ド
」
の

シ
ス

テ
ム

確
立

等
に

取
り

組
む

。

(2
)　

P
3
0
　

2
1
～

2
3
行

目
の

文
言

を
下

記
の

と
お

り
修

正
□

　
太

陽
光

発
電

や
風

力
発

電
等

の
設

備
、

蓄
電

池
の

導
入

支
援

、
二

酸
化

炭
素

を
排

出
し

な
い

次
世

代
火

力
発

電
や

水
素

、
ア

ン
モ

ニ
ア

等
の

次
世

代
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
利

活
用

に
係

る
調

査
研

究
の

促
進

、
新

た
な

税
制

優
遇

措
置

等
の

支
援

策
拡

充
に

取
り

組
む

。

②
の

発
電

に
関

す
る

記
述

は
p3

0
の

①
、

需
要

側
の

省
エ

ネ
等

に
関

す
る

記
述

は
p3

1
の

③
へ

振
り

分
け

て
、

再
度

見
直

し
て

は
如

何
か

？
②

は
エ

ネ
ル

ギ
ー

供
給

と
消

費
の

効
率

化
の

両
方

を
対

象
に

し
て

お
り

、
記

載
内

容
が

①
③

と
重

複
し

て
い

る
の

で
、

よ
り

具
体

的
な

記
述

と
す

る
た

め

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

【
環

境
部

会
に

申
し

送
り

】

P
3
0
　

2
8
行

目
「
エ

ネ
ル

ギ
ー

多
消

費
型

都
市

活
動

の
改

善
」
、

P
3
1
　

２
行

目
「
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
化

な
ど

様
々

な
手

法
に

よ
る

効
率

的
な

再
生

利
用

」
の

扱
い

に
つ

い
て

は
環

境
部

会
に

申
し

送
り

。

1
4

4
3
0

3
1

□
　

沖
縄

ら
し

い
脱

炭
素

社
会

を
目

指
す

た
め

、
二

酸
化

炭
素

を
排

出
し

な
い

次
世

代
火

力
発

電
や

～

削
除

2
0
3
2
年

の
時

点
で

、
排

出
ゼ

ロ
の

次
世

代
火

力
発

電
実

用
化

の
目

途
が

立
っ

て
い

る
の

か
不

透
明

で
あ

る
と

考
え

以
下

の
と

お
り

修
正

案
を

作
成

し
た

。
「
沖

縄
ら

し
い

脱
炭

素
社

会
を

目
指

す
た

め
、

二
酸

化
炭

素
排

出
の

低
減

は
も

と
よ

り
排

出
ゼ

ロ
も

期
待

さ
れ

る
次

世
代

火
力

発
電

や
、

（
後

略
）
」

一
方

で
、

次
世

代
火

力
発

電
に

よ
り

回
収

し
た

二
酸

化
炭

素
を

ど
の

よ
う

に
貯

留
、

処
理

す
る

の
か

、
欧

米
を

中
心

に
火

力
発

電
は

ネ
ガ

テ
ィ

ブ
で

あ
る

こ
と

か
ら

記
載

し
な

い
こ

と
も

一
案

か
と

思
料

す
る

。
参

考
：
h
tt

ps
:/

/
w

w
w

.a
fp

bb
.c

o
m

/
ar

ti
c
le

s/
-
/
3
3
5
4
2
6
7

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
個

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
5

4
3
0

3
1

□
　

沖
縄

ら
し

い
脱

炭
素

社
会

を
目

指
す

た
め

、
二

酸
化

炭
素

を
排

出
し

な
い

次
世

代
火

力
発

電
や

、
水

素
、

ア
ン

モ
ニ

ア
な

ど
次

世
代

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

最
新

技
術

の
活

用
検

討
等

に
取

り
組

む
。

－

二
酸

化
炭

素
を

排
出

し
な

い
次

世
代

火
力

発
電

や
、

水
素

、
ア

ン
モ

ニ
ア

な
ど

次
世

代
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
最

新
技

術
の

活
用

検
討

等
は

、
日

本
の

総
力

を
挙

げ
て

産
官

学
全

体
で

取
り

組
む

べ
き

国
の

課
題

と
考

え
る

。
　

海
洋

温
度

差
発

電
は

、
南

の
表

層
水

の
温

度
が

高
い

暑
い

地
域

の
方

が
効

率
が

い
い

と
さ

れ
、

国
内

で
は

沖
縄

が
最

適
地

と
さ

れ
て

い
る

。
沖

縄
県

は
、

2
0
1
3
年

か
ら

国
の

支
援

を
受

け
久

米
島

で
取

り
組

ん
で

お
り

、
発

電
後

の
冷

水
を

活
用

し
て

、
魚

の
養

殖
や

化
粧

品
、

海
ブ

ド
ウ

、
塩

な
ど

深
層

水
関

連
企

業
の

総
売

り
上

げ
は

、
サ

ト
ウ

キ
ビ

を
上

回
る

３
０

億
円

に
も

の
ぼ

る
。

こ
れ

ま
で

の
研

究
を

踏
ま

え
、

今
後

よ
り

大
規

模
な

1
メ

ガ
ワ

ッ
ト

級
の

発
電

プ
ラ

ン
ト

に
よ

る
研

究
段

階
に

き
て

い
る

と
聞

い
て

お
り

、
成

功
す

れ
ば

「
世

界
誇

れ
る

島
し

ょ
型

環
境

モ
デ

ル
」
の

み
な

ら
ず

「
島

し
ょ

型
産

業
振

興
モ

デ
ル

」
と

な
る

こ
と

は
明

ら
か

で
あ

る
。

　
海

洋
温

度
差

発
電

は
ク

リ
ー

ン
で

無
尽

蔵
な

再
生

エ
ネ

ル
ギ

ー
と

し
て

太
平

洋
諸

国
も

注
目

し
て

い
る

。
電

気
エ

ネ
ル

ギ
ー

は
、

私
た

ち
の

生
活

は
も

と
よ

り
産

業
に

不
可

欠
で

あ
り

、
島

国
日

本
の

な
か

の
、

さ
ら

に
島

し
ょ

地
域

で
あ

る
沖

縄
が

、
先

導
的

に
取

り
組

む
意

義
の

あ
る

事
業

で
あ

る
と

考
え

る
。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
次

世
代

火
力

発
電

や
水

素
、

ア
ン

モ
ニ

ア
等

の
次

世
代

エ
ネ

ル
ギ

ー
は

、
国

に
お

い
て

脱
炭

素
社

会
の

実
現

に
向

け
て

必
要

な
技

術
に

位
置

づ
け

ら
れ

て
お

り
、

県
と

し
て

も
活

用
検

討
を

行
う

こ
と

と
し

て
い

る
。

ま
た

、
海

洋
再

生
エ

ネ
ル

ギ
ー

に
つ

い
て

は
、

施
策

1
-
(3

)-
イ

①
海

洋
環

境
を

活
用

し
た

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

導
入

促
進

（
4
1
ペ

ー
ジ

）
に

記
載

し
て

い
る

た
め

、
原

文
の

と
お

り
と

す
る

。
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番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（
素

案
）
本

文
意

　
　

見
 (

 修
　

正
　

文
　

案
　

等
 )

理
　

　
由

　
　

等
審

 議
 結

 果
 （

案
）

1
6

4
3
1

1

□
　

汚
水

処
理

の
過

程
で

発
生

す
る

消
化

ガ
ス

の
燃

料
利

用
、

汚
水

の
処

理
施

設
に

お
け

る
プ

ラ
ン

ト
運

転
時

の
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
化

な
ど

様
々

な
手

法
に

よ
る

効
率

的
な

再
生

利
用

に
取

り
組

む

－

様
々

な
効

率
的

な
エ

ネ
ル

ギ
ー

と
し

て
汚

水
処

理
だ

け
で

は
物

足
り

な
い

と
思

い
、

以
下

を
追

記
し

た
。

汚
水

処
理

の
過

程
で

発
生

す
る

消
化

ガ
ス

の
燃

料
利

用
、

汚
水

の
処

理
施

設
に

お
け

る
プ

ラ
ン

ト
運

転
時

の
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
化

、
廃

棄
物

焼
却

施
設

に
お

け
る

廃
棄

物
発

電
な

ど
様

々
な

手
法

に
よ

る
効

率
的

な
再

生
利

用
に

取
り

組
む

【
原

文
の

と
お

り
】

ご
意

見
い

た
だ

い
た

「
廃

棄
物

焼
却

施
設

に
お

け
る

廃
棄

物
発

電
」
に

つ
い

て
は

、
P

3
0
　

1
7
行

目
の

「
バ

イ
オ

マ
ス

等
」
に

含
ま

れ
て

い
る

も
の

と
考

え
て

い
る

。

な
お

、
施

策
②

の
「
沖

縄
に

適
し

た
エ

ネ
ル

ギ
ー

供
給

・
消

費
の

効
率

化
」
に

つ
い

て
は

、
施

策
①

③
と

重
複

す
る

の
で

②
を

削
除

し
て

①
③

に
ま

と
め

て
は

ど
う

か
と

い
う

意
見

が
産

業
振

興
部

会
に

お
い

て
提

出
さ

れ
て

お
り

、
こ

れ
を

踏
ま

え
て

②
を

削
除

し
、

①
③

に
お

い
て

文
言

を
整

理
す

る
予

定
で

あ
る

。

1
7

4
3
1

5
－

－

航
空

業
界

も
2
0
5
0
年

ま
で

に
C

O
2
の

排
出

実
質

ゼ
ロ

を
掲

げ
て

お
り

、
Ｓ

Ａ
Ｆ

と
い

う
持

続
可

能
な

航
空

燃
料

と
な

る
ユ

ー
グ

レ
ナ

（
微

細
藻

類
）
の

供
給

量
と

安
定

し
た

価
格

で
の

調
達

が
鍵

に
な

っ
て

く
る

。
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

交
通

シ
ス

テ
ム

の
導

入
の

み
な

ら
ず

、
（
ユ

ー
グ

レ
ナ

な
ど

の
）
持

続
可

能
な

航
空

燃
料

の
調

達
な

り
生

産
に

も
っ

と
拍

車
を

か
け

て
い

く
こ

と
や

、
八

重
山

で
も

一
部

実
施

さ
れ

て
い

る
ユ

ー
グ

レ
ナ

の
研

究
・
開

発
・
生

産
の

本
島

へ
の

誘
致

も
含

め
て

、
助

成
な

り
税

制
措

置
の

よ
う

な
県

の
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
も

ぜ
ひ

お
願

い
し

た
い

。

【
環

境
部

会
へ

申
し

送
り

】

1
8

4
3
1

1
6

□
　

運
輸

部
門

に
つ

い
て

は
、

自
家

用
車

・
路

線
バ

ス
等

へ
の

～

－

県
内

の
Ｃ

ｏ
２

排
出

量
に

お
い

て
運

輸
部

門
の

比
率

は
高

い
。

そ
の

排
出

元
に

は
航

空
機

と
船

舶
も

含
ま

れ
て

い
る

が
、

素
案

は
触

れ
て

い
な

い
。

ま
た

、
ト

ラ
ッ

ク
に

つ
い

て
も

明
言

し
た

方
が

良
い

た
め

、
以

下
を

修
正

願
う

。

「
運

輸
部

門
に

つ
い

て
は

、
自

家
用

車
・
路

線
バ

ス
・
ト

ラ
ッ

ク
等

へ
の

・
・
・
」

【
環

境
部

会
へ

申
し

送
り

】

1
9

4
3
1

2
2

(追
加

）

－

県
内

の
Ｃ

ｏ
２

排
出

量
に

お
い

て
運

輸
部

門
の

比
率

は
高

い
。

そ
の

排
出

元
に

は
航

空
機

と
船

舶
も

含
ま

れ
て

い
る

が
、

素
案

は
触

れ
て

い
な

い
。

ま
た

、
ト

ラ
ッ

ク
に

つ
い

て
も

明
言

し
た

方
が

良
い

た
め

、
以

下
の

通
り

修
正

願
う

。

「
併

せ
て

県
内

路
線

に
就

航
す

る
航

空
機

・
船

舶
へ

の
低

炭
素

化
に

つ
い

て
も

国
と

連
携

し
て

支
援

・
指

導
す

る
。

」

【
環

境
部

会
へ

申
し

送
り

】

2
0

4
3
1

2
2

(追
加

）

－

道
路

網
の

整
備

は
最

優
先

で
進

め
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
喫

緊
の

課
題

で
あ

る
が

、
島

嶼
県

と
し

て
の

現
実

を
踏

ま
え

、
慢

性
的

な
交

通
渋

滞
、

排
気

ガ
ス

の
減

少
(低

炭
素

化
)へ

の
対

策
と

し
て

の
モ

ノ
レ

ー
ル

や
鉄

軌
道

と
並

行
し

た
海

上
に

お
け

る
モ

ー
ダ

ル
シ

フ
ト

に
つ

い
て

検
証

及
び

再
検

討
の

必
要

が
あ

る
た

め
、

以
下

の
と

お
り

修
正

願
う

。

「
更

に
陸

上
交

通
に

お
け

る
排

気
ガ

ス
の

減
少

(低
炭

素
化

)や
交

通
渋

滞
の

緩
和

等
へ

の
取

組
み

と
し

て
、

那
覇

－
北

部
間

の
海

上
バ

イ
パ

ス
等

モ
ー

ダ
ル

シ
フ

ト
の

構
築

を
図

る
。

」

【
基

盤
整

備
部

会
へ

申
し

送
り

】
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番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（
素

案
）
本

文
意

　
　

見
 (

 修
　

正
　

文
　

案
　

等
 )

理
　

　
由

　
　

等
審

 議
 結

 果
 （

案
）

2
1

4
3
6

2
6

－
－

先
般

、
沖

縄
が

め
で

た
く
世

界
自

然
遺

産
に

認
定

さ
れ

、
世

界
自

然
遺

産
と

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の

２
つ

と
の

関
係

を
考

え
て

も
、

国
立

自
然

史
博

物
館

の
沖

縄
誘

致
が

進
ん

で
ほ

し
い

と
思

う
。

世
界

に
新

た
な

自
然

史
博

物
館

の
拠

点
を

つ
く
る

と
す

れ
ば

、
地

域
は

ア
ジ

ア
の

中
心

部
で

、
そ

れ
は

間
違

い
な

く
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
の

活
用

が
特

色
に

な
る

。
沖

縄
で

自
然

史
博

物
館

の
誘

致
が

実
現

す
る

と
、

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

に
ま

つ
わ

る
ＩＣ

Ｔ
の

技
術

が
こ

れ
を

中
心

に
沖

縄
に

集
積

す
る

こ
と

が
考

え
ら

れ
る

。

【
環

境
部

会
へ

申
し

送
り

】

2
2

4
4
1

2
1

～
海

洋
バ

イ
オ

分
野

の
研

究
開

発
、

ベ
ン

チ
ャ

ー
支

援
等

を
強

化
し

～

－

【
原

案
の

と
お

り
】

　
沖

縄
県

で
は

、
関

係
機

関
及

び
住

民
が

台
風

に
係

る
被

害
状

況
の

把
握

や
被

災
地

域
の

災
害

復
旧

等
へ

の
対

応
に

あ
る

程
度

習
熟

し
て

い
る

一
方

で
、

自
主

防
災

組
織

の
リ

ー
ダ

ー
と

な
る

人
材

や
運

営
ノ

ウ
ハ

ウ
に

乏
し

い
こ

と
や

、
大

き
な

河
川

や
そ

の
氾

濫
の

経
験

が
無

く
、

防
災

意
識

が
高

ま
り

に
く
い

事
等

が
考

え
ら

れ
る

こ
と

か
ら

、
自

主
防

災
組

織
や

消
防

団
員

数
が

全
国

と
比

べ
て

低
い

状
況

に
あ

る
。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
ラ

イ
フ

サ
イ

エ
ン

ス
分

野
の

基
礎

研
究

開
発

に
つ

い
て

は
、

1
0
8
頁

2
1
行

目
の

「
沖

縄
大

学
院

大
学

等
を

核
と

し
た

共
同

研
究

の
推

進
」
に

含
ま

れ
て

お
り

、
大

学
等

の
研

究
成

果
に

よ
る

、
様

々
な

シ
ー

ズ
を

活
用

し
た

産
業

振
興

や
社

会
実

装
に

つ
な

が
る

研
究

を
推

進
し

て
い

き
た

い
と

考
え

て
い

る
。

　
ま

た
、

ベ
ン

チ
ャ

ー
支

援
等

に
つ

い
て

は
、

施
策

「
大

学
発

の
ベ

ン
チ

ャ
ー

等
の

創
出

促
進

（
1
0
9
頁

6
行

目
）
」
に

お
い

て
、

科
学

技
術

を
活

用
し

た
ラ

イ
フ

サ
イ

エ
ン

ス
分

野
の

大
学

発
ベ

ン
チ

ャ
ー

等
創

出
に

向
け

て
取

り
組

む
こ

と
と

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
原

文
の

と
お

り
と

す
る

。

2
3

4
4
7

2
0

～
魅

力
的

な
も

の
づ

く
り

を
図

る
、

次
に

掲
げ

る
施

策
を

推
進

す
る

。
～

魅
力

的
な

も
の

づ
く
り

を
図

る
た

め
、

次
に

掲
げ

る
施

策
を

推
進

す
る

。
「
図

る
た

め
」
で

は
な

い
か

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
個

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

2
4

4
4
7

2
8

①
伝

統
的

な
技

術
・
技

法
の

継
承

□
　

原
材

料
の

安
定

確
保

、
伝

統
工

芸
事

業
者

や
産

地
組

合
の

経
営

基
盤

の
強

化
、

製
法

技
術

の
向

上
や

工
程

の
見

直
し

等
に

よ
る

安
定

し
た

製
品

供
給

体
制

の
確

立
等

に
取

り
組

む
。

①
伝

統
的

な
技

術
・
技

法
の

継
承

と
経

営
基

盤
の

強
化

□
　

原
材

料
の

安
定

確
保

、
製

法
技

術
の

向
上

、
工

程
の

見
直

し
等

に
よ

り
安

定
し

た
製

品
供

給
体

制
の

確
立

を
図

り
、

工
芸

事
業

者
等

の
経

営
基

盤
の

強
化

に
取

り
組

む
。

生
産

者
（
つ

く
り

手
）
の

経
営

規
模

（
1
事

業
所

当
た

り
の

従
事

者
数

）
が

2
.4

人
で

全
国

規
模

の
5
.1

人
と

比
較

し
て

半
分

以
下

で
あ

る
。

そ
の

為
、

従
業

者
1
人

当
た

り
の

工
芸

品
生

産
額

も
約

2
0
0
万

円
と

全
国

平
均

の
約

6
1
0
万

円
の

3
分

の
1
に

留
ま

っ
て

い
る

た
め

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

2
5

4
4
7

2
8

□
　

原
材

料
の

安
定

確
保

、
伝

統
工

芸
事

業
者

や
産

地
組

合
の

経
営

基
盤

の
強

化
、

製
造

技
術

の
向

上
や

工
程

の
見

直
し

等
に

よ
る

安
定

し
た

製
品

供
給

体
制

の
確

立
等

に
取

り
組

む
。

－

沖
縄

県
の

伝
統

工
芸

品
（
三

線
や

芭
蕉

布
、

離
島

の
上

布
な

ど
）
の

生
産

に
必

要
な

材
、

三
線

で
あ

れ
ば

コ
ク

タ
ン

材
、

イ
ス

ノ
キ

材
、

イ
ヌ

マ
キ

材
、

上
布

で
あ

れ
ば

チ
ョ

マ
や

芭
蕉

な
ど

の
生

産
の

た
め

の
基

本
的

な
原

料
が

枯
渇

し
て

い
る

現
状

で
、

将
来

的
に

も
そ

れ
ら

の
継

続
的

な
生

産
に

向
け

た
仕

組
み

作
り

が
必

要
で

あ
る

。
県

産
の

伝
統

工
芸

品
の

生
産

に
必

要
な

原
材

料
と

し
て

の
木

材
や

芭
蕉

、
チ

ョ
マ

な
ど

が
現

状
で

も
枯

渇
し

て
い

る
。

後
継

の
生

産
者

も
目

算
が

立
た

な
い

状
況

で
、

そ
れ

ら
の

安
定

供
給

に
向

け
た

原
材

料
の

生
産

に
沖

縄
県

の
地

域
特

性
を

活
か

し
た

工
芸

品
の

差
別

化
の

た
め

の
ブ

ラ
ン

ド
化

・
高

付
加

価
値

化
を

推
進

す
る

観
点

か
ら

も
将

来
的

に
も

継
続

で
き

る
生

産
体

制
の

構
築

を
県

主
体

で
実

施
す

べ
き

で
あ

る
。

生
産

体
制

に
つ

い
て

の
視

点
や

具
体

的
な

考
え

方
、

具
体

的
方

策
を

行
政

課
題

と
位

置
づ

け
、

具
体

的
施

策
と

し
て

反
映

し
た

文
案

を
作

成
す

べ
き

で
あ

る
。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
計

画
（
素

案
）
に

お
い

て
も

引
き

続
き

原
材

料
の

安
定

確
保

に
取

り
組

む
方

向
性

を
記

載
し

て
お

り
、

今
後

実
行

計
画

等
で

具
体

的
施

策
に

取
り

組
ん

で
い

く
こ

と
か

ら
、

原
案

の
と

お
り

と
し

た
い

。
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番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（
素

案
）
本

文
意

　
　

見
 (

 修
　

正
　

文
　

案
　

等
 )

理
　

　
由

　
　

等
審

 議
 結

 果
 （

案
）

2
6

4
4
8

1

追
加

□
　

工
芸

品
の

認
知

度
向

上
の

た
め

、
展

示
会

の
開

催
や

文
化

施
設

等
と

の
連

携
な

ど
、

県
民

を
は

じ
め

多
く
の

方
々

へ
伝

統
工

芸
に

触
れ

る
機

会
を

提
供

し
、

沖
縄

工
芸

の
魅

力
や

価
値

の
向

上
に

取
り

組
む

。

沖
縄

の
工

芸
は

、
い

ろ
い

ろ
種

類
も

あ
り

ま
す

が
、

全
体

の
工

芸
の

中
で

県
指

定
が

2
6
あ

っ
て

、
そ

の
中

に
国

指
定

が
1
6
あ

る
よ

う
な

構
造

に
な

っ
て

お
り

、
非

常
に

多
種

多
様

な
状

況
が

あ
る

。
し

か
も

機
械

化
で

は
な

く
、

手
作

り
で

つ
く
っ

て
お

り
ま

す
の

で
産

業
と

な
か

な
か

結
び

つ
き

に
く
い

課
題

が
あ

る
。

文
化

的
な

要
素

が
高

い
伝

統
工

芸
の

産
業

の
本

質
面

を
、

今
一

度
、

文
化

的
な

切
り

口
で

ク
ロ

ー
ズ

ア
ッ

プ
し

た
展

示
会

を
提

案
す

る
。

こ
れ

に
よ

り
県

内
の

い
ろ

い
ろ

な
ビ

ジ
ネ

ス
パ

ー
ト

ナ
ー

の
広

が
り

に
も

つ
な

が
り

、
文

化
的

な
事

業
で

あ
っ

て
も

ビ
ジ

ネ
ス

に
つ

な
が

っ
て

い
く
の

で
は

な
い

か
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

2
7

4
4
8

1

□
　

消
費

者
の

感
性

に
働

き
か

け
る

感
性

型
製

品
の

開
発

や
ブ

ラ
ン

ド
力

の
向

上
、

IC
T
を

活
用

し
た

情
報

発
信

の
強

化
、

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

を
含

め
た

国
内

外
へ

の
効

果
的

な
販

路
拡

大
に

取
り

組
む

。

□
　

消
費

者
の

感
性

に
働

き
か

け
る

感
性

型
製

品
の

開
発

や
ブ

ラ
ン

ド
力

の
向

上
、

お
き

な
わ

工
芸

の
杜

や
ＩＣ

Ｔ
を

活
用

し
た

県
民

や
観

光
客

に
対

す
る

情
報

発
信

の
強

化
、

国
内

外
へ

の
効

果
的

な
販

路
拡

大
等

に
取

り
組

む
。

お
き

な
わ

工
芸

の
杜

は
沖

縄
の

工
芸

振
興

の
新

た
な

拠
点

と
し

て
期

待
さ

れ
て

い
る

。
IC

T
の

活
用

は
欠

か
せ

な
い

が
、

工
芸

の
拠

点
で

あ
る

工
芸

の
杜

に
お

い
て

、
リ

ア
ル

な
展

示
空

間
に

よ
る

使
い

手
と

の
結

び
つ

き
が

大
切

で
あ

る
。

特
に

地
元

の
使

い
手

の
取

り
込

み
が

必
要

不
可

欠
で

あ
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

2
8

4
4
8

1
－

－

伝
統

文
化

あ
る

い
は

沖
縄

の
文

化
を

活
用

す
る

に
当

た
っ

て
、

地
元

の
コ

ン
セ

ン
サ

ス
も

一
緒

に
盛

り
上

げ
て

い
く
の

が
大

事
だ

と
思

う
。

【
原

文
の

と
お

り
】

委
員

意
見

に
つ

い
て

は
今

後
の

施
策

展
開

に
お

け
る

視
点

と
し

て
参

考
に

さ
せ

て
い

た
だ

く
。

基
本

施
策

２
　

心
豊

か
で

安
全

・
安

心
に

暮
ら

せ
る

島
を

目
指

し
て

2
9

4
5
3

1
9

(1
)子

ど
も

の
貧

困
の

解
消

に
向

け
た

総
合

的
な

支
援

の
推

進
□

　
貧

困
の

世
代

間
連

鎖
の

克
服

と
解

消
に

は
、

子
ど

も
達

自
身

が
社

会
で

生
き

て
い

く
た

め
の

力
を

身
に

つ
け

る
こ

と
が

大
切

な
要

件
で

あ
る

が
、

そ
こ

に
は

、
社

会
生

活
の

中
で

必
要

な
健

康
保

険
、

税
金

、
年

金
等

と
と

も
に

、
将

来
働

く
上

で
必

要
な

労
働

関
係

の
基

礎
知

識
も

重
要

で
あ

る
。

P
1
3
8
　

１
、

1
0
行

①
若

年
者

の
就

業
・
定

着
の

促
進

、
②

若
年

者
の

就
業

意
識

啓
発

等
の

推
進

－

(意
見

)
総

論
は

賛
成

だ
が

、
ど

の
よ

う
に

基
礎

知
識

を
習

得
し

て
い

く
か

に
つ

い
て

具
体

的
な

方
策

が
必

要
。

子
ど

も
の

頃
か

ら
生

き
抜

く
た

め
に

必
要

な
経

済
活

動
に

つ
い

て
触

れ
る

こ
と

が
大

切
。

雇
用

さ
れ

る
側

の
知

識
と

、
起

業
し

て
経

営
す

る
場

合
の

実
務

的
な

経
験

や
知

識
の

習
得

ま
で

で
き

る
よ

う
目

指
し

て
欲

し
い

。
職

場
体

験
が

授
業

の
一

コ
マ

に
な

る
ぐ

ら
い

数
多

く
経

験
で

き
る

機
会

が
あ

る
と

よ
い

と
思

う
。

・
社

会
の

常
識

は
で

き
る

だ
け

早
い

段
階

か
ら

見
聞

き
し

、
自

分
の

考
え

を
持

て
る

よ
う

に
し

て
お

く
べ

き
・
雇

わ
れ

る
こ

と
（
就

職
）
だ

け
が

将
来

の
選

択
肢

で
は

な
い

こ
と

を
知

っ
て

も
ら

い
た

い
・
起

業
の

面
白

さ
や

厳
し

さ
も

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

で
き

る
こ

と
が

必
要

・
合

わ
せ

て
職

業
上

の
倫

理
に

つ
い

て
も

学
ぶ

機
会

が
必

要

【
福

祉
健

康
部

会
へ

申
し

送
り

】

商
工

労
働

部
で

は
、

全
て

の
生

徒
や

学
生

が
通

学
し

な
が

ら
の

ア
ル

バ
イ

ト
や

社
会

人
に

な
る

前
に

労
働

関
係

の
基

礎
知

識
を

学
ぶ

こ
と

は
非

常
に

重
要

だ
と

考
え

、
高

校
生

を
中

心
に

労
働

者
と

し
て

の
基

本
的

知
識

の
普

及
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

ま
た

、
子

ど
も

の
キ

ャ
リ

ア
教

育
等

に
つ

い
て

、
県

教
育

委
員

会
で

は
、

学
習

指
導

要
領

に
基

づ
き

、
発

達
段

階
に

応
じ

て
、

職
場

体
験

・
見

学
、

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

や
事

前
学

習
と

し
て

の
職

業
人

講
話

、
消

費
者

教
育

等
を

実
施

し
、

児
童

生
徒

の
望

ま
し

い
勤

労
観

、
職

業
観

を
育

む
べ

く
取

り
組

ん
で

お
り

、
委

員
の

ご
意

見
も

参
考

に
取

り
組

ん
で

い
き

た
い

。

3
0

4
5
5

2
5

～
所

得
水

準
の

高
い

職
種

等
へ

の
就

職
・
転

職
や

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
の

た
め

の
ス

キ
ル

習
得

等
の

機
会

を
充

実
さ

せ
、

就
労

支
援

と
組

み
合

わ
せ

た
取

組
を

拡
充

す
る

必
要

が
あ

る
。

～
雇

用
機

会
の

拡
大

や
賃

金
の

上
昇

と
と

も
に

、
貧

困
の

連
鎖

を
断

ち
切

る
～

－

（
意

見
）

・
ス

キ
ル

だ
け

で
な

く
、

業
種

や
職

種
の

見
聞

を
広

め
、

仕
事

を
す

る
こ

と
へ

の
興

味
を

持
っ

て
も

ら
え

る
よ

う
な

取
組

が
必

要
・
雇

用
拡

大
や

賃
金

上
昇

が
経

済
的

に
困

難
な

中
小

零
細

企
業

に
配

慮
し

た
表

現
に

し
て

欲
し

い
・
ス

キ
ル

習
得

の
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
た

め
に

も
、

仕
事

と
の

ミ
ス

マ
ッ

チ
ン

グ
を

軽
減

す
る

た
め

に
も

必
要

な
取

組
・
沖

縄
の

企
業

の
９

９
％

は
中

小
企

業
で

あ
り

、
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
大

き
な

ダ
メ

ー
ジ

を
受

け
て

い
ま

す
。

企
業

側
の

事
情

を
斟

酌
し

た
う

え
で

成
立

す
る

方
策

を
考

え
る

べ
き

。

【
原

文
の

と
お

り
】

引
き

続
き

、
関

係
機

関
と

連
携

し
、

業
種

や
職

種
の

見
聞

を
広

め
る

取
組

や
女

性
が

自
分

に
あ

っ
た

仕
事

を
見

つ
け

ら
れ

る
よ

う
な

取
組

等
の

様
々

な
支

援
を

行
い

、
ひ

と
り

親
世

帯
の

就
労

支
援

に
取

り
組

む
。

子
ど

も
の

貧
困

の
解

消
に

は
、

中
小

企
業

・
小

規
模

事
業

者
に

お
け

る
「
雇

用
の

質
の

改
善

」
と

、
「
生

産
性

向
上

」
に

向
け

た
取

組
が

重
要

で
あ

り
、

施
策

2
-

(1
)-

ウ
に

「
県

内
企

業
・
事

業
所

の
生

産
性

の
向

上
と

雇
用

環
境

の
改

善
を

図
り

、
」
と

記
述

が
あ

る
こ

と
か

ら
原

文
の

と
お

り
と

す
る

。
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番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（
素

案
）
本

文
意

　
　

見
 (

 修
　

正
　

文
　

案
　

等
 )

理
　

　
由

　
　

等
審

 議
 結

 果
 （

案
）

3
1

4
5
9

2
9

②
　

生
活

習
慣

病
等

の
予

防
に

向
け

た
健

康
的

な
生

活
の

定
着

－

　
沖

縄
県

は
、

健
康

診
断

の
有

所
見

率
が

9
年

連
続

し
て

ワ
ー

ス
ト

1
と

な
っ

て
い

る
。

現
役

世
代

の
死

亡
率

も
高

く
、

沖
縄

に
お

け
る

生
産

性
の

低
さ

の
要

因
の

一
つ

と
も

な
っ

て
い

る
。

　
こ

の
た

め
、

有
所

見
率

の
改

善
を

図
る

等
の

た
め

、
職

場
に

お
け

る
健

康
づ

く
り

の
取

組
と

し
て

、
健

康
経

営
の

促
進

を
項

目
と

し
て

以
下

の
と

お
り

追
加

し
て

頂
き

た
い

。

ま
た

、
今

回
、

企
業

の
「
稼

ぐ
力

」
の

強
化

を
打

ち
出

し
て

い
る

が
、

Ｄ
Ｘ

の
推

進
や

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

促
進

等
に

よ
る

生
産

性
の

向
上

だ
け

で
な

く
、

生
産

性
を

低
下

さ
せ

ず
、

経
営

基
盤

の
強

化
を

図
る

た
め

、
「
健

康
経

営
」

の
取

組
の

強
化

も
求

め
ら

れ
て

い
る

と
考

え
て

い
る

。

【
追

加
】

③
　

健
康

経
営

の
促

進
□

　
職

場
に

お
け

る
健

康
診

断
の

有
所

見
率

の
高

さ
や

、
現

役
世

代
の

死
亡

率
の

高
さ

を
改

善
す

る
た

め
、

健
康

経
営

の
取

組
を

促
進

す
る

。

【
福

祉
健

康
部

会
へ

申
し

送
り

】

職
場

に
お

け
る

健
康

経
営

は
、

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
を

推
進

す
る

上
で

も
従

業
員

が
健

康
で

働
き

続
け

ら
れ

る
こ

と
は

大
変

重
要

と
考

え
て

お
り

、
ま

た
、

委
員

の
ご

意
見

の
と

お
り

労
働

生
産

性
向

上
の

観
点

か
ら

も
企

業
に

と
っ

て
有

益
で

あ
る

。
商

工
労

働
部

で
は

、
セ

ミ
ナ

ー
等

を
通

し
て

労
使

双
方

に
対

し
「
健

康
経

営
」
の

周
知

啓
発

を
行

う
。

3
2

4
7
2

8
－

－

組
織

は
戦

略
に

従
う

。
今

後
1
0
年

間
、

沖
縄

県
が

デ
ジ

タ
ル

戦
略

を
進

め
て

い
く
上

で
、

他
自

治
体

も
行

っ
て

い
る

よ
う

に
変

化
に

対
応

で
き

る
組

織
の

検
討

を
ぜ

ひ
や

っ
て

い
た

だ
き

た
い

。

【
基

盤
整

備
部

会
へ

申
し

送
り

】

3
3

4
7
7

1
0

－
－

行
政

版
Ｂ

Ｃ
Ｐ

だ
け

で
う

ま
く
い

く
と

は
思

っ
て

い
な

い
が

、
沖

縄
は

島
し

ょ
県

で
あ

る
メ

リ
ッ

ト
を

生
か

し
、

ワ
ク

チ
ン

接
種

、
Ｐ

Ｃ
Ｒ

の
陰

性
証

明
を

持
っ

て
い

る
方

の
み

来
県

し
て

も
ら

い
、

県
民

は
経

済
を

回
し

て
い

く
な

ど
、

経
済

を
止

め
な

い
と

い
う

観
点

が
必

要
で

は
な

い
か

。

【
文

化
・
観

光
ス

ポ
ー

ツ
部

会
へ

申
し

送
り

】

3
4

4
7
7

1
7

～
県

内
企

業
の

策
定

に
向

け
た

支
援

に
取

り
組

む
。

～
行

政
版

B
C

P
の

策
定

及
び

県
内

企
業

の
策

定
に

向
け

た
支

援
に

取
り

組
む

。
今

回
の

コ
ロ

ナ
対

応
に

お
い

て
、

企
業

に
お

け
る

B
C

P
対

応
の

必
要

性
は

認
識

で
き

た
が

、
そ

れ
以

上
に

県
の

B
C

P
的

な
プ

ラ
ン

は
さ

ら
に

重
要

で
あ

る
こ

と
が

確
認

で
き

た
。

特
に

島
嶼

県
で

あ
り

且
つ

人
口

密
度

も
高

い
我

が
県

は
、

感
染

症
に

お
い

て
や

り
方

に
よ

っ
て

は
台

湾
や

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

の
よ

う
に

守
り

を
強

く
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

何
度

も
県

民
の

経
済

活
動

を
止

め
る

こ
と

の
な

い
よ

う
、

必
ず

来
る

で
あ

ろ
う

感
染

症
対

応
の

た
め

に
島

嶼
県

と
し

て
水

際
対

策
の

強
化

や
条

例
制

定
を

含
め

、
経

済
活

動
を

止
め

な
い

た
め

の
行

政
と

し
て

の
B

C
P

構
築

の
記

載
が

必
要

で
は

な
い

か
。

【
福

祉
保

健
部

会
へ

申
し

送
り

】

基
本

施
策

３
　

希
望

と
活

力
に

あ
ふ

れ
る

豊
か

な
島

を
目

指
し

て

3
5

4
8
4

2
5

－
－

情
報

特
区

地
域

に
関

し
て

は
地

方
税

の
課

税
免

除
に

関
し

て
器

具
備

品
は

外
さ

れ
て

お
り

、
償

却
資

産
税

の
課

税
免

除
が

受
け

ら
れ

ず
、

非
常

に
範

囲
が

狭
め

ら
れ

て
い

る
た

め
、

ＩＴ
関

連
事

業
者

を
必

ず
し

も
支

援
し

て
い

る
税

制
に

は
な

っ
て

い
な

い
。

ま
た

、
ＩＴ

事
業

者
だ

け
が

対
象

で
あ

る
が

、
こ

の
構

想
の

中
で

は
各

産
業

の
事

業
者

に
つ

い
て

も
ＩＴ

設
備

の
導

入
や

活
用

な
ど

を
行

う
こ

と
で

沖
縄

県
全

体
の

底
上

げ
が

必
要

で
あ

り
、

特
区

が
情

報
特

区
や

地
域

な
ど

の
IT

事
業

者
の

み
を

対
象

と
す

る
制

度
に

違
和

感
が

あ
る

。

【
原

文
の

と
お

り
】

県
内

企
業

の
IT

導
入

に
係

る
支

援
に

つ
い

て
は

第
４

章
３

（
１

）
ア

に
IC

T
導

入
支

援
の

方
向

性
が

示
さ

れ
て

お
り

、
委

員
意

見
の

趣
旨

は
含

ま
れ

て
い

る
と

の
こ

と
か

ら
、

原
文

ど
お

り
と

す
る

。
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番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（
素

案
）
本

文
意

　
　

見
 (

 修
　

正
　

文
　

案
　

等
 )

理
　

　
由

　
　

等
審

 議
 結

 果
 （

案
）

3
6

4
8
4

2
6

□
　

多
く
の

企
業

や
人

材
、

投
資

家
等

が
集

積
す

る
大

都
市

圏
か

ら
遠

く
離

れ
、

県
外

と
の

ビ
ジ

ネ
ス

交
流

に
不

利
な

本
県

に
お

い
て

～

－

沖
縄

県
が

大
都

市
か

ら
離

れ
て

い
て

リ
ゾ

ー
ト

県
で

得
を

し
た

と
感

じ
た

こ
と

は
あ

り
ま

す
が

、
不

利
だ

と
感

じ
た

こ
と

は
な

い
。

遠
く
離

れ
て

い
て

も
情

報
発

信
力

や
ビ

ジ
ネ

ス
内

容
次

第
で

は
他

県
と

比
べ

て
劣

る
こ

と
は

な
い

の
で

表
現

を
変

え
て

は
ど

う
か

。

【
原

文
ど

お
り

】

ご
指

摘
の

と
お

り
、

多
く
の

企
業

や
人

材
、

投
資

家
等

が
集

積
す

る
大

都
市

圏
か

ら
離

れ
て

い
る

こ
と

が
特

に
不

利
に

な
ら

な
い

観
光

等
の

業
種

も
あ

る
が

、
新

た
な

人
材

・
資

金
等

を
必

要
と

す
る

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
や

、
関

連
技

術
や

下
請

け
等

の
裾

野
が

広
い

製
造

業
な

ど
不

利
性

の
あ

る
業

種
も

多
く
、

関
係

す
る

課
題

も
指

摘
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
対

策
を

講
じ

る
必

要
が

あ
る

の
で

原
文

ど
お

り
と

す
る

。

3
7

4
8
4

2
9

□
　

多
く
の

企
業

や
人

材
、

投
資

家
等

が
集

積
す

る
大

都
市

圏
か

ら
遠

く
離

れ
、

県
外

と
の

ビ
ジ

ネ
ス

交
流

に
不

利
な

本
県

に
お

い
て

、
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

型
経

済
へ

の
移

行
を

促
す

た
め

に
は

、
よ

り
積

極
的

・
戦

略
的

な
施

策
展

開
が

求
め

ら
れ

る
。

そ
の

た
め

、
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
促

す
規

制
緩

和
や

投
資

の
促

進
、

技
術

者
や

起
業

家
教

育
の

拡
充

、
女

性
の

活
躍

の
促

進
な

ど
、

様
々

な
角

度
か

ら
取

組
を

進
め

る
必

要
が

あ
る

。

□
　

多
く
の

企
業

や
人

材
、

投
資

家
等

が
集

積
す

る
大

都
市

圏
か

ら
遠

く
離

れ
、

県
外

と
の

ビ
ジ

ネ
ス

交
流

に
不

利
な

本
県

に
お

い
て

、
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

型
経

済
へ

の
移

行
を

促
す

た
め

に
は

、
よ

り
積

極
的

・
戦

略
的

な
施

策
展

開
が

求
め

ら
れ

る
。

そ
の

た
め

、
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
促

す
規

制
緩

和
や

投
資

の
促

進
、

技
術

者
や

起
業

家
教

育
の

拡
充

、
多

様
な

人
材

の
活

躍
の

促
進

な
ど

、
様

々
な

角
度

か
ら

取
組

を
進

め
る

必
要

が
あ

る
。

「
稼

ぐ
力

」
の

発
揮

に
向

け
て

、
積

極
的

な
女

性
の

登
用

と
い

っ
た

趣
旨

で
の

記
載

を
入

れ
る

べ
き

。
P

8
4
の

2
9
行

目
で

女
性

活
躍

の
推

進
も

含
め

て
稼

ぐ
力

の
強

化
の

視
点

と
し

て
挙

げ
て

い
る

に
も

関
わ

ら
ず

、
内

容
に

含
ま

れ
て

い
な

い
。

(1
1
)誰

も
が

安
心

し
て

働
け

る
環

境
づ

く
り

の
中

で
「
女

性
が

活
躍

で
き

る
環

境
づ

く
り

」
の

パ
ー

ト
は

あ
り

ま
す

が
、

安
定

的
な

雇
用

や
、

能
力

発
揮

の
環

境
づ

く
り

の
パ

ー
ト

と
認

識
し

て
い

る
。

「
稼

ぐ
力

」
で

の
女

性
活

躍
と

は
、

よ
り

女
性

の
視

点
で

の
企

画
・
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

・
販

促
と

い
っ

た
要

素
に

お
い

て
積

極
的

に
女

性
を

登
用

す
る

こ
と

だ
と

感
じ

る
。

そ
う

し
た

観
点

で
「
稼

ぐ
力

」
の

発
揮

に
向

け
て

、
積

極
的

な
女

性
の

登
用

と
い

っ
た

趣
旨

で
の

表
現

に
し

て
は

ど
う

か
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
個

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

併
せ

て
1
3
8
頁

3
2
行

～
3
4
行

「
エ

　
女

性
が

活
躍

で
き

る
環

境
づ

く
り

」
を

修
正

し
ま

す
。

3
8

4
8
4

2
9

□
　

多
く
の

企
業

や
人

材
、

投
資

家
等

が
集

積
す

る
大

都
市

圏
か

ら
遠

く
離

れ
、

県
外

と
の

ビ
ジ

ネ
ス

交
流

に
不

利
な

本
県

に
お

い
て

、
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

型
経

済
へ

の
移

行
を

促
す

た
め

に
は

、
よ

り
積

極
的

・
戦

略
的

な
施

策
展

開
が

求
め

ら
れ

る
。

そ
の

た
め

、
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
促

す
規

制
緩

和
や

投
資

の
促

進
、

技
術

者
や

起
業

家
教

育
の

拡
充

、
女

性
の

活
躍

の
促

進
な

ど
、

様
々

な
角

度
か

ら
取

組
を

進
め

る
必

要
が

あ
る

。

□
　

多
く
の

企
業

や
人

材
、

投
資

家
等

が
集

積
す

る
大

都
市

圏
か

ら
遠

く
離

れ
、

県
外

と
の

ビ
ジ

ネ
ス

交
流

に
不

利
な

本
県

に
お

い
て

、
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

型
経

済
へ

の
移

行
を

促
す

た
め

に
は

、
よ

り
積

極
的

・
戦

略
的

な
施

策
展

開
が

求
め

ら
れ

る
。

そ
の

た
め

、
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
促

す
規

制
緩

和
や

投
資

の
促

進
、

技
術

者
や

起
業

家
教

育
の

拡
充

、
多

様
な

人
材

の
活

躍
の

促
進

な
ど

、
様

々
な

角
度

か
ら

取
組

を
進

め
る

必
要

が
あ

る
。

　
8
4
頁

2
9
行

に
「
女

性
の

活
躍

の
促

進
な

ど
、

様
々

な
角

度
か

ら
取

組
を

進
め

る
必

要
が

あ
る

」
と

の
課

題
認

識
が

あ
る

も
の

の
、

具
体

的
取

組
が

記
述

さ
れ

て
い

な
い

。
　

こ
の

た
め

、
生

産
性

向
上

の
方

策
と

し
て

、
女

性
な

ど
多

様
な

人
材

の
活

用
に

つ
い

て
、

追
加

記
述

し
て

は
ど

う
か

。

ま
た

、
P

8
6
、

2
9
行

目
の

「
③

　
人

材
投

資
に

よ
る

生
産

性
の

向
上

□
　

次
世

代
の

企
業

経
営

者
を

育
成

す
る

た
め

～
」
に

つ
い

て
、

今
後

の
活

躍
を

期
待

す
る

「
若

者
や

女
性

」
を

「
次

世
代

の
企

業
経

営
者

」
の

枕
詞

と
し

て
追

記
し

て
は

ど
う

か
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
個

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

併
せ

て
1
3
8
頁

3
2
行

～
3
4
行

「
エ

　
女

性
が

活
躍

で
き

る
環

境
づ

く
り

」
を

修
正

し
ま

す
。

3
9

4
8
4

2
9

□
　

多
く
の

企
業

や
人

材
、

投
資

家
等

が
集

積
す

る
大

都
市

圏
か

ら
遠

く
離

れ
、

県
外

と
の

ビ
ジ

ネ
ス

交
流

に
不

利
な

本
県

に
お

い
て

、
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

型
経

済
へ

の
移

行
を

促
す

た
め

に
は

、
よ

り
積

極
的

・
戦

略
的

な
施

策
展

開
が

求
め

ら
れ

る
。

そ
の

た
め

、
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
促

す
規

制
緩

和
や

投
資

の
促

進
、

技
術

者
や

起
業

家
教

育
の

拡
充

、
女

性
の

活
躍

の
促

進
な

ど
、

様
々

な
角

度
か

ら
取

組
を

進
め

る
必

要
が

あ
る

。

□
　

多
く
の

企
業

や
人

材
、

投
資

家
等

が
集

積
す

る
大

都
市

圏
か

ら
遠

く
離

れ
、

県
外

と
の

ビ
ジ

ネ
ス

交
流

に
不

利
な

本
県

に
お

い
て

、
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

型
経

済
へ

の
移

行
を

促
す

た
め

に
は

、
よ

り
積

極
的

・
戦

略
的

な
施

策
展

開
が

求
め

ら
れ

る
。

そ
の

た
め

、
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
促

す
規

制
緩

和
や

投
資

の
促

進
、

技
術

者
や

起
業

家
教

育
の

拡
充

、
多

様
な

人
材

の
活

躍
の

促
進

な
ど

、
様

々
な

角
度

か
ら

取
組

を
進

め
る

必
要

が
あ

る
。

「
女

性
な

ど
多

様
な

人
材

」
と

い
う

表
現

は
、

「
女

性
な

ど
」
と

い
う

女
性

も
含

め
た

被
逆

差
別

を
受

け
て

い
る

よ
う

な
イ

メ
ー

ジ
や

女
性

は
男

性
よ

り
劣

っ
て

い
る

と
捉

え
ら

れ
る

表
現

に
な

る
の

で
は

な
い

か
。

「
男

女
関

わ
ら

ず
」
と

か
、

「
年

齢
問

わ
ず

」
と

い
う

表
現

に
改

善
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
個

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

併
せ

て
1
3
8
頁

3
2
行

～
3
4
行

「
エ

　
女

性
が

活
躍

で
き

る
環

境
づ

く
り

」
を

修
正

し
ま

す
。
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番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（
素

案
）
本

文
意

　
　

見
 (

 修
　

正
　

文
　

案
　

等
 )

理
　

　
由

　
　

等
審

 議
 結

 果
 （

案
）

4
0

4
8
5

3

□
　

観
光

、
も

の
づ

く
り

、
農

林
水

産
業

、
物

流
、

各
種

サ
ー

ビ
ス

な
ど

、
様

々
な

産
業

に
お

い
て

、
A

Iや
Io

T
、

ロ
ボ

ッ
ト

、
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
等

の
新

た
な

技
術

の
活

用
に

よ
り

、
各

産
業

の
付

加
価

値
を

高
め

る
と

と
も

に
、

本
県

の
優

位
性

を
生

か
し

た
産

業
の

高
度

化
・
高

付
加

価
値

化
を

図
る

こ
と

で
、

県
民

所
得

を
着

実
に

向
上

さ
せ

て
い

く
必

要
が

あ
る

～

□
　

S
o
c
ie

ty
5
.0

の
実

現
に

向
け

た
“
リ

ゾ
テ

ッ
ク

お
き

な
わ

”
の

推
進

に
よ

り
、

観
光

、
も

の
づ

く
り

、
農

林
水

産
業

、
物

流
、

各
種

サ
ー

ビ
ス

業
な

ど
、

様
々

な
産

業
に

お
け

る
D

X
を

加
速

さ
せ

、
A

Iや
Io

T
、

ロ
ボ

ッ
ト

、
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
等

の
デ

ジ
タ

ル
技

術
の

活
用

に
よ

る
ビ

ジ
ネ

ス
変

革
を

促
し

、
産

業
の

高
度

化
・
高

付
加

価
値

化
を

実
現

す
る

必
要

が
あ

る
～

8
5
ペ

ー
ジ

の
ア

「
全

産
業

に
お

け
る

労
働

生
産

性
の

向
上

」
及

び
①

は
ま

さ
に

R
e
so

rT
e
c
h
O

ki
n
aw

aの
コ

ン
セ

プ
ト

そ
の

も
の

で
あ

る
。

ま
た

こ
れ

ら
項

目
は

他
県

で
も

同
様

の
方

向
性

が
示

さ
れ

て
い

る
と

思
料

す
る

が
、

沖
縄

で
は

す
で

に
R

e
so

rT
e
c
h
 O

ki
n
aw

aの
コ

ン
セ

プ
ト

の
も

と
推

進
中

で
あ

り
、

沖
縄

ら
し

い
差

別
化

を
は

か
る

書
き

ぶ
り

は
必

要

ま
た

、
振

興
計

画
素

案
の

多
く
の

場
面

に
IC

T
,D

X
等

に
関

連
す

る
記

載
が

見
ら

れ
る

。
本

来
、

R
e
so

rT
e
c
h
O

ki
n
aw

aの
真

髄
は

決
し

て
情

報
通

信
関

連
産

業
の

高
度

化
を

目
指

す
だ

け
で

は
な

く
、

ど
ち

ら
か

と
い

う
と

観
光

等
沖

縄
の

産
業

を
IC

T
化

や
D

X
化

に
よ

り
支

え
て

い
く
と

い
う

発
想

。
し

た
が

っ
て

情
報

通
信

関
連

産
業

の
高

度
化

・
高

付
加

価
値

化
と

い
う

タ
イ

ト
ル

だ
と

、
そ

の
意

義
を

自
ら

矮
小

化
す

る
こ

と
に

な
る

。
こ

れ
だ

け
多

く
の

場
面

に
IC

T
・
D

X
化

記
載

が
見

ら
れ

る
の

だ
か

ら
、

R
e
so

rT
e
c
h
 O

ki
n
aw

aは
そ

れ
ら

解
決

に
資

す
る

コ
ン

セ
プ

ト
で

あ
る

こ
と

を
明

快
に

し
た

表
現

に
し

て
は

ど
う

か
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

4
1

4
8
5

3

□
　

観
光

、
も

の
づ

く
り

、
農

林
水

産
業

、
物

流
、

各
種

サ
ー

ビ
ス

な
ど

、
様

々
な

産
業

に
お

い
て

、
A

Iや
Io

T
、

ロ
ボ

ッ
ト

、
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
等

の
新

た
な

技
術

の
活

用
に

よ
り

、
各

産
業

の
付

加
価

値
を

高
め

る
と

と
も

に
、

本
県

の
優

位
性

を
生

か
し

た
産

業
の

高
度

化
・
高

付
加

価
値

化
を

図
る

こ
と

で
、

県
民

所
得

を
着

実
に

向
上

さ
せ

て
い

く
必

要
が

あ
る

～

□
　

S
o
c
ie

ty
5
.0

の
実

現
に

向
け

た
“
リ

ゾ
テ

ッ
ク

お
き

な
わ

”
の

推
進

に
よ

り
、

観
光

、
も

の
づ

く
り

、
農

林
水

産
業

、
物

流
、

各
種

サ
ー

ビ
ス

業
な

ど
、

様
々

な
産

業
に

お
け

る
D

X
を

加
速

さ
せ

、
A

Iや
Io

T
、

ロ
ボ

ッ
ト

、
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
等

の
デ

ジ
タ

ル
技

術
の

活
用

に
よ

る
ビ

ジ
ネ

ス
変

革
を

促
し

、
産

業
の

高
度

化
・
高

付
加

価
値

化
を

実
現

す
る

必
要

が
あ

る
～

P
1
0
1
　

3
行

目
に

「
R

e
so

rt
e
c
h
 O

ki
n
aw

aの
コ

ン
セ

プ
ト

を
広

く
県

内
外

に
発

信
し

～
」
と

あ
る

が
、

こ
の

ま
ま

で
は

県
内

情
報

通
信

関
連

産
業

の
た

め
の

活
動

で
あ

る
と

看
做

さ
れ

、
成

果
が

得
に

く
く
な

る
懸

念
が

あ
る

。
結

局
は

県
内

情
報

通
信

関
連

産
業

の
た

め
に

な
ら

な
い

の
で

、
表

現
を

変
え

て
は

ど
う

か
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

R
e
so

rT
e
c
h
 O

ki
n
aw

aは
、

情
報

通
信

関
連

産
業

の
高

度
化

・
高

付
加

価
値

化
だ

け
で

は
な

い
こ

と
か

ら
、

３
（
１

）
で

県
内

全
産

業
の

Ｄ
Ｘ

の
推

進
を

追
記

す
る

こ
と

で
、

両
方

に
取

り
組

ん
で

い
く
こ

と
が

分
か

る
修

正
と

す
る

。

4
2

4
8
5

1
5

□
　

経
営

の
高

度
化

・
効

率
化

に
よ

る
中

堅
企

業
の

育
成

や
経

営
基

盤
の

強
化

等
に

よ
り

～

□
　

経
営

の
高

度
化

・
効

率
化

に
よ

る
中

小
企

業
等

の
育

成
や

経
営

基
盤

の
強

化
等

に
よ

り
～

中
堅

企
業

を
特

出
し

し
た

理
由

が
分

か
り

か
ね

た
た

め
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
個

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

4
3

4
8
5

2
9

①
 デ

ジ
タ

ル
ト

ラ
ン

ス
フ

ォ
ー

メ
ー

シ
ョ

ン
等

の
推

進
に

よ
る

企
業

の
生

産
性

向
上

①
　

リ
ゾ

テ
ッ

ク
お

き
な

わ
の

推
進

に
よ

る
産

業
D

X
の

加
速

化
□

　
リ

ゾ
テ

ッ
ク

お
き

な
わ

と
は

、
本

県
に

お
い

て
デ

ジ
タ

ル
社

会
を

実
現

し
て

い
く
中

で
、

社
会

・
経

済
の

D
X
推

進
に

向
け

た
取

組
の

総
称

を
い

う
。

①
（
デ

ジ
タ

ル
ト

ラ
ン

ス
フ

ォ
ー

メ
ー

シ
ョ

ン
等

の
推

進
に

よ
る

企
業

の
生

産
性

向
上

）
の

中
に

R
e
so

rt
e
c
h
 O

ki
n
aw

a 
の

推
進

を
掲

げ
、

定
義

、
説

明
を

簡
略

に
記

述
し

て
頂

き
た

い
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

4
4

4
8
6

1

□
 沖

縄
IT

 イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
戦

略
セ

ン
タ

ー
と

連
携

し
、

官
民

各
セ

ク
タ

ー
が

持
つ

デ
ー

タ
の

オ
ー

プ
ン

化
を

進
め

る
と

と
も

に
、

様
々

な
企

業
等

が
活

用
で

き
る

デ
ー

タ
流

通
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
を

構
築

し
、

D
X
 推

進
の

た
め

の
ソ

フ
ト

イ
ン

フ
ラ

と
し

て
の

活
用

を
図

る
。

□
　

県
内

企
業

や
各

産
業

に
お

け
る

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

活
用

や
企

業
・
業

種
の

垣
根

を
越

え
た

デ
ー

タ
連

携
を

促
進

す
る

た
め

、
沖

縄
IT

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
戦

略
セ

ン
タ

ー
や

各
業

界
団

体
と

連
携

・
協

働
し

、
官

民
の

各
セ

ク
タ

ー
が

持
つ

デ
ー

タ
の

オ
ー

プ
ン

化
を

進
め

る
と

と
も

に
、

様
々

な
企

業
等

に
各

種
デ

ー
タ

を
ワ

ン
ス

ト
ッ

プ
で

提
供

し
、

デ
ー

タ
分

析
等

を
サ

ポ
ー

ト
す

る
デ

ー
タ

活
用

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

を
整

備
し

、
D

X
推

進
の

ソ
フ

ト
イ

ン
フ

ラ
と

し
て

の
構

築
・
活

用
を

図
る

。

「
沖

縄
IT

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
戦

略
セ

ン
タ

ー
・
・
・
D

X
に

取
り

組
む

意
義

・
・
・
気

運
の

醸
成

を
図

る
」
と

あ
る

が
、

オ
ー

プ
ン

デ
ー

タ
化

（
有

料
・
無

料
は

別
と

し
て

）
へ

の
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

を
考

え
る

必
要

が
あ

る
。

デ
ー

タ
を

公
開

・
開

示
す

る
こ

と
の

社
会

的
重

要
性

を
知

っ
て

も
ら

う
だ

け
で

な
く
、

デ
ー

タ
提

供
者

に
と

っ
て

の
メ

リ
ッ

ト
を

付
与

す
る

仕
組

み
に

つ
い

て
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。
ま

た
、

人
流

デ
ー

タ
な

ど
定

量
的

デ
ー

タ
の

活
用

や
Ｄ

Ｘ
の

観
点

か
ら

様
々

な
デ

ー
タ

を
補

完
及

び
利

用
で

き
る

デ
ー

タ
の

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

を
整

備
す

る
必

要
が

あ
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。
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番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（
素

案
）
本

文
意

　
　

見
 (

 修
　

正
　

文
　

案
　

等
 )

理
　

　
由

　
　

等
審

 議
 結

 果
 （

案
）

4
5

4
8
6

1

・
3
-
(1

)-
ア

①
デ

ジ
タ

ル
ト

ラ
ン

ス
フ

ォ
ー

メ
ー

シ
ョ

ン
等

の
推

進
に

よ
る

企
業

の
生

産
性

向
上

　
「
沖

縄
IT

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
戦

略
セ

ン
タ

ー
と

連
携

し
、

～
D

X
推

進
の

た
め

の
ソ

フ
ト

イ
ン

フ
ラ

と
し

て
の

活
用

を
図

る
。

」

□
　

県
内

企
業

や
各

産
業

に
お

け
る

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

活
用

や
企

業
・
業

種
の

垣
根

を
越

え
た

デ
ー

タ
連

携
を

促
進

す
る

た
め

、
沖

縄
IT

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
戦

略
セ

ン
タ

ー
や

各
業

界
団

体
と

連
携

・
協

働
し

、
官

民
の

各
セ

ク
タ

ー
が

持
つ

デ
ー

タ
の

オ
ー

プ
ン

化
を

進
め

る
と

と
も

に
、

様
々

な
企

業
等

に
各

種
デ

ー
タ

を
ワ

ン
ス

ト
ッ

プ
で

提
供

し
、

デ
ー

タ
分

析
等

を
サ

ポ
ー

ト
す

る
デ

ー
タ

活
用

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

を
整

備
し

、
D

X
推

進
の

ソ
フ

ト
イ

ン
フ

ラ
と

し
て

の
構

築
・
活

用
を

図
る

。

(意
見

)
デ

ー
タ

の
オ

ー
プ

ン
化

、
デ

ー
タ

流
通

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

構
築

は
、

（
デ

ー
タ

利
活

用
を

通
じ

た
）
新

た
な

価
値

の
創

造
や

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
創

出
に

不
可

欠
な

も
の

と
言

え
る

。
ま

た
、

今
後

の
ス

マ
ー

ト
シ

テ
ィ

形
成

な
ど

に
お

い
て

も
不

可
欠

と
な

る
も

の
。

実
現

に
は

官
・
民

を
は

じ
め

関
係

者
の

合
意

形
成

や
共

同
利

用
し

て
い

く
た

め
の

仕
掛

け
や

仕
組

み
づ

く
り

が
と

て
も

重
要

に
な

る
。

利
害

関
係

を
越

え
て

ニ
ュ

ー
ト

ラ
ル

に
調

整
で

き
る

機
能

（
体

制
）
が

必
要

で
あ

り
、

地
域

住
民

も
巻

き
込

ん
だ

推
進

体
制

の
確

立
が

不
可

欠
と

考
え

る
。

そ
の

旨
に

も
言

及
し

て
は

ど
う

か
。

（
観

光
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
構

築
、

活
用

に
つ

い
て

も
同

様
の

こ
と

が
言

え
る

。
）

ま
た

、
こ

う
し

た
取

り
組

み
は

、
企

業
や

県
内

産
業

の
「
D

X
推

進
」
に

資
す

る
だ

け
で

な
く
、

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
創

出
に

よ
る

産
業

振
興

、
ま

ち
や

社
会

の
ス

マ
ー

ト
化

に
も

繋
が

る
も

の
で

あ
り

、
将

来
的

な
沖

縄
県

の
発

展
に

大
い

に
貢

献
す

る
可

能
性

の
あ

る
取

り
組

み
と

考
え

る
。

そ
の

意
味

で
、

現
行

の
記

述
に

あ
る

「
D

X
推

進
の

た
め

の
ソ

フ
ト

イ
ン

フ
ラ

と
し

て
の

活
用

」
や

「
県

内
産

業
の

D
X
推

進
基

盤
」
と

い
う

表
現

だ
け

で
は

、
取

り
組

み
の

意
義

（
目

的
）
が

狭
く
な

っ
て

い
る

印
象

を
受

け
る

。
（
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

創
出

や
「
ス

マ
ー

ト
化

」
と

い
っ

た
キ

ー
ワ

ー
ド

を
盛

り
込

ん
だ

方
が

良
い

と
考

え
る

）

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

4
6

4
8
6

2
7

□
　

人
材

育
成

投
資

税
制

の
創

設
に

よ
り

、
企

業
に

よ
る

人
材

育
成

の
た

め
の

投
資

を
促

進
し

～

－

沖
縄

で
な

か
な

か
人

材
が

育
た

な
い

の
は

、
（
小

規
模

事
業

者
が

多
い

が
ゆ

え
に

）
ア

ド
ミ

ン
が

弱
い

（
も

し
く
は

な
い

）
か

ら
と

い
う

話
が

あ
る

。
会

社
と

し
て

人
材

を
し

っ
か

り
育

成
す

る
流

れ
を

作
る

よ
う

な
、

方
向

性
も

盛
り

込
ん

だ
記

載
に

し
て

は
ど

う
か

。

【
原

文
の

と
お

り
】

県
内

企
業

の
人

材
育

成
に

つ
い

て
は

、
ご

指
摘

の
内

容
も

含
め

様
々

な
課

題
が

指
摘

さ
れ

て
お

り
、

社
内

教
育

を
は

じ
め

社
外

の
リ

ソ
ー

ス
を

活
用

し
た

研
修

や
資

格
取

得
な

ど
人

材
育

成
の

た
め

の
投

資
を

幅
広

く
促

進
す

る
こ

と
想

定
し

た
表

現
と

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
原

文
ど

お
り

と
す

る
。

4
7

4
8
7

5

□
　

新
商

品
開

発
や

新
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

、
経

営
力

向
上

、
技

術
の

高
度

化
、

等
に

取
り

組
む

中
小

企
業

等
に

対
し

、
専

門
家

派
遣

や
経

営
指

導
、

経
営

革
新

の
支

援
に

取
り

組
む

。

□
　

新
商

品
開

発
や

新
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

、
経

営
力

向
上

、
技

術
の

高
度

化
、

事
業

の
協

業
化

等
に

取
り

組
む

中
小

企
業

等
に

対
し

、
専

門
家

派
遣

や
経

営
指

導
、

経
営

革
新

、
組

織
化

の
支

援
に

取
り

組
む

。

　
経

営
基

盤
が

脆
弱

な
県

内
小

規
模

零
細

企
業

及
び

中
小

企
業

の
経

営
基

盤
強

化
や

「
稼

ぐ
力

」
の

向
上

を
図

る
こ

と
は

、
S
D

G
sの

ゴ
ー

ル
８

「
働

き
が

い
も

 経
済

成
長

も
」
の

達
成

に
資

す
る

極
め

て
重

要
な

施
策

で
あ

る
。

　
中

小
企

業
協

同
組

合
は

、
中

小
企

業
等

が
相

互
扶

助
の

精
神

に
基

づ
き

、
経

営
資

源
を

相
互

に
補

完
し

な
が

ら
、

自
主

的
な

共
同

経
済

活
動

に
よ

っ
て

「
稼

ぐ
力

」
の

向
上

、
持

続
的

な
発

展
、

人
材

育
成

、
環

境
負

荷
軽

減
の

取
り

組
み

、
社

会
貢

献
等

を
実

施
す

る
の

に
最

も
適

し
た

組
織

で
あ

る
。

　
ま

た
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
対

策
に

お
い

て
、

経
営

状
況

の
把

握
や

支
援

施
策

の
受

け
皿

は
も

ち
ろ

ん
、

情
報

伝
達

に
お

い
て

も
、

大
き

な
役

割
を

担
っ

て
い

る
。

　
し

た
が

っ
て

、
以

下
の

通
り

、
中

小
企

業
協

同
組

合
等

の
組

織
機

能
の

強
化

に
つ

い
て

、
②

と
し

て
記

述
す

る
必

要
が

あ
る

。

「
②

小
規

模
零

細
企

業
及

び
中

小
企

業
の

組
織

化
、

中
小

企
業

協
同

組
合

等
の

組
織

機
能

の
強

化
」

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
個

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

4
8

4
8
8

1
0

－
－

観
光

は
夏

場
中

心
で

な
か

な
か

下
期

に
観

光
需

要
が

な
い

の
で

、
県

の
抱

え
て

い
る

幾
つ

か
の

課
題

と
観

光
を

結
び

つ
け

て
下

期
に

ぶ
つ

け
て

は
ど

う
か

。
例

え
ば

航
空

ク
ラ

ス
タ

ー
(Ｍ

Ｒ
Ｏ

)と
修

学
旅

行
を

結
び

つ
け

て
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
的

な
要

素
で

取
り

込
み

、
先

々
の

沖
縄

の
雇

用
や

Ｍ
Ｒ

Ｏ
と

い
う

産
業

の
発

展
に

も
つ

な
げ

ら
れ

な
い

か
。

【
文

化
・
観

光
ス

ポ
ー

ツ
部

会
へ

申
し

送
り

】
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番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（
素

案
）
本

文
意

　
　

見
 (

 修
　

正
　

文
　

案
　

等
 )

理
　

　
由

　
　

等
審

 議
 結

 果
 （

案
）

4
9

4
8
8

3
1

(2
)世

界
か

ら
選

ば
れ

る
持

続
可

能
な

観
光

地
の

形
成

と
沖

縄
観

光
の

変
革

ア
「
新

し
い

生
活

様
式

/
ニ

ュ
ー

ノ
ー

マ
ル

」
に

お
け

る
安

全
・
安

心
で

快
適

な
観

光
の

推
進

①
「
安

全
・
安

心
の

島
」
の

構
築

に
向

け
た

受
入

体
制

等
の

整
備

－

世
界

か
ら

観
光

地
と

し
て

選
ば

れ
る

た
め

、
安

心
で

快
適

に
観

光
す

る
た

め
、

安
全

・
安

心
の

島
を

構
築

す
る

た
め

、
そ

の
全

て
の

共
通

課
題

と
な

る
の

は
ど

う
や

っ
て

安
全

安
心

を
証

明
す

る
の

か
？

世
界

で
は

ワ
ク

チ
ン

パ
ス

ポ
ー

ト
や

陰
性

証
明

な
ど

安
全

安
心

を
認

証
す

る
仕

組
み

が
構

築
さ

れ
つ

つ
あ

る
。

沖
縄

で
も

IT
技

術
を

駆
使

し
安

心
し

て
観

光
出

来
る

独
自

シ
ス

テ
ム

が
必

要
だ

と
思

う
。

【
文

化
・
観

光
ス

ポ
ー

ツ
部

会
へ

申
し

送
り

】

5
0

4
9
9

9

(3
)R

e
so

rT
e
c
h
 O

ki
n
aw

aの
推

進
に

よ
る

情
報

通
信

関
連

産
業

の
高

度
化

・
高

付
加

価
値

化

(３
)デ

ジ
タ

ル
社

会
を

支
え

る
情

報
通

信
関

連
産

業
の

高
度

化
・
高

付
加

価
値

化
こ

こ
に

記
述

さ
れ

て
い

る
と

お
り

 R
e
so

rt
e
c
h
 O

ki
n
aw

a 
の

目
的

は
、

情
報

通
信

関
連

産
業

の
高

度
化

・
高

付
加

価
値

化
だ

け
で

は
な

い
た

め
、

こ
の

第
３

節
の

冒
頭

（
県

民
所

得
の

着
実

な
向

上
に

つ
な

が
る

企
業

の
「
稼

ぐ
力

」
の

強
化

）
で

説
明

の
追

記
を

し
て

は
ど

う
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

３
（
３

）
に

つ
い

て
は

、
情

報
通

信
関

連
産

業
に

特
化

し
た

項
目

と
な

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

併
せ

て
、

３
（
１

）
で

R
e
so

rT
e
c
h
 O

ki
n
aw

aに
関

す
る

記
述

に
つ

い
て

修
正

す
る

。

5
1

4
9
9

9

(3
)R

e
so

rT
e
c
h
 O

ki
n
aw

aの
推

進
に

よ
る

情
報

通
信

関
連

産
業

の
高

度
化

・
高

付
加

価
値

化

(３
)デ

ジ
タ

ル
社

会
を

支
え

る
情

報
通

信
関

連
産

業
の

高
度

化
・
高

付
加

価
値

化
振

興
計

画
素

案
の

多
く
の

場
面

に
IC

T
,D

X
等

に
関

連
す

る
記

載
が

見
ら

れ
る

。
本

来
、

R
e
so

rT
e
c
h
O

ki
n
aw

aの
真

髄
は

決
し

て
情

報
通

信
関

連
産

業
の

高
度

化
を

目
指

す
だ

け
で

は
な

く
、

ど
ち

ら
か

と
い

う
と

観
光

等
沖

縄
の

産
業

を
IC

T
化

や
D

X
化

に
よ

り
支

え
て

い
く
と

い
う

発
想

。
し

た
が

っ
て

情
報

通
信

関
連

産
業

の
高

度
化

・
高

付
加

価
値

化
と

い
う

タ
イ

ト
ル

だ
と

、
そ

の
意

義
を

自
ら

矮
小

化
す

る
こ

と
に

な
る

。
こ

れ
だ

け
多

く
の

場
面

に
IC

T
・
D

X
化

記
載

が
見

ら
れ

る
の

だ
か

ら
、

R
e
so

rT
e
c
h
 O

ki
n
aw

aは
そ

れ
ら

解
決

に
資

す
る

コ
ン

セ
プ

ト
で

あ
る

こ
と

を
明

快
に

し
た

表
現

に
し

て
は

ど
う

か
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

３
（
３

）
に

つ
い

て
は

、
情

報
通

信
関

連
産

業
に

特
化

し
た

項
目

と
な

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

併
せ

て
、

３
（
１

）
で

R
e
so

rT
e
c
h
 O

ki
n
aw

aに
関

す
る

記
述

に
つ

い
て

修
正

す
る

。

5
2

4
9
9

1
4

□
　

情
報

通
信

関
連

産
業

に
つ

い
て

は
、

労
働

生
産

性
が

全
国

平
均

の
5
5
％

(沖
縄

5
3
9
万

円
、

全
国

9
7
6
万

円
)に

と
ど

ま
っ

て
お

り
、

高
度

化
・
高

付
加

価
値

化
に

よ
る

生
産

性
の

向
上

が
課

題
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
従

来
の

下
請

中
心

の
受

注
型

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
か

ら
、

高
付

加
価

値
の

情
報

通
信

技
術

・
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

す
る

提
案

型
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

へ
の

転
換

を
図

っ
て

い
く
必

要
が

あ
る

。

□
  

情
報

通
信

関
連

産
業

の
労

働
生

産
性

は
全

国
平

均
の

5
5
％

(沖
縄

5
3
9

万
円

、
全

国
9
7
6
万

円
)に

と
ど

ま
っ

て
お

り
、

高
度

化
・
高

付
加

価
値

化
に

よ
る

生
産

性
の

向
上

が
課

題
と

な
っ

て
い

る
。

沖
縄

県
の

資
料

で
は

、
よ

く
「
下

請
中

心
か

ら
の

脱
却

」
と

あ
る

が
、

沖
縄

で
IT

産
業

が
成

長
し

た
の

は
ニ

ア
シ

ョ
ア

と
い

う
本

土
か

ら
海

外
で

は
な

く
沖

縄
に

仕
事

を
発

注
し

て
下

さ
い

と
ア

ピ
ー

ル
し

た
結

果
で

あ
る

。
マ

ー
ケ

ッ
ト

の
小

さ
い

沖
縄

で
多

く
の

仕
事

を
発

注
で

き
る

企
業

は
存

在
し

て
い

な
い

。
沖

縄
IT

企
業

の
課

題
は

沢
山

あ
り

ま
す

が
、

独
自

の
サ

ー
ビ

ス
を

生
み

出
す

力
、

そ
れ

を
売

り
出

す
営

業
力

が
必

要
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
ま

ず
請

負
業

務
の

単
価

を
上

げ
て

も
ら

う
事

が
必

要
で

あ
る

こ
と

か
ら

表
現

を
変

え
て

ど
う

か
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

5
3

4
9
9

1
4

追
加

－

下
請

け
中

心
の

受
注

型
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

か
ら

、
高

付
加

価
値

の
情

報
通

信
技

術
・
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

す
る

「
提

案
型

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
」
へ

の
転

換
は

、
ま

さ
に

そ
の

通
り

で
あ

り
、

「
担

い
手

」
を

ど
う

し
て

い
く
の

か
、

県
外

（
海

外
も

含
め

て
）
か

ら
沖

縄
に

IT
人

材
を

ど
う

引
き

寄
せ

て
い

く
の

か
、

ま
た

県
内

で
IT

人
材

を
育

成
し

て
い

く
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
を

ど
う

描
け

る
か

が
大

事
で

あ
る

。
こ

の
た

め
、

提
案

型
ビ

ジ
ネ

ス
に

転
換

を
行

う
上

で
、

IT
人

材
育

成
の

ロ
ー

ド
マ

ッ
プ

を
合

わ
せ

て
追

記
す

る
必

要
が

あ
る

。

【
原

文
の

と
お

り
】

新
た

な
振

興
計

画
の

実
施

計
画

や
個

別
計

画
を

検
討

す
る

中
で

、
人

材
育

成
の

ロ
ー

ド
マ

ッ
プ

を
検

討
す

る
。
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番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（
素

案
）
本

文
意

　
　

見
 (

 修
　

正
　

文
　

案
　

等
 )

理
　

　
由

　
　

等
審

 議
 結

 果
 （

案
）

5
4

4
9
9

2
5

□
　

情
報

通
信

関
連

産
業

に
つ

い
て

は
、

付
加

価
値

提
案

型
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

へ
の

転
換

に
よ

る
産

業
の

高
度

化
を

図
る

と
と

も
に

、
他

産
業

の
デ

ジ
タ

ル
化

や
D

X
を

総
合

的
に

サ
ポ

ー
ト

し
て

い
け

る
よ

う
技

術
力

や
コ

ン
サ

ル
テ

ィ
ン

グ
力

を
高

め
、

県
全

体
の

D
X
を

牽
引

す
る

産
業

と
し

て
の

発
展

を
目

指
す

。
□

　
地

理
的

な
遠

隔
性

を
含

む
各

種
の

課
題

を
IC

T
に

よ
り

克
服

し
、

次
代

を
切

り
拓

く
国

際
情

報
通

信
拠

点
の

形
成

を
図

る
と

と
も

に
、

観
光

業
、

農
林

水
産

業
、

製
造

業
、

医
療

、
交

通
な

ど
他

産
業

と
の

連
携

・
共

創
に

よ
り

、
沖

縄
の

特
性

を
踏

ま
え

た
D

X
の

取
組

を
加

速
化

さ
せ

る
こ

と
が

課
題

で
あ

る
。

□
　

こ
う

し
た

こ
と

か
ら

、
情

報
通

信
関

連
産

業
に

つ
い

て
は

、
付

加
価

値
の

高
い

開
発

業
務

や
提

案
型

ビ
ジ

ネ
ス

に
対

応
で

き
る

よ
う

、
技

術
力

や
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
力

を
高

め
て

い
く
こ

と
で

市
場

競
争

力
を

強
化

し
、

生
産

性
の

高
い

産
業

へ
の

転
換

を
図

る
と

と
も

に
、

付
加

価
値

提
案

型
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

へ
の

転
換

に
よ

る
産

業
の

高
度

化
を

図
る

と
と

も
に

、
他

産
業

の
IC

T
や

デ
ジ

タ
ル

分
野

で
の

経
験

や
ノ

ウ
ハ

ウ
を

生
か

し
、

デ
ジ

タ
ル

化
や

D
X
を

総
合

的
に

サ
ポ

ー
ト

デ
ジ

タ
ル

社
会

の
実

現
に

貢
献

す
る

産
業

と
し

て
の

役
割

発
揮

が
求

め
ら

れ
る

。

沖
縄

県
の

資
料

で
は

、
よ

く
「
下

請
中

心
か

ら
の

脱
却

」
と

あ
る

が
、

沖
縄

で
IT

産
業

が
成

長
し

た
の

は
ニ

ア
シ

ョ
ア

と
い

う
本

土
か

ら
海

外
で

は
な

く
沖

縄
に

仕
事

を
発

注
し

て
下

さ
い

と
ア

ピ
ー

ル
し

た
結

果
で

あ
る

。
マ

ー
ケ

ッ
ト

の
小

さ
い

沖
縄

で
多

く
の

仕
事

を
発

注
で

き
る

企
業

は
存

在
し

て
い

な
い

。
沖

縄
IT

企
業

の
課

題
は

沢
山

あ
り

ま
す

が
、

独
自

の
サ

ー
ビ

ス
を

生
み

出
す

力
、

そ
れ

を
売

り
出

す
営

業
力

が
必

要
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
ま

ず
請

負
業

務
の

単
価

を
上

げ
て

も
ら

う
事

が
必

要
で

あ
る

こ
と

か
ら

表
現

を
変

え
て

ど
う

か
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

5
5

4
1
0
0

1
7

□
　

官
民

各
セ

ク
タ

ー
が

持
つ

デ
ー

タ
の

オ
ー

プ
ン

化
を

進
め

、
～

県
内

産
業

の
D

X
 推

進
基

盤
を

構
築

す
る

。

削
除

記
載

内
容

が
3
-
(1

)-
ア

①
内

の
記

載
と

重
複

し
て

い
る

た
め

、
3
-
(1

)-
ア

に
一

本
化

し
て

記
載

す
る

。

(意
見

)
デ

ー
タ

の
オ

ー
プ

ン
化

、
デ

ー
タ

流
通

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

構
築

は
、

（
デ

ー
タ

利
活

用
を

通
じ

た
）
新

た
な

価
値

の
創

造
や

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
創

出
に

不
可

欠
な

も
の

と
言

え
る

。
ま

た
、

今
後

の
ス

マ
ー

ト
シ

テ
ィ

形
成

な
ど

に
お

い
て

も
不

可
欠

と
な

る
も

の
。

実
現

に
は

官
・
民

を
は

じ
め

関
係

者
の

合
意

形
成

や
共

同
利

用
し

て
い

く
た

め
の

仕
掛

け
や

仕
組

み
づ

く
り

が
と

て
も

重
要

に
な

る
。

利
害

関
係

を
越

え
て

ニ
ュ

ー
ト

ラ
ル

に
調

整
で

き
る

機
能

（
体

制
）
が

必
要

で
あ

り
、

地
域

住
民

も
巻

き
込

ん
だ

推
進

体
制

の
確

立
が

不
可

欠
と

考
え

る
。

そ
の

旨
に

も
言

及
し

て
は

ど
う

か
。

（
観

光
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
構

築
、

活
用

に
つ

い
て

も
同

様
の

こ
と

が
言

え
る

。
）

ま
た

、
こ

う
し

た
取

り
組

み
は

、
企

業
や

県
内

産
業

の
「
D

X
推

進
」
に

資
す

る
だ

け
で

な
く
、

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
創

出
に

よ
る

産
業

振
興

、
ま

ち
や

社
会

の
ス

マ
ー

ト
化

に
も

繋
が

る
も

の
で

あ
り

、
将

来
的

な
沖

縄
県

の
発

展
に

大
い

に
貢

献
す

る
可

能
性

の
あ

る
取

り
組

み
と

考
え

る
。

そ
の

意
味

で
、

現
行

の
記

述
に

あ
る

「
D

X
推

進
の

た
め

の
ソ

フ
ト

イ
ン

フ
ラ

と
し

て
の

活
用

」
や

「
県

内
産

業
の

D
X
推

進
基

盤
」
と

い
う

表
現

だ
け

で
は

、
取

り
組

み
の

意
義

（
目

的
）
が

狭
く
な

っ
て

い
る

印
象

を
受

け
る

。
（
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

創
出

や
「
ス

マ
ー

ト
化

」
と

い
っ

た
キ

ー
ワ

ー
ド

を
盛

り
込

ん
だ

方
が

良
い

と
考

え
る

）

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

5
6

4
1
0
0

2
6

□
　

先
端

IC
T
を

活
用

し
た

新
た

な
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

の
実

証
や

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

を
展

開
し

て
い

く
上

で
、

既
存

の
規

制
等

が
あ

る
場

合
に

は
、

国
家

戦
略

特
区

の
活

用
も

含
め

、
規

制
緩

和
に

つ
い

て
も

検
討

す
る

。

□
　

高
度

で
革

新
的

な
近

未
来

技
術

に
関

す
る

実
証

実
験

や
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

ビ
ジ

ネ
ス

を
展

開
し

て
い

く
上

で
、

法
令

等
の

規
制

が
あ

る
場

合
に

は
、

国
家

戦
略

特
区

に
お

け
る

サ
ン

ド
ボ

ッ
ク

ス
制

度
等

の
活

用
を

積
極

的
に

働
き

か
け

る
な

ど
、

事
業

者
の

円
滑

な
事

業
実

施
を

サ
ポ

ー
ト

す
る

。

・
県

外
か

ら
の

担
い

手
を

引
き

寄
せ

る
に

あ
た

っ
て

は
、

沖
縄

が
D

X
も

含
め

て
高

付
加

価
値

な
情

報
通

信
を

展
開

す
る

に
値

す
る

か
が

問
わ

れ
ま

す
。

P
1
0
0
に

も
あ

り
ま

す
、

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
事

業
者

が
集

積
す

る
仕

組
み

と
し

て
、

戦
略

特
区

や
、

実
証

実
験

フ
ル

サ
ポ

ー
ト

の
よ

う
な

仕
掛

け
が

大
事

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

沖
縄

で
高

付
加

価
値

な
情

報
通

信
産

業
を

展
開

す
る

に
あ

た
り

、
具

体
的

な
戦

略
（
取

組
）
に

つ
い

て
、

記
載

し
て

は
ど

う
か

。
ま

た
、

県
内

で
の

担
い

手
育

成
と

い
う

点
で

は
、

県
内

の
大

学
で

IT
人

材
を

育
成

し
て

い
く
こ

と
が

大
事

で
あ

る
。

県
内

大
学

で
、

IT
人

材
育

成
を

行
っ

て
は

ど
う

か
。

ア
カ

デ
ミ

ア
の

整
備

も
併

せ
て

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。
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番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（
素

案
）
本

文
意

　
　

見
 (

 修
　

正
　

文
　

案
　

等
 )

理
　

　
由

　
　

等
審

 議
 結

 果
 （

案
）

5
7

4
1
0
2

1
0

（
４

）
ア

ジ
ア

の
ダ

イ
ナ

ミ
ズ

ム
を

取
り

込
む

国
際

物
流

拠
点

の
形

成
と

臨
空

・
臨

港
型

産
業

の
集

積

－

記
載

の
と

お
り

、
地

理
的

優
位

性
が

あ
っ

た
と

し
て

も
そ

の
他

の
不

利
な

条
件

（
価

格
、

積
み

替
え

に
よ

る
タ

イ
ム

ロ
ス

等
）
が

あ
れ

ば
荷

主
や

物
流

会
社

と
し

て
も

沖
縄

の
物

流
ハ

ブ
を

選
ぶ

の
は

難
し

い
と

考
え

る
。

国
内

の
主

要
空

港
、

主
要

港
と

の
比

較
優

位
性

を
確

保
す

る
た

め
に

も
物

流
会

社
等

の
ニ

ー
ズ

を
し

っ
か

り
把

握
し

、
実

現
す

る
こ

と
が

重
要

だ
と

思
う

。
ま

た
、

後
段

の
施

策
と

つ
な

が
る

が
、

国
際

物
流

拠
点

を
確

立
す

る
う

え
で

県
内

の
も

の
づ

く
り

を
し

っ
か

り
育

成
、

発
展

さ
せ

る
こ

と
が

重
要

だ
と

思
う

。
香

港
、

台
湾

、
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
で

も
後

背
に

は
も

の
づ

く
り

産
業

が
控

え
て

い
る

。
国

際
物

流
拠

点
の

発
展

の
た

め
に

は
、

製
造

業
の

育
成

は
重

要
な

課
題

だ
と

考
え

る
。

【
原

文
の

と
お

り
】

本
施

策
は

物
流

会
社

等
と

の
連

携
を

前
提

と
し

て
い

る
。

ま
た

、
製

造
業

の
育

成
に

つ
い

て
は

、
P

1
2
4
_2

8
行

目
か

ら
の

「
ア

 多
様

な
も

の
づ

く
り

産
業

の
振

興
」

で
説

明
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

原
文

の
と

お
り

と
す

る
。

5
8

4
1
0
2

2
7

～
我

が
国

と
ア

ジ
ア

を
結

ぶ
～

～
我

が
国

と
ア

ジ
ア

諸
国

等
を

結
ぶ

～
我

が
国

が
ア

ジ
ア

の
一

部
で

あ
る

　
　

（
P

1
0
3
･L

7
）
で

は
「
諸

国
」
と

表
記

し
て

い
る

た
め

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

5
9

4
1
0
2

2
7

～
我

が
国

と
ア

ジ
ア

を
結

ぶ
国

際
貨

物
や

県
産

品
輸

出
の

増
加

な
ど

～
～

我
が

国
と

ア
ジ

ア
諸

国
等

を
結

ぶ
国

際
貨

物
や

県
産

品
等

輸
出

の
増

加
な

ど
～

日
本

と
ア

ジ
ア

を
結

ぶ
拠

点
で

あ
る

な
ら

ば
県

産
品

に
と

ど
ま

る
必

要
は

な
い

か
と

思
う

た
め

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
個

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

6
0

4
1
0
3

1
3

～
空

港
・
港

湾
機

能
の

拡
張

性
に

つ
い

て
検

討
す

べ
き

で
あ

り
、

民
間

利
用

を
含

め
た

早
期

着
手

の
た

め
の

検
討

が
必

要
で

あ
る

。

－

修
正

文
案

「
空

港
・
港

湾
機

能
の

拡
張

性
に

つ
い

て
駐

留
軍

用
地

跡
地

利
用

を
含

め
検

討
す

べ
き

で
あ

り
、

民
間

利
用

を
含

め
た

早
期

着
手

の
た

め
の

検
討

が
必

要
で

あ
る

。
」

那
覇

港
と

那
覇

空
港

周
辺

で
広

く
利

活
用

で
き

る
エ

リ
ア

は
浦

添
に

移
設

後
の

軍
用

跡
地

し
か

な
い

と
思

わ
れ

る
。

で
き

れ
ば

軍
港

北
側

に
位

置
す

る
自

衛
隊

用
地

の
余

剰
分

も
加

え
ら

れ
る

と
ベ

ス
ト

で
あ

る
。

因
み

に
｢軍

用
地

跡
地

利
用

｣に
つ

い
て

は
｢ス

ー
パ

ー
シ

テ
ィ

用
地

｣で
は

ノ
ミ

ネ
ー

ト
さ

れ
て

い
る

(P
1
0
7
．

2
4
行

目
)

【
原

文
の

と
お

り
】

　
今

後
返

還
が

予
定

さ
れ

る
那

覇
港

湾
施

設
の

跡
地

（
約

5
6
h
a）

に
つ

い
て

は
、

国
及

び
那

覇
市

と
連

携
し

、
那

覇
空

港
及

び
那

覇
港

を
生

か
し

た
臨

空
・
臨

港
型

産
業

の
集

積
や

周
辺

の
ス

ポ
ー

ツ
施

設
等

を
生

か
し

た
ス

ポ
ー

ツ
コ

ン
ベ

ン
シ

ョ
ン

の
推

進
な

ど
、

ウ
ォ

ー
タ

ー
フ

ロ
ン

ト
と

し
て

の
優

位
性

が
発

揮
さ

れ
る

よ
う

幅
広

い
利

用
の

検
討

を
進

め
る

こ
と

と
し

て
い

る
旨

を
素

案
P

1
8
1
に

記
載

し
て

お
り

、
原

案
の

と
お

り
と

す
る

。

6
1

4
1
0
3

2
1

①
 国

際
航

空
物

流
ハ

ブ
と

し
て

の
機

能
強

化
－

国
際

航
空

物
流

ハ
ブ

の
評

価
（
設

立
以

降
の

経
済

的
効

果
な

ど
）
は

ど
う

な
っ

て
い

る
の

か
？

評
価

を
踏

ま
え

て
課

題
を

検
証

、
そ

の
解

決
に

向
け

た
方

策
を

検
討

し
て

い
く
べ

き
で

は
な

か
ろ

う
か

。

【
原

文
の

と
お

り
】

実
施

計
画

等
で

対
応

し
て

い
く
。

6
2

4
1
0
3

2
1

－
－

沖
縄

を
経

由
す

る
意

味
、

顧
客

が
沖

縄
経

由
を

選
ぶ

た
め

に
ど

う
し

た
ら

い
い

の
か

と
い

う
と

こ
ろ

が
も

う
少

し
ク

リ
ア

に
な

れ
ば

、
活

用
も

広
が

っ
て

い
く

の
で

は
な

い
か

。
せ

め
て

、
地

方
の

人
た

ち
が

地
方

空
港

か
ら

、
成

田
・
羽

田
・
関

空
に

持
っ

て
い

く
よ

り
も

、
地

方
空

港
か

ら
那

覇
空

港
に

持
っ

て
き

て
海

外
に

出
す

ほ
う

が
安

い
と

い
う

メ
リ

ッ
ト

を
感

じ
る

こ
と

が
で

き
る

の
で

あ
れ

ば
、

そ
れ

は
沖

縄
に

と
っ

て
は

プ
ラ

ス
に

な
る

の
で

は
な

い
か

。

【
原

文
の

と
お

り
】

　 実
施

計
画

等
で

対
応

し
て

い
く
。

6
3

4
1
0
4

3

～
の

増
加

が
期

待
さ

れ
る

こ
と

か
ら

、
Ⅱ

期
・
Ⅲ

期
等

の
関

連
施

設
の

整
備

を
推

進
す

る

～
の

増
加

が
期

待
さ

れ
る

こ
と

か
ら

、
外

内
貿

ふ
頭

の
再

編
・
強

化
や

Ⅱ
期

・
Ⅲ

期
等

の
関

連
施

設
の

整
備

を
推

進
す

る
国

際
貨

物
の

輸
出

を
本

県
か

ら
も

増
や

す
た

め
に

は
、

本
土

発
貨

物
を

那
覇

港
を

経
由

さ
せ

る
施

策
（
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

、
商

社
機

能
の

導
入

等
）
及

び
狭

隘
化

・
老

朽
化

し
て

い
る

港
湾

施
設

の
改

善
が

急
務

と
な

る
た

め
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。
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番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（
素

案
）
本

文
意

　
　

見
 (

 修
　

正
　

文
　

案
　

等
 )

理
　

　
由

　
　

等
審

 議
 結

 果
 （

案
）

6
4

4
1
0
4

9

追
加

－

物
流

コ
ス

ト
に

つ
い

て
は

、
海

上
航

路
の

コ
ス

ト
低

減
に

向
け

た
「
燃

料
費

の
一

部
支

援
」
な

ど
具

体
的

な
記

載
が

あ
る

が
、

空
路

に
つ

い
て

は
具

体
的

な
記

載
が

見
受

け
ら

れ
な

い
。

空
路

の
物

流
コ

ス
ト

の
低

減
に

む
け

て
、

既
存

の
着

陸
料

の
減

免
・
航

行
援

助
施

設
利

用
料

・
航

空
燃

料
税

の
軽

減
の

３
つ

の
助

成
措

置
継

続
に

関
す

る
付

記
に

よ
り

、
航

路
と

空
路

と
の

記
載

に
整

合
性

を
持

た
せ

る
必

要
が

あ
る

と
考

え
る

。

【
原

文
の

と
お

り
】

P
1
4
1
_4

行
目

「
３

(1
2
)イ

「
世

界
水

準
の

拠
点

空
港

等
の

整
備

」
で

説
明

し
て

い
る

こ
と

か
ら

原
文

の
と

お
り

と
す

る
。

6
5

4
1
0
4

1
6

□
　

東
ア

ジ
ア

に
は

香
港

や
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
、

高
雄

、
上

海
、

釜
山

な
ど

、
世

界
で

も
有

数
の

ハ
ブ

港
が

存
在

す
る

。
本

県
が

、
ア

ジ
ア

に
近

い
地

理
的

優
位

性
を

生
か

し
た

東
ア

ジ
ア

の
主

要
港

と
国

内
港

湾
を

つ
な

ぐ
中

継
拠

点
と

な
る

た
め

に
は

～

□
　

東
ア

ジ
ア

・
東

南
ア

ジ
ア

に
は

香
港

や
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
、

高
雄

、
上

海
、

釜
山

な
ど

、
世

界
で

も
有

数
の

ハ
ブ

港
が

存
在

す
る

。
本

県
が

、
ア

ジ
ア

に
近

い
地

理
的

優
位

性
を

生
か

し
た

東
ア

ジ
ア

・
東

南
ア

ジ
ア

の
主

要
港

と
国

内
港

湾
を

つ
な

ぐ
中

継
拠

点
と

な
る

た
め

に
は

～

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

を
入

れ
る

の
で

あ
れ

ば
ア

ジ
ア

と
し

た
方

が
良

い
と

思
う

た
め

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
個

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

6
6

4
1
0
4

2
2

～
ア

ジ
ア

市
場

を
は

じ
め

海
外

へ
県

産
品

等
を

輸
出

す
る

県
内

企
業

等
や

、
県

内
立

地
を

検
討

す
る

企
業

の
課

題
と

な
っ

て
い

る
物

流
コ

ス
ト

の
低

減
化

に
つ

い
て

は
、

～

～
ア

ジ
ア

市
場

を
は

じ
め

海
外

へ
県

産
品

や
全

国
特

産
品

等
を

輸
出

す
る

県
内

企
業

等
や

、
県

内
立

地
を

検
討

す
る

企
業

の
課

題
と

な
っ

て
い

る
物

流
コ

ス
ト

の
低

減
化

に
つ

い
て

は
、

～

日
本

と
ア

ジ
ア

を
結

ぶ
拠

点
で

あ
る

な
ら

ば
県

産
品

に
と

ど
ま

る
必

要
は

な
い

か
と

思
う

た
め

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
個

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

6
7

4
1
0
4

9

追
加

－

・
物

流
コ

ス
ト

の
低

減
を

提
議

す
る

に
は

、
中

城
湾

港
を

含
め

た
視

点
で

検
討

す
べ

き
で

あ
り

、
以

下
を

追
加

願
う

。

・
船

舶
に

係
る

安
い

公
租

公
課

及
び

各
種

規
制

緩
和

措
置

を
も

と
に

那
覇

港
及

び
中

城
湾

港
に

お
い

て
国

際
・
国

内
航

路
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

拡
充

に
取

り
組

む
。

【
原

文
の

と
お

り
】

物
流

コ
ス

ト
の

低
減

に
係

る
、

海
上

輸
送

活
用

の
対

策
強

化
と

し
て

、
那

覇
港

及
び

中
城

湾
港

に
お

け
る

国
際

・
国

内
航

路
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

拡
充

や
、

サ
プ

ラ
イ

チ
ェ

ー
ン

の
最

適
化

等
の

取
り

組
み

に
つ

い
て

は
、

P
1
4
3
_２

行
目

か
ら

の
「
３

-
(1

2
)-

ウ
「
経

済
成

長
を

加
速

さ
せ

る
拠

点
港

湾
機

能
や

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

機
能

の
強

化
拡

充
」
、

「
①

 那
覇

港
の

物
流

・
人

流
機

能
の

強
化

」
及

び
 P

.1
4
4
_7

行
目

か
ら

の
「
②

 中
城

湾
港

の
物

流
・
人

流
機

能
の

強
化

」
で

説
明

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
原

文
の

と
お

り
と

す
る

。

6
8

4
1
0
4

2
7

追
加

－

こ
れ

ま
で

の
貨

物
上

屋
は

貨
物

の
ハ

ン
ド

リ
ン

グ
と

し
て

の
場

で
し

か
な

か
っ

た
が

、
こ

れ
か

ら
は

空
港

隣
接

地
と

し
て

ス
ピ

ー
デ

ィ
ー

な
物

流
を

求
め

る
荷

主
、

物
流

企
業

、
フ

ォ
ワ

ー
ダ

ー
そ

し
て

エ
ア

ラ
イ

ン
な

ど
企

業
群

の
誘

致
で

「
新

し
い

機
能

の
エ

リ
ア

」
と

し
て

の
可

能
性

が
あ

る
た

め
、

貨
物

上
屋

の
「
新

し
い

機
能

化
」
に

向
け

た
検

討
に

つ
い

て
付

記
を

お
願

い
致

し
た

い
。

【
原

文
の

と
お

り
】

実
施

計
画

等
で

対
応

し
て

い
く
。

6
9

4
1
0
5

5

追
加

－

【
追

加
文

案
】

　
ま

た
、

那
覇

港
の

狭
隘

化
・
老

朽
化

を
受

け
、

他
の

港
湾

と
の

複
合

的
な

整
備

・
開

発
は

不
可

欠
で

あ
る

。
｢沖

縄
県

東
海

岸
サ

ン
ラ

イ
ズ

ベ
ル

ト
構

想
｣に

も
あ

る
と

お
り

、
中

城
湾

港
の

産
業

支
援

港
湾

と
し

て
の

機
能

の
充

実
・
強

化
を

図
る

と
と

も
に

、
那

覇
空

港
や

那
覇

港
を

は
じ

め
と

し
た

西
海

岸
地

域
と

の
連

携
・
役

割
分

担
や

有
機

的
連

携
の

推
進

、
相

乗
効

果
発

揮
の

た
め

に
、

基
幹

道
路

の
整

備
に

取
り

組
む

必
要

が
あ

る
。

①
現

状
で

産
業

集
積

地
と

し
て

最
も

機
能

し
て

い
る

中
城

湾
港

と
の

連
結

が
必

要
。

②
狭

隘
化

・
老

朽
化

し
て

い
る

那
覇

港
を

補
完

す
る

た
め

、
中

城
湾

港
を

整
備

の
上

、
交

通
ア

ク
セ

ス
を

強
化

す
る

た
め

。

【
基

盤
整

備
部

会
へ

申
し

送
り

】
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番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（
素

案
）
本

文
意

　
　

見
 (

 修
　

正
　

文
　

案
　

等
 )

理
　

　
由

　
　

等
審

 議
 結

 果
 （

案
）

7
0

4
1
0
4

2
8

□
　

那
覇

港
と

背
後

の
主

要
ア

ク
セ

ス
道

で
あ

る
臨

港
道

路
港

湾
１

号
線

及
び

周
辺

の
都

市
内

道
路

に
お

い
て

慢
性

的
な

渋
滞

が
発

生
し

て
お

り
、

円
滑

な
港

湾
貨

物
の

輸
送

に
支

障
を

き
た

し
て

い
る

。
今

後
、

総
合

物
流

セ
ン

タ
ー

の
整

備
な

ど
港

湾
機

能
の

強
化

が
進

む
に

つ
れ

、
さ

ら
に

渋
滞

が
悪

化
す

る
こ

と
が

懸
念

さ
れ

る
。

　
空

港
・
港

湾
の

国
際

物
流

機
能

を
活

用
し

た
産

業
の

集
積

、
重

要
課

題
で

あ
る

那
覇

空
港

と
那

覇
港

の
連

結
を

は
じ

め
と

す
る

シ
ー

・
ア

ン
ド

・
エ

ア
の

実
現

に
向

け
て

、
空

港
と

港
湾

、
空

港
・
港

湾
と

産
業

拠
点

と
の

ア
ク

セ
シ

ビ
リ

テ
ィ

の
強

化
が

重
要

で
あ

り
、

那
覇

港
総

合
物

流
セ

ン
タ

ー
Ⅱ

期
・
Ⅲ

期
の

整
備

に
よ

る
集

貨
等

に
伴

う
陸

上
貨

物
増

大
へ

の
対

応
や

、
那

覇
空

港
及

び
ク

ル
ー

ズ
タ

ー
ミ

ナ
ル

か
ら

の
人

流
効

率
化

を
含

め
た

交
通

の
円

滑
化

を
図

る
た

め
、

陸
上

輸
送

の
基

盤
整

備
の

促
進

に
取

り
組

む
。

□
　

那
覇

港
と

背
後

の
主

要
ア

ク
セ

ス
道

で
あ

る
臨

港
道

路
港

湾
１

号
線

及
び

周
辺

の
都

市
内

道
路

に
お

い
て

慢
性

的
な

渋
滞

が
発

生
し

て
お

り
、

円
滑

な
港

湾
貨

物
の

輸
送

に
支

障
を

き
た

し
て

い
る

。
今

後
、

総
合

物
流

セ
ン

タ
ー

の
 整

備
拡

充
な

ど
港

湾
機

能
の

強
化

が
進

む
に

つ
れ

、
さ

ら
に

渋
滞

が
悪

化
す

る
こ

と
が

懸
念

さ
れ

る
。

　
ま

た
、

那
覇

空
港

・
那

覇
港

の
連

携
強

化
と

と
も

に
、

背
後

地
に

国
際

物
流

拠
点

産
業

集
積

地
域

を
有

し
東

海
岸

地
域

の
産

業
支

援
港

湾
で

あ
る

中
城

湾
港

新
港

地
区

と
の

連
携

強
化

に
も

取
り

組
む

必
要

が
あ

る
。

　
空

港
・
港

湾
の

国
際

物
流

機
能

を
活

用
し

た
産

業
の

集
積

、
 重

要
課

題
で

 あ
る

那
覇

空
港

と
那

覇
港

の
連

結
を

は
じ

め
と

す
る

シ
ー

・
ア

ン
ド

・
エ

ア
の

 実
現

に
向

け
て

、
空

港
と

港
湾

、
空

港
・
港

湾
と

産
業

拠
点

と
の

ア
ク

セ
シ

ビ
リ

テ
ィ

 の
強

化
に

向
け

て
、

 が
重

要
で

あ
り

、
那

覇
港

総
合

物
流

セ
ン

タ
ー

Ⅱ
 期

・
Ⅲ

期
の

整
備

に
よ

る
集

貨
等

に
伴

う
陸

上
貨

物
増

大
へ

の
対

応
や

、
那

 覇
空

港
及

び
ク

ル
ー

ズ
タ

ー
ミ

ナ
ル

か
ら

の
人

流
効

率
化

を
含

め
た

交
通

 の
円

滑
化

を
図

る
た

め
、

重
要

物
流

道
路

等
の

陸
上

輸
送

の
基

盤
整

備
の

促
進

に
取

り
組

む
。

・
港

湾
の

ア
ク

セ
ス

強
化

を
提

議
す

る
に

は
、

中
城

湾
港

も
念

頭
に

入
れ

る
べ

き
で

あ
る

た
め

、
以

下
を

追
記

。

「
中

城
湾

港
・
新

港
地

区
に

お
い

て
は

、
定

期
船

航
路

拡
充

を
は

じ
め

、
産

業
支

援
港

湾
と

し
て

の
港

湾
物

流
機

能
の

向
上

を
図

り
、

那
覇

港
と

の
適

正
な

機
能

分
担

を
図

る
。

」

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
個

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

7
1

4
1
0
5

6
－

－

企
業

誘
致

を
し

や
す

く
す

る
た

め
の

賃
貸

工
場

の
設

置
設

備
の

固
定

資
産

取
得

費
用

等
の

助
成

制
度

、
ま

た
税

金
の

制
度

に
つ

い
て

も
同

様
こ

れ
ら

の
継

続
と

、
そ

れ
を

特
に

基
礎

費
用

に
出

し
て

い
け

た
ら

、
沖

縄
の

脆
弱

な
体

質
の

企
業

と
し

て
は

い
い

の
で

は
な

い
か

。

【
原

文
の

と
お

り
】

 税
制

上
の

優
遇

措
置

に
つ

い
て

は
、

制
度

の
継

続
及

び
拡

充
を

国
へ

要
望

し
て

い
る

。
　

引
き

続
き

、
こ

れ
ら

の
税

制
優

遇
措

置
等

を
活

用
し

、
臨

空
・
臨

港
型

産
業

の
集

積
促

進
、

製
造

業
等

の
生

産
性

向
上

や
稼

ぐ
力

の
強

化
に

取
り

組
む

。

7
2

4
1
0
5

9

追
加

－

到
着

便
、

到
着

貨
物

を
オ

ペ
レ

ー
シ

ョ
ン

す
る

外
国

の
航

空
会

社
に

対
す

る
「
新

し
い

支
援

（
助

成
）
」
の

検
討

を
お

願
い

し
た

い
。

外
国

の
航

空
会

社
か

ら
見

る
と

運
航

ハ
ー

ド
ル

が
下

が
り

、
貨

物
流

動
を

取
り

込
め

る
チ

ャ
ン

ス
が

広
が

る
。

結
果

と
し

て
、

多
方

面
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

形
成

が
見

込
め

る
と

考
え

る
。

【
原

文
の

と
お

り
】

実
施

計
画

等
で

対
応

し
て

い
く
。

7
3

4
1
0
5

9
－

－

こ
れ

か
ら

は
、

コ
ス

ト
の

低
減

が
非

常
に

大
事

な
要

素
に

な
っ

て
く
る

。
現

行
の

コ
ン

テ
ナ

の
ス

ペ
ー

ス
の

確
保

事
業

、
あ

る
い

は
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
の

強
化

事
業

、
荷

主
さ

ん
へ

の
助

成
に

つ
い

て
も

航
空

会
社

の
助

成
と

両
輪

で
引

き
続

き
お

願
い

し
た

い
。

【
原

文
の

と
お

り
】

実
施

計
画

等
で

対
応

し
て

い
く
。

7
4

4
1
0
5

1
4

～
セ

ミ
ナ

ー
や

視
察

ツ
ア

ー
等

の
効

果
的

な
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

～
～

セ
ミ

ナ
ー

や
視

察
ツ

ア
ー

、
ワ

ー
ケ

ー
シ

ョ
ン

と
連

動
し

た
取

組
な

ど
、

効
果

的
な

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
～

今
後

の
企

業
誘

致
の

促
進

に
は

、
ワ

ー
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
実

施
地

と
し

て
沖

縄
の

ブ
ラ

ン
ド

を
高

め
る

こ
と

が
有

効
で

あ
る

た
め

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

7
5

4
1
0
5

2
6

－
－

整
備

の
た

め
飛

来
す

る
航

空
機

へ
の

航
空

機
燃

料
税

の
軽

減
措

置
も

県
は

国
に

要
請

を
し

て
い

く
と

聞
い

て
い

る
。

そ
れ

も
盛

り
込

ん
で

は
ど

う
か

と
ご

検
討

を
お

願
い

し
た

い
。

【
原

文
の

と
お

り
】

航
空

燃
料

税
の

軽
減

措
置

に
つ

い
て

は
、

国
に

要
望

し
て

い
る

と
こ

ろ
で

あ
り

、
今

後
の

状
況

を
み

な
が

ら
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

た
め

。
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番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（
素

案
）
本

文
意

　
　

見
 (

 修
　

正
　

文
　

案
　

等
 )

理
　

　
由

　
　

等
審

 議
 結

 果
 （

案
）

7
6

4
1
0
5

2
7

□
　

航
空

関
連

産
業

ク
ラ

ス
タ

ー
の

起
点

と
な

る
航

空
機

整
備

事
業

の
拡

大
を

促
進

す
る

と
と

も
に

、
航

空
関

連
産

業
を

担
う

人
材

の
育

成
に

取
り

組
む

。

□
　

航
空

関
連

産
業

ク
ラ

ス
タ

ー
の

起
点

と
な

る
航

空
機

整
備

事
業

の
拡

大
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
県

内
教

育
機

関
等

と
連

携
し

て
、

航
空

関
連

産
業

を
担

う
人

材
の

育
成

に
取

り
組

む
。

主
体

的
な

人
材

の
担

い
手

を
具

体
的

に
記

載
し

た
方

が
実

現
可

能
性

が
高

ま
る

た
め

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
個

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

7
7

4
1
0
5

2
7

追
加

－

M
R

O
 J

ap
an

 は
順

調
 に

事
業

規
模

を
拡

大
し

、
県

内
出

身
者

の
雇

用
創

出
、

技
術

者
の

養
成

・
定

着
を

進
め

て
き

て
い

る
。

ま
た

、
基

本
戦

略
Ⅰ

に
繋

が
る

装
備

品
整

備
に

つ
い

て
も

、
新

た
な

分
野

に
踏

み
出

し
た

。
そ

の
他

、
夜

間
ラ

イ
ン

整
備

作
業

や
自

衛
隊

の
機

体
水

洗
の

取
り

込
み

等
、

事
業

規
模

拡
大

に
伴

う
現

有
施

設
 に

つ
い

て
は

フ
ル

稼
働

に
な

り
つ

つ
あ

り
、

更
な

る
事

業
規

模
拡

大
に

向
け

て
は

施
設

の
拡

張
も

並
行

し
て

進
め

て
い

く
必

要
が

あ
る

と
考

え
る

た
め

、
事

業
規

模
拡

大
に

伴
う

「
施

設
の

拡
張

」
（
本

棟
、

タ
ー

ミ
ナ

ル
・
貨

物
エ

リ
ア

）
、

並
び

に
 技

術
者

養
成

と
定

着
の

為
の

「
施

設
の

充
実

」
の

検
討

も
追

記
頂

き
た

い
。

【
原

文
の

と
お

り
】

「
施

設
の

拡
張

」
、

「
施

設
の

充
実

」
に

つ
い

て
は

、
今

後
の

ク
ラ

ス
タ

ー
形

成
の

進
捗

を
踏

ま
え

な
が

ら
検

討
し

て
い

く
。

7
8

4
1
0
5

2
9

□
　

本
県

に
集

積
し

て
い

る
情

報
通

信
関

連
産

業
、

物
流

産
業

並
び

に
研

究
開

発
支

援
機

能
と

の
連

携
に

よ
る

航
空

関
連

産
業

ク
ラ

ス
タ

ー
の

競
争

力
強

化
を

図
り

、
航

空
機

整
備

関
連

の
パ

ー
ツ

や
装

備
品

等
の

保
管

、
修

理
を

行
う

事
業

者
の

誘
致

に
取

り
組

む
と

と
も

に
、

那
覇

空
港

及
び

那
覇

空
港

周
辺

の
産

業
用

地
確

保
に

向
け

た
取

組
を

推
進

す
る

。

□
　

ま
た

、
航

空
機

整
備

事
業

者
が

進
め

て
い

る
情

報
通

信
技

術
を

活
用

し
た

技
術

分
野

の
Ｂ

Ｐ
Ｏ

化
を

は
じ

め
と

す
る

他
産

業
と

の
連

携
に

つ
い

て
、

県
内

に
集

積
す

る
情

報
通

信
関

連
産

業
、

物
流

産
業

並
び

に
研

究
開

発
支

援
機

能
等

と
の

連
携

拡
大

に
つ

な
げ

る
こ

と
で

、
航

空
関

連
産

業
ク

ラ
ス

タ
ー

と
し

て
の

競
争

力
強

化
を

図
り

、
航

空
機

整
備

関
連

の
パ

ー
ツ

や
装

備
品

等
の

保
管

、
修

理
を

行
う

事
業

者
の

誘
致

に
取

り
組

む
と

と
も

に
、

那
覇

空
港

及
び

那
覇

空
港

周
辺

の
産

業
用

地
確

保
に

向
け

た
取

組
を

推
進

す
る

。

①
「
現

M
R

O
で

は
、

航
空

ク
ラ

ス
タ

ー
の

基
本

戦
略

Ⅱ
に

お
け

る
関

連
産

業
と

の
連

携
に

 向
け

、
技

術
分

野
の

 B
P

O
 化

も
含

め
た

連
携

強
化

を
図

っ
て

い
る

」
現

況
を

（
２

）
の

冒
頭

に
付

記
を

お
願

い
致

し
た

い
。

ま
た

、
②

「
ウ

ェ
ア

ラ
ブ

ル
 端

末
等

の
 I
T
 技

術
を

活
用

し
た

情
報

通
信

関
連

産
業

と
の

連
携

も
一

部
進

ん
で

い
る

」
と

の
現

況
も

付
記

さ
れ

て
は

ど
う

か
。

M
R

O
 J

ap
an

 に
お

け
る

「
現

況
」
に

触
れ

た
上

で
、

今
後

の
情

報
通

信
関

連
産

業
を

は
じ

め
と

す
る

他
産

業
と

の
連

携
強

化
を

、
今

後
進

め
て

い
く
流

れ
に

し
た

方
が

イ
メ

ー
ジ

が
付

き
や

す
い

か
と

考
え

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

7
9

4
1
0
5

2
9

－
－

２
年

前
に

Ｍ
Ｒ

Ｏ
ジ

ャ
パ

ン
が

稼
働

し
、

主
軸

の
ド

ッ
グ

整
備

の
業

務
は

2
0
2
6
年

で
ほ

ぼ
フ

ル
稼

働
に

な
っ

て
く
る

ぐ
ら

い
順

調
に

進
ん

で
い

る
状

況
で

、
ア

ジ
ア

の
中

で
Ｍ

Ｒ
Ｏ

の
優

位
性

を
高

め
て

い
く
た

め
に

は
ハ

ー
ド

の
部

分
の

拡
張

を
含

め
て

、
エ

リ
ア

も
少

し
別

の
と

こ
ろ

を
含

め
て

ご
検

討
を

お
願

い
し

た
い

。

【
原

文
の

と
お

り
】

「
施

設
の

拡
張

」
、

「
施

設
の

充
実

」
に

つ
い

て
は

、
今

後
の

ク
ラ

ス
タ

ー
形

成
の

進
捗

を
踏

ま
え

な
が

ら
検

討
し

て
い

く
。

8
0

4
1
0
6

1
－

－

下
地

島
を

空
と

宇
宙

に
関

す
る

日
本

有
数

の
規

制
緩

和
、

税
制

優
遇

補
助

事
業

の
テ

ス
ト

ベ
ッ

ド
・
ア

イ
ラ

ン
ド

に
し

て
は

ど
う

か
。

・
下

地
島

を
宇

宙
及

び
空

関
係

の
技

術
の

集
積

地
と

し
て

世
界

に
発

信
す

る
こ

と
を

目
的

に
、

沖
縄

国
家

戦
略

特
区

最
大

の
活

用
機

会
で

あ
る

こ
と

を
認

識
し

、
次

期
振

興
計

画
の

具
体

化
・
実

現
に

資
す

る
こ

と
や

、
沖

縄
の

課
題

解
決

に
つ

な
げ

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
下

地
島

エ
ア

ロ
ス

ペ
ー

ス
特

区
構

想
を

提
案

し
た

い
。

・
沖

縄
は

、
宇

宙
港

と
い

う
可

能
性

と
特

区
と

い
う

強
み

が
あ

る
。

沖
縄

ら
し

さ
、

そ
れ

か
ら

沖
縄

の
差

別
優

位
性

に
つ

な
が

る
空

・
宇

宙
関

連
の

規
制

緩
和

に
県

の
関

連
部

局
が

横
断

的
に

、
ま

た
積

極
的

に
か

じ
を

切
っ

て
い

た
だ

き
た

い
。

【
原

文
の

と
お

り
】

下
地

島
空

港
に

お
け

る
宇

宙
関

連
産

業
の

創
出

と
推

進
に

つ
い

て
は

、
P

1
0
6
 １

行
目

～
４

行
目

に
「
離

島
空

港
に

お
け

る
航

空
・
宇

宙
関

連
産

業
の

展
開

」
と

し
て

記
載

し
て

い
る

こ
と

や
、

特
区

の
活

用
に

つ
い

て
、

P
1
9
0
　

2
5
行

目
～

3
0
行

目
に

「
臨

空
・
臨

港
都

市
と

新
た

な
拠

点
の

形
成

」
と

し
て

離
島

エ
リ

ア
を

実
証

実
験

の
場

、
テ

ス
ト

ベ
ッ

ド
・
ア

イ
ラ

ン
ド

と
し

て
、

国
家

戦
略

特
区

制
度

の
積

極
的

な
活

用
等

を
は

じ
め

、
効

果
的

な
規

制
改

革
を

積
極

的
に

推
進

し
て

い
く
と

記
載

し
て

い
る

。

8
1

4
1
0
6

6
－

－

Ｅ
コ

マ
ー

ス
の

拠
点

化
は

ど
う

い
う

こ
と

を
イ

メ
ー

ジ
し

て
い

る
の

か
。

サ
イ

ト
上

、
い

わ
ゆ

る
ネ

ッ
ト

上
で

の
拠

点
に

す
る

の
か

。
そ

れ
と

も
物

流
そ

の
も

の
を

Ｅ
コ

マ
ー

ス
に

関
わ

る
物

流
拠

点
、

倉
庫

を
沖

縄
に

持
っ

て
く
る

の
か

な
ど

と
い

う
こ

と
も

踏
み

込
ん

だ
ほ

う
が

い
い

の
で

は
な

い
か

。
ア

マ
ゾ

ン
や

ア
リ

バ
バ

な
ど

の
巨

大
な

Ｅ
コ

マ
ー

ス
の

物
流

拠
点

を
沖

縄
に

誘
致

す
る

と
い

う
の

が
一

番
効

果
が

高
い

の
で

は
な

い
か

。

【
原

文
の

と
お

り
】

実
施

計
画

等
で

対
応

し
て

い
く
。
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番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（
素

案
）
本

文
意

　
　

見
 (

 修
　

正
　

文
　

案
　

等
 )

理
　

　
由

　
　

等
審

 議
 結

 果
 （

案
）

8
2

4
1
0
6

6
－

－

沖
縄

に
お

け
る

地
域

商
社

の
方

々
は

、
比

較
的

積
極

的
に

活
用

さ
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

与
信

的
な

も
の

も
含

め
て

彼
ら

を
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
す

る
こ

と
が

で
き

れ
ば

、
沖

縄
の

産
業

の
育

成
に

つ
な

が
る

。

【
原

文
の

と
お

り
】

P
1
0
４

_9
行

「
物

流
コ

ス
ト

低
減

に
向

け
た

国
際

航
路

・
空

路
拡

充
の

取
組

及
び

物
流

対
策

」
P

1
0
6
_2

9
行

「
ア

ジ
ア

を
つ

な
ぐ

ビ
ジ

ネ
ス

交
流

拠
点

の
形

成
」
の

中
で

説
明

し
て

い
る

こ
と

か
ら

原
文

の
と

お
り

と
す

る
。

8
3

4
1
0
6

6
－

－

ア
ジ

ア
を

つ
な

ぐ
ビ

ジ
ネ

ス
交

流
拠

点
の

形
成

と
い

う
の

は
非

常
に

重
要

。
国

際
ビ

ジ
ネ

ス
交

流
拠

点
の

形
成

と
い

う
こ

と
に

関
し

て
は

、
製

造
業

な
ど

と
違

い
、

ま
ず

は
空

港
の

ご
く
近

い
那

覇
市

内
、

臨
空

地
域

に
何

ら
か

の
実

体
の

あ
る

も
の

を
つ

く
っ

て
い

く
こ

と
が

必
要

。

【
原

文
の

と
お

り
】

P
1
0
6
_6

行
基

本
施

策
3
(4

)ウ
「
 県

内
事

業
者

の
海

外
展

開
促

進
と

ビ
ジ

ネ
ス

交
流

拠
点

の
形

成
」
の

中
で

説
明

し
て

い
る

こ
と

か
ら

原
文

の
と

お
り

と
す

る
。

8
4

4
1
0
6

1
0

□
　

ま
た

、
那

覇
空

港
の

豊
富

な
航

空
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
、

港
湾

や
中

心
市

街
地

と
の

近
接

性
等

の
強

み
を

生
か

し
、

那
覇

空
港

の
周

辺
地

域
に

、
国

際
的

に
活

躍
す

る
企

業
や

人
材

等
の

集
積

、
国

内
外

か
ら

の
民

間
投

資
や

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

創
出

等
を

促
進

す
る

規
制

緩
和

や
税

制
優

遇
措

置
等

に
よ

り
、

競
争

力
の

あ
る

ビ
ジ

ネ
ス

環
境

を
整

備
し

、
国

内
外

の
企

業
に

ビ
ジ

ネ
ス

の
場

や
機

会
を

提
供

す
る

こ
と

で
、

国
際

的
な

ビ
ジ

ネ
ス

交
流

拠
点

を
形

成
す

る
必

要
が

あ
る

。

□
　

ま
た

ビ
ジ

ネ
ス

交
流

拠
点

の
形

成
に

つ
い

て
は

、
那

覇
空

港
の

周
辺

地
域

に
、

豊
富

な
航

空
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
、

港
湾

や
中

心
市

街
地

と
の

近
接

性
等

の
強

み
を

生
か

し
、

国
内

外
の

企
業

に
ビ

ジ
ネ

ス
の

場
や

機
会

を
提

供
す

る
競

争
力

の
あ

る
ビ

ジ
ネ

ス
環

境
を

整
備

し
、

国
際

的
な

ビ
ジ

ネ
ス

交
流

拠
点

を
形

成
す

る
必

要
が

あ
る

。

修
飾

文
が

長
く
、

趣
旨

が
見

え
に

く
く
な

っ
て

い
る

た
め

、
倒

置
し

て
施

策
の

骨
格

を
明

瞭
に

す
る

た
め

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

8
5

4
1
0
6

2
9

②
ア

ジ
ア

を
つ

な
ぐ

ビ
ジ

ネ
ス

交
流

拠
点

の
形

成
②

ア
ジ

ア
を

は
じ

め
と

す
る

海
外

を
つ

な
ぐ

ビ
ジ

ネ
ス

交
流

拠
点

の
形

成
．

ア
ジ

ア
の

み
な

ら
ず

、
世

界
各

地
で

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
を

形
成

す
る

沖
縄

の
移

住
者

と
の

経
済

交
流

の
促

進
（
貿

易
）
も

海
外

展
開

政
策

と
し

て
重

要
で

は
な

い
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

8
6

4
1
0
6

3
0

□
　

本
県

と
ア

ジ
ア

を
は

じ
め

と
す

る
海

外
と

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
用

し
た

展
示

会
、

商
談

会
等

の
ビ

ジ
ネ

ス
交

流
会

の
誘

致
や

開
催

支
援

等
に

よ
り

、
海

外
展

開
の

ビ
ジ

ネ
ス

交
流

拠
点

と
な

る
「
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
沖

縄
」
の

構
築

に
取

り
組

む

□
　

本
県

と
ア

ジ
ア

を
は

じ
め

と
す

る
海

外
と

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
用

し
た

展
示

会
、

商
談

会
等

の
ビ

ジ
ネ

ス
交

流
会

の
誘

致
や

開
催

支
援

等
、

競
争

力
の

あ
る

ビ
ジ

ネ
ス

環
境

を
整

備
し

、
海

外
展

開
の

ビ
ジ

ネ
ス

交
流

拠
点

と
な

る
「
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
沖

縄
」
の

構
築

に
取

り
組

む

特
に

ビ
ジ

ネ
ス

交
流

拠
点

の
形

成
に

つ
い

て
、

導
入

の
部

分
は

し
っ

か
り

記
載

さ
れ

て
い

る
も

の
の

、
具

体
的

な
施

策
で

あ
る

②
は

内
容

が
薄

い
よ

う
に

感
じ

た
。

②
の

部
分

で
規

制
緩

和
や

税
制

優
遇

措
置

に
つ

い
て

の
言

及
は

不
要

で
は

な
い

か
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
個

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る
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番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（
素

案
）
本

文
意

　
　

見
 (

 修
　

正
　

文
　

案
　

等
 )

理
　

　
由

　
　

等
審

 議
 結

 果
 （

案
）

8
7

4
1
0
6

3
0

□
　

本
県

と
ア

ジ
ア

を
は

じ
め

と
す

る
海

外
と

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
用

し
た

展
示

会
、

商
談

会
等

の
ビ

ジ
ネ

ス
交

流
会

の
誘

致
や

開
催

支
援

等
に

よ
り

、
海

外
展

開
の

ビ
ジ

ネ
ス

交
流

拠
点

と
な

る
「
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
沖

縄
」
の

構
築

に
取

り
組

む
。

□
　

本
県

と
ア

ジ
ア

を
は

じ
め

と
す

る
海

外
と

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
用

し
た

展
示

会
、

商
談

会
等

の
ビ

ジ
ネ

ス
交

流
会

の
誘

致
や

開
催

支
援

等
、

競
争

力
の

あ
る

ビ
ジ

ネ
ス

環
境

を
整

備
し

、
海

外
展

開
の

ビ
ジ

ネ
ス

交
流

拠
点

と
な

る
「
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
沖

縄
」
の

構
築

に
取

り
組

む

元
の

文
面

で
は

、
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
沖

縄
＝

展
示

会
、

商
談

会
中

心
の

交
流

拠
点

と
捉

え
ら

れ
か

ね
な

い
と

思
い

、
以

下
の

例
の

よ
う

に
、

肉
付

け
を

し
た

方
が

良
い

と
思

料
す

る
。

『
人

、
モ

ノ
、

情
報

が
相

互
に

行
き

交
う

交
流

拠
点

で
あ

り
、

新
た

な
ビ

ジ
ネ

ス
、

価
値

、
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
生

み
出

す
創

造
拠

点
「
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
沖

縄
」
の

構
築

に
取

り
組

む
。

「
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
沖

縄
」
は

ハ
ー

ド
と

ソ
フ

ト
の

両
方

の
機

能
を

備
え

、
県

内
事

業
者

を
含

む
国

内
外

事
業

者
間

の
情

報
交

流
、

マ
ッ

チ
ン

グ
機

会
創

出
、

協
業

・
連

携
等

を
推

進
す

る
。

』

「
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
沖

縄
」
の

実
現

に
あ

た
っ

て
は

、
コ

ン
セ

プ
ト

に
記

載
さ

れ
て

い
る

と
お

り
、

い
か

に
そ

の
場

所
に

企
業

に
と

っ
て

有
益

な
情

報
、

人
、

モ
ノ

が
集

ま
る

か
が

ポ
イ

ン
ト

に
な

る
と

思
う

。
そ

の
た

め
に

は
企

業
の

集
積

、
発

展
、

成
熟

も
不

可
欠

で
す

し
、

そ
れ

を
実

現
さ

せ
る

た
め

の
施

策
が

重
要

だ
と

考
え

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
個

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

8
8

4
1
0
7

5

(5
)　

科
学

技
術

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

創
出

と
次

世
代

を
担

う
持

続
可

能
な

産
業

の
振

興

リ
ー

ド
文

リ
ー

ド
文

全
体

を
修

正
□

　
科

学
技

術
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
創

出
し

、
持

続
可

能
な

産
業

の
振

興
に

つ
な

げ
て

い
く
た

め
に

は
、

O
IS

T
、

琉
球

大
学

、
名

桜
大

学
、

国
立

沖
縄

工
業

高
等

専
門

学
校

（
以

下
、

「
沖

縄
高

専
」
）
等

の
研

究
成

果
を

実
用

化
・
事

業
化

へ
と

つ
な

げ
て

い
く
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

そ
の

た
め

、
大

学
等

、
研

究
機

関
、

支
援

機
関

（
科

技
セ

ン
タ

ー
、

産
業

振
興

公
社

等
）
、

企
業

、
金

融
機

関
等

の
各

主
体

が
有

機
的

に
連

携
し

、
絶

え
間

な
く
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

が
創

出
さ

れ
る

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
・
エ

コ
シ

ス
テ

ム
の

構
築

を
促

進
す

る
必

要
が

あ
る

。
□

　
O

IS
T
の

国
際

的
に

卓
越

し
た

基
礎

研
究

や
、

琉
球

大
学

、
沖

縄
高

専
等

の
優

れ
た

研
究

成
果

を
県

内
企

業
や

県
民

に
よ

り
一

層
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

し
て

い
く
た

め
、

O
IS

T
等

が
進

め
る

感
染

症
対

策
、

創
薬

、
ワ

ク
チ

ン
開

発
等

に
繋

が
る

基
礎

研
究

や
こ

れ
ま

で
の

研
究

成
果

を
活

用
し

た
感

染
症

分
野

等
に

関
連

す
る

取
組

等
を

促
進

す
る

必
要

が
あ

る
。

□
　

「
健

康
」
は

計
画

の
目

標
の

一
つ

で
あ

る
県

民
の

幸
福

感
を

高
め

る
重

要
な

要
素

で
あ

る
。

そ
の

た
め

、
本

県
の

食
文

化
を

始
め

、
本

県
独

自
の

素
材

を
生

か
し

た
健

康
・
長

寿
に

寄
与

す
る

調
査

・
研

究
を

促
進

す
る

必
要

が
あ

る
。

□
　

産
学

官
金

の
有

機
的

連
携

に
よ

る
相

乗
効

果
の

発
揮

な
ど

、
科

学
技

術
を

活
用

し
、

新
た

な
付

加
価

値
を

創
造

す
る

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
型

経
済

へ
の

転
換

を
図

る
と

と
も

に
、

次
世

代
を

担
う

持
続

可
能

な
産

業
の

創
出

と
振

興
を

目
指

す
。

□
　

 先
端

技
術

等
の

研
究

成
果

を
駆

使
し

、
絶

え
間

な
い

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
が

創
出

さ
れ

る
仕

組
み

を
構

築
す

る
と

と
も

に
、

研
究

開
発

、
事

業
化

等
の

各
段

階
の

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
効

果
的

支
援

を
行

い
、

産
業

の
高

度
化

の
促

進
及

び
社

会
課

題
の

解
決

に
向

け
て

取
り

組
む

こ
と

が
課

題
で

あ
る

。
□

　
こ

の
た

め
、

O
IS

T
 等

を
核

と
し

た
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

・
エ

コ
シ

ス
テ

ム
の

構
築

、
バ

イ
オ

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

を
活

用
し

た
産

業
化

の
促

進
に

取
り

組
む

。

1
0
7
ペ

ー
ジ

の
文

章
は

抽
象

度
合

い
が

違
っ

て
い

る
と

こ
ろ

が
あ

る
の

で
、

再
検

討
い

た
だ

き
た

い
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

8
9

4
1
0
7

1
4

～
世

界
の

科
学

技
術

の
向

上
に

寄
与

す
る

。
削

除
　

本
頁

P
5
～

3
4
の

流
れ

の
中

で
、

こ
こ

は
表

現
意

図
が

明
確

に
伝

わ
っ

て
こ

な
い

。
こ

の
表

現
で

は
、

次
の

4
点

に
解

釈
で

き
る

。
①

寄
与

す
る

こ
と

を
推

進
し

て
い

る
②

寄
与

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

い
る

③
寄

与
す

る
こ

と
が

期
待

さ
れ

て
い

る
④

寄
与

す
る

べ
き

で
あ

る
　

①
が

妥
当

と
思

わ
れ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

当
該

箇
所

は
リ

ー
ド

文
の

整
理

に
つ

い
て

産
業

振
興

部
会

に
て

別
途

意
見

が
あ

り
、

全
体

的
に

文
言

を
整

理
す

る

9
0

4
1
0
7

2
6

－
－

東
京

大
学

が
ソ

フ
ト

バ
ン

ク
と

連
携

し
て

進
め

て
い

る
次

世
代

の
A

Iラ
ボ

や
Ｃ

ＩＰ
制

度
（
昔

の
技

術
研

究
組

合
）
の

仕
組

み
は

琉
球

大
学

で
も

沖
縄

県
で

も
で

き
る

こ
と

な
の

で
、

す
ぐ

に
具

体
策

を
考

え
た

ほ
う

が
い

い
。

【
原

案
の

と
お

り
】

委
員

意
見

に
つ

い
て

は
具

体
的

な
取

組
を

検
討

す
る

際
の

参
考

と
し

、
素

案
は

原
文

の
ま

ま
と

す
る

。
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番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（
素

案
）
本

文
意

　
　

見
 (

 修
　

正
　

文
　

案
　

等
 )

理
　

　
由

　
　

等
審

 議
 結

 果
 （

案
）

9
1

4
1
0
7

3
1

～
産

業
の

高
度

化
の

促
進

及
び

社
会

課
題

の
解

決
に

向
け

て
取

り
組

む
こ

と
が

課
題

で
あ

る
。

－

｢課
題

｣が
重

複
し

て
い

る
た

め
、

以
下

の
通

り
修

正
願

う
。

産
業

の
高

度
化

の
促

進
及

び
社

会
課

題
の

解
決

に
向

け
て

取
り

組
む

必
要

が
あ

る
（
又

は
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
）
。

【
原

案
の

と
お

り
】

　
新

た
な

振
興

計
画

（
素

案
）
の

記
載

形
式

と
し

て
、

基
本

施
策

リ
ー

ド
文

最
後

の
２

段
落

は
、

「
～

課
題

で
あ

る
。

」
「
～

取
り

組
む

。
」
で

統
一

さ
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

原
文

と
お

り
と

す
る

。
　

な
お

、
当

該
文

章
で

使
用

す
る

、
「
社

会
課

題
の

解
決

」
は

、
一

つ
の

用
語

と
し

て
使

用
し

て
い

る
。

9
2

4
1
0
8

3
0

□
　

研
究

成
果

等
の

技
術

移
転

に
つ

い
て

は
、

優
れ

た
研

究
開

発
成

果
を

産
業

に
結

び
付

け
る

た
め

、
産

学
官

金
連

携
に

よ
る

研
究

開
発

の
促

進
や

担
い

手
と

な
る

県
内

企
業

の
研

究
開

発
力

向
上

、
地

場
産

業
の

高
度

化
等

に
一

体
的

に
取

り
組

む
。

□
　

研
究

成
果

等
の

知
的

財
産

権
制

度
の

活
用

や
技

術
移

転
に

つ
い

て
は

、
優

れ
た

研
究

開
発

成
果

を
産

業
に

結
び

つ
け

る
た

め
、

産
学

官
金

連
携

に
よ

る
研

究
開

発
の

促
進

、
大

学
等

が
も

つ
研

究
シ

ー
ズ

の
活

用
、

担
い

手
と

な
る

県
内

企
業

の
研

究
開

発
力

向
上

、
地

場
産

業
の

高
度

化
等

に
一

体
的

に
取

り
組

む
。

沖
縄

の
ア

カ
デ

ミ
ア

の
質

は
決

し
て

低
く
は

な
い

。
問

題
は

、
こ

れ
を

徹
底

的
に

開
拓

し
、

知
的

財
産

権
に

し
産

業
界

へ
つ

な
げ

る
T
L
O

機
能

の
低

さ
で

あ
る

。
沖

縄
T
L
O

の
再

構
築

と
機

能
強

化
を

行
い

、
主

体
的

に
大

学
の

研
究

S
e
e
ds

を
民

間
企

業
に

ラ
イ

セ
ン

ス
し

、
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

支
援

ま
で

も
カ

バ
ー

す
る

と
明

記
す

べ
き

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
個

所
を

修
正

】

　
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る

9
3

4
1
0
9

3

～
産

業
財

産
権

の
創

造
・
保

護
・
活

用
に

向
け

た
普

及
啓

発
に

取
り

組
む

。
～

知
的

財
産

の
創

造
・
保

護
・
活

用
に

向
け

た
普

及
啓

発
に

取
り

組
む

。
権

利
化

し
な

い
知

的
財

産
（
営

業
秘

密
等

）
も

あ
ろ

う
か

と
思

う
た

め
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
個

所
を

修
正

】

　
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る

9
4

4
1
0
9

6

➂
大

学
発

ベ
ン

チ
ャ

ー
等

の
創

出
促

進

－

「
沖

縄
科

学
技

術
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

シ
ス

テ
ム

構
築

事
業

」
は

、
日

本
の

自
治

体
で

唯
一

実
施

さ
れ

て
い

る
県

主
体

の
G

A
P

フ
ァ

ン
ド

で
あ

り
、

非
常

に
優

れ
た

事
業

で
あ

る
。

文
部

科
学

省
も

注
目

し
て

お
り

、
こ

れ
を

継
続

・
強

化
す

る
こ

と
が

、
ベ

ン
チ

ャ
ー

起
業

促
進

に
つ

な
が

る
と

思
わ

れ
る

の
で

、
沖

縄
科

学
技

術
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

シ
ス

テ
ム

構
築

事
業

の
継

続
と

強
化

を
お

願
い

し
た

い
。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
沖

縄
科

学
技

術
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

シ
ス

テ
ム

構
築

事
業

に
つ

い
て

は
、

素
案

の
「
施

策
①

O
IS

T
等

を
核

と
し

た
共

同
研

究
の

推
進

」
（
1
0
8
頁

2
1
行

）
を

推
進

し
て

い
く
た

め
の

事
業

と
し

て
位

置
づ

け
て

い
る

こ
と

か
ら

、
原

文
の

と
お

り
と

す
る

。
　

な
お

、
本

事
業

に
つ

い
て

は
、

今
後

も
継

続
し

て
い

く
と

と
も

に
、

事
業

も
強

化
し

て
い

き
た

い
と

考
え

て
い

る
。

9
5

4
1
0
9

1
2

～
ベ

ン
チ

ャ
ー

キ
ャ

ピ
タ

ル
や

産
業

振
興

公
社

に
よ

る
ハ

ン
ズ

オ
ン

支
援

～
～

ベ
ン

チ
ャ

ー
キ

ャ
ピ

タ
ル

や
産

業
振

興
公

社
等

に
よ

る
ハ

ン
ズ

オ
ン

支
援

～
ハ

ン
ズ

オ
ン

支
援

に
つ

い
て

は
近

年
、

ＩＳ
Ｃ

Ｏ
も

数
多

く
手

掛
け

成
果

を
出

て
い

る
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

9
6

4
1
0
9

1
2

□
　

有
望

な
ベ

ン
チ

ャ
ー

企
業

に
対

し
て

は
～

□
　

有
望

な
ベ

ン
チ

ャ
ー

企
業

等
に

対
し

て
は

～
部

会
で

議
論

す
る

話
で

は
な

い
で

す
が

、
実

際
の

支
援

の
タ

ー
ゲ

ッ
ト

は
誰

な
の

か
、

ベ
ン

チ
ャ

ー
企

業
と

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
を

ど
の

よ
う

に
定

義
づ

け
、

位
置

づ
け

る
の

か
、

必
要

に
応

じ
整

理
し

た
方

が
良

い
か

と
思

い
ま

し
た

。
例

え
ば

P
1
1
2
に

記
載

さ
れ

て
い

る
施

策
は

全
て

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
が

対
象

と
な

っ
て

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
個

所
を

修
正

】

　
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る

9
7

4
1
0
9

1
5

－

－

市
町

村
と

の
連

携
な

し
に

そ
の

解
決

は
難

し
く
な

る
の

で
、

素
案

で
も

市
町

村
と

い
う

表
現

は
他

で
も

い
ろ

い
ろ

組
み

込
ん

で
い

る
と

こ
と

も
あ

る
の

で
、

社
会

課
題

に
貧

困
等

の
直

接
産

業
振

興
に

関
わ

ら
な

い
も

の
も

含
め

る
の

で
あ

れ
ば

、
市

町
村

も
連

携
先

に
記

載
し

た
ほ

う
が

い
い

の
で

は
な

い
か

。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
意

見
に

あ
る

と
お

り
、

社
会

課
題

の
解

決
に

向
け

て
は

、
市

町
村

も
含

め
、

あ
ら

ゆ
る

機
関

・
組

織
等

の
関

与
が

必
要

だ
と

考
え

て
い

る
。

　
そ

の
た

め
、

施
策

④
「
「
社

会
課

題
解

決
型

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
創

出
支

援
」
の

文
章

中
に

は
、

「
S
D

G
ｓ
の

観
点

を
踏

ま
え

た
新

し
い

形
の

産
学

官
金

連
携

に
よ

る
社

会
課

題
解

決
に

向
け

た
体

制
の

構
築

に
取

り
組

む
（
1
0
9
頁

、
2
1
,2

2
行

）
」
と

記
載

し
て

お
り

、
「
産

学
官

金
」
の

中
に

市
町

村
も

位
置

づ
け

て
い

る
こ

と
か

ら
、

原
文

の
と

お
り

と
す

る
。
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番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（
素

案
）
本

文
意

　
　

見
 (

 修
　

正
　

文
　

案
　

等
 )

理
　

　
由

　
　

等
審

 議
 結

 果
 （

案
）

9
8

4
1
0
9

2
4

－

－

製
造

業
に

関
し

て
は

従
来

か
ら

定
義

の
問

題
が

あ
る

。
日

本
標

準
産

業
分

類
で

い
う

と
、

卸
売

り
を

し
た

場
合

に
は

製
造

業
に

分
類

さ
れ

、
製

造
し

た
も

の
を

自
社

店
舗

な
ど

で
販

売
す

る
場

合
に

は
製

造
小

売
業

に
な

っ
て

小
売

業
に

分
類

さ
れ

る
と

い
う

こ
と

で
、

同
じ

製
造

を
す

る
に

も
関

わ
ら

ず
、

特
区

税
制

が
使

え
る

製
造

業
と

使
え

な
い

製
造

業
が

出
て

く
る

と
い

う
問

題
点

が
あ

る
。

製
造

業
そ

の
も

の
が

、
小

売
業

で
あ

れ
、

卸
売

業
で

あ
れ

、
平

等
に

適
用

で
き

る
よ

う
に

働
き

か
け

を
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

【
原

文
の

と
お

り
】

 ご
指

摘
の

点
に

つ
い

て
は

、
今

後
、

具
体

的
な

事
例

等
を

踏
ま

え
な

が
ら

検
討

し
て

い
く
。

9
9

4
1
0
1

1
1

追
加

□
　

県
外

か
ら

よ
り

高
度

な
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
開

発
や

映
像

コ
ン

テ
ン

ツ
制

作
等

の
業

務
が

獲
得

で
き

る
よ

う
、

企
画

力
・
技

術
力

・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
力

の
向

上
を

支
援

す
る

と
と

も
に

、
企

業
連

携
に

よ
る

共
同

受
託

開
発

を
促

進
す

る
。

1
9
9
8
年

策
定

の
沖

縄
県

マ
ル

チ
メ

デ
ィ

ア
ア

イ
ラ

ン
ド

構
想

以
来

こ
の

分
野

へ
の

取
り

組
み

が
続

け
ら

れ
て

お
り

、
現

在
は

情
報

産
業

の
振

興
と

い
う

観
点

か
ら

「
沖

縄
に

ふ
さ

わ
し

い
産

業
」
と

し
て

取
り

組
み

を
続

け
る

必
要

が
あ

る
と

考
え

る
。

ま
た

、
ア

ジ
ア

と
の

関
係

を
考

え
て

も
マ

ン
ガ

、
ア

ニ
メ

、
ゲ

ー
ム

、
ｅ
ス

ポ
ー

ツ
、

劇
場

用
映

画
、

バ
ー

チ
ャ

ル
ツ

ア
ー

、
医

療
分

野
な

ど
が

有
望

で
、

他
産

業
の

「
稼

ぐ
力

」
を

支
え

る
意

味
か

ら
も

県
に

よ
る

振
興

が
望

ま
し

い
。

こ
の

た
め

、
P

1
1
4
　

（
６

）
ウ

「
沖

縄
の

ソ
フ

ト
パ

ワ
ー

を
生

か
し

た
新

事
業

・
新

産
業

の
創

出
」
に

も
①

か
ら

④
の

小
項

目
に

「
映

像
・
コ

ン
テ

ン
ツ

産
業

の
集

積
・
高

度
化

」
を

追
加

し
て

は
ど

う
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
0
0

4
1
1
0

3
2

－

－

沖
縄

県
も

様
々

な
支

援
機

関
が

あ
る

が
、

こ
れ

が
非

常
に

弱
い

。
起

業
家

が
も

っ
と

い
い

形
で

進
ん

で
い

く
よ

う
に

、
部

局
間

も
連

携
し

て
進

め
て

い
た

だ
き

た
い

。

【
原

文
の

と
お

り
】

頂
い

た
ご

意
見

に
つ

き
ま

し
て

は
、

P
1
1
2
、

2
2
行

目
に

お
い

て
、

「
③

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
等

と
大

手
企

業
・
金

融
機

関
・
研

究
機

関
・
大

学
等

と
の

連
携

促
進

」
に

お
い

て
、

反
映

さ
れ

て
い

る
。

1
0
1

4
1
1
0

3
3

⑹
 沖

縄
の

優
位

性
や

潜
在

力
を

生
か

し
た

新
た

な
産

業
の

創
出

リ
ー

ド
文

全
体

を
以

下
の

と
お

り
修

正
□

　
広

大
な

海
域

を
有

し
国

内
で

唯
一

亜
熱

帯
海

洋
性

気
候

に
属

す
る

本
県

は
、

地
理

的
・
自

然
的

特
性

に
よ

り
、

多
様

な
生

物
資

源
等

が
豊

富
に

存
在

し
て

い
る

。
こ

の
よ

う
な

生
物

資
源

等
を

活
用

し
た

先
端

的
な

研
究

・
技

術
開

発
を

拡
充

す
る

と
と

も
に

、
島

し
ょ

地
域

の
地

理
的

・
経

済
的

な
隔

離
性

等
を

生
か

し
、

健
康

・
医

療
・

バ
イ

オ
関

連
や

環
境

、
交

通
・
物

流
、

金
融

等
の

様
々

な
分

野
に

お
い

て
、

規
制

の
サ

ン
ド

ボ
ッ

ク
ス

制
度

等
を

活
用

し
た

本
県

を
実

証
フ

ィ
ー

ル
ド

と
す

る
新

た
な

事
業

や
技

術
等

の
創

出
を

促
進

す
る

必
要

が
あ

る
。

□
　

ア
ジ

ア
へ

の
近

接
性

を
生

か
し

た
新

た
な

産
業

が
集

積
し

つ
つ

あ
り

、
先

端
加

工
産

業
や

健
康

・
医

療
・
バ

イ
オ

関
連

産
業

な
ど

、
高

付
加

価
値

産
業

の
集

積
を

加
速

さ
せ

る
と

と
も

に
、

本
県

の
持

続
可

能
な

発
展

に
つ

な
が

る
新

た
な

産
業

の
創

出
を

促
進

す
る

必
要

が
あ

る
。

□
　

第
４

次
産

業
革

命
の

推
進

に
よ

る
S
o
c
ie

ty
5
.0

の
実

現
や

、
産

業
の

国
際

競
争

力
向

上
を

図
る

上
で

、
革

新
的

な
技

術
や

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
で

世
界

に
新

し
い

価
値

を
生

む
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

企
業

は
重

要
な

存
在

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

大
手

企
業

や
投

資
家

、
大

学
、

自
治

体
等

の
各

主
体

が
連

携
す

る
こ

と
に

よ
り

、
継

続
的

に
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

や
ベ

ン
チ

ャ
ー

企
業

等
が

生
ま

れ
成

長
し

や
す

い
仕

組
み

や
環

境
づ

く
り

を
推

進
し

、
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

・
エ

コ
シ

ス
テ

ム
の

強
化

を
図

る
必

要
が

あ
る

。
□

　
既

存
産

業
と

新
た

な
フ

ァ
ク

タ
ー

と
の

有
機

的
連

携
等

に
よ

る
相

乗
効

果
の

創
出

及
び

発
揮

を
通

じ
て

、
本

県
の

持
続

可
能

な
発

展
に

つ
な

が
る

新
た

な
産

業
の

創
出

を
目

指
す

。
□

　
沖

縄
独

自
の

様
々

な
資

源
や

ソ
フ

ト
パ

ワ
ー

な
ど

、
比

較
優

位
性

や
潜

在
力

を
戦

略
的

に
活

用
し

、
新

事
業

・
新

産
業

が
創

出
さ

れ
る

環
境

を
整

え
る

こ
と

が
課

題
で

あ
る

。
□

　
こ

の
た

め
、

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
の

促
進

、
S
D

G
sに

資
す

る
ビ

ジ
ネ

ス
展

開
の

促
進

、
沖

縄
の

ソ
フ

ト
パ

ワ
ー

を
生

か
し

た
新

事
業

・
新

産
業

の
創

出
に

取
り

組
む

。

新
た

な
産

業
の

創
出

の
た

め
、

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
・
エ

コ
シ

ス
テ

ム
構

築
の

必
要

性
に

賛
同

す
る

が
、

リ
ー

ド
文

の
中

で
そ

の
必

要
性

に
触

れ
た

箇
所

、
内

容
と

し
て

同
じ

よ
う

な
も

の
が

複
数

あ
り

重
複

し
て

い
る

。
文

面
、

内
容

を
整

理
す

る
こ

と
で

県
民

が
理

解
し

や
す

く
な

る
と

考
え

る
。

こ
の

た
め

、
エ

コ
シ

ス
テ

ム
構

築
の

必
要

性
に

触
れ

た
箇

所
が

複
数

あ
り

、
整

理
が

必
要

で
は

な
い

か
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

28



番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（
素

案
）
本

文
意

　
　

見
 (

 修
　

正
　

文
　

案
　

等
 )

理
　

　
由

　
　

等
審

 議
 結

 果
 （

案
）

1
0
2

4
1
1
2

4

～
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

が
継

続
的

に
生

ま
れ

る
仕

組
み

の
構

築
～

～
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

エ
コ

シ
ス

テ
ム

の
構

築
～

１
１

１
頁

で
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

エ
コ

シ
ス

テ
ム

の
内

容
を

説
明

し
て

い
る

た
め

、
重

複
を

無
く
し

、
「
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

エ
コ

シ
ス

テ
ム

の
構

築
」
と

記
載

し
た

方
が

良
い

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
個

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

1
0
3

4
1
1
2

1
3

～
大

学
等

の
技

術
シ

ー
ズ

を
活

用
し

た
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

企
業

の
支

援
に

取
り

組
む

。

～
大

学
等

の
技

術
シ

ー
ズ

を
活

用
し

た
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

企
業

の
研

究
開

発
、

技
術

実
証

の
支

援
等

に
取

り
組

む
。

大
学

等
の

技
術

シ
ー

ズ
を

ビ
ジ

ネ
ス

に
繋

げ
て

い
く
た

め
の

は
、

コ
ス

ト
ダ

ウ
ン

等
様

々
な

研
究

開
発

課
題

だ
け

で
は

な
く
、

実
証

フ
ィ

ー
ル

ド
で

の
検

証
が

必
須

で
あ

る
。

し
か

し
、

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
企

業
は

体
制

等
が

脆
弱

で
あ

る
た

め
、

多
額

の
費

用
等

を
要

す
る

研
究

開
発

・
技

術
実

証
が

成
長

の
ネ

ッ
ク

と
な

っ
て

い
る

。
そ

の
た

め
、

支
援

の
中

で
も

特
に

重
要

と
考

え
ら

れ
る

「
研

究
開

発
、

技
術

実
証

」
を

記
載

し
た

ほ
う

が
良

い
と

考
え

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
個

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

1
0
4

4
1
1
2

1
6

□
　

本
県

は
も

と
よ

り
我

が
国

に
お

い
て

も
ユ

ニ
コ

ー
ン

企
業

の
出

現
が

少
な

い
状

況
に

あ
る

こ
と

か
ら

、
ベ

ン
チ

ャ
ー

キ
ャ

ピ
タ

ル
等

を
含

め
、

革
新

的
な

技
術

や
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

で
世

界
に

新
し

い
価

値
を

生
む

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
企

業
の

創
業

、
短

期
間

で
の

成
長

を
促

す
支

援
体

制
の

強
化

に
取

り
組

む
。

□
　

本
県

は
も

と
よ

り
我

が
国

に
お

い
て

も
ユ

ニ
コ

ー
ン

企
業

の
出

現
が

少
な

い
状

況
に

あ
る

こ
と

か
ら

、
金

融
機

関
・
ベ

ン
チ

ャ
ー

キ
ャ

ピ
タ

ル
・
産

業
支

援
機

関
等

が
参

加
す

る
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
を

形
成

し
、

革
新

的
な

技
術

や
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

で
世

界
に

新
し

い
価

値
を

生
む

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
企

業
の

創
業

、
規

制
緩

和
を

活
用

し
た

誘
致

等
、

短
期

間
で

の
成

長
を

促
す

支
援

体
制

の
強

化
に

取
り

組
む

。

な
ぜ

沖
縄

を
選

ぶ
の

か
と

い
う

と
こ

ろ
が

１
つ

ポ
イ

ン
ト

に
な

る
の

で
は

な
い

か
。

エ
コ

シ
ス

テ
ム

に
つ

い
て

は
、

そ
の

一
番

基
に

な
る

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
が

来
た

い
と

思
う

き
っ

か
け

が
な

い
限

り
は

回
っ

て
い

か
な

い
。

１
つ

は
規

制
緩

和
。

大
手

企
業

や
先

端
企

業
の

オ
ー

プ
ン

ラ
ボ

な
ど

が
出

て
く
る

と
、

そ
れ

を
使

っ
た

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
が

集
積

し
て

く
る

可
能

性
が

あ
る

。
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

そ
の

も
の

の
支

援
も

大
事

だ
が

、
そ

の
き

っ
か

け
を

呼
び

込
む

、
例

え
ば

オ
ー

プ
ン

ラ
ボ

を
ど

ん
ど

ん
誘

致
す

る
た

め
の

施
策

や
そ

う
い

う
起

点
の

支
援

が
ま

ず
必

要
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
個

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

1
0
5

4
1
1
2

1
8

～
ベ

ン
チ

ャ
ー

キ
ャ

ピ
タ

ル
等

を
含

め
、

革
新

的
な

技
術

や
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

で
世

界
に

新
し

い
価

値
を

生
む

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
企

業
の

創
業

、
短

期
間

で
の

成
長

を
促

す
支

援
体

制
～

～
金

融
機

関
・
ベ

ン
チ

ャ
ー

キ
ャ

ピ
タ

ル
・
産

業
支

援
機

関
等

が
参

加
す

る
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
を

形
成

し
、

革
新

的
な

技
術

や
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

で
世

界
に

新
し

い
価

値
を

生
む

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
企

業
の

創
業

、
規

制
緩

和
を

活
用

し
た

誘
致

等
、

短
期

間
で

の
成

長
を

促
す

支
援

体
制

～

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
企

業
の

成
長

に
は

、
金

融
機

関
・
ベ

ン
チ

ャ
ー

キ
ャ

ピ
タ

ル
・
産

業
支

援
機

関
等

が
参

加
す

る
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

形
成

が
必

要
で

あ
る

。
ま

た
、

短
期

間
で

の
成

長
を

促
す

た
め

に
は

、
規

制
緩

和
に

よ
る

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
ビ

ザ
等

の
取

組
が

必
要

で
あ

る
。

そ
の

た
め

、
ど

の
よ

う
な

支
援

体
制

を
構

築
す

る
の

か
具

体
的

に
記

載
し

た
ほ

う
が

良
い

と
考

え
ら

れ
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
個

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

1
0
6

4
1
1
2

2
3

□
 ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

・
エ

コ
シ

ス
テ

ム
の

構
築

に
向

け
て

、
起

業
家

・
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

と
業

務
提

携
や

共
同

研
究

、
出

資
等

の
相

手
と

な
る

大
手

企
業

・
研

究
機

関
・
大

学
・
投

資
家

・
金

融
機

関
等

と
の

連
携

促
進

に
取

り
組

む
。

□
　

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
・
エ

コ
シ

ス
テ

ム
の

構
築

に
向

け
て

、
国

内
外

の
起

業
家

・
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

と
業

務
提

携
や

共
同

研
究

、
出

資
等

の
相

手
と

な
る

大
手

企
業

・
研

究
機

関
・
大

学
・
投

資
家

・
金

融
機

関
等

と
の

連
携

促
進

に
取

り
組

む
と

と
も

に
、

ア
ジ

ア
の

ダ
イ

ナ
ミ

ズ
ム

を
取

り
込

む
た

め
、

海
外

の
支

援
機

関
等

と
の

連
携

を
推

進
す

る
。

「
ア

ジ
ア

の
ダ

イ
ナ

ミ
ズ

ム
を

取
り

込
む

」
こ

と
に

よ
り

沖
縄

の
振

興
を

図
る

手
段

は
「
臨

空
・
臨

港
型

産
業

の
集

積
」
以

外
に

も
種

々
存

在
す

る
。

第
１

章
（
総

説
）
で

力
強

く
提

唱
し

て
い

る
に

も
か

か
わ

ら
ず

第
４

章
-
３

（
希

望
と

活
力

に
あ

ふ
れ

る
豊

か
な

島
を

目
指

し
て

）
で

の
記

載
に

乏
し

い
。

経
済

政
策

中
の

他
分

野
の

記
述

（
た

と
え

ば
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

支
援

な
ど

）
に

も
う

一
カ

所
、

「
ア

ジ
ア

の
ダ

イ
ナ

ミ
ズ

ム
を

取
り

込
む

」
と

い
う

表
現

を
繰

り
返

す
こ

と
に

よ
り

、
計

画
全

体
か

ら
文

字
通

り
の

「
ダ

イ
ナ

ミ
ズ

ム
」
を

感
じ

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

る
の

で
は

な
い

か
。

ま
た

、
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

に
県

境
は

存
在

せ
ず

、
県

内
に

閉
じ

た
よ

う
な

表
現

で
は

成
功

が
望

め
な

い
。

県
外

の
起

業
家

も
投

資
家

も
一

目
置

く
よ

う
な

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
の

拠
点

と
し

て
沖

縄
を

位
置

づ
け

、
促

進
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

よ
っ

て
、

ア
（
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

の
促

進
）
に

は
①

か
ら

④
の

小
項

目
が

含
ま

れ
て

い
る

が
、

こ
れ

に
加

え
て

「
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

支
援

の
拠

点
化

」
を

加
え

、
国

内
外

と
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築
に

道
を

開
い

て
い

た
だ

き
た

い
て

頂
き

た
い

。

さ
ら

に
、

沖
縄

と
ア

ジ
ア

の
関

係
を

考
え

る
上

で
台

湾
の

存
在

は
き

わ
め

て
大

き
く
、

ま
た

特
徴

的
で

あ
る

こ
と

を
示

す
た

め
、

沖
縄

振
興

の
「
優

位
性

や
潜

在
力

」
を

具
体

的
に

示
し

、
ま

た
一

層
の

発
展

を
期

す
た

め
に

「
台

湾
」

の
文

言
を

盛
り

込
ん

だ
表

現
に

し
て

は
ど

う
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
個

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

1
0
7

4
1
1
2

注 釈

*
8
　

ユ
ニ

コ
ー

ン
企

業
と

は
、

創
業

1
0
年

未
満

で
時

価
総

額
1
0
億

ド
ル

を
超

え
る

企
業

。

*
8
　

ユ
ニ

コ
ー

ン
企

業
と

は
、

創
業

1
0
年

未
満

で
時

価
総

額
1
0
億

ド
ル

を
超

え
る

未
上

場
の

企
業

－

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
個

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る
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番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（
素

案
）
本

文
意

　
　

見
 (

 修
　

正
　

文
　

案
　

等
 )

理
　

　
由

　
　

等
審

 議
 結

 果
 （

案
）

1
0
8

4
1
1
3

1
5

追
加

－

P
1
1
3
 イ

 で
触

れ
ら

れ
て

い
る

「
S
D

G
’
sの

推
進

」
は

正
に

そ
の

通
り

で
あ

り
、

行
政

機
関

だ
け

の
対

応
で

は
な

く
企

業
も

含
め

た
対

応
が

必
要

と
考

え
て

い
る

。
特

に
①

で
言

わ
れ

て
い

る
、

「
社

会
的

価
値

」
と

「
経

済
的

価
値

」
の

同
時

創
造

を
行

う
べ

く
E
S
G

経
営

を
推

進
し

、
本

業
を

通
じ

て
S
D

G
sに

貢
献

す
る

こ
と

を
、

各
企

業
体

が
目

指
し

て
い

く
こ

と
が

、
沖

縄
に

は
求

め
ら

れ
て

い
る

と
思

う
。

よ
り

実
効

性
を

持
た

せ
る

た
め

に
、

例
え

ば
沖

縄
で

県
財

政
を

活
用

す
る

公
募

事
業

に
応

募
す

る
場

合
は

、
事

業
者

の
E
S
G

推
進

度
合

を
審

査
対

象
に

す
る

な
ど

、
事

業
運

営
に

欠
か

せ
な

い
要

素
に

す
る

考
え

方
も

あ
る

と
考

え
る

。
よ

っ
て

、
企

業
に

S
D

G
's

推
進

の
実

効
性

を
持

た
せ

る
た

め
に

、
県

財
政

を
活

用
す

る
公

募
事

業
に

応
募

す
る

場
合

な
ど

の
縛

り
を

設
け

る
な

ど
の

施
策

を
講

じ
て

は
ど

う
か

。

【
原

文
の

と
お

り
】

企
業

・
団

体
の

S
D

G
s推

進
を

促
進

す
る

仕
組

み
に

つ
い

て
は

、
検

討
す

る
こ

と
と

し
、

素
案

に
つ

い
て

は
原

文
の

ま
ま

と
す

る
。

1
0
9

4
1
1
4

1
7

追
加

－

琉
球

舞
踊

や
組

踊
は

、
単

体
で

の
取

り
組

み
で

は
な

く
歴

史
背

景
、

食
・
國

酒
と

の
パ

ッ
ケ

ー
ジ

で
の

人
材

育
成

や
環

境
整

備
を

進
め

る
べ

き
。

琉
球

舞
踊

、
組

踊
な

ど
大

変
貴

重
な

文
化

資
源

が
あ

り
、

県
民

に
は

そ
の

活
動

が
日

常
で

知
れ

渡
っ

て
い

る
が

、
海

外
（
訪

日
客

）
に

対
し

て
は

十
分

に
浸

透
し

て
い

な
い

と
感

じ
る

。
観

光
振

興
に

近
い

意
見

に
な

る
が

、
琉

球
舞

踊
や

組
踊

単
体

で
の

訴
求

で
は

な
く
、

歴
史

背
景

、
食

・
國

酒
（
泡

盛
）
な

ど
と

パ
ッ

ケ
ー

ジ
で

訴
求

を
し

た
方

が
欧

米
人

に
対

し
て

は
効

果
的

だ
と

思
う

し
、

人
材

育
成

や
環

境
整

備
に

つ
い

て
も

同
様

の
視

点
が

必
要

だ
と

思
う

。

【
文

化
・
観

光
ス

ポ
ー

ツ
部

会
へ

申
し

送
り

】

1
1
0

4
1
1
5

2

追
加

－

伝
統

的
な

生
活

習
慣

や
食

文
化

の
担

い
手

と
し

て
の

県
民

の
率

先
し

た
行

動
化

を
記

載
し

て
は

ど
う

か
。

上
記

と
も

連
動

し
ま

す
が

、
琉

球
の

食
文

化
も

歴
史

背
景

、
文

化
芸

術
、

國
と

の
パ

ッ
ケ

ー
ジ

組
立

が
必

要
と

考
え

る
。

加
え

て
、

県
民

が
6
次

振
興

計
画

の
期

間
に

、
健

康
・
長

寿
を

意
識

し
琉

球
食

文
化

に
シ

フ
ト

し
、

長
寿

県
復

活
な

ど
実

績
回

復
を

果
た

す
必

要
が

あ
る

と
思

う
。

よ
り

内
地

の
方

々
を

は
じ

め
訪

日
旅

客
へ

の
何

よ
り

も
訴

求
力

に
な

る
。

【
文

化
・
観

光
ス

ポ
ー

ツ
部

会
へ

申
し

送
り

】

1
1
1

4
1
2
5

1
3

－

－

沖
縄

型
の

事
業

、
沖

縄
で

も
熱

帯
を

経
験

し
た

中
で

、
様

々
な

こ
と

を
行

っ
て

い
こ

う
と

い
う

企
業

が
芽

出
し

を
さ

れ
て

い
る

。
デ

ー
タ

管
理

も
含

め
て

進
め

る
た

め
の

産
業

技
術

総
合

研
究

所
の

誘
致

が
必

要
。

【
原

文
の

と
お

り
】

産
総

研
の

誘
致

の
た

め
に

は
、

県
内

企
業

の
ニ

ー
ズ

や
連

携
の

実
績

を
積

み
上

げ
て

い
く
必

要
が

あ
る

た
め

、
構

築
し

た
体

制
を

活
用

し
、

引
き

続
き

県
内

企
業

へ
の

支
援

に
取

り
組

ん
で

い
く
。

つ
い

て
は

、
原

文
の

と
お

り
と

す
る

。

1
1
2

4
1
2
5

2
1

□
　

製
造

業
の

集
積

に
向

け
て

は
、

企
業

の
初

期
投

資
や

設
備

投
資

に
係

る
助

成
制

度
の

検
討

、
創

・
操

業
支

援
体

制
の

強
化

等
に

取
り

組
む

。

□
　

製
造

業
の

集
積

に
向

け
て

は
、

企
業

の
初

期
投

資
や

設
備

投
資

に
係

る
助

成
制

度
の

充
実

、
創

・
操

業
支

援
体

制
の

強
化

等
に

取
り

組
む

。
・
現

在
の

賃
貸

工
場

等
の

施
設

設
備

、
固

定
資

産
取

得
費

用
等

の
助

成
制

度
を

更
に

充
実

さ
せ

る
た

め
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
個

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
1
3

4
1
2
5

2
2

□
　

県
内

産
業

の
振

興
及

び
持

続
的

発
展

を
図

る
た

め
、

老
朽

化
し

た
工

業
用

水
道

施
設

の
計

画
的

な
更

新
・
長

寿
命

化
及

び
耐

震
化

に
取

り
組

む
。

□
　

県
内

産
業

の
振

興
及

び
持

続
的

発
展

を
図

る
た

め
、

老
朽

化
し

た
工

業
用

水
道

施
設

の
計

画
的

な
更

新
・
長

寿
命

化
及

び
耐

震
化

に
取

り
組

む
。

ま
た

、
電

気
の

安
定

的
か

つ
適

正
な

供
給

の
確

保
を

前
提

に
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

等
を

活
用

し
た

電
力

供
給

方
式

の
推

進
を

図
る

。

「
②

も
の

づ
く
り

産
業

振
興

の
た

め
の

環
境

整
備

」
の

記
述

項
目

と
し

て
電

力
エ

ネ
ル

ギ
ー

料
金

低
減

に
係

る
記

述
が

見
ら

れ
な

い
。

産
業

振
興

の
た

め
に

は
、

電
力

エ
ネ

ル
ギ

ー
料

金
の

低
減

に
関

す
る

記
述

を
追

加
す

べ
き

で
あ

る
。

県
内

製
造

業
を

振
興

す
る

た
め

に
は

電
力

エ
ネ

ル
ギ

ー
料

金
の

低
減

が
重

要
で

あ
る

た
め

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
個

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。
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番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（
素

案
）
本

文
意

　
　

見
 (

 修
　

正
　

文
　

案
　

等
 )

理
　

　
由

　
　

等
審

 議
 結

 果
 （

案
）

1
1
4

4
1
2
5

2
9

追
加

□
　

県
内

製
造

業
の

高
度

化
、

生
産

性
向

上
を

図
る

た
め

に
、

沖
縄

県
工

業
技

術
セ

ン
タ

ー
に

お
い

て
、

Io
T
・
A

Iの
活

用
等

、
多

様
化

及
び

高
度

化
す

る
製

造
業

の
技

術
ニ

ー
ズ

に
対

応
で

き
る

体
制

づ
く
り

に
取

り
組

む
。

・
技

術
は

日
々

進
展

し
て

い
く
状

況
の

中
で

、
工

業
技

術
セ

ン
タ

ー
新

し
い

技
術

を
柔

軟
に

受
け

入
れ

る
体

制
づ

く
り

に
変

え
て

い
く
た

め
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
個

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
1
5

4
1
2
5

3
3

□
　

県
内

企
業

連
携

や
国

内
外

企
業

と
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
構

築
し

、
県

内
に

お
け

る
生

産
体

制
の

強
化

に
取

り
組

む
。

□
　

も
の

づ
く
り

産
業

へ
の

支
援

を
図

る
た

め
、

国
際

物
流

拠
点

産
業

集
積

地
域

の
「
素

形
材

産
業

振
興

施
設

」
を

主
要

エ
リ

ア
と

す
る

「
も

の
づ

く
り

拠
点

」
と

し
て

業
界

連
携

に
よ

る
事

業
の

実
施

や
産

学
官

連
携

に
よ

る
支

援
体

制
の

構
築

に
取

り
組

む
。

・
原

文
の

「
県

内
企

業
連

携
や

国
内

外
企

業
と

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

構
築

」
で

は
充

分
で

な
く
、

よ
り

広
範

な
領

域
を

含
む

表
現

と
し

た
。

・
修

正
し

た
文

書
は

「
沖

縄
2
1
世

紀
ビ

ジ
ョ

ン
基

本
計

画
(沖

縄
振

興
計

画
)

等
 総

点
検

報
告

(頁
5
5
1
)に

記
載

有
り

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
個

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
1
6

4
1
2
5

1
3

➁
も

の
づ

く
り

産
業

振
興

の
た

め
の

環
境

整
備

➂
も

の
づ

く
り

基
盤

技
術

の
高

度
化

と
サ

ポ
ー

テ
ィ

ン
グ

産
業

の
振

興

施
策

統
合

➁
も

の
づ

く
り

を
支

え
る

基
盤

・
技

術
の

高
度

化
と

サ
ポ

ー
テ

ィ
ン

グ
産

業
の

振
興

取
組

整
理

に
伴

い
、

施
策

➁
を

削
除

し
、

施
策

➂
に

統
合

と
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
個

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
1
7

4
1
2
6

2
5

□
　

泡
盛

に
つ

い
て

は
、

県
外

を
主

要
市

場
に

見
据

え
つ

つ
、

海
外

市
場

や
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
市

場
を

視
野

に
入

れ
た

商
品

開
発

等
の

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
力

強
化

に
取

り
組

む
。

□
　

泡
盛

等
に

つ
い

て
は

、
県

外
、

海
外

及
び

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

市
場

を
タ

ー
ゲ

ッ
ト

と
し

た
商

品
開

発
等

の
～

県
産

品
の

海
外

市
場

に
お

け
る

販
路

開
拓

や
県

産
品

の
消

費
促

進
の

た
め

に
泡

盛
が

提
示

さ
れ

て
い

る
が

、
県

内
に

お
け

る
ア

ル
コ

ー
ル

製
品

は
泡

盛
だ

け
で

な
く
、

ビ
ー

ル
や

ラ
ム

酒
も

生
産

・
販

売
さ

れ
て

い
る

。
こ

れ
ら

の
製

品
の

販
売

拡
大

や
消

費
促

進
を

進
め

る
必

要
も

あ
る

た
め

、
少

な
く

と
も

「
泡

盛
等

」
の

よ
う

な
表

現
を

用
い

る
べ

き
で

あ
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
個

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
1
8

4
1
2
6

2
5

□
　

泡
盛

に
つ

い
て

は
、

県
外

を
主

要
市

場
に

見
据

え
つ

つ
、

海
外

市
場

や
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
市

場
を

視
野

に
入

れ
た

商
品

開
発

等
の

～

□
　

泡
盛

等
に

つ
い

て
は

、
県

外
、

海
外

及
び

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

市
場

を
タ

ー
ゲ

ッ
ト

と
し

た
商

品
開

発
等

の
～

琉
球

泡
盛

の
海

外
展

開
は

既
に

取
り

組
ま

れ
て

い
る

こ
と

、
日

本
の

ア
ル

コ
ー

ル
市

場
は

縮
小

傾
向

に
あ

る
な

か
敢

え
て

県
外

の
み

を
主

要
市

場
と

す
る

の
は

流
れ

に
沿

え
て

い
な

い
と

思
わ

れ
る

こ
と

か
ら

、
以

下
の

と
お

り
提

案
す

る
。

「
泡

盛
に

つ
い

て
は

、
県

外
お

よ
び

海
外

市
場

や
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
市

場
を

タ
ー

ゲ
ッ

ト
と

し
た

商
品

開
発

等
の

（
後

略
）
」

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
個

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
1
9

4
1
2
6

2
5

－

－

泡
盛

の
海

外
展

開
に

関
し

て
は

、
内

閣
府

、
沖

縄
総

合
事

務
局

、
国

税
事

務
所

や
我

々
Ｊ
Ｅ

Ｔ
Ｒ

Ｏ
沖

縄
と

し
て

も
既

に
取

り
組

ん
で

い
る

と
こ

ろ
。

こ
の

た
め

、
沖

縄
県

で
は

何
が

足
り

て
な

い
の

か
を

整
理

し
て

施
策

に
盛

り
込

ん
で

い
た

だ
き

た
い

。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
素

案
で

の
追

記
等

は
行

わ
ず

、
委

員
の

意
見

を
踏

ま
え

、
実

施
計

画
に

施
策

を
盛

り
込

ん
で

行
く
。

1
2
0

4
1
2
6

2
5

－

－

泡
盛

産
業

に
つ

い
て

も
、

製
造

と
か

、
そ

れ
を

貯
蔵

す
る

仕
組

み
、

そ
れ

に
対

す
る

一
部

フ
ァ

ン
ド

的
に

買
い

上
げ

て
古

酒
を

作
っ

て
い

く
制

度
、

古
酒

の
郷

と
い

う
の

が
う

ま
く
い

っ
て

な
い

た
め

、
し

っ
か

り
フ

ォ
ロ

ー
し

て
い

く
仕

組
み

、
競

争
力

を
つ

け
ら

れ
る

の
か

と
い

う
上

で
は

、
瓶

の
製

造
等

も
研

究
の

１
つ

の
課

題
と

な
っ

て
く
る

の
で

は
な

い
か

。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
素

案
へ

の
追

記
等

は
な

し
。

委
員

の
ご

意
見

の
と

お
り

瓶
の

製
造

に
つ

い
て

業
界

関
係

者
と

意
見

交
換

を
行

う
。

1
2
1

4
1
2
7

8

□
　

泡
盛

の
消

費
拡

大
に

向
け

て
は

、
継

続
的

な
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

の
実

施
、

多
様

化
す

る
消

費
者

嗜
好

に
対

応
し

た
商

品
開

発
、

販
売

促
進

及
び

情
報

発
信

に
取

り
組

む
。

□
　

泡
盛

等
の

消
費

拡
大

に
向

け
て

は
、

継
続

的
な

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
の

実
施

、
多

様
化

す
る

消
費

者
嗜

好
に

対
応

し
た

商
品

開
発

、
販

売
促

進
及

び
情

報
発

信
に

取
り

組
む

。

県
産

品
の

海
外

市
場

に
お

け
る

販
路

開
拓

や
県

産
品

の
消

費
促

進
の

た
め

に
泡

盛
が

提
示

さ
れ

て
い

る
が

、
県

内
に

お
け

る
ア

ル
コ

ー
ル

製
品

は
泡

盛
だ

け
で

な
く
、

ビ
ー

ル
や

ラ
ム

酒
も

生
産

・
販

売
さ

れ
て

い
る

。
こ

れ
ら

の
製

品
の

販
売

拡
大

や
消

費
促

進
を

進
め

る
必

要
も

あ
る

た
め

、
少

な
く

と
も

「
泡

盛
等

」
の

よ
う

な
表

現
を

用
い

る
べ

き
で

あ
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
個

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。
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番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（
素

案
）
本

文
意

　
　

見
 (

 修
　

正
　

文
　

案
　

等
 )

理
　

　
由

　
　

等
審

 議
 結

 果
 （

案
）

1
2
2

4
1
3
1

1
6

追
加

－

国
指

定
の

伝
統

工
芸

品
（
各

離
島

の
上

布
、

三
線

、
そ

の
他

の
品

目
）
の

原
材

料
を

未
来

に
わ

た
り

継
続

的
、

あ
る

い
は

持
続

的
に

生
産

す
る

こ
と

は
、

沖
縄

県
と

し
て

も
国

指
定

の
伝

統
工

芸
の

認
証

を
受

け
た

以
上

、
沖

縄
県

が
全

面
的

に
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
す

べ
き

で
あ

る
。

生
産

拠
点

や
生

産
団

地
の

集
約

と
拠

点
化

は
地

域
の

雇
用

促
進

に
も

つ
な

が
る

た
め

、
以

下
の

通
り

修
正

願
う

。

「
国

指
定

の
伝

統
工

芸
品

（
各

離
島

の
上

布
、

三
線

、
そ

の
他

の
品

目
）
の

原
材

料
を

生
産

す
る

団
地

を
新

規
創

設
す

る
。

さ
ら

に
は

生
産

拠
点

の
団

地
化

、
拠

点
化

を
行

う
。

し
か

し
現

実
的

に
は

、
こ

れ
ら

の
原

材
料

の
生

産
だ

け
で

は
生

産
収

益
は

見
込

め
な

い
た

め
、

新
規

の
国

予
算

等
を

獲
得

し
、

こ
れ

ら
を

軌
道

に
乗

せ
る

。
」

【
原

文
の

と
お

り
】

　
計

画
（
素

案
）
に

お
い

て
も

引
き

続
き

原
材

料
の

安
定

確
保

に
取

り
組

む
方

向
性

を
記

載
し

て
お

り
、

今
後

実
行

計
画

等
で

具
体

的
施

策
に

取
り

組
ん

で
い

く
こ

と
か

ら
、

原
案

の
と

お
り

と
し

た
い

。

1
2
3

4
1
3
5

1
3

□
　

求
職

者
等

へ
の

支
援

に
つ

い
て

は
、

「
グ

ッ
ジ

ョ
ブ

セ
ン

タ
ー

お
き

な
わ

」
に

お
け

る
生

活
か

ら
就

職
ま

で
の

ワ
ン

ス
ト

ッ
プ

支
援

や
地

域
の

特
性

等
に

応
じ

た
マ

ッ
チ

ン
グ

機
会

の
提

供
な

ど
、

求
職

者
等

の
ニ

ー
ズ

に
沿

っ
た

き
め

細
か

な
支

援
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、
産

業
振

興
や

働
き

や
す

い
環

境
づ

く
り

等
に

よ
り

多
様

な
雇

用
機

会
の

確
保

を
促

進
す

る
。

□
　

求
職

者
等

へ
の

支
援

に
つ

い
て

は
、

「
グ

ッ
ジ

ョ
ブ

セ
ン

タ
ー

お
き

な
わ

」
に

お
け

る
生

活
か

ら
就

職
ま

で
の

ワ
ン

ス
ト

ッ
プ

支
援

や
、

地
域

の
特

性
等

に
応

じ
た

マ
ッ

チ
ン

グ
機

会
の

提
供

な
ど

、
求

職
者

等
の

ニ
ー

ズ
に

沿
っ

た
き

め
細

か
な

支
援

の
ほ

か
、

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

や
福

祉
分

野
等

の
関

係
機

関
と

連
携

し
、

就
職

困
難

者
等

の
生

活
の

安
定

と
就

職
の

た
め

の
支

援
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、
産

業
振

興
や

働
き

や
す

い
環

境
づ

く
り

等
に

よ
り

多
様

な
雇

用
機

会
の

確
保

を
促

進
す

る
。

貧
困

率
の

高
い

県
内

に
於

い
て

は
、

国
の

就
職

困
難

者
・
就

労
困

難
者

の
支

援
制

度
や

事
業

だ
け

で
は

十
分

で
は

な
い

現
状

と
、

新
た

な
沖

縄
振

興
計

画
の

理
念

で
あ

り
、

施
策

展
開

の
基

本
方

向
で

あ
る

「
誰

ひ
と

り
取

り
残

す
こ

と
の

な
い

優
し

い
社

会
」
を

実
現

す
る

た
め

の
重

要
施

策
と

し
て

、
「
就

職
困

難
者

お
よ

び
就

労
困

難
者

へ
の

支
援

強
化

」
を

位
置

づ
け

、
計

画
に

明
記

が
必

要
だ

と
考

え
る

。

現
行

「
沖

縄
2
1
世

紀
ビ

ジ
ョ

ン
基

本
計

画
」
（
平

成
2
4
～

3
3
年

度
）
で

は
、

基
本

施
策

3
－

⑽
　

雇
用

対
策

と
多

様
な

人
材

の
確

保
施

策
展

開
　

ア
　

雇
用

機
会

の
創

出
・
拡

大
と

求
職

者
支

援
に

お
い

て
、

就
職

困
難

者
等

へ
の

支
援

に
関

す
る

以
下

の
方

針
と

取
組

が
明

記
さ

れ
て

い
た

。
「
求

職
者

の
支

援
に

つ
い

て
は

、
若

年
者

・
中

高
年

者
及

び
女

性
な

ど
各

階
層

に
応

じ
た

職
業

紹
介

、
相

談
サ

ー
ビ

ス
、

職
業

訓
練

等
の

活
用

促
進

に
加

え
、

就
職

困
難

者
や

離
職

を
余

儀
な

く
さ

れ
た

方
へ

の
生

活
安

定
や

就
職

の
た

め
の

支
援

の
充

実
を

図
り

ま
す

。
」

一
方

、
「
新

た
な

振
興

計
画

（
素

案
）
」
に

お
い

て
は

、
就

職
困

難
者

あ
る

い
は

就
労

困
難

者
に

関
す

る
記

述
が

な
く
な

っ
て

い
る

た
め

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
個

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

1
2
4

4
1
3
6

4

3
（
1
1
）
ア

④
外

国
人

材
の

受
入

環
境

の
整

備

－

外
国

人
材

の
受

け
入

れ
環

境
の

整
備

の
た

め
の

施
策

と
し

て
、

企
業

向
け

の
セ

ミ
ナ

ー
、

就
労

支
援

、
定

着
支

援
、

言
語

・
技

術
研

修
が

挙
げ

ら
れ

て
い

る
が

、
こ

れ
ら

に
加

え
、

誰
も

が
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
多

文
化

共
生

社
会

の
構

築
（
文

化
観

光
ス

ポ
ー

ツ
部

会
関

連
）
を

施
策

に
追

加
す

べ
き

と
考

え
る

。
多

文
化

共
生

社
会

の
構

築
は

外
国

人
材

受
入

の
ベ

ー
ス

と
な

る
も

の
で

あ
る

た
め

。
外

国
人

材
の

受
入

れ
・
共

生
に

関
す

る
関

係
閣

僚
会

議
に

よ
る

「
外

国
人

材
の

受
入

れ
・
共

生
の

た
め

の
総

合
的

対
策

案
（
令

和
3
年

度
）
」

で
も

、
「
地

域
に

お
け

る
多

文
化

共
生

の
取

り
組

み
の

促
進

・
支

援
」
と

し
て

、
「
J
IC

A
と

の
連

携
に

よ
る

地
方

自
治

体
や

N
P

O
等

の
共

生
社

会
の

構
築

に
向

け
た

取
り

組
み

の
推

進
」
が

施
策

と
し

て
あ

げ
ら

れ
て

お
り

、
弊

機
構

も
積

極
的

に
取

り
組

む
予

定
。

【
原

文
の

と
お

り
】

多
文

化
共

生
社

会
の

構
築

は
外

国
人

材
の

受
入

環
境

の
整

備
の

観
点

か
ら

も
非

常
に

重
要

で
あ

り
、

関
係

部
局

等
と

も
連

携
し

取
り

組
ん

で
い

き
た

い
と

考
え

て
い

る
が

、
多

文
化

共
生

社
会

の
構

築
に

つ
い

て
は

、
４

－
(２

)－
イ

に
施

策
展

開
と

し
て

位
置

づ
け

ら
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
原

文
の

と
お

り
と

す
る

。

1
2
5

4
1
3
6

1
0

④
外

国
人

材
の

受
入

環
境

の
整

備
人

口
減

少
や

労
働

力
不

足
が

進
む

中
、

日
本

国
内

で
就

業
す

る
外

国
人

に
対

し
、

言
語

、
技

術
研

修
を

行
い

人
手

不
足

分
野

で
就

業
さ

せ
る

取
組

を
促

進
す

る
と

と
も

に
、

国
内

に
定

住
す

る
外

国
人

材
の

就
労

支
援

を
推

進
す

る
。

－

外
国

人
材

の
受

け
入

れ
に

つ
い

て
は

、
人

手
不

足
分

を
補

う
と

い
う

視
点

か
ら

記
載

さ
れ

て
い

る
が

、
沖

縄
が

グ
ロ

ー
バ

ル
に

発
展

し
て

い
く
た

め
に

は
、

海
外

か
ら

専
門

的
な

技
術

を
持

つ
高

度
人

材
を

受
け

入
れ

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

【
原

文
の

と
お

り
】

同
施

策
で

は
、

人
手

不
足

の
解

消
や

産
業

振
興

に
必

要
な

外
国

人
材

の
受

入
を

推
進

す
る

観
点

か
ら

の
取

組
を

記
載

し
て

お
り

、
専

門
的

知
識

や
技

術
を

求
め

ら
れ

る
分

野
や

、
外

国
語

の
ス

キ
ル

を
求

め
ら

れ
る

分
野

等
に

お
い

て
も

外
国

人
材

の
受

け
入

れ
を

促
進

し
た

い
と

考
え

て
い

る
。
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番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（
素

案
）
本

文
意

　
　

見
 (

 修
　

正
　

文
　

案
　

等
 )

理
　

　
由

　
　

等
審

 議
 結

 果
 （

案
）

1
2
6

4
1
3
6

1
0

□
　

人
口

減
少

や
労

働
力

不
足

が
進

む
中

、
日

本
国

内
で

就
業

す
る

外
国

人
に

対
し

、
言

 語
、

技
術

研
修

を
行

い
人

手
不

足
分

野
で

就
業

さ
せ

る
取

組
を

促
進

す
る

と
と

も
に

、
国

内
に

定
住

す
る

外
国

人
材

の
就

労
支

援
を

推
進

す
る

。

□
　

人
口

減
少

や
労

働
力

不
足

が
進

む
中

、
日

本
国

内
で

就
業

す
る

外
国

人
に

対
し

、
沖

縄
に

お
い

て
も

言
語

、
技

術
研

修
を

行
い

人
手

不
足

分
野

で
就

業
さ

せ
る

取
組

を
促

進
す

る
と

と
も

に
、

国
内

に
定

住
す

る
外

国
人

材
の

就
労

支
援

を
推

進
す

る
。

急
に

日
本

国
内

の
話

題
と

な
り

唐
突

感
が

あ
っ

た
た

め
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
個

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
2
7

4
1
3
6

1
4

□
　

駐
留

軍
等

労
働

者
に

つ
い

て
は

、
大

規
模

な
駐

留
軍

用
地

の
返

還
の

前
に

就
労

状
況

や
意

向
等

を
把

握
す

る
と

と
も

に
、

十
分

な
期

間
を

確
保

し
、

配
置

転
換

等
に

向
け

た
技

能
教

育
訓

練
や

離
職

前
職

業
訓

練
の

推
進

を
図

る
。

ま
た

、
離

職
を

余
儀

な
く
さ

れ
る

駐
留

軍
等

労
働

者
に

つ
い

て
は

、
国

、
県

、
関

係
団

体
の

連
携

の
下

、
各

種
支

援
を

推
進

す
る

ほ
か

、
沖

縄
駐

留
軍

離
職

者
対

策
セ

ン
タ

ー
を

活
用

し
た

再
就

職
の

促
進

な
ど

、
離

職
者

対
策

に
取

り
組

む
。

□
　

駐
留

軍
等

労
働

者
の

雇
用

の
安

定
を

図
る

た
め

、
返

還
合

意
後

速
や

か
に

、
就

労
状

況
や

意
向

等
を

把
握

す
る

と
と

も
に

職
業

訓
練

等
に

十
分

な
期

間
を

確
保

し
、

配
置

転
換

等
に

向
け

た
技

能
教

育
訓

練
や

離
職

前
職

業
訓

練
の

一
層

の
充

実
を

図
る

。
ま

た
、

離
職

を
余

儀
な

く
さ

れ
る

駐
留

軍
等

労
働

者
に

つ
い

て
は

、
国

、
県

、
関

係
団

体
の

連
携

の
も

と
離

職
者

に
対

す
る

給
付

金
の

支
給

、
職

業
訓

練
、

就
職

指
導

等
の

各
種

支
援

措
置

を
推

進
す

る
ほ

か
、

（
一

財
）
沖

縄
駐

留
軍

離
職

者
対

策
セ

ン
タ

ー
を

活
用

し
、

離
職

者
の

再
就

職
を

促
進

す
る

な
ど

、
離

職
者

対
策

に
取

り
組

む
。

1
3
6
頁

の
内

容
は

、
2
1
世

紀
ビ

ジ
ョ

ン
基

本
計

画
の

内
容

と
ほ

ぼ
一

緒
で

あ
り

、
駐

留
軍

基
地

の
整

理
・
縮

小
を

求
め

る
の

で
あ

れ
ば

駐
留

軍
等

労
働

者
の

雇
用

不
安

の
払

拭
を

図
ら

な
く
て

は
な

ら
な

い
。

「
大

規
模

な
駐

留
軍

用
地

の
返

還
の

前
に

・
・
」
の

表
現

だ
と

日
米

合
意

の
存

在
が

感
じ

ら
れ

ず
責

任
の

所
在

が
曖

昧
に

な
り

、
駐

留
軍

等
労

働
者

の
雇

用
に

関
す

る
プ

ロ
セ

ス
が

抜
け

落
ち

て
い

る
感

を
否

め
な

い
。

雇
用

関
係

に
お

い
て

重
要

な
点

は
、

日
米

で
返

還
合

意
を

締
結

し
た

後
、

速
や

か
に

防
衛

省
・
防

衛
局

や
関

係
都

県
、

市
町

村
と

雇
用

対
策

を
協

議
し

な
く
て

は
な

ら
な

い
。

2
1
世

紀
ビ

ジ
ョ

ン
基

本
計

画
等

総
点

検
報

告
書

（
素

案
）
の

課
題

と
対

策
に

記
載

が
あ

る
通

り
米

軍
再

編
に

よ
っ

て
県

が
大

規
模

な
基

地
返

還
に

向
け

て
取

り
組

む
の

で
あ

れ
ば

、
第

一
優

先
と

し
て

雇
用

確
保

に
向

け
た

対
応

を
す

べ
き

で
あ

る
。

そ
の

た
め

に
は

沖
縄

駐
留

軍
離

職
者

対
策

セ
ン

タ
ー

の
活

用
が

不
可

欠
な

た
め

、
修

正
・
修

文
を

求
め

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
個

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
2
8

4
1
3
6

3
0

①
 柔

軟
な

働
き

方
の

推
進

の
た

め
の

環
境

整
備

－

「
ワ

ー
ケ

ー
シ

ョ
ン

」
は

幅
広

い
可

能
性

を
有

す
る

概
念

で
あ

る
。

こ
の

文
言

を
上

位
項

目
に

記
述

す
る

こ
と

が
適

当
で

は
な

い
か

。

イ
-
①

（
柔

軟
な

働
き

方
の

推
進

の
た

め
の

環
境

整
備

）
の

文
中

に
「
ワ

ー
ケ

ー
シ

ョ
ン

」
の

文
言

が
あ

り
、

本
素

案
で

は
他

に
見

ら
れ

な
い

よ
う

で
あ

る
。

こ
の

用
語

は
観

光
振

興
、

企
業

誘
致

、
新

産
業

育
成

、
ア

ジ
ア

と
の

協
業

推
進

か
ら

脱
一

極
化

に
至

る
ま

で
多

く
の

領
域

の
変

革
を

も
た

ら
す

幅
広

い
可

能
性

を
有

す
る

概
念

で
あ

る
。

従
っ

て
、

よ
り

上
位

の
項

目
の

記
述

中
に

初
出

さ
せ

る
こ

と
が

適
当

で
は

な
い

か
。

【
文

化
観

光
ス

ポ
ー

ツ
部

会
へ

申
し

送
り

】

1
2
9

4
1
3
6

3
2

～
テ

レ
ワ

ー
ク

、
フ

レ
ッ

ク
ス

タ
イ

ム
制

、
ワ

ー
ケ

ー
シ

ョ
ン

等
の

多
様

な
働

き
方

の
促

進
～

－

（
意

見
）

・
経

済
的

に
対

応
困

難
な

中
小

零
細

企
業

の
事

情
に

配
慮

し
た

表
現

に
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

【
原

文
の

と
お

り
】

業
種

や
企

業
の

規
模

に
よ

り
、

テ
レ

ワ
ー

ク
等

の
導

入
の

し
や

す
さ

に
差

が
あ

る
こ

と
は

承
知

し
て

い
る

。
テ

レ
ワ

ー
ク

等
の

導
入

に
必

要
な

機
器

整
備

の
助

成
や

就
労

規
則

を
変

更
す

る
た

め
の

専
門

家
派

遣
支

援
等

に
よ

り
、

柔
軟

な
働

き
方

に
意

欲
的

な
中

小
企

業
が

テ
レ

ワ
ー

ク
等

を
導

入
で

き
る

よ
う

取
り

組
む

こ
と

か
ら

原
文

の
と

お
り

と
す

る
。

1
3
0

4
1
3
6

2
5

イ
　

多
様

な
働

き
方

の
促

進
と

働
き

や
す

い
環

境
づ

く
り

【
追

加
】

□
　

正
規

雇
用

の
促

進
を

図
る

一
方

で
、

自
ら

の
意

思
で

非
正

規
雇

用
を

選
択

す
る

労
働

者
も

お
り

、
正

規
雇

用
転

換
を

促
進

し
て

も
、

非
正

規
雇

用
労

働
者

は
一

定
程

度
存

在
す

る
こ

と
か

ら
、

非
正

規
雇

用
労

働
者

が
働

き
や

す
く
、

ま
た

働
き

続
け

ら
れ

る
職

場
環

境
の

整
備

を
図

る
。

（
意

見
）

・
非

正
規

雇
用

に
は

、
事

業
者

の
事

情
と

雇
用

労
働

者
が

正
規

雇
用

を
望

ま
な

い
場

合
の

２
つ

の
側

面
が

あ
る

こ
と

を
明

記
す

る
べ

き
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
個

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
3
1

4
1
3
8

1
8

□
　

生
徒

学
生

が
、

ア
ル

バ
イ

ト
や

就
職

活
動

～
□

　
生

徒
や

学
生

が
、

ア
ル

バ
イ

ト
や

就
職

活
動

～
学

校
教

育
法

で
は

小
学

生
は

「
児

童
」
、

中
高

生
は

「
生

徒
」
、

高
等

教
育

を
受

け
て

い
る

大
学

生
な

ど
は

「
学

生
」
と

呼
び

名
が

明
確

に
分

か
れ

て
い

る
の

で
生

徒
と

学
生

は
明

確
に

区
切

る
べ

き
だ

と
思

う
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

、
修

正
す

る
。

33



番 号
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行
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振

興
計

画
（
素

案
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等
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 果
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案
）

1
3
2

4
1
3
8

3
1

エ
　

女
性

が
活

躍
で

き
る

環
境

づ
く
り

－

働
く
女

性
の

悩
み

は
、

仕
事

と
家

族
的

責
任

（
家

事
・
育

児
・
介

護
だ

け
で

は
な

い
）
の

重
さ

、
そ

し
て

女
性

の
能

力
を

活
か

せ
る

か
ど

う
か

は
職

場
の

ト
ッ

プ
の

姿
勢

次
第

で
あ

る
。

社
会

全
体

で
の

働
き

方
改

革
と

あ
ら

ゆ
る

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

（
セ

ク
ハ

ラ
、

パ
ワ

ハ
ラ

、
マ

タ
ハ

ラ
等

）
に

対
す

る
啓

発
や

職
場

環
境

、
更

に
性

的
マ

イ
ノ

リ
テ

ィ
ー

へ
の

対
処

な
ど

も
入

れ
、

男
女

共
同

参
画

基
本

法
や

女
子

差
別

撤
廃

条
約

の
精

神
に

よ
り

、
も

っ
と

積
極

的
に

女
性

の
活

躍
、

ジ
ェ

ン
ダ

ー
平

等
の

方
針

を
考

慮
し

て
ほ

し
い

。

【
原

文
の

と
お

り
】

3
-
(1

1
)-

エ
で

は
、

男
女

分
け

隔
て

な
く
仕

事
と

家
庭

の
両

立
す

る
こ

と
や

女
性

の
就

業
継

続
の

た
め

事
業

主
、

従
業

員
双

方
へ

の
意

識
啓

発
や

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

防
止

啓
発

等
女

性
に

特
化

し
た

施
策

展
開

を
行

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
原

文
の

と
お

り
と

す
る

。
委

員
の

ご
意

見
に

つ
い

て
は

、
2
-
(5

)-
ア

に
お

い
て

記
載

。

1
3
3

4
1
3
8

3
1

追
加

□
　

女
性

の
活

躍
は

、
労

働
力

の
確

保
や

デ
ィ

ー
セ

ン
ト

ワ
ー

ク
の

観
点

だ
け

で
な

く
、

女
性

目
線

に
よ

る
商

品
・
サ

ー
ビ

ス
の

開
発

や
社

会
課

題
解

決
の

取
組

な
ど

、
稼

ぐ
力

の
向

上
や

ソ
ー

シ
ャ

ル
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
推

進
し

、
社

会
の

成
長

を
牽

引
す

る
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
。

「
稼

ぐ
力

」
の

発
揮

に
向

け
て

、
積

極
的

な
女

性
の

登
用

と
い

っ
た

趣
旨

で
の

記
載

を
入

れ
る

べ
き

。
P

8
4
の

2
9
行

目
で

女
性

活
躍

の
推

進
も

含
め

て
稼

ぐ
力

の
強

化
の

視
点

と
し

て
挙

げ
て

い
る

に
も

関
わ

ら
ず

、
内

容
に

含
ま

れ
て

い
な

い
。

(1
1
)誰

も
が

安
心

し
て

働
け

る
環

境
づ

く
り

の
中

で
「
女

性
が

活
躍

で
き

る
環

境
づ

く
り

」
の

パ
ー

ト
は

あ
り

ま
す

が
、

安
定

的
な

雇
用

や
、

能
力

発
揮

の
環

境
づ

く
り

の
パ

ー
ト

と
認

識
し

て
い

る
。

「
稼

ぐ
力

」
で

の
女

性
活

躍
と

は
、

よ
り

女
性

の
視

点
で

の
企

画
・
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

・
販

促
と

い
っ

た
要

素
に

お
い

て
積

極
的

に
女

性
を

登
用

す
る

こ
と

だ
と

感
じ

る
。

そ
う

し
た

観
点

で
「
稼

ぐ
力

」
の

発
揮

に
向

け
て

、
積

極
的

な
女

性
の

登
用

と
い

っ
た

趣
旨

で
の

表
現

に
し

て
は

ど
う

か
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
個

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
3
4

4
1
3
8

3
1

追
加

□
　

女
性

の
活

躍
は

、
労

働
力

の
確

保
や

デ
ィ

ー
セ

ン
ト

ワ
ー

ク
の

観
点

だ
け

で
な

く
、

女
性

目
線

に
よ

る
商

品
・
サ

ー
ビ

ス
の

開
発

や
社

会
課

題
解

決
の

取
組

な
ど

、
稼

ぐ
力

の
向

上
や

ソ
ー

シ
ャ

ル
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
推

進
し

、
社

会
の

成
長

を
牽

引
す

る
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
。

　
8
4
頁

2
9
行

に
「
女

性
の

活
躍

の
促

進
な

ど
、

様
々

な
角

度
か

ら
取

組
を

進
め

る
必

要
が

あ
る

」
と

の
課

題
認

識
が

あ
る

も
の

の
、

具
体

的
取

組
が

記
述

さ
れ

て
い

な
い

。
　

こ
の

た
め

、
生

産
性

向
上

の
方

策
と

し
て

、
女

性
な

ど
多

様
な

人
材

の
活

用
に

つ
い

て
、

追
加

記
述

し
て

は
ど

う
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
個

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
3
5

4
1
3
8

3
1

追
加

□
　

女
性

の
活

躍
は

、
労

働
力

の
確

保
や

デ
ィ

ー
セ

ン
ト

ワ
ー

ク
の

観
点

だ
け

で
な

く
、

女
性

目
線

に
よ

る
商

品
・
サ

ー
ビ

ス
の

開
発

や
社

会
課

題
解

決
の

取
組

な
ど

、
稼

ぐ
力

の
向

上
や

ソ
ー

シ
ャ

ル
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
推

進
し

、
社

会
の

成
長

を
牽

引
す

る
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
。

「
女

性
な

ど
多

様
な

人
材

」
と

い
う

表
現

は
、

「
女

性
な

ど
」
と

い
う

女
性

も
含

め
た

被
逆

差
別

を
受

け
て

い
る

よ
う

な
イ

メ
ー

ジ
や

女
性

は
男

性
よ

り
劣

っ
て

い
る

と
捉

え
ら

れ
る

表
現

に
な

る
の

で
は

な
い

か
。

「
男

女
関

わ
ら

ず
」
と

か
、

「
年

齢
問

わ
ず

」
と

い
う

表
現

に
改

善
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
個

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
3
6

4
1
3
9

1
7

□
　

性
別

を
理

由
と

す
る

賃
金

格
差

、
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
及

び
女

性
の

高
い

非
正

規
雇

用
率

な
ど

、
男

性
と

比
べ

て
不

利
益

を
受

け
や

す
い

立
場

に
あ

る
女

性
労

働
者

の
労

働
環

境
を

改
善

す
る

と
と

も
に

、
女

性
の

管
理

職
登

用
を

促
進

す
る

こ
と

に
よ

り
、

女
性

の
雇

用
の

質
の

向
上

に
取

り
組

む
。

□
　

性
別

を
理

由
と

す
る

賃
金

格
差

、
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
及

び
 女

性
の

高
い

非
正

規
雇

用
率

な
ど

、
男

性
と

比
べ

て
不

利
益

を
受

け
や

す
い

立
場

に
あ

る
女

性
労

働
者

の
労

働
環

境
を

整
備

す
る

た
め

、
賃

金
・
雇

用
管

理
の

改
善

に
取

り
組

む
と

と
も

に
、

男
女

間
の

固
定

的
な

役
割

分
担

意
識

等
に

よ
り

生
じ

て
い

る
格

差
の

解
消

を
目

指
し

、
女

性
の

管
理

職
登

用
の

拡
大

等
を

促
進

す
る

こ
と

で
、

女
性

の
雇

用
の

質
の

向
上

に
取

り
組

む
。

（
意

見
）

男
女

の
賃

金
格

差
の

是
正

を
明

確
に

記
載

す
べ

き
。

非
正

規
雇

用
労

働
者

の
待

遇
改

善
の

項
目

で
は

「
、

正
規

雇
用

労
働

者
と

非
正

規
雇

用
労

働
者

の
均

衡
の

取
れ

た
賃

金
決

定
を

促
進

す
る

」
と

明
記

さ
れ

て
い

る
の

に
比

べ
男

女
の

賃
金

格
差

是
正

の
表

現
が

あ
い

ま
い

。
多

く
の

女
性

労
働

者
が

苦
し

ん
で

い
る

実
体

に
配

慮
す

べ
き

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
個

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
3
7

4
1
4
1

4

イ
　

世
界

水
準

の
拠

点
空

港
等

の
整

備

□
　

ア
ジ

ア
の

玄
関

の
役

割
を

担
う

べ
く
、

空
港

サ
ー

ビ
ス

の
質

向
上

に
向

け
た

３
Ｆ

、
Ｆ

re
e
「
楽

に
」
、

Ｆ
as

t＆
Ｓ

e
am

le
ss

「
早

く
」
、

お
も

て
な

し
・
賑

わ
い

を
創

出
す

る
Ｆ

u
n
「
楽

し
く
」
の

取
組

と
、

時
代

の
先

を
読

ん
だ

先
端

技
術

を
活

用
し

、
将

来
の

変
化

に
も

し
な

や
か

に
対

応
す

る
空

港
整

備
を

促
進

す
る

。

－

　
那

覇
空

港
に

つ
い

て
は

、
沖

縄
の

地
理

的
優

位
性

を
活

か
し

た
「
世

界
最

高
水

準
」
と

し
て

の
空

港
整

備
を

行
う

必
要

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

そ
の

文
言

を
以

下
の

通
り

、
追

加
す

る
。

イ
　

世
界

最
高

水
準

の
拠

点
空

港
等

の
整

備
□

　
ア

ジ
ア

の
玄

関
の

役
割

を
担

う
べ

く
、

空
港

サ
ー

ビ
ス

の
質

向
上

に
向

け
た

３
Ｆ

、
Ｆ

re
e
「
楽

に
」
、

Ｆ
as

t＆
Ｓ

e
am

le
ss

「
早

く
」
、

お
も

て
な

し
・
賑

わ
い

を
創

出
す

る
Ｆ

u
n
「
楽

し
く
」
の

取
組

と
、

時
代

の
先

を
読

ん
だ

先
端

技
術

を
活

用
し

、
将

来
の

変
化

に
も

し
な

や
か

に
対

応
す

る
世

界
最

高
水

準
の

空
港

整
備

を
促

進
す

る
。

【
基

盤
整

備
部

会
へ

申
し

送
り

】
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番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（
素

案
）
本

文
意

　
　

見
 (

 修
　

正
　

文
　

案
　

等
 )

理
　

　
由

　
　

等
審

 議
 結

 果
 （

案
）

1
3
8

4
1
4
4

7

－

－

中
城

湾
港

新
港

地
区

は
後

背
地

が
非

常
に

狭
い

。
こ

ん
な

大
型

港
は

な
い

。
ま

た
、

港
湾

関
係

者
以

外
の

立
ち

入
り

が
多

く
、

危
険

で
も

あ
る

た
め

、
那

覇
港

の
よ

う
に

港
湾

地
区

の
拡

大
を

行
っ

て
い

た
だ

き
た

い
。

港
湾

機
能

を
東

西
に

分
離

し
、

活
用

す
る

こ
と

を
強

く
求

め
る

上
で

も
、

後
背

地
の

拡
大

、
港

湾
地

区
の

拡
大

と
い

う
こ

と
を

強
く
要

望
し

た
い

。
　

さ
ら

に
、

新
た

に
エ

ネ
ル

ギ
ー

関
連

企
業

の
施

設
が

設
置

さ
れ

た
こ

と
に

よ
り

、
特

に
離

島
向

け
の

重
量

物
の

置
場

が
限

ら
れ

る
な

ど
、

拡
大

ど
こ

ろ
か

後
退

し
て

い
る

。
　

ま
た

、
リ

サ
イ

ク
ル

ポ
ー

ト
と

し
て

の
活

用
も

な
か

な
か

う
ま

く
い

っ
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

ぜ
ひ

リ
サ

イ
ク

ル
ポ

ー
ト

と
し

て
離

島
各

地
の

資
源

、
そ

れ
か

ら
ご

み
を

ど
う

回
収

し
て

い
く
か

、
沖

縄
本

島
で

の
中

心
に

な
る

と
こ

ろ
で

も
あ

る
の

で
、

使
い

や
す

い
港

湾
に

一
日

で
も

早
く
生

ま
れ

変
わ

ら
せ

て
い

た
だ

き
た

い
と

思
う

。

【
原

案
の

と
お

り
】

　
リ

サ
イ

ク
ル

ポ
ー

ト
と

し
て

の
活

用
も

含
む

、
中

城
湾

港
新

港
地

区
に

お
け

る
港

湾
機

能
の

強
化

・
拡

充
に

つ
い

て
は

、
P

.1
4
4
 ３

-
(1

2
)-

ウ
 「

②
 中

城
湾

港
の

物
流

・
人

流
機

能
の

強
化

」
で

取
り

組
み

を
記

載
し

て
い

る
。

　
そ

の
中

で
、

物
流

・
産

業
面

で
は

、
東

海
岸

地
域

の
産

業
支

援
港

と
し

て
の

機
能

強
化

、
拡

充
を

図
る

た
め

、
先

島
航

路
を

含
め

た
定

期
運

航
貨

物
船

の
航

路
新

設
・
拡

充
や

、
効

率
的

で
生

産
性

の
高

い
物

流
タ

ー
ミ

ナ
ル

の
整

備
・
運

営
、

既
存

施
設

の
再

編
・
強

化
、

新
た

な
産

業
空

間
の

確
保

に
取

り
組

む
こ

と
と

し
て

お
り

、
原

文
の

と
お

り
と

す
る

。
な

お
、

ご
意

見
を

踏
ま

え
、

こ
れ

ら
の

検
討

に
あ

た
っ

て
は

、
港

湾
利

用
者

と
意

見
交

換
を

重
ね

な
が

ら
、

効
果

的
な

取
り

組
み

と
な

る
よ

う
検

討
し

て
い

き
た

い
と

考
え

て
い

る
。

基
本

施
策

４
　

世
界

に
開

か
れ

た
交

流
と

共
生

の
島

を
目

指
し

て

1
3
9

4
1
5
4

2
0

（
３

）
世

界
の

島
し

ょ
地

域
等

と
の

国
際

協
力

活
動

と
国

際
的

課
題

へ
の

貢
献

①
環

境
・
エ

ネ
ル

ギ
ー

分
野

に
お

け
る

国
際

協
力

の
推

進
□

　
グ

ロ
ー

バ
ル

グ
リ

ー
ン

ア
イ

ラ
ン

ド
サ

ミ
ッ

ト
（
G

G
IS

)、
フ

ォ
ー

ラ
ム

等
の

国
際

会
議

へ
の

参
加

や
開

催
を

通
じ

、
海

岸
漂

着
物

や
外

来
種

問
題

、
ご

み
処

理
問

題
、

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

導
入

促
進

な
ど

、
島

し
ょ

地
域

に
お

け
る

環
境

問
題

や
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
技

術
交

流
等

に
取

り
組

む
。

－

沖
縄

の
環

境
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
分

野
の

技
術

・
知

見
は

途
上

国
に

非
常

に
役

立
つ

も
の

で
あ

り
、

当
該

分
野

の
研

修
員

の
受

け
入

れ
も

行
っ

て
い

る
。

国
際

会
議

等
だ

け
で

な
く
、

そ
の

点
で

の
沖

縄
の

貢
献

を
明

示
し

た
ほ

う
が

よ
い

と
思

料
す

る
た

め
、

以
下

の
と

お
り

修
正

願
う

。

□
グ

ロ
ー

バ
ル

グ
リ

ー
ン

ア
イ

ラ
ン

ド
サ

ミ
ッ

ト
（
G

G
IS

)、
フ

ォ
ー

ラ
ム

等
の

国
際

会
議

へ
の

参
加

や
開

催
、

海
外

研
修

生
の

受
け

入
れ

を
通

し
、

海
岸

漂
着

物
や

外
来

種
問

題
、

ご
み

処
理

問
題

、
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
導

入
促

進
な

ど
、

島
し

ょ
地

域
に

お
け

る
環

境
問

題
や

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

技
術

交
流

・
技

術
協

力
等

に
取

り
組

む
。

【
原

文
の

と
お

り
】

ご
意

見
の

趣
旨

は
、

P
1
5
4
　

2
2
～

2
3
行

目
「
環

境
問

題
や

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

技
術

交
流

等
」
に

含
ま

れ
て

い
る

た
め

、
原

文
の

と
お

り
と

す
る

。

1
4
0

4
1
5
5

7

 ⑶
 世

界
の

島
し

ょ
地

域
等

と
の

国
際

協
力

活
動

と
国

際
的

課
題

へ
の

貢
献

－

沖
縄

と
同

じ
島

嶼
性

を
持

つ
地

域
と

し
て

、
台

湾
の

産
業

振
興

な
ら

び
に

成
長

戦
略

は
学

ぶ
べ

き
点

が
多

く
あ

る
。

保
健

衛
生

分
野

に
限

定
す

る
こ

と
な

く
、

観
光

産
業

・
も

の
づ

く
り

産
業

に
お

い
て

も
人

的
交

流
・
文

化
的

交
流

を
積

極
的

に
推

進
し

て
ほ

し
い

。
こ

れ
ら

は
沖

縄
の

海
外

交
易

の
歴

史
か

ら
生

ま
れ

る
独

自
性

で
あ

り
、

日
本

の
産

業
振

興
等

に
も

貢
献

す
る

取
り

組
み

だ
と

考
え

て
い

る
た

め
、

以
下

の
と

お
り

修
正

願
う

。

④
保

健
衛

生
分

野
に

お
け

る
国

際
協

力
の

推
進

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

な
ど

世
界

的
に

拡
大

す
る

感
染

症
等

の
状

況
を

踏
ま

え
、

台
湾

を
は

じ
め

と
す

る
国

内
外

の
研

究
機

関
等

と
の

連
携

強
化

に
よ

る
国

際
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

充
実

を
図

り
、

疫
学

調
査

や
感

染
症

対
策

等
の

研
究

開
発

等
の

促
進

に
よ

る
島

し
ょ

県
に

お
け

る
防

疫
体

制
の

強
化

に
取

り
組

む
。

【
原

文
の

と
お

り
】

現
在

、
文

化
観

光
ス

ポ
ー

ツ
部

と
調

整
を

進
め

て
い

る
と

こ
ろ

で
あ

る
。

素
案

で
の

追
記

等
は

行
わ

ず
、

委
員

の
意

見
を

踏
ま

え
、

施
策

を
実

施
し

て
い

く
中

で
必

要
性

を
検

討
し

て
い

く
。
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番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（
素

案
）
本

文
意

　
　

見
 (

 修
　

正
　

文
　

案
　

等
 )

理
　

　
由

　
　

等
審

 議
 結

 果
 （

案
）

基
本

施
策

５
　

多
様

な
能

力
を

発
揮

し
、

未
来

を
拓

く
島

を
目

指
し

て

1
4
1

4
1
6
7

2
0

－

－

最
近

の
若

い
子

た
ち

は
ＩＴ

に
対

し
て

あ
ま

り
魅

力
を

感
じ

な
く
な

っ
て

い
る

。
若

い
世

代
の

子
た

ち
に

対
し

て
の

魅
力

の
Ｐ

Ｒ
が

重
要

な
課

題
で

は
な

い
か

と
思

っ
て

い
る

。
ＩＴ

を
作

る
こ

と
へ

の
魅

力
よ

り
も

、
使

う
こ

と
に

魅
力

を
感

じ
る

子
供

た
ち

が
増

え
て

い
る

た
め

、
若

い
世

代
に

対
し

て
の

魅
力

の
Ｐ

Ｒ
が

重
要

な
課

題
で

は
な

い
か

。

【
原

文
の

と
お

り
】

計
画

（
素

案
）
1
6
7
頁

2
9
行

目
に

情
報

通
信

関
連

企
業

や
教

育
機

関
等

と
連

携
し

、
児

童
生

徒
・
学

生
が

IT
に

親
し

む
機

会
を

増
や

す
取

り
組

み
を

推
進

す
る

と
記

載
さ

れ
て

お
り

、
そ

こ
に

意
見

の
趣

旨
は

含
ま

れ
て

い
る

と
の

こ
と

か
ら

原
文

の
と

お
り

と
す

る
。

1
4
2

4
1
6
7

2
3

－

－

今
後

必
要

と
な

る
人

材
に

関
し

て
、

2
0
年

後
、

3
0
年

後
の

社
会

に
必

要
な

バ
ラ

ン
ス

の
良

い
、

い
ろ

い
ろ

な
興

味
関

心
を

持
っ

た
子

ど
も

た
ち

を
育

て
る

上
で

、
長

期
的

な
視

野
で

対
応

す
る

必
要

が
あ

り
、

全
体

の
グ

ラ
ン

ド
デ

ザ
イ

ン
的

な
仕

組
み

を
県

で
つ

く
れ

な
い

か
。

県
全

体
の

人
材

育
成

の
取

組
と

し
て

、
せ

っ
か

く
沖

縄
に

O
IS

T
が

設
置

さ
れ

て
い

る
の

で
、

幼
児

教
育

の
段

階
か

ら
遊

び
を

通
し

て
最

先
端

の
研

究
を

伝
え

る
仕

組
み

が
あ

れ
ば

、
将

来
の

情
報

人
材

育
成

に
つ

な
が

る
の

で
は

な
い

か
。

【
学

術
・
人

づ
く
り

部
会

へ
申

し
送

り
】

1
4
3

4
1
6
7

2
3

－

－

ＩＴ
に

限
ら

ず
、

も
の

づ
く
り

に
つ

い
て

も
、

小
学

校
の

と
き

に
ど

う
や

っ
て

子
供

た
ち

に
興

味
を

持
た

せ
る

か
が

重
要

。
小

中
学

校
教

育
の

デ
ジ

タ
ル

化
で

言
う

と
、

例
え

ば
親

が
使

い
方

を
教

え
る

こ
と

が
で

き
る

P
C

端
末

を
で

き
る

だ
け

１
人

１
台

与
え

る
な

ど
、

家
庭

教
育

や
普

段
の

遊
び

の
中

で
し

っ
か

り
と

基
礎

が
学

べ
、

子
ど

も
な

が
ら

の
感

性
を

形
と

し
て

表
現

で
き

る
様

な
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
進

め
、

IT
に

興
味

を
持

っ
て

も
ら

う
環

境
を

作
っ

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

【
学

術
・
人

づ
く
り

部
会

へ
申

し
送

り
】

1
4
4

4
1
6
9

1
6

－

－

県
で

取
り

組
ん

で
い

る
人

材
育

成
を

、
分

野
を

越
え

て
統

括
し

、
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
を

回
す

よ
う

な
組

織
、

仕
組

み
も

次
期

振
計

画
で

は
検

討
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

沖
縄

県
の

各
種

施
策

に
お

け
る

人
材

育
成

に
つ

い
て

、
全

体
統

括
的

に
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
を

実
施

し
て

い
く
仕

組
み

を
想

定
し

て
い

る
。

必
ず

し
も

一
つ

の
指

標
が

目
標

に
な

る
わ

け
で

は
な

く
、

沖
縄

県
の

人
材

育
成

の
効

率
的

・
友

好
的

な
実

施
に

向
け

て
必

要
な

指
標

に
つ

い
て

検
討

・
制

定
を

行
い

、
そ

の
後

の
確

認
や

適
宜

修
正

・
再

実
行

を
責

任
を

も
っ

て
行

う
た

め
の

組
織

の
新

設
を

求
め

る
意

見
で

あ
る

。
ま

た
、

組
織

や
仕

組
み

に
つ

い
て

は
、

例
え

ば
、

外
部

専
門

家
を

交
え

た
「
沖

縄
県

人
材

育
成

有
識

者
会

議
」
（
仮

称
）
の

新
設

が
有

効
で

は
な

い
か

。
初

年
度

は
、

沖
縄

県
内

の
行

政
組

織
（
知

事
部

局
お

よ
び

県
教

委
を

含
む

）
で

実
施

し
て

い
る

「
人

材
育

成
」
に

関
し

て
、

名
称

、
対

象
（
年

度
ご

と
の

利
用

者
数

を
含

む
）
、

内
容

、
目

指
す

べ
き

K
P

I、
所

管
部

局
、

実
際

の
直

接
業

務
を

担
う

組
織

、
当

該
取

り
組

み
の

効
果

測
定

の
た

め
の

仕
組

み
の

有
無

、
予

算
等

の
網

羅
的

把
握

が
必

要
に

な
る

と
思

う
。

こ
の

よ
う

に
し

て
把

握
さ

れ
た

情
報

に
基

づ
い

て
検

討
し

て
い

く
こ

と
で

、
沖

縄
県

内
で

展
開

さ
れ

て
い

る
人

材
育

成
の

た
め

の
各

種
施

策
実

施
後

の
効

果
測

定
方

法
に

つ
い

て
の

検
討

の
開

始
や

、
部

局
横

断
的

な
人

材
育

成
に

よ
る

効
果

的
な

施
策

の
展

開
に

つ
い

て
の

検
討

の
開

始
が

可
能

と
な

る
と

思
う

。
　

関
連

し
て

、
こ

れ
ま

で
の

沖
縄

振
興

計
画

に
お

い
て

も
各

種
人

材
育

成
の

重
要

性
は

様
々

な
文

言
で

記
載

さ
れ

て
い

た
と

思
う

が
、

①
人

材
育

成
の

た
め

の
各

種
施

策
実

施
後

の
効

果
測

定
方

法
に

つ
い

て
の

検
討

を
行

う
部

署
が

設
置

さ
れ

て
い

る
の

か
？

、
②

部
局

横
断

的
な

人
材

育
成

の
必

要
性

や
そ

の
実

施
を

検
討

す
る

部
署

が
あ

る
の

か
？

、
の

２
点

に
つ

い
て

、
質

問
さ

せ
て

い
た

だ
く
。

【
学

術
・
人

づ
く
り

部
会

へ
申

し
送

り
】
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番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（
素

案
）
本

文
意

　
　

見
 (

 修
　

正
　

文
　

案
　

等
 )

理
　

　
由

　
　

等
審

 議
 結

 果
 （

案
）

1
4
5

4
1
6
9

1
6

－

－

情
報

系
、

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
テ

ィ
ス

ト
な

ど
の

理
系

の
学

生
だ

け
で

な
く
、

文
系

的
な

素
養

が
強

い
学

生
な

ど
、

県
で

不
足

し
て

い
る

人
材

は
い

な
い

か
。

そ
れ

を
ど

う
育

て
る

か
と

い
う

と
こ

ろ
も

次
期

振
計

等
で

検
討

し
て

い
た

だ
き

た
い

。

【
原

文
の

と
お

り
】

文
系

人
材

の
育

成
に

つ
い

て
は

、
P

8
6
 2

9
行

～
3
0

行
に

「
人

材
投

資
に

よ
る

生
産

性
の

向
上

」
と

し
て

、
「
企

業
が

ビ
ジ

ネ
ス

ス
ク

ー
ル

等
へ

派
遣

す
る

経
営

者
研

修
等

に
対

す
る

支
援

を
行

、
県

内
の

経
営

人
材

の
育

成
に

取
り

組
む

」
と

記
載

し
て

い
る

。

1
4
6

4
1
7
0

2
7

③
　

社
会

参
画

と
キ

ャ
リ

ア
ア

ッ
プ

に
資

す
る

学
び

直
し

の
機

会
の

創
出

□
　

産
学

連
携

の
下

、
大

学
、

大
学

院
、

専
修

学
校

等
に

お
い

て
キ

ャ
リ

ア
ア

ッ
プ

・
キ

ャ
リ

ア
チ

ェ
ン

ジ
に

資
す

る
リ

カ
レ

ン
ト

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

開
発

・
展

開
を

促
進

し
、

一
人

ひ
と

り
の

キ
ャ

リ
ア

選
択

に
応

じ
た

学
び

を
提

供
で

き
る

環
境

の
創

出
に

取
り

組
む

。

－

　
記

載
さ

れ
て

い
る

「
社

会
参

画
の

機
会

創
出

」
と

い
う

表
現

に
異

論
は

な
い

が
、

沖
縄

の
最

も
重

要
な

社
会

課
題

で
あ

る
「
貧

困
の

連
鎖

」
を

断
ち

切
る

た
め

の
施

策
で

も
あ

る
旨

、
よ

り
強

い
表

現
・
メ

ッ
セ

ー
ジ

性
が

ほ
し

い
。

ま
た

、
民

間
レ

ベ
ル

で
も

シ
ン

グ
ル

マ
ザ

ー
へ

の
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

な
ど

の
具

体
的

な
活

動
が

動
き

は
じ

め
て

い
る

。
個

々
の

活
動

で
終

わ
る

こ
と

が
な

い
よ

う
、

国
・
県

・
自

治
体

に
対

し
て

は
積

極
的

か
つ

包
括

的
な

支
援

を
お

願
い

し
た

い
。

例
え

ば
5
6
頁

2
行

目
の

ひ
と

り
親

家
庭

等
と

７
頁

の
生

活
困

窮
者

は
何

が
違

う
か

。

【
原

文
の

と
お

り
】

同
施

策
で

は
、

社
会

人
の

み
な

ら
ず

、
子

育
て

世
代

の
女

性
や

高
齢

者
等

を
含

め
、

世
代

や
性

別
に

関
係

な
く
、

多
様

な
ニ

ー
ズ

へ
の

学
び

直
し

の
機

会
創

出
に

取
り

組
む

こ
と

か
ら

原
文

の
と

お
り

と
す

る
。

1
4
7

4
1
7
3

8

□
　

情
報

系
人

材
や

科
学

技
術

系
人

材
な

ど
高

度
な

技
術

を
有

し
、

産
業

の
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

創
出

を
担

う
人

材
の

育
成

を
充

実
さ

せ
、

あ
ら

ゆ
る

産
業

の
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

な
げ

る
と

と
も

に
、

県
内

産
業

の
労

働
力

確
保

の
視

点
も

踏
ま

え
た

産
業

を
牽

引
す

る
人

づ
く
り

が
課

題
で

あ
る

。

□
　

情
報

系
人

材
や

科
学

技
術

系
人

材
な

ど
高

度
な

技
術

を
有

す
る

人
材

並
び

に
高

度
デ

ザ
イ

ン
人

材
の

育
成

を
充

実
さ

せ
、

あ
ら

ゆ
る

産
業

の
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

な
げ

る
と

と
も

に
、

県
内

産
業

の
労

働
力

確
保

の
視

点
も

踏
ま

え
た

産
業

を
牽

引
す

る
人

づ
く
り

が
課

題
で

あ
る

「
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

創
出

」
の

た
め

に
育

成
す

る
人

材
と

し
て

は
、

新
時

代
の

経
営

感
覚

を
も

た
ら

す
人

材
が

不
可

欠
で

あ
る

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
4
8

4
1
7
3

1
5

ア
　

産
業

の
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

創
出

を
担

う
高

度
人

材
の

育
成

と
活

用

－

こ
の

施
策

展
開

で
は

、
高

度
な

情
報

系
の

知
識

を
持

つ
人

材
と

産
業

界
の

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
創

出
を

担
う

人
材

は
分

け
て

考
え

ら
れ

て
い

て
、

情
報

系
人

材
で

は
高

度
な

知
識

は
必

要
と

さ
れ

る
と

思
う

が
、

産
業

の
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
担

う
人

材
は

必
ず

し
も

情
報

系
の

高
度

な
知

識
は

必
要

な
い

の
で

は
な

い
か

。
　

情
報

系
人

材
は

情
報

系
人

材
で

高
度

な
知

識
を

持
つ

人
材

を
育

成
し

て
、

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

創
出

す
る

人
材

は
最

低
限

の
知

識
さ

え
持

っ
て

い
れ

ば
よ

く
て

、
ど

ち
ら

か
と

い
う

と
プ

ラ
ス

ア
ル

フ
ァ

で
ほ

か
の

分
野

の
専

門
知

識
を

持
っ

て
い

て
、

情
報

系
の

知
識

と
し

て
は

、
こ

う
い

う
こ

と
が

で
き

る
の

で
は

な
い

か
と

い
う

創
造

力
を

働
か

せ
る

こ
と

が
で

き
れ

ば
い

い
の

で
は

な
い

か
。

実
際

に
デ

ー
タ

を
扱

っ
た

り
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
作

っ
た

り
と

い
う

専
門

的
な

知
識

は
、

そ
の

人
自

身
の

ス
キ

ル
と

し
て

持
っ

て
い

る
必

要
は

な
く

て
、

知
識

を
持

っ
て

い
る

人
に

依
頼

で
き

れ
ば

い
い

の
で

は
な

い
か

。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
当

該
箇

所
に

つ
い

て
は

、
今

後
の

産
業

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
創

出
を

担
う

高
度

人
材

の
育

成
と

活
用

の
施

策
と

し
て

整
理

さ
れ

て
お

り
、

高
度

人
材

へ
の

取
り

組
み

と
し

て
①

及
び

②
に

情
報

系
人

材
の

育
成

と
確

保
、

ま
た

、
③

に
お

い
て

は
、

高
度

研
究

人
材

や
県

内
で

育
成

さ
れ

た
専

門
人

材
の

活
用

や
確

保
に

取
り

組
む

こ
と

と
し

て
い

る
。

1
4
9

4
1
7
3

1
8

□
　

高
度

な
デ

ジ
タ

ル
技

術
に

対
応

し
た

技
術

者
を

は
じ

め
、

企
画

力
や

提
案

力
を

備
え

た
中

核
人

材
が

不
足

し
て

い
る

ほ
か

、
全

産
業

の
D

X
を

推
進

す
る

上
で

今
後

需
要

が
高

ま
る

デ
ー

タ
活

用
人

材
の

育
成

・
確

保
が

課
題

で
あ

る
。

□
　

高
度

な
デ

ジ
タ

ル
技

術
に

対
応

し
た

技
術

者
を

は
じ

め
、

企
画

力
や

提
案

力
を

備
え

た
中

核
人

材
が

不
足

し
て

い
る

ほ
か

、
全

産
業

の
D

X
を

推
進

す
る

上
で

今
後

需
要

が
高

ま
る

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
テ

ィ
ス

ト
な

ど
の

デ
ジ

タ
ル

活
用

人
材

の
育

成
・
確

保
や

企
業

間
の

デ
ジ

タ
ル

格
差

の
是

正
に

も
対

応
す

る
必

要
が

あ
る

。

「
誰

一
人

取
り

残
さ

な
い

」
こ

と
を

目
指

し
、

全
産

業
の

D
X
を

推
進

す
る

こ
と

を
目

標
に

掲
げ

る
の

で
あ

れ
ば

、
し

っ
か

り
格

差
を

広
げ

な
い

取
組

、
各

企
業

の
情

報
リ

テ
ラ

シ
ー

を
高

め
る

取
り

組
み

が
不

可
欠

で
あ

る
。

こ
の

た
め

、
情

報
格

差
の

低
減

、
解

消
に

向
け

た
取

組
、

施
策

に
つ

い
て

も
触

れ
た

ほ
う

が
良

い
こ

と
か

ら
追

記
を

し
て

は
ど

う
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
5
0

4
1
7
3

2
6

－

－

本
当

に
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

テ
ィ

ス
ト

を
沖

縄
で

つ
く
る

な
ら

ば
、

授
業

料
は

県
費

で
負

担
し

、
そ

の
代

わ
り

に
卒

業
後

の
就

職
、

就
労

に
関

し
て

の
条

件
を

つ
け

る
よ

う
な

形
を

つ
く
ら

な
い

と
無

理
だ

と
思

う
。

【
原

文
の

と
お

り
】

IT
人

材
の

育
成

方
法

や
県

内
で

活
躍

で
き

る
環

境
づ

く
り

に
つ

い
て

は
実

施
計

画
や

個
別

事
業

で
具

体
的

に
検

討
す

る
と

の
こ

と
か

ら
、

原
文

の
と

お
り

と
す

る
。
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番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（
素

案
）
本

文
意

　
　

見
 (

 修
　

正
　

文
　

案
　

等
 )

理
　

　
由

　
　

等
審

 議
 結

 果
 （

案
）

1
5
1

4
1
7
3

3
0

追
加

□
　

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
テ

ィ
ス

ト
に

つ
い

て
は

、
琉

球
大

学
な

ど
教

育
機

関
と

連
携

し
、

学
生

を
は

じ
め

幅
広

い
人

材
を

対
象

と
し

た
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
構

築
し

、
県

内
企

業
の

D
X
を

推
進

す
る

人
材

と
し

て
育

成
す

る
。

本
当

に
Ｄ

Ｘ
を

や
る

の
で

あ
れ

ば
、

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
テ

ィ
ス

ト
を

沖
縄

県
で

何
人

抱
え

る
か

を
目

標
と

し
て

示
す

必
要

が
あ

る
。

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

教
育

を
琉

球
大

学
が

や
っ

て
い

る
が

、
琉

球
大

学
と

沖
縄

県
で

タ
イ

ア
ッ

プ
し

て
、

琉
球

大
学

の
学

生
だ

け
で

は
な

く
、

民
間

企
業

に
も

開
放

し
た

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

ス
ク

ー
ル

を
つ

く
り

、
目

標
を

設
定

し
た

う
え

で
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

テ
ィ

ス
ト

を
育

成
す

る
の

が
急

務
で

は
な

い
か

。
今

ま
で

の
ＩＴ

整
備

と
同

じ
線

上
で

議
論

さ
れ

て
い

る
よ

う
な

気
が

し
て

い
て

、
Ｄ

Ｘ
と

い
う

の
は

少
し

違
う

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
5
2

4
1
7
3

3
0

追
加

□
　

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
テ

ィ
ス

ト
に

つ
い

て
は

、
琉

球
大

学
な

ど
教

育
機

関
と

連
携

し
、

学
生

を
は

じ
め

幅
広

い
人

材
を

対
象

と
し

た
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
構

築
し

、
県

内
企

業
の

D
X
を

推
進

す
る

人
材

と
し

て
育

成
す

る
。

情
報

産
業

人
材

の
育

成
に

つ
い

て
、

今
後

1
0
年

間
を

見
据

え
た

と
き

大
事

な
の

は
、

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
テ

ィ
ス

ト
を

は
じ

め
と

す
る

高
度

ＩＣ
Ｔ

人
材

を
ど

う
育

成
す

る
か

で
あ

る
が

、
沖

縄
で

は
具

体
的

な
育

成
の

動
き

が
無

い
。

琉
球

大
学

に
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

テ
ィ

ス
ト

学
科

を
新

設
す

る
な

ど
、

抜
本

的
な

情
報

人
材

育
成

の
取

組
が

な
け

れ
ば

絵
に

描
い

た
餅

に
な

っ
て

し
ま

う
。

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
テ

ィ
ス

ト
の

育
成

を
ど

の
よ

う
に

や
っ

て
い

く
か

と
い

う
具

体
性

が
今

後
求

め
ら

れ
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
5
3

4
1
7
3

3
0

追
加

□
　

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
テ

ィ
ス

ト
に

つ
い

て
は

、
琉

球
大

学
な

ど
教

育
機

関
と

連
携

し
、

学
生

を
は

じ
め

幅
広

い
人

材
を

対
象

と
し

た
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
構

築
し

、
県

内
企

業
の

D
X
を

推
進

す
る

人
材

と
し

て
育

成
す

る
。

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
テ

ィ
ス

ト
は

企
業

に
と

っ
て

必
要

不
可

欠
な

た
め

、
例

え
ば

琉
球

大
学

で
誰

で
も

参
加

で
き

る
オ

ン
ラ

イ
ン

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

つ
く

り
、

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
テ

ィ
ス

ト
の

育
成

を
行

っ
て

は
ど

う
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
5
4

4
1
7
3

3
0

追
加

□
　

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
テ

ィ
ス

ト
に

つ
い

て
は

、
琉

球
大

学
な

ど
教

育
機

関
と

連
携

し
、

学
生

を
は

じ
め

幅
広

い
人

材
を

対
象

と
し

た
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
構

築
し

、
県

内
企

業
の

D
X
を

推
進

す
る

人
材

と
し

て
育

成
す

る
。

・
県

外
か

ら
の

担
い

手
を

引
き

寄
せ

る
に

あ
た

っ
て

は
、

沖
縄

が
D

X
も

含
め

て
高

付
加

価
値

な
情

報
通

信
を

展
開

す
る

に
値

す
る

か
が

問
わ

れ
ま

す
。

P
1
0
0
に

も
あ

り
ま

す
、

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
事

業
者

が
集

積
す

る
仕

組
み

と
し

て
、

戦
略

特
区

や
、

実
証

実
験

フ
ル

サ
ポ

ー
ト

の
よ

う
な

仕
掛

け
が

大
事

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

沖
縄

で
高

付
加

価
値

な
情

報
通

信
産

業
を

展
開

す
る

に
あ

た
り

、
具

体
的

な
戦

略
（
取

組
）
に

つ
い

て
、

記
載

し
て

は
ど

う
か

。
ま

た
、

県
内

で
の

担
い

手
育

成
と

い
う

点
で

は
、

県
内

の
大

学
で

IT
人

材
を

育
成

し
て

い
く
こ

と
が

大
事

で
あ

る
。

県
内

大
学

で
、

IT
人

材
育

成
を

行
っ

て
は

ど
う

か
。

ア
カ

デ
ミ

ア
の

整
備

も
併

せ
て

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
5
5

4
1
7
3

3
0

追
加

□
　

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
テ

ィ
ス

ト
に

つ
い

て
は

、
琉

球
大

学
な

ど
教

育
機

関
と

連
携

し
、

学
生

を
は

じ
め

幅
広

い
人

材
を

対
象

と
し

た
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
構

築
し

、
県

内
企

業
の

D
X
を

推
進

す
る

人
材

と
し

て
育

成
す

る
。

県
内

で
A

Iを
活

用
で

き
る

人
材

が
育

成
さ

れ
な

け
れ

ば
、

結
果

、
県

外
の

ベ
ン

ダ
ー

に
多

額
の

資
金

流
出

が
予

測
さ

れ
る

た
め

、
こ

の
R

e
so

rT
e
c
h

O
ki

n
aw

aの
項

目
に

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
テ

ィ
ス

ト
の

育
成

と
い

う
最

も
重

要
な

項
目

が
入

っ
て

い
な

い
の

で
、

人
材

育
成

を
項

目
と

し
て

追
加

し
て

は
ど

う
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
5
6

4
1
7
4

2

②
　

県
内

企
業

に
お

け
る

IT
リ

テ
ラ

シ
ー

を
有

す
る

人
材

の
育

成
□

　
各

産
業

で
経

営
戦

略
や

新
技

術
導

入
等

を
決

定
す

る
経

営
・
企

画
関

連
人

材
を

対
象

と
し

た
IC

T
利

活
用

の
推

進
等

に
向

け
た

セ
ミ

ナ
ー

等
の

実
施

や
、

こ
れ

ら
の

人
材

と
情

報
通

信
関

連
産

業
の

人
材

と
の

交
流

機
会

の
創

出
に

取
り

組
む

。

②
　

県
内

企
業

に
お

け
る

デ
ジ

タ
ル

活
用

人
材

の
育

成
□

  
各

産
業

の
D

X
を

促
進

す
る

た
め

、
企

業
の

経
営

者
や

中
堅

社
員

等
を

対
象

に
デ

ジ
タ

ル
技

術
や

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

の
ビ

ジ
ネ

ス
活

用
や

、
企

業
D

X
の

取
組

事
例

等
を

紹
介

す
る

セ
ミ

ナ
ー

を
開

催
す

る
。

ま
た

、
企

業
D

X
の

中
核

と
な

る
人

材
の

育
成

、
従

業
員

の
学

び
直

し
や

デ
ジ

タ
ル

対
応

力
を

高
め

る
た

め
の

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
等

を
支

援
す

る
こ

と
に

よ
り

、
県

内
企

業
全

体
の

デ
ジ

タ
ル

リ
テ

ラ
シ

ー
向

上
を

図
る

。

「
誰

一
人

取
り

残
さ

な
い

」
こ

と
を

目
指

し
、

全
産

業
の

D
X
を

推
進

す
る

こ
と

を
目

標
に

掲
げ

る
の

で
あ

れ
ば

、
し

っ
か

り
格

差
を

広
げ

な
い

取
組

、
各

企
業

の
情

報
リ

テ
ラ

シ
ー

を
高

め
る

取
り

組
み

が
不

可
欠

で
あ

る
。

こ
の

た
め

、
情

報
格

差
の

低
減

、
解

消
に

向
け

た
取

組
、

施
策

に
つ

い
て

も
触

れ
た

ほ
う

が
良

い
こ

と
か

ら
追

記
を

し
て

は
ど

う
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
5
7

4
1
7
5

1
8

～
産

業
化

、
～

～
産

業
界

、
～

文
字

の
誤

り
で

は
な

い
か

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
個

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

38



番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（
素

案
）
本

文
意

　
　

見
 (

 修
　

正
　

文
　

案
　

等
 )

理
　

　
由

　
　

等
審

 議
 結

 果
 （

案
）

第
６

章
　

県
土

の
グ

ラ
ン

ド
デ

ザ
イ

ン
と

圏
域

別
展

開

1
5
8

6
1
9
0

2
5

□
　

日
本

人
、

外
国

人
起

業
の

規
制

緩
和

な
ど

県
全

体
及

び
離

島
エ

リ
ア

を
実

証
実

験
の

場
、

テ
ス

ト
ベ

ッ
ド

・
ア

イ
ラ

ン
ド

と
し

て
、

国
家

戦
略

特
区

制
度

の
積

極
的

な
活

用
等

を
は

じ
め

、
効

果
的

な
規

制
改

革
を

積
極

的
に

推
進

し
て

い
く
必

要
が

あ
る

。

□
　

 日
本

人
、

外
国

人
起

業
の

規
制

緩
和

な
ど

県
全

体
及

び
離

島
エ

リ
ア

を
実

証
実

験
の

場
、

テ
ス

ト
ベ

ッ
ド

・
ア

イ
ラ

ン
ド

と
し

て
、

国
家

戦
略

特
区

制
度

の
積

極
的

な
活

用
等

を
は

じ
め

、
効

果
的

な
規

制
改

革
を

積
極

的
に

推
進

し
て

い
く
必

要
が

あ
る

。

　
新

た
な

振
興

計
画

（
素

案
）
の

1
9
0
ペ

ー
ジ

の
2
5
行

目
の

、
日

本
人

、
外

国
人

起
業

の
規

制
緩

和
に

よ
る

実
証

実
験

の
記

述
に

つ
い

て
は

、
国

際
慣

行
と

し
て

カ
ボ

タ
ー

ジ
ュ

の
制

度
や

、
尖

閣
な

ど
の

領
土

問
題

等
も

あ
り

、
非

常
に

ナ
ー

バ
ス

な
と

こ
ろ

も
あ

る
の

で
慎

重
に

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
5
9

6
1
9
0

2
5

－

－

沖
縄

は
、

宇
宙

港
と

い
う

可
能

性
と

特
区

と
い

う
強

み
が

あ
る

。
沖

縄
ら

し
さ

、
沖

縄
の

差
別

優
位

性
に

つ
な

が
る

空
・
宇

宙
関

連
の

規
制

緩
和

に
県

の
関

連
部

局
が

横
断

的
に

、
ま

た
積

極
的

に
か

じ
を

切
っ

て
い

た
だ

き
た

い
。

下
地

島
エ

ア
ロ

ス
ペ

ー
ス

構
想

に
つ

い
て

は
、

当
然

土
木

や
商

工
労

働
部

な
ど

い
ろ

い
ろ

関
わ

っ
て

お
ら

れ
る

と
は

思
う

が
、

こ
れ

は
規

制
緩

和
と

い
う

概
念

な
の

で
企

画
部

も
関

わ
っ

て
く
る

の
で

は
な

い
か

と
思

う
。

そ
れ

ぞ
れ

の
部

が
そ

れ
ぞ

れ
や

る
の

で
は

な
く
、

横
断

的
に

こ
の

機
会

を
生

か
そ

う
と

い
う

こ
と

で
ぜ

ひ
取

り
組

ん
で

い
た

だ
き

た
い

と
思

う
。

【
原

文
の

と
お

り
】

下
地

島
空

港
に

お
け

る
宇

宙
関

連
産

業
の

創
出

と
推

進
に

つ
い

て
は

、
P

1
0
6
 １

行
目

～
４

行
目

に
「
離

島
空

港
に

お
け

る
航

空
・
宇

宙
関

連
産

業
の

展
開

」
と

し
て

記
載

し
て

い
る

こ
と

や
、

特
区

の
活

用
に

つ
い

て
、

P
1
9
0
　

2
5
行

目
～

3
0
行

目
に

「
臨

空
・
臨

港
都

市
と

新
た

な
拠

点
の

形
成

」
と

し
て

離
島

エ
リ

ア
を

実
証

実
験

の
場

、
テ

ス
ト

ベ
ッ

ド
・
ア

イ
ラ

ン
ド

と
し

て
、

国
家

戦
略

特
区

制
度

の
積

極
的

な
活

用
等

を
は

じ
め

、
効

果
的

な
規

制
改

革
を

積
極

的
に

推
進

し
て

い
く
と

記
載

し
て

い
る

。

1
6
0

6
1
9
0

2
8

～
都

市
開

発
に

民
間

投
資

を
呼

び
込

む
と

と
も

に
、

新
た

な
ビ

ジ
ネ

ス
や

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

創
出

等
を

促
進

す
る

こ
と

も
重

要
で

あ
る

。

～
都

市
開

発
に

民
間

投
資

を
呼

び
込

む
と

と
も

に
、

“
リ

ゾ
テ

ッ
ク

お
き

な
わ

”
の

推
進

と
連

携
し

て
新

た
な

ビ
ジ

ネ
ス

や
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
創

出
に

つ
な

げ
て

い
く
。

1
. 
文

末
の

表
現

の
歯

切
れ

が
悪

い
　

2
. 
テ

ス
ト

ベ
ッ

ド
・
ア

イ
ラ

ン
ド

と
し

て
沖

縄
を

発
展

さ
せ

る
こ

と
は

R
e
so

rT
e
c
h
 O

K
IN

A
W

A
 に

と
っ

て
も

重
要

な
戦

略
で

あ
り

、
連

携
が

望
ま

し
い

た
め

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
6
1

6
2
0
3

3

沖
縄

発
の

新
し

い
金

型
技

術
を

・
・
・
以

降
・
・
・
更

な
る

も
の

づ
く
り

産
業

の
振

興
を

推
進

す
る

。
－

沖
縄

県
金

型
技

術
研

究
セ

ン
タ

ー
は

中
部

圏
域

の
う

る
ま

市
で

す
が

北
部

圏
域

で
も

金
型

技
術

に
取

り
組

み
、

も
の

づ
く
り

産
業

の
振

興
を

推
進

す
る

と
い

う
こ

と
な

の
で

し
ょ

う
か

。

【
原

文
ど

お
り

】

今
後

も
、

沖
縄

県
金

型
技

術
研

究
セ

ン
タ

ー
に

お
い

て
は

、
県

内
の

全
て

の
事

業
者

を
対

象
に

も
の

づ
く

り
産

業
を

振
興

す
る

た
め

、
原

文
ど

お
り

と
す

る
。

1
6
2

6
2
0
3

3
2

追
加

－

国
指

定
の

伝
統

工
芸

品
（
各

離
島

の
上

布
、

三
線

、
そ

の
他

の
品

目
）
の

原
材

料
を

未
来

に
わ

た
り

継
続

的
、

あ
る

い
は

持
続

的
に

生
産

す
る

こ
と

は
、

沖
縄

県
と

し
て

も
国

指
定

の
伝

統
工

芸
の

認
証

を
受

け
た

以
上

、
沖

縄
県

が
全

面
的

に
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
す

べ
き

で
あ

る
。

生
産

拠
点

や
生

産
団

地
の

集
約

と
拠

点
化

は
地

域
の

雇
用

促
進

に
も

つ
な

が
る

た
め

、
以

下
の

通
り

修
正

願
う

。

「
国

指
定

の
伝

統
工

芸
品

（
各

離
島

の
上

布
、

三
線

、
そ

の
他

の
品

目
）
の

原
材

料
を

生
産

す
る

団
地

を
新

規
創

設
す

る
。

さ
ら

に
は

生
産

拠
点

の
団

地
化

、
拠

点
化

を
行

う
。

し
か

し
現

実
的

に
は

、
こ

れ
ら

の
原

材
料

の
生

産
だ

け
で

は
生

産
収

益
は

見
込

め
な

い
た

め
、

新
規

の
国

予
算

等
を

獲
得

し
、

こ
れ

ら
を

軌
道

に
乗

せ
る

。
」

【
原

文
の

と
お

り
】

　
計

画
（
素

案
）
に

お
い

て
も

引
き

続
き

原
材

料
の

安
定

確
保

に
取

り
組

む
方

向
性

を
記

載
し

て
お

り
、

今
後

実
行

計
画

等
で

具
体

的
施

策
に

取
り

組
ん

で
い

く
こ

と
か

ら
、

原
案

の
と

お
り

と
し

た
い

。
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番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（
素

案
）
本

文
意

　
　

見
 (

 修
　

正
　

文
　

案
　

等
 )

理
　

　
由

　
　

等
審

 議
 結

 果
 （

案
）

1
6
3

6
2
0
8

1
6

□
　

2
0
5
0
年

脱
炭

素
社

会
の

実
現

を
見

据
え

、
太

陽
光

・
風

力
・
バ

イ
オ

マ
ス

等
の

多
様

な
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
導

入
加

速
化

、
ク

リ
ー

ン
か

つ
安

全
で

低
コ

ス
ト

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

で
あ

る
天

然
ガ

ス
へ

の
転

換
、

更
な

る
技

術
開

発
・
実

証
や

基
盤

整
備

等
を

通
じ

て
、

本
県

に
適

し
た

ク
リ

ー
ン

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

導
入

拡
大

を
図

る
。

□
　

2
0
5
0
年

脱
炭

素
社

会
の

実
現

を
見

据
え

、
太

陽
光

・
風

力
・
バ

イ
オ

マ
ス

等
の

多
様

な
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
導

入
加

速
化

、
ク

リ
ー

ン
か

つ
安

全
な

エ
ネ

ル
ギ

ー
で

あ
る

天
然

ガ
ス

へ
の

転
換

、
更

な
る

技
術

開
発

・
実

証
や

基
盤

整
備

等
を

通
じ

て
、

本
県

に
適

し
た

ク
リ

ー
ン

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

導
入

拡
大

を
図

る
。

天
然

ガ
ス

は
低

コ
ス

ト
で

あ
る

と
は

言
え

な
い

た
め

「
低

コ
ス

ト
」
の

部
分

を
削

除
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
6
4

6
2
1
6

1
1

□
　

2
0
5
0
年

脱
炭

素
社

会
の

実
現

を
見

据
え

、
太

陽
光

・
風

力
・
バ

イ
オ

マ
ス

等
の

多
様

な
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
導

入
加

速
化

、
ク

リ
ー

ン
か

つ
安

全
で

低
コ

ス
ト

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

で
あ

る
天

然
ガ

ス
へ

の
転

換
、

更
な

る
技

術
開

発
・
実

証
や

基
盤

整
備

等
を

通
じ

て
、

本
県

に
適

し
た

ク
リ

ー
ン

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

導
入

拡
大

を
図

る
。

□
　

2
0
5
0
年

脱
炭

素
社

会
の

実
現

を
見

据
え

、
太

陽
光

・
風

力
・
バ

イ
オ

マ
ス

等
の

多
様

な
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
導

入
加

速
化

、
ク

リ
ー

ン
か

つ
安

全
な

エ
ネ

ル
ギ

ー
で

あ
る

天
然

ガ
ス

へ
の

転
換

、
更

な
る

技
術

開
発

・
実

証
や

基
盤

整
備

等
を

通
じ

て
、

本
県

に
適

し
た

ク
リ

ー
ン

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

導
入

拡
大

を
図

る
。

天
然

ガ
ス

は
低

コ
ス

ト
で

あ
る

と
は

言
え

な
い

た
め

「
低

コ
ス

ト
」
の

部
分

を
削

除
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
6
5

6
2
1
8

1
9

追
加

□
　

本
県

と
ア

ジ
ア

を
は

じ
め

と
す

る
海

外
と

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
用

し
た

展
示

会
、

商
談

会
等

の
ビ

ジ
ネ

ス
交

流
会

の
誘

致
や

開
催

支
援

等
、

競
争

力
の

あ
る

ビ
ジ

ネ
ス

環
境

を
整

備
し

、
海

外
展

開
の

ビ
ジ

ネ
ス

交
流

拠
点

と
な

る
「
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
沖

縄
」
の

構
築

に
取

り
組

む
。

1
0
6
ペ

ー
ジ

1
0
行

目
～

と
整

合
性

の
あ

る
「
国

際
的

な
ビ

ジ
ネ

ス
交

流
拠

点
の

形
成

」
を

圏
域

別
の

展
開

と
し

て
盛

り
込

む
べ

き
で

あ
る

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
6
6

6
2
2
7

3
0

追
加

－

国
指

定
の

伝
統

工
芸

品
（
各

離
島

の
上

布
、

三
線

、
そ

の
他

の
品

目
）
の

原
材

料
を

未
来

に
わ

た
り

継
続

的
、

あ
る

い
は

持
続

的
に

生
産

す
る

こ
と

は
、

沖
縄

県
と

し
て

も
国

指
定

の
伝

統
工

芸
の

認
証

を
受

け
た

以
上

、
沖

縄
県

が
全

面
的

に
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
す

べ
き

で
あ

る
。

生
産

拠
点

や
生

産
団

地
の

集
約

と
拠

点
化

は
地

域
の

雇
用

促
進

に
も

つ
な

が
る

た
め

、
以

下
の

通
り

修
正

願
う

。

「
国

指
定

の
伝

統
工

芸
品

（
各

離
島

の
上

布
、

三
線

、
そ

の
他

の
品

目
）
の

原
材

料
を

生
産

す
る

団
地

を
新

規
創

設
す

る
。

さ
ら

に
は

生
産

拠
点

の
団

地
化

、
拠

点
化

を
行

う
。

し
か

し
現

実
的

に
は

、
こ

れ
ら

の
原

材
料

の
生

産
だ

け
で

は
生

産
収

益
は

見
込

め
な

い
た

め
、

新
規

の
国

予
算

等
を

獲
得

し
、

こ
れ

ら
を

軌
道

に
乗

せ
る

。
」

【
原

文
の

と
お

り
】

　
計

画
（
素

案
）
に

お
い

て
も

引
き

続
き

原
材

料
の

安
定

確
保

に
取

り
組

む
方

向
性

を
記

載
し

て
お

り
、

今
後

実
行

計
画

等
で

具
体

的
施

策
に

取
り

組
ん

で
い

く
こ

と
か

ら
、

原
案

の
と

お
り

と
し

た
い

。
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番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（
素

案
）
本

文
意

　
　

見
 (

 修
　

正
　

文
　

案
　

等
 )

理
　

　
由

　
　

等
審

 議
 結

 果
 （

案
）

1
6
7

6
2
2
8

2
7

②
 地

場
産

業
の

振
興

及
び

産
業

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

推
進

－

P
.1

0
6
に

航
空

・
宇

宙
関

連
産

業
の

展
開

と
し

て
下

地
島

等
の

離
島

空
港

の
活

用
に

つ
い

て
触

れ
て

お
り

ま
す

が
、

こ
こ

で
も

し
っ

か
り

明
文

化
し

て
も

良
い

の
で

は
な

い
か

と
思

う
。

（
国

際
線

、
プ

ラ
イ

ベ
ー

ト
ジ

ェ
ッ

ト
に

つ
い

て
は

触
れ

ら
れ

て
い

る
も

の
の

）

【
原

文
の

と
お

り
】

　
ご

指
摘

い
た

だ
い

た
下

地
島

空
港

に
お

け
る

「
航

空
・
宇

宙
関

連
産

業
の

展
開

」
に

つ
い

て
は

、
「
空

港
や

周
辺

用
地

の
活

用
」
に

関
わ

り
が

強
い

こ
と

か
ら

、
P

2
2
9
の

「
②

離
島

を
結

び
、

支
え

る
交

通
体

系
の

整
備

」
に

て
新

た
な

事
業

展
開

を
促

進
す

る
こ

と
と

し
て

い
る

。

1
6
8

6
2
2
9

2
4

－

－

航
空

宇
宙

関
連

産
業

に
つ

い
て

、
産

業
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

と
し

て
き

ち
ん

と
記

載
し

た
ほ

う
が

い
い

の
で

は
な

い
か

。
八

重
山

圏
域

の
と

こ
ろ

で
、

海
上

資
源

を
ど

う
活

用
す

る
の

か
１

つ
特

徴
を

立
て

て
産

業
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
推

進
を

う
た

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
宮

古
島

圏
域

に
も

あ
っ

て
も

い
い

の
で

は
な

い
か

。

【
原

文
の

と
お

り
】

県
全

体
の

施
策

の
取

り
組

み
と

し
て

、
P

1
0
6
 １

行
目

～
４

行
目

に
「
離

島
空

港
に

お
け

る
航

空
・
宇

宙
関

連
産

業
の

展
開

」
と

し
て

下
地

島
空

港
等

の
離

島
空

港
を

活
用

し
た

航
空

・
宇

宙
関

連
産

業
の

展
開

を
推

進
す

る
こ

と
と

し
て

い
る

こ
と

、
ま

た
、

都
圏

域
に

関
す

る
記

載
に

つ
い

て
は

、
P

2
2
9
 2

4
行

目
～

2
5
行

目
の

離
島

を
結

び
、

支
え

る
交

通
体

系
の

整
備

と
し

て
、

新
た

な
事

業
展

開
を

促
進

す
る

と
記

載
し

て
い

る

1
6
9

6
2
3
5

7

追
加

－

国
指

定
の

伝
統

工
芸

品
（
各

離
島

の
上

布
、

三
線

、
そ

の
他

の
品

目
）
の

原
材

料
を

未
来

に
わ

た
り

継
続

的
、

あ
る

い
は

持
続

的
に

生
産

す
る

こ
と

は
、

沖
縄

県
と

し
て

も
国

指
定

の
伝

統
工

芸
の

認
証

を
受

け
た

以
上

、
沖

縄
県

が
全

面
的

に
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
す

べ
き

で
あ

る
。

生
産

拠
点

や
生

産
団

地
の

集
約

と
拠

点
化

は
地

域
の

雇
用

促
進

に
も

つ
な

が
る

た
め

、
以

下
の

通
り

修
正

願
う

。

「
国

指
定

の
伝

統
工

芸
品

（
各

離
島

の
上

布
、

三
線

、
そ

の
他

の
品

目
）
の

原
材

料
を

生
産

す
る

団
地

を
新

規
創

設
す

る
。

さ
ら

に
は

生
産

拠
点

の
団

地
化

、
拠

点
化

を
行

う
。

し
か

し
現

実
的

に
は

、
こ

れ
ら

の
原

材
料

の
生

産
だ

け
で

は
生

産
収

益
は

見
込

め
な

い
た

め
、

新
規

の
国

予
算

等
を

獲
得

し
、

こ
れ

ら
を

軌
道

に
乗

せ
る

。
」

【
原

文
の

と
お

り
】

　
計

画
（
素

案
）
に

お
い

て
も

引
き

続
き

原
材

料
の

安
定

確
保

に
取

り
組

む
方

向
性

を
記

載
し

て
お

り
、

今
後

実
行

計
画

等
で

具
体

的
施

策
に

取
り

組
ん

で
い

く
こ

と
か

ら
、

原
案

の
と

お
り

と
し

た
い

。

1
7
0

6
2
3
6

6

②
 地

場
産

業
の

振
興

及
び

産
業

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

推
進

－

P
.2

2
8
と

同
じ

文
章

が
記

載
さ

れ
て

い
る

が
、

も
う

少
し

地
域

ご
と

に
特

徴
を

盛
り

込
ん

で
も

良
い

の
で

は
と

思
う

。
石

垣
に

は
S
U

の
チ

ャ
レ

ナ
ジ

ー
が

進
出

し
て

い
る

た
め

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
例

示
し

て
も

良
い

か
と

思
料

す
る

。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
エ

ネ
ル

ギ
ー

関
連

産
業

は
P

2
3
6
 1

4
行

目
の

「
地

域
資

源
等

」
に

含
ま

れ
る

た
め

、
原

文
の

と
お

り
と

す
る

。

第
７

章
　

計
画

の
効

率
的

な
推

進

1
7
1

7
2
3
8

7

～
沖

縄
振

興
特

別
措

置
法

に
位

置
づ

け
ら

れ
た

沖
縄

振
興

計
画

～
沖

縄
振

興
特

別
措

置
法

に
規

定
す

る
各

種
制

度
は

措
置

さ
れ

て
い

る
。

…

－

各
特

区
・
地

域
間

の
整

合
性

、
国

税
と

地
方

税
の

整
合

性
、

沖
振

法
と

国
税

の
整

合
性

に
つ

い
て

十
分

検
討

し
、

優
遇

税
制

に
与

え
る

影
響

を
考

慮
し

な
が

ら
新

沖
振

法
お

よ
び

同
施

行
令

が
制

定
さ

れ
る

こ
と

を
強

く
望

む
。

優
遇

税
制

は
、

最
終

的
に

は
国

税
は

租
税

特
別

措
置

法
等

の
税

法
、

地
方

税
は

自
治

体
の

条
例

で
規

定
さ

れ
る

が
、

い
ず

れ
も

沖
振

法
お

よ
び

同
施

行
令

の
範

囲
に

と
ど

ま
る

た
め

、
沖

振
法

お
よ

び
同

施
行

令
の

制
定

に
は

税
法

や
条

例
等

へ
の

影
響

を
十

分
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

た
め

で
あ

る
。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
い

た
だ

い
た

ご
意

見
は

国
と

も
共

有
し

、
運

用
面

で
整

合
性

が
取

れ
る

よ
う

取
り

組
ん

で
い

く
。
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別
紙

１
-
2

部
会

名
：
産

業
振

興
部

会

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（
素

案
）
本

文
意

　
　

見
 (

 修
　

正
　

文
　

案
　

等
 )

理
　

　
由

　
　

等
審

 議
 結

 果
 （

案
）

第
２

章
　

基
本

的
課

題

1
2

1
3

3
1

～
本

県
の

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

産
業

で
あ

る
観

光
産

業
を

は
じ

め
、

あ
ら

ゆ
る

業
界

が
多

大
か

つ
深

刻
な

ダ
メ

ー
ジ

を
被

り
～

～
本

県
の

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

産
業

で
あ

る
観

光
産

業
を

は
じ

め
、

多
く
の

業
界

が
多

大
か

つ
深

刻
な

ダ
メ

ー
ジ

を
被

り
～

軽
微

な
修

正

IT
産

業
は

多
大

か
つ

深
刻

な
打

撃
を

受
け

て
い

な
い

。
ま

た
、

E
C

や
デ

リ
バ

リ
ー

な
ど

で
好

影
響

を
受

け
た

業
界

も
少

な
か

ら
ず

あ
る

た
め

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

2
2

1
6

2

～
「
経

済
復

興
」
に

至
る

強
靱

性
（
レ

ジ
リ

エ
ン

ス
）
の

発
揮

と
と

も
に

～
（
文

言
統

一
）

軽
微

な
修

正

P
1
5
　

2
1
行

で
は

「
レ

ジ
リ

エ
ン

ス
（
強

靱
性

）
」
と

し
て

お
り

ど
ち

ら
か

に
統

一
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

第
３

章
　

基
本

方
向

3
3

2
6

2
3

　
リ

ー
デ

ィ
ン

グ
産

業
と

は
、

経
済

発
展

を
牽

引
す

る
先

導
的

な
産

業
で

あ
り

、
域

外
需

要
の

取
り

込
み

や
雇

用
創

出
の

推
進

力
と

な
る

産
業

で
す

。
本

県
経

済
の

成
長

の
エ

ン
ジ

ン
と

も
い

え
る

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

産
業

が
複

数
堅

実
に

育
ち

、
域

外
需

要
を

取
り

込
む

こ
と

で
経

済
発

展
の

好
循

環
に

つ
な

げ
て

い
き

ま
す

。
本

県
に

お
け

る
域

外
需

要
の

取
り

込
み

や
雇

用
創

出
の

推
進

力
と

な
る

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

産
業

と
し

て
は

、
観

光
産

業
、

情
報

通
信

関
連

産
業

、
臨

空
・
臨

港
型

産
業

が
挙

げ
ら

れ
ま

す
。

ま
た

、
本

計
画

期
間

中
に

域
外

需
要

を
取

り
込

む
産

業
へ

の
成

長
が

期
待

さ
れ

る
分

野
と

し
て

は
、

健
康

・
医

療
・
バ

イ
オ

、
科

学
技

術
、

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
（
グ

リ
ー

ン
）
、

文
化

、
ス

ポ
ー

ツ
、

ブ
ル

ー
エ

コ
ノ

ミ
ー

な
ど

本
県

が
有

す
る

ソ
フ

ト
パ

ワ
ー

や
地

域
特

性
を

生
か

し
た

産
業

分
野

が
挙

げ
ら

れ
ま

す
。

－

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

産
業

と
い

う
言

葉
が

こ
こ

で
初

め
て

計
画

に
出

て
く
る

の
で

、
2
3
行

目
の

「
リ

ー
デ

ィ
ン

グ
産

業
と

は
」
と

い
う

文
章

と
、

次
の

行
の

後
半

か
ら

始
ま

る
「
本

県
経

済
の

成
長

エ
ン

ジ
ン

と
も

い
え

る
リ

ー
デ

ィ
ン

グ
産

業
が

」
と

い
う

２
つ

目
の

文
章

を
逆

に
し

た
ほ

う
が

よ
い

の
で

は
な

い
か

。

【
総

合
部

会
へ

申
し

送
り

】

第
４

章
　

基
本

施
策

基
本

施
策

１
　

沖
縄

ら
し

い
自

然
と

歴
史

、
伝

統
、

文
化

を
大

切
に

す
る

島
を

目
指

し
て

4
4

3
1

1
2

　
世

界
に

誇
れ

る
島

し
ょ

型
環

境
モ

デ
ル

を
構

築
す

る
た

め
に

は
、

社
会

的
共

通
資

本
の

理
念

を
土

台
に

す
べ

き
で

す
。

～
原

文
を

削
除

す
る

。
リ

ー
ド

文
等

を
要

約
、

整
理

（
重

複
）

＜
重

複
箇

所
＞

P
3
1
　

2
2
行

　
本

基
本

施
策

の
展

開
に

お
い

て
は

、
人

間
活

動
と

自
然

環
境

が
調

和
す

る
持

続
可

能
な

脱
炭

素
社

会
の

構
築

に
向

け
、

自
然

環
境

が
社

会
的

共
通

資
本

で
あ

る
こ

と
を

踏
ま

え
、

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

5
4

3
1

1
3

～
社

会
的

共
通

資
本

と
は

、
「
一

つ
の

国
な

い
し

特
定

の
地

域
に

住
む

す
べ

て
の

人
々

が
、

ゆ
た

か
な

経
済

生
活

を
営

み
、

す
ぐ

れ
た

文
化

を
展

開
し

、
人

間
的

に
魅

力
あ

る
社

会
を

持
続

的
、

安
定

的
に

維
持

す
る

こ
と

を
可

能
に

す
る

よ
う

な
社

会
的

装
置

を
意

味
す

る
」
と

定
義

さ
れ

ま
す

。
単

な
る

「
社

会
資

本
」
を

超
え

た
意

味
合

い
を

持
ち

、
大

き
く
「
自

然
環

境
」
「
社

会
的

基
盤

」
「
制

度
資

本
」
の

三
つ

に
分

け
ら

れ
ま

す
。

こ
れ

は
S
D

G
s 

の
概

念
と

も
一

致
し

、
世

界
に

誇
れ

る
島

し
ょ

型
環

境
モ

デ
ル

の
土

台
と

な
り

、
ウ

ィ
ズ

／
ア

フ
タ

ー
・
コ

ロ
ナ

等
の

新
し

い
生

活
様

式
/
ニ

ュ
ー

ノ
ー

マ
ル

（
新

た
な

日
常

）
に

対
応

す
る

素
地

と
も

な
り

ま
す

。

原
文

を
削

除
す

る
。

（
転

記
）
用

語
集

等
へ

転
記

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

新
た

な
振

興
計

画
（
中

間
取

り
ま

と
め

）
に

対
す

る
修

正
意

見
審

議
結

果
一

覧

42



番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（
素

案
）
本

文
意

　
　

見
 (

 修
　

正
　

文
　

案
　

等
 )

理
　

　
由

　
　

等
審

 議
 結

 果
 （

案
）

6
4

3
1

2
2

　
本

基
本

施
策

の
展

開
に

お
い

て
は

、
人

間
活

動
と

自
然

環
境

が
調

和
す

る
持

続
可

能
な

脱
炭

素
社

会
の

構
築

に
向

け
、

自
然

環
境

が
社

会
的

共
通

資
本

で
あ

る
こ

と
を

踏
ま

え
、

地
球

温
暖

化
へ

の
対

応
を

見
据

え
た

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
等

の
ク

リ
ー

ン
な

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

導
入

促
進

、
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

強
化

、
資

源
循

環
、

新
技

術
を

活
用

し
た

モ
ビ

リ
テ

ィ
の

導
入

、
地

域
循

環
共

生
圏

の
考

え
方

に
基

づ
く
環

境
と

共
生

す
る

ま
ち

づ
く
り

等
に

取
り

組
み

、
世

界
に

誇
れ

る
島

し
ょ

型
環

境
モ

デ
ル

地
域

の
形

成
を

目
指

し
ま

す
。

　
本

基
本

施
策

の
展

開
に

お
い

て
は

、
人

間
活

動
と

自
然

環
境

が
調

和
す

る
持

続
可

能
な

脱
炭

素
社

会
の

構
築

に
向

け
、

自
然

環
境

が
社

会
的

共
通

資
本

で
あ

る
こ

と
を

踏
ま

え
、

 地
球

温
暖

化
へ

の
対

応
を

見
据

え
た

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
等

の
ク

リ
ー

ン
な

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

導
入

促
進

、
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

強
化

、
資

源
循

環
、

新
技

術
を

活
用

し
た

モ
ビ

リ
テ

ィ
の

導
入

、
地

域
循

環
共

生
圏

の
考

え
方

に
基

づ
く
環

境
と

共
生

す
る

ま
ち

づ
く
り

等
に

取
り

組
み

、
世

界
に

誇
れ

る
島

し
ょ

型
環

境
モ

デ
ル

地
域

の
形

成
を

目
指

し
ま

す
。

リ
ー

ド
文

等
を

要
約

、
整

理
（
重

複
）

＜
重

複
箇

所
＞

P
3
1
　

2
2
行

～
持

続
可

能
な

脱
炭

素
社

会
の

構
築

に
向

け
～

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

7
4

4
4

2
4

　
海

洋
環

境
を

活
用

し
た

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

将
来

的
な

導
入

拡
大

に
向

け
、

洋
上

風
力

発
電

を
は

じ
め

、
海

洋
温

度
差

、
潮

流
、

波
力

等
を

活
用

し
た

発
電

等
に

つ
い

 て
、

研
究

機
関

や
民

間
事

業
者

等
の

研
究

開
発

を
促

進
し

、
技

術
の

確
立

に
向

け
て

取
り

組
み

ま
す

。

　
海

に
囲

ま
れ

た
本

県
に

お
い

て
、

導
入

ポ
テ

ン
シ

ャ
ル

が
大

き
い

と
さ

れ
る

海
洋

環
境

を
活

用
し

た
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
将

来
的

な
導

入
拡

大
を

目
指

し
て

、
実

用
化

に
向

け
た

技
術

の
確

立
に

向
け

、
洋

上
風

力
発

電
を

は
じ

め
、

海
洋

温
度

差
、

潮
流

、
波

力
等

を
活

用
し

た
発

電
等

に
お

け
る

研
究

機
関

や
民

間
事

業
者

等
の

研
究

開
発

の
促

進
に

取
り

組
み

ま
す

。

取
組

、
ボ

リ
ュ

ー
ム

整
理

（
追

記
）

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

基
本

施
策

２
　

心
豊

か
で

安
全

・
安

心
に

暮
ら

せ
る

島
を

目
指

し
て

8
4

7
5

1
5

～
電

気
の

安
定

的
か

つ
適

正
な

供
給

の
確

保
に

係
る

措
置

の
拡

充
等

に
取

り
組

み
ま

す
。

～
電

気
の

安
定

的
か

つ
適

正
な

供
給

の
確

保
に

係
る

措
置

 の
拡

充
等

に
取

り
組

み
ま

す
。

軽
微

な
修

正
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

基
本

施
策

３
　

希
望

と
活

力
に

あ
ふ

れ
る

豊
か

な
島

を
目

指
し

て

9
4

8
9

6

　
多

く
の

企
業

や
人

材
、

投
資

家
等

が
集

積
す

る
大

都
市

圏
か

ら
遠

く
離

れ
、

県
外

と
の

ビ
ジ

ネ
ス

交
流

に
不

利
な

本
県

に
お

い
て

、
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

型
の

経
済

成
長

を
促

す
た

め
に

は
、

よ
り

積
極

的
・
戦

略
的

な
施

策
展

開
が

求
め

ら
れ

ま
す

。
こ

の
た

め
、

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

促
す

規
制

緩
和

や
投

資
の

促
進

、
技

術
者

や
起

業
家

教
育

の
拡

充
、

多
様

な
人

材
の

活
躍

の
促

進
な

ど
、

様
々

な
角

度
か

ら
取

組
を

進
め

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
　

我
が

国
に

お
い

て
は

、
「
経

済
財

政
運

営
と

改
革

の
基

本
方

針
2
0
1
9
」
（
令

和
元

年
６

月
）
に

お
い

て
、

「
S
o
c
ie

ty
5
.0

の
実

現
は

、
経

済
社

会
の

構
造

改
革

そ
の

も
の

で
あ

り
、

第
４

次
産

業
革

命
の

先
端

技
術

を
社

会
実

装
し

、
よ

り
高

度
な

経
済

、
よ

り
便

利
で

豊
か

な
生

活
を

体
現

す
る

一
方

、
課

題
先

進
国

と
し

て
課

題
解

決
の

モ
デ

ル
を

提
供

し
、

世
界

を
リ

ー
ド

し
て

い
く
。

」
と

し
て

い
ま

す
。

　
こ

の
た

め
、

本
県

に
お

い
て

は
、

S
o
c
ie

ty
5
.0

の
実

現
に

向
け

た
‘
リ

ゾ
テ

ッ
ク

お
き

な
わ

’
の

推
進

に
よ

り
、

観
光

産
業

、
も

の
づ

く
り

産
業

、
建

設
産

業
、

農
林

水
産

業
、

物
流

、
各

種
サ

ー
ビ

ス
業

な
ど

、
様

々
な

産
業

に
お

け
る

D
X
を

加
速

さ
せ

、
A

Iや
Io

T
、

ロ
ボ

ッ
ト

、
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
等

の
デ

ジ
タ

ル
技

術
の

活
用

に
よ

る
ビ

ジ
ネ

ス
変

革
を

促
し

、
産

業
の

高
度

化
・
高

付
加

価
値

化
を

実
現

す
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

ま
た

、
沖

縄
県

産
業

振
興

公
社

や
沖

縄
IT

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
戦

略
セ

ン
タ

ー
等

と
連

携
し

、
新

た
な

技
術

に
よ

る
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
各

産
業

に
波

及
さ

せ
る

こ
と

に
よ

り
、

需
要

依
存

型
の

産
業

構
造

か
ら

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
創

出
型

の
産

業
構

造
へ

の
転

換
を

目
指

し
ま

す
。

原
文

を
削

除
し

、
P

9
0
　

５
行

　
３

－
⑴

ー
ア

に
移

動

　
県

内
産

業
の

労
働

生
産

性
を

引
き

上
げ

る
に

は
、

‘
リ

ゾ
テ

ッ
ク

お
き

な
わ

’
の

推
進

に
よ

り
、

観
光

産
業

、
も

の
づ

く
り

産
業

、
建

設
産

業
、

農
林

水
産

業
、

物
流

、
各

種
サ

ー
ビ

ス
業

な
ど

、
様

々
な

産
業

に
お

け
る

D
X
を

加
速

さ
せ

、
A

Iや
Io

T
、

ロ
ボ

ッ
ト

、
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
等

の
デ

ジ
タ

ル
技

術
の

活
用

に
よ

る
ビ

ジ
ネ

ス
変

革
や

、
科

学
技

術
に

よ
る

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
創

出
が

不
可

欠
で

す
。

　
ま

た
、

県
内

企
業

の
大

部
分

を
占

め
る

中
小

企
業

・
小

規
模

事
業

者
に

お
い

て
経

営
力

、
技

術
力

、
人

材
力

を
強

化
し

、
企

業
連

携
、

産
学

官
金

の
連

携
等

に
よ

っ
て

継
続

的
に

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
が

生
み

出
さ

れ
る

環
境

整
備

も
重

要
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
次

に
掲

げ
る

施
策

を
推

進
し

ま
す

。

（
削

除
・
移

動
）
原

文
を

削
除

し
、

一
部

内
容

を
移

動
・

要
約

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
0

4
8
9

2
4

　
本

計
画

に
お

い
て

展
開

す
る

企
業

の
「
稼

ぐ
力

」
と

は
、

D
X
の

推
進

や
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
促

進
等

に
よ

る
生

産
性

の
向

上
、

経
営

基
盤

の
強

化
、

域
内

で
の

有
機

的
な

企
業

間
・
産

業
間

の
連

携
に

よ
り

付
加

価
値

を
生

み
出

す
力

で
あ

り
、

県
内

産
業

の
自

立
的

発
展

や
持

続
可

能
な

経
済

成
長

を
実

現
す

る
上

で
今

後
、

特
に

重
視

す
べ

き
テ

ー
マ

で
す

。
　

本
基

本
施

策
の

展
開

に
お

い
て

は
、

民
間

主
導

に
よ

る
強

く
し

な
や

か
な

自
立

型
経

済
の

構
築

に
よ

り
、

県
民

す
べ

て
が

経
済

的
な

豊
か

さ
を

実
感

で
き

る
よ

う
、

企
業

の
「
稼

ぐ
力

」
及

び
域

内
経

済
循

環
の

向
上

を
目

指
し

ま
す

。
　

経
営

の
高

度
化

・
効

率
化

に
よ

る
中

小
企

業
等

の
育

成
や

経
営

基
盤

の
強

化
等

に
よ

り
県

内
企

業
の

競
争

力
を

強
化

さ
せ

る
と

と
も

に
、

地
域

経
済

を
活

性
化

さ
せ

る
こ

と
が

課
題

で
す

。
　

こ
の

た
め

、
全

産
業

に
お

け
る

労
働

生
産

性
の

向
上

、
中

小
企

業
等

の
経

営
基

盤
の

強
化

に
よ

る
「
稼

ぐ
力

」
の

向
上

、
地

域
・
産

業
間

連
携

に
よ

る
「
稼

ぐ
力

」
の

向
上

に
取

り
組

み
ま

す
。

　
本

基
本

施
策

の
展

開
に

お
い

て
は

、
県

民
所

得
の

着
実

な
向

上
に

よ
り

県
民

が
経

済
的

な
豊

か
さ

を
実

感
で

き
る

よ
う

、
様

々
な

産
業

に
お

け
る

D
X
の

推
進

や
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
創

出
、

中
小

企
業

等
の

経
営

基
盤

強
化

、
地

域
や

各
種

産
業

が
連

携
し

た
経

済
循

環
の

促
進

等
に

よ
り

、
企

業
の

「
稼

ぐ
力

」
の

向
上

を
目

指
し

ま
す

。
　

島
嶼

経
済

の
不

利
性

を
抱

え
る

本
県

に
お

い
て

県
民

所
得

の
向

上
に

繋
が

る
「
稼

ぐ
力

」
の

強
化

を
図

る
た

め
に

は
、

生
産

性
の

向
上

や
多

様
な

人
材

の
活

躍
促

進
、

中
小

企
業

の
経

営
改

善
等

に
よ

り
各

産
業

の
付

加
価

値
や

競
争

力
等

の
高

め
る

と
と

も
に

、
域

内
経

済
循

環
の

向
上

に
よ

る
持

続
可

能
な

経
済

成
長

を
実

現
す

る
こ

と
が

課
題

と
な

っ
て

い
ま

す
。

　
こ

の
た

め
、

全
産

業
に

お
け

る
労

働
生

産
性

の
向

上
、

中
小

企
業

等
の

経
営

基
盤

の
強

化
及

び
地

域
・
産

業
間

連
携

に
よ

る
「
稼

ぐ
力

」
の

向
上

に
取

り
組

み
ま

す
。

リ
ー

ド
文

等
を

要
約

、
整

理
（
要

約
）

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。
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番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（
素

案
）
本

文
意

　
　

見
 (

 修
　

正
　

文
　

案
　

等
 )

理
　

　
由

　
　

等
審

 議
 結

 果
 （

案
）

1
1

4
9
1

4

　
加

え
て

、
産

業
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

促
進

地
域

や
観

光
地

形
成

促
進

地
域

等
の

沖
縄

関
係

税
制

に
お

い
て

、
製

造
事

業
者

の
D

X
 に

向
け

た
事

業
や

、
観

光
施

設
事

業
者

、
国

際
物

流
事

業
者

、
情

報
通

信
関

連
事

業
者

等
の

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

投
資

に
対

す
る

税
制

優
遇

措
置

を
講

じ
、

デ
ジ

タ
ル

投
資

を
活

発
化

し
て

い
き

ま
す

。

原
文

を
削

除
す

る
。

取
組

、
ボ

リ
ュ

ー
ム

整
理

(削
除

）

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

投
資

に
対

す
る

税
制

優
遇

措
置

に
つ

い
て

、
内

閣
府

と
調

整
を

進
め

て
き

た
も

の
の

、
財

務
省

と
の

協
議

の
結

果
、

令
和

４
年

度
の

税
制

改
正

で
拡

充
に

盛
り

込
ま

れ
な

い
公

算
が

大
き

く
な

っ
た

た
め

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
2

4
9
1

1
9

　
企

業
の

視
点

か
ら

の
「
稼

ぐ
力

」
は

経
営

の
効

率
化

、
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

戦
略

、
ブ

ラ
ン

ド
化

等
に

よ
っ

て
経

営
の

高
度

化
を

図
る

こ
と

で
あ

り
、

そ
の

た
め

の
人

材
へ

の
投

資
を

更
に

強
化

し
、

生
産

性
の

向
上

を
図

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
こ

の
た

め
、

人
材

育
成

投
資

税
制

の
創

設
に

よ
り

、
国

や
関

係
機

関
等

と
連

携
し

な
が

ら
、

企
業

に
よ

る
人

材
育

成
の

た
め

の
投

資
を

支
援

す
る

な
ど

、
企

業
の

稼
ぐ

力
の

向
上

を
図

り
ま

す
。

　
ま

た
、

次
世

代
の

企
業

経
営

者
を

育
成

す
る

た
め

、
企

業
が

ビ
ジ

ネ
ス

ス
ク

ー
ル

等
へ

派
遣

す
る

経
営

者
研

修
等

に
対

す
る

支
援

を
行

い
、

県
内

の
経

営
人

材
の

育
成

に
取

り
組

み
ま

す
。

　
企

業
の

視
点

か
ら

の
「
稼

ぐ
力

」
は

経
営

の
効

率
化

、
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

戦
略

、
ブ

ラ
ン

ド
化

等
に

よ
っ

て
経

営
の

高
度

化
を

図
る

こ
と

で
あ

り
、

そ
の

た
め

の
人

材
へ

の
投

資
を

更
に

強
化

し
、

生
産

性
の

向
上

を
図

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
こ

の
た

め
、

 人
材

育
成

投
資

税
制

の
創

設
に

よ
り

、
国

や
関

係
機

関
等

と
連

携
し

な
が

ら
、

企
業

に
よ

る
人

材
育

成
の

た
め

の
投

資
を

支
援

す
る

な
ど

、
企

業
の

稼
ぐ

力
の

向
上

を
図

り
ま

す
。

　
ま

た
、

次
世

代
の

企
業

経
営

者
を

育
成

す
る

た
め

、
企

業
が

ビ
ジ

ネ
ス

ス
ク

ー
ル

等
へ

派
遣

す
る

経
営

者
研

修
等

に
対

す
る

支
援

を
行

い
、

県
内

の
経

営
人

材
の

育
成

に
取

り
組

み
ま

す
。

軽
微

な
修

正
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
3

4
9
3

1
8

　
原

料
調

達
を

担
う

農
林

水
産

分
野

に
お

い
て

は
、

安
定

し
た

生
産

供
給

が
可

能
な

産
地

の
育

成
や

地
産

地
消

等
を

通
じ

た
連

携
強

化
を

図
る

と
と

も
に

、
食

品
関

連
産

業
に

よ
る

県
産

食
材

の
活

用
や

調
達

促
進

に
向

け
た

マ
ッ

チ
ン

グ
支

援
等

に
よ

り
食

品
製

造
業

、
外

食
産

業
の

高
度

化
を

推
進

し
ま

す
。

　
原

料
調

達
を

担
う

農
林

水
産

分
野

に
お

い
て

は
、

安
定

し
た

生
産

供
給

が
可

能
な

産
地

の
育

成
や

地
産

地
消

等
を

通
じ

た
連

携
強

化
を

図
る

と
と

も
に

、
食

品
関

連
産

業
に

よ
る

県
産

食
材

の
活

用
や

調
達

促
進

に
向

け
た

マ
ッ

チ
ン

グ
支

援
、

食
品

製
造

業
に

対
す

る
県

産
食

材
を

活
用

し
た

製
品

開
発

支
援

を
行

う
こ

と
等

に
よ

り
競

争
力

を
強

化
し

、
食

品
製

造
業

、
外

食
産

業
の

高
度

化
を

推
進

し
ま

す
。

取
組

、
ボ

リ
ュ

ー
ム

整
理

（
追

記
）

3
-
(1

)-
ウ

③
と

3
-
(7

)-
ウ

③
と

の
棲

み
分

け
を

整
理

し
、

商
工

側
の

取
組

を
3
-
(1

)-
ウ

③
へ

農
林

水
産

部
確

認
の

上
移

動
さ

せ
、

内
容

を
追

記
修

正
す

る
。

ま
た

、
追

記
修

正
し

た
内

容
に

あ
わ

せ
て

、
3
-
(8

)-
ア

①
に

記
載

し
た

取
組

で
あ

る
食

品
製

造
業

の
県

産
食

材
を

活
用

し
た

製
品

開
発

支
援

に
つ

い
て

、
活

動
指

標
を

変
え

て
施

策
カ

ル
テ

に
記

載
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
4

4
9
3

2
4

　
地

域
ぐ

る
み

の
中

小
企

業
振

興
等

に
取

り
組

む
地

域
連

携
体

を
支

援
し

、
地

域
商

業
活

性
化

を
図

り
ま

す
。

　
ま

た
、

新
た

な
商

業
地

の
形

成
に

当
た

っ
て

は
、

広
域

的
な

都
市

構
造

を
踏

ま
え

た
適

正
な

配
置

、
敷

地
の

共
同

化
、

高
度

利
用

に
よ

り
魅

力
あ

る
商

業
地

形
成

を
促

進
し

ま
す

。

　
地

域
産

業
を

支
え

る
事

業
者

や
団

体
等

が
実

施
す

る
地

域
ぐ

る
み

の
取

組
や

、
地

域
を

越
え

て
協

働
す

る
取

り
組

み
に

対
し

支
援

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
地

域
商

業
活

性
化

を
図

り
、

持
続

的
な

「
稼

ぐ
力

」
の

構
築

を
促

進
し

ま
す

。
  

ま
た

、
新

た
な

商
業

地
の

形
成

に
当

た
っ

て
は

、
広

域
的

な
都

市
構

造
を

踏
ま

え
た

適
正

な
配

置
、

敷
地

の
共

同
化

、
高

度
利

用
に

よ
り

魅
力

あ
る

商
業

地
形

成
を

促
進

し
ま

す
。

取
組

、
ボ

リ
ュ

ー
ム

整
理

（
追

記
）

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
5

4
1
0
4

1
3

　
社

会
経

済
の

デ
ジ

タ
ル

化
が

進
展

す
る

中
、

島
し

ょ
圏

で
あ

る
本

県
に

お
い

て
は

、
企

業
の

稼
ぐ

力
の

強
化

に
よ

る
産

業
振

興
、

離
島

・
過

疎
地

域
の

条
件

不
利

性
克

服
、

子
供

の
貧

困
と

い
っ

た
様

々
な

課
題

に
対

応
す

る
に

は
、

先
端

的
な

デ
ジ

タ
ル

技
術

の
導

入
や

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

の
活

用
等

に
よ

る
D

X
の

推
進

が
強

く
求

め
ら

れ
て

い
ま

す
。

　
ま

た
、

急
速

で
グ

ロ
ー

バ
ル

に
展

開
す

る
A

I、
Io

T
、

ロ
ボ

ッ
ト

等
の

第
４

次
産

業
革

命
の

動
き

を
捉

え
、

人
手

不
足

に
も

対
応

し
た

省
力

化
・
無

人
化

技
術

の
拡

大
、

利
便

性
や

効
率

性
の

高
い

社
会

シ
ス

テ
ム

の
構

築
な

ど
、

新
技

術
・
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
動

き
の

様
々

な
場

面
に

お
け

る
効

果
的

な
活

用
を

進
め

て
い

く
必

要
が

あ
り

ま
す

。

原
文

を
削

除
す

る
。

リ
ー

ド
文

等
を

要
約

、
整

理
（
重

複
）

＜
重

複
箇

所
＞

P
2
7
　

6
行

第
3
章

　
基

本
方

向
　

６
将

来
像

実
現

に
向

け
た

道
筋

と
重

複

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
6

4
1
0
4

2
2

　
本

基
本

施
策

の
展

開
に

お
い

て
は

、
引

き
続

き
、

情
報

通
信

関
連

産
業

を
本

県
の

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

産
業

の
一

つ
に

位
置

づ
け

、
外

貨
を

稼
ぐ

産
業

と
し

て
振

興
を

図
る

と
と

も
に

、
デ

ジ
タ

ル
社

会
の

実
現

を
下

支
え

し
、

社
会

経
済

の
D

X
 の

牽
引

役
と

し
て

、
県

経
済

の
成

長
発

展
に

も
貢

献
す

る
産

業
を

目
指

し
ま

す
。

　
本

基
本

施
策

の
展

開
に

お
い

て
は

、
リ

ー
デ

ィ
ン

グ
産

業
で

あ
る

情
報

通
信

関
連

産
業

の
さ

ら
な

る
高

度
化

・
高

付
加

価
値

化
を

推
進

し
、

外
貨

を
稼

ぐ
産

業
と

し
て

振
興

を
図

る
と

と
も

に
、

デ
ジ

タ
ル

社
会

の
実

現
を

技
術

面
か

ら
後

押
し

し
、

県
内

に
お

け
る

産
業

D
X
 の

牽
引

役
と

な
り

県
経

済
の

成
長

に
も

貢
献

す
る

産
業

へ
と

発
展

し
て

い
く
こ

と
を

目
指

し
ま

す
。

リ
ー

ド
文

等
を

要
約

、
整

理
（
追

記
）

既
に

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

産
業

と
位

置
づ

け
ら

れ
て

い
る

こ
と

と
「
高

度
化

・
高

付
加

価
値

化
」
を

追
加

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
7

4
1
0
4

3
3

　
情

報
通

信
関

連
産

業
が

県
内

産
業

や
社

会
全

体
の

デ
ジ

タ
ル

化
、

D
X
を

後
押

し
す

る
産

業
と

し
て

成
長

し
て

い
け

る
よ

う
、

次
に

掲
げ

る
施

策
を

推
進

し
ま

す
。

　
情

報
通

信
関

連
産

業
に

つ
い

て
は

、
他

産
業

と
の

連
携

・
共

創
に

よ
り

市
場

と
の

接
点

を
増

や
し

、
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

の
高

度
化

・
高

付
加

価
値

化
を

図
る

と
と

も
に

、
社

会
経

済
の

D
X
を

技
術

面
か

ら
サ

ポ
ー

ト
し

、
デ

ジ
タ

ル
社

会
の

実
現

や
県

経
済

の
成

長
発

展
に

も
貢

献
で

き
る

よ
う

、
次

に
掲

げ
る

施
策

を
推

進
し

ま
す

。

リ
ー

ド
文

等
を

要
約

、
整

理
（
追

記
）

施
策

名
変

更
に

伴
う

追
記

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。
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番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（
素

案
）
本

文
意

　
　

見
 (

 修
　

正
　

文
　

案
　

等
 )

理
　

　
由

　
　

等
審

 議
 結

 果
 （

案
）

1
8

4
1
0
6

1
6

①
先

端
IC

T
 を

活
用

し
新

ビ
ジ

ネ
ス

・
サ

ー
ビ

ス
を

展
開

す
る

企
業

の
誘

致
・
集

積 　
国

、
市

町
村

及
び

関
係

機
関

と
連

携
し

、
情

報
通

信
産

業
振

興
地

域
や

特
区

制
度

等
の

利
活

用
を

図
る

と
と

も
に

、
沖

縄
の

持
つ

優
位

性
な

ど
本

県
の

メ
リ

ッ
ト

を
ア

ピ
ー

ル
し

た
戦

略
的

な
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

を
展

開
し

ま
す

。
　

加
え

て
、

先
端

的
デ

ジ
タ

ル
技

術
を

活
用

す
る

国
内

外
の

企
業

、
ビ

ジ
ネ

ス
、

技
術

者
等

の
交

流
機

会
創

出
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、
経

済
状

況
や

労
働

市
場

の
変

化
を

見
据

え
、

県
外

企
業

の
オ

ー
プ

ン
ラ

ボ
や

テ
ス

ト
ベ

ッ
ド

開
発

拠
点

、
デ

ー
タ

セ
ン

タ
ー

等
の

誘
致

や
機

能
移

転
を

促
進

す
る

ほ
か

、
先

端
的

な
デ

ジ
タ

ル
技

術
や

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

を
活

用
し

た
新

ビ
ジ

ネ
ス

・
新

サ
ー

ビ
ス

を
展

開
す

る
企

業
や

県
内

産
業

の
D

X
 推

進
に

寄
与

す
る

ビ
ジ

ネ
ス

を
展

開
す

る
企

業
の

誘
致

に
取

り
組

み
ま

す
。

①
先

端
IC

T
 を

活
用

し
新

ビ
ジ

ネ
ス

・
サ

ー
ビ

ス
を

展
開

す
る

企
業

の
誘

致
・
集

積 　
国

、
市

町
村

及
び

関
係

機
関

と
連

携
し

、
情

報
通

信
産

業
振

興
地

域
や

特
区

制
度

等
の

利
活

用
を

図
る

と
と

も
に

、
沖

縄
の

持
つ

優
位

性
な

ど
本

県
の

メ
リ

ッ
ト

を
ア

ピ
ー

ル
し

た
戦

略
的

な
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

を
展

開
し

ま
す

。
　

ま
た

、
ハ

ッ
カ

ソ
ン

（
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
開

発
や

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
を

競
い

合
う

イ
ベ

ン
ト

）
の

開
催

や
ワ

ー
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
促

進
等

に
よ

り
国

内
外

の
企

業
や

技
術

者
等

に
よ

る
ビ

ジ
ネ

ス
交

流
機

会
の

創
出

に
取

り
組

む
と

と
も

に
、

 経
済

状
況

や
労

働
 市

場
の

変
化

を
見

据
え

、
県

外
企

業
の

オ
ー

プ
ン

ラ
ボ

や
テ

ス
ト

ベ
ッ

ド
開

発
拠

点
、

デ
ー

タ
セ

ン
タ

ー
等

の
誘

致
や

機
能

移
転

を
促

進
し

ま
す

。
加

え
て

、
先

端
的

な
デ

ジ
タ

ル
技

術
や

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

を
活

用
し

た
新

ビ
ジ

ネ
ス

・
新

サ
ー

ビ
ス

を
展

開
す

る
企

業
や

県
内

産
業

の
D

X
 推

進
に

寄
与

す
る

ビ
ジ

ネ
ス

を
展

開
す

る
企

業
の

誘
致

に
取

り
組

み
ま

す
。

取
組

、
ボ

リ
ュ

ー
ム

整
理

（
追

記
）

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
9

4
1
0
6

2
7

②
 情

報
通

信
関

連
企

業
の

立
地

を
促

す
情

報
通

信
基

盤
の

利
用

促
進

　
沖

縄
国

際
情

報
通

信
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
（
海

底
光

ケ
ー

ブ
ル

）
や

沖
縄

ク
ラ

ウ
ド

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

等
の

通
信

基
盤

を
活

用
し

、
国

内
外

か
ら

の
デ

ー
タ

の
集

積
促

進
を

図
る

と
と

も
に

、
集

積
し

た
デ

ー
タ

を
活

用
し

た
新

た
な

ビ
ジ

ネ
ス

創
出

に
取

り
組

み
ま

す
。

③
 情

報
通

信
産

業
集

積
拠

点
の

機
能

強
化

　
沖

縄
IT

 津
梁

パ
ー

ク
等

の
拠

点
に

お
い

て
、

ア
ジ

ア
企

業
と

県
内

企
業

が
連

携
し

て
ビ

ジ
ネ

ス
開

発
に

取
り

組
む

環
境

を
整

備
す

る
た

め
、

市
町

村
等

と
連

携
し

、
国

内
外

双
方

向
ビ

ジ
ネ

ス
の

交
流

や
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

企
業

等
が

集
積

す
る

拠
点

施
設

の
整

備
を

促
進

す
る

と
と

も
に

、
国

内
・
ア

ジ
ア

企
業

と
県

内
企

業
と

の
連

携
・
協

業
に

よ
る

新
た

な
ビ

ジ
ネ

ス
開

発
を

促
進

し
ま

す
。

　
ま

た
、

沖
縄

IT
 津

梁
パ

ー
ク

に
入

居
す

る
企

業
の

就
業

環
境

の
充

実
に

向
け

て
利

便
施

設
等

の
整

備
を

促
進

し
、

更
な

る
企

業
の

集
積

と
雇

用
の

創
出

に
取

り
組

み
ま

す
。

②
 情

報
通

信
産

業
集

積
拠

点
の

機
能

強
化

と
情

報
通

信
基

盤
の

利
用

促
進

　
沖

縄
IT

 津
梁

パ
ー

ク
等

の
拠

点
に

お
い

て
、

ア
ジ

ア
企

業
と

県
内

企
業

が
連

携
し

て
ビ

ジ
ネ

ス
開

発
に

取
り

組
む

環
境

を
整

備
す

る
た

め
、

市
町

村
等

と
連

携
し

、
国

内
外

双
方

向
ビ

ジ
ネ

ス
の

交
流

や
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

企
業

等
が

集
積

す
る

拠
点

施
設

の
整

備
を

促
進

す
る

と
と

も
に

、
国

内
・
ア

ジ
ア

企
業

と
県

内
企

業
と

の
連

携
・
協

業
に

よ
る

新
た

な
ビ

ジ
ネ

ス
開

発
を

促
進

し
ま

す
。

　
ま

た
、

沖
縄

IT
 津

梁
パ

ー
ク

に
入

居
す

る
企

業
の

就
業

環
境

の
充

実
に

向
け

て
利

便
施

設
等

の
整

備
を

促
進

し
、

更
な

る
企

業
の

集
積

と
雇

用
の

創
出

に
取

り
組

み
ま

す
。

　
沖

縄
国

際
情

報
通

信
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
（
海

底
光

ケ
ー

ブ
ル

）
や

沖
縄

ク
ラ

ウ
ド

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

等
の

通
信

基
盤

を
活

用
し

、
国

内
外

か
ら

の
デ

ー
タ

の
集

積
促

進
を

図
る

と
と

も
に

、
集

積
し

た
デ

ー
タ

を
活

用
し

た
新

た
な

ビ
ジ

ネ
ス

創
出

に
取

り
組

み
ま

す
。

取
組

、
ボ

リ
ュ

ー
ム

整
理

（
統

合
）

施
策

②
③

を
統

合

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

2
0

4
1
0
7

1
1

　
ア

ジ
ア

で
は

幾
重

に
も

重
な

る
成

長
が

見
ら

れ
、

一
国

で
は

な
く
、

低
賃

金
の

他
国

へ
と

伝
播

し
て

発
展

の
波

が
幾

重
に

も
重

な
っ

て
展

開
さ

れ
て

お
り

、
こ

の
発

展
の

高
ま

り
と

拡
大

が
ア

ジ
ア

の
ダ

イ
ナ

ミ
ズ

ム
で

す
。

～

原
文

を
削

除
し

、
P

1
0
7
　

3
-
(4

)　
リ

ー
ド

文
内

に
溶

け
込

ま
せ

る
（
項

番
2
9
参

照
）

リ
ー

ド
文

等
を

要
約

、
整

理
(移

動
）

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

2
1

4
1
0
7

1
3

～
ア

ジ
ア

開
発

銀
行

の
予

測
に

よ
る

と
、

世
界

の
G

D
P

に
占

め
る

ア
ジ

ア
全

体
の

G
D

P
比

率
は

、
2
0
1
3
年

の
2
9
％

か
ら

2
0
5
0
年

に
は

5
2
％

に
増

大
す

る
と

予
測

さ
れ

、
文

字
通

り
大

半
を

ア
ジ

ア
が

占
め

る
こ

と
に

な
り

、
「
ア

ジ
ア

の
世

紀
」
が

到
来

し
ま

す
。

現
在

は
コ

ロ
ナ

禍
で

ダ
メ

ー
ジ

を
受

け
て

い
る

も
の

の
、

収
束

す
れ

ば
、

ア
ジ

ア
の

ダ
イ

ナ
ミ

ズ
ム

は
、

再
び

活
力

を
取

り
戻

し
ま

す
。

原
文

を
削

除
し

、
P

8
　

1
6
行

　
第

２
章

⑤
ア

ジ
ア

経
済

の
動

向
　

に
統

合
リ

ー
ド

文
等

を
要

約
、

整
理

（
移

動
）

ア
ジ

ア
開

発
銀

行
の

予
測

に
つ

い
て

は
、

時
点

的
な

も
の

で
あ

る
た

め

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

2
2

4
1
0
7

1
8

　
本

県
が

ア
ジ

ア
の

ダ
イ

ナ
ミ

ズ
ム

を
取

り
込

む
と

と
も

に
、

ア
ジ

ア
の

発
展

に
貢

献
で

き
る

「
互

恵
」
の

理
念

に
基

づ
い

た
「
ア

ジ
ア

・
ゲ

ー
ト

ウ
ェ

イ
」
を

早
期

に
実

現
す

る
た

め
に

は
、

那
覇

空
港

、
那

覇
港

及
び

中
城

湾
港

新
港

地
区

を
機

軸
と

す
る

国
際

物
流

拠
点

の
形

成
と

、
国

際
物

流
産

業
の

集
積

に
取

り
組

む
必

要
が

あ
り

ま
す

。
～

原
文

を
削

除
す

る
。

リ
ー

ド
文

等
を

要
約

、
整

理
(重

複
）

＜
重

複
箇

所
＞

P
1
0
7
　

2
9
行

　
本

基
本

施
策

の
展

開
に

お
い

て
は

、
国

際
競

争
力

を
有

し
、

県
内

の
み

な
ら

ず
我

が
国

及
び

ア
ジ

ア
の

経
済

・
産

業
の

成
長

に
貢

献
す

る
「
ア

ジ
ア

・
ゲ

ー
ト

ウ
ェ

イ
」
と

し
て

の
国

際
物

流
拠

点
の

形
成

と
、

臨
空

・
臨

港
型

産
業

の
集

積
を

目
指

し
ま

す
。

P
1
0
7
、

お
よ

び
、

P
1
1
0
に

同
内

容
の

記
載

あ
り

。
な

お
、

国
際

物
流

拠
点

が
ど

の
よ

う
な

役
割

を
担

う
の

か
を

補
足

的
に

説
明

す
る

た
め

に
「
ア

ジ
ア

・
ゲ

ー
ト

ウ
ェ

イ
」
と

い
う

キ
ー

ワ
ー

ド
を

追
記

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

2
3

4
1
0
7

2
1

～
特

に
、

那
覇

空
港

・
港

湾
エ

リ
ア

は
、

モ
ノ

レ
ー

ル
駅

、
バ

ス
タ

ー
ミ

ナ
ル

等
の

主
要

交
通

拠
点

に
加

え
、

県
庁

や
市

役
所

、
企

業
支

援
機

関
等

の
各

種
公

的
機

関
、

県
内

外
大

手
企

業
の

オ
フ

ィ
ス

街
、

国
際

通
り

や
金

城
周

辺
等

の
商

業
地

、
住

宅
街

等
が

車
で

1
0
分

圏
内

に
あ

り
、

国
内

外
他

空
港

の
周

辺
地

域
に

比
べ

て
極

め
て

利
便

性
の

高
い

環
境

を
備

え
て

い
ま

す
。

～

原
文

を
削

除
す

る
。

（
転

記
）
原

文
を

削
除

し
、

注
釈

・
用

語
集

等
へ

転
記

す
る

。

「
那

覇
空

港
・
那

覇
港

エ
リ

ア
」
周

辺
の

説
明

で
あ

る
た

め

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

45



番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（
素

案
）
本

文
意

　
　

見
 (

 修
　

正
　

文
　

案
　

等
 )

理
　

　
由

　
　

等
審

 議
 結

 果
 （

案
）

2
4

4
1
0
7

2
5

～
こ

れ
ら

の
地

域
を

シ
ー

ム
レ

ス
か

つ
計

画
的

に
再

開
発

す
る

こ
と

に
よ

り
、

魅
力

的
な

ビ
ジ

ネ
ス

交
流

拠
点

と
し

て
発

展
す

る
こ

と
が

期
待

で
き

ま
す

。
原

文
を

削
除

す
る

。
リ

ー
ド

文
等

を
要

約
、

整
理

（
重

複
）

＜
重

複
箇

所
＞

P
1
1
1
　

1
3
行

～
ま

た
、

ビ
ジ

ネ
ス

交
流

拠
点

の
形

成
に

つ
い

て
は

、
豊

富
な

航
空

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

、
港

湾
や

中
心

市
街

地
と

の
近

接
性

等
の

強
み

を
生

か
し

、
那

覇
空

港
の

周
辺

地
域

に
国

内
外

の
企

業
に

ビ
ジ

ネ
ス

の
場

や
機

会
を

提
供

す
る

競
争

力
の

あ
る

ビ
ジ

ネ
ス

環
境

を
整

備
し

、
国

際
的

か
つ

魅
力

的
な

ビ
ジ

ネ
ス

交
流

拠
点

を
形

成
す

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。

「
競

争
力

」
や

「
国

際
的

」
な

拠
点

整
備

に
加

え
、

「
魅

力
的

」
と

い
う

キ
ー

ワ
ー

ド
を

追
記

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

2
5

4
1
0
7

2
9

　
本

基
本

施
策

の
展

開
に

お
い

て
は

、
国

際
競

争
力

を
有

し
、

県
内

の
み

な
ら

ず
我

が
国

及
び

ア
ジ

ア
の

経
済

・
産

業
の

成
長

に
貢

献
す

る
国

際
物

流
拠

点
の

形
成

と
、

臨
空

・
臨

港
型

産
業

の
集

積
を

目
指

し
ま

す
。

　
国

際
的

な
競

争
・
競

合
下

で
の

優
位

性
の

確
立

に
資

す
る

、
物

流
コ

ス
ト

の
低

減
、

所
要

時
間

の
短

縮
、

多
様

な
輸

送
経

路
の

確
保

と
い

っ
た

国
際

物
流

機
能

の
強

化
等

に
よ

る
、

我
が

国
と

ア
ジ

ア
諸

国
等

を
結

ぶ
国

際
貨

物
や

県
産

品
等

の
輸

出
の

増
加

な
ど

、
ア

ジ
ア

に
お

け
る

国
際

物
流

拠
点

と
し

て
の

活
性

化
が

課
題

で
す

。
　

こ
の

た
め

、
シ

ー
・
ア

ン
ド

・
エ

ア
な

ど
多

様
な

国
際

物
流

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

強
化

と
物

流
コ

ス
ト

低
減

、
臨

空
・
臨

港
型

産
業

の
集

積
促

進
、

県
内

事
業

者
の

海
外

展
開

促
進

と
ビ

ジ
ネ

ス
交

流
拠

点
の

形
成

に
取

り
組

み
ま

す
。

　
本

基
本

施
策

の
展

開
に

お
い

て
は

、
本

県
の

東
ア

ジ
ア

の
中

心
に

位
置

す
る

地
理

的
優

位
性

等
を

生
か

し
、

ア
ジ

ア
・
太

平
洋

地
域

の
結

節
点

と
し

て
我

が
国

及
び

ア
ジ

ア
の

発
展

に
貢

献
す

る
と

と
も

に
、

ア
ジ

ア
の

ダ
イ

ナ
ミ

ズ
ム

を
取

り
込

む
那

覇
空

港
、

那
覇

港
及

び
中

城
湾

港
新

港
地

区
を

核
と

す
る

国
際

物
流

拠
点

の
形

成
と

臨
空

・
臨

港
型

産
業

の
集

積
を

目
指

し
ま

す
。

  
 ア

ジ
ア

で
は

幾
重

に
も

重
な

る
成

長
が

見
ら

れ
、

一
国

で
は

な
く
他

国
へ

と
伝

播
し

て
発

展
の

波
が

重
層

的
に

展
開

さ
れ

て
い

ま
す

。
こ

の
発

展
の

高
ま

り
と

拡
大

が
ア

ジ
ア

の
ダ

イ
ナ

ミ
ズ

ム
で

あ
り

、
ア

ジ
ア

の
活

力
を

本
県

の
自

立
型

経
済

の
発

展
に

取
り

込
ん

で
い

く
こ

と
が

重
要

で
す

。
  

 我
が

国
と

ア
ジ

ア
諸

国
等

を
結

ぶ
国

際
貨

物
や

県
産

品
等

の
輸

出
の

増
加

に
向

け
て

は
、

多
様

な
物

流
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

や
国

際
競

争
力

を
有

す
る

国
際

物
流

機
能

の
強

化
等

に
よ

る
物

流
コ

ス
ト

の
低

減
を

は
じ

め
、

高
付

加
価

値
製

品
を

製
造

す
る

企
業

等
の

誘
致

、
県

内
企

業
の

海
外

展
開

等
を

後
押

し
す

る
ビ

ジ
ネ

ス
環

境
の

構
築

が
課

題
で

す
。

  
 こ

の
た

め
、

シ
ー

・
ア

ン
ド

・
エ

ア
な

ど
多

様
な

国
際

物
流

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

強
化

と
物

流
コ

ス
ト

の
低

減
、

臨
空

・
臨

港
型

産
業

の
集

積
促

進
、

県
内

事
業

者
の

海
外

展
開

促
進

と
ビ

ジ
ネ

ス
交

流
拠

点
の

形
成

に
取

り
組

み
ま

す
。

（
要
約
）
項
番
24
－
28
の
内
容
も
含
め
て
要
約
す
る

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

2
6

4
1
0
8

8

　
東

ア
ジ

ア
の

中
心

に
位

置
す

る
地

理
的

優
位

性
は

観
光

の
玄

関
口

と
し

て
の

役
割

は
も

と
よ

り
、

航
空

・
海

上
貨

物
輸

送
に

お
い

て
リ

ー
ド

タ
イ

ム
（
所

要
時

間
）

の
短

縮
と

い
う

比
較

優
位

が
あ

り
ま

す
。

こ
の

た
め

、
空

港
と

港
湾

と
の

近
接

性
か

ら
機

能
連

結
に

よ
る

シ
ー

・
ア

ン
ド

・
エ

ア
な

ど
多

様
な

輸
送

経
路

の
確

保
に

よ
り

国
際

物
流

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
機

能
を

高
め

、
我

が
国

と
ア

ジ
ア

諸
国

等
を

結
ぶ

「
ア

ジ
ア

の
橋

頭
堡

」
と

し
て

の
国

際
物

流
拠

点
の

形
成

を
進

め
ま

す
。

～

　
東

ア
ジ

ア
の

中
心

に
位

置
す

る
地

理
的

優
位

性
を

最
大

限
に

活
用

し
、

空
港

と
港

湾
と

の
近

接
性

か
ら

機
能

連
結

に
よ

る
シ

ー
・
ア

ン
ド

・
エ

ア
な

ど
多

様
な

輸
送

経
路

の
確

保
に

よ
り

国
際

物
流

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
機

能
を

高
め

、
我

が
国

と
ア

ジ
ア

諸
国

等
を

結
ぶ

「
ア

ジ
ア

の
橋

頭
堡

」
と

し
て

の
国

際
物

流
拠

点
の

形
成

を
進

め
ま

す
。

～

リ
ー

ド
文

等
を

要
約

、
整

理
(要

約
）

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

2
7

4
1
0
8

1
3

～
さ

ら
に

、
那

覇
空

港
・
那

覇
港

エ
リ

ア
等

の
活

用
に

よ
る

国
際

物
流

機
能

の
拡

充
、

ア
ジ

ア
の

ダ
イ

ナ
ミ

ズ
ム

を
取

り
込

む
臨

空
・
臨

港
型

産
業

の
集

積
地

と
し

て
の

将
来

像
を

描
き

、
空

港
・
港

湾
機

能
の

拡
張

性
に

つ
い

て
検

討
す

べ
き

で
あ

り
、

民
間

利
用

を
含

め
た

早
期

着
手

の
た

め
の

検
討

が
必

要
で

す
。

原
文

を
削

除
す

る
リ

ー
ド

文
等

を
要

約
、

整
理

（
重

複
）

＜
重

複
箇

所
＞

P
2
6
 3

2
行

　
ア

ジ
ア

の
ダ

イ
ナ

ミ
ズ

ム
を

逸
す

る
こ

と
な

く
取

り
込

む
た

め
、

1
0
年

先
を

見
越

し
た

臨
空

・
臨

港
都

市
の

イ
メ

ー
ジ

を
具

体
化

す
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

～

「
6
 将

来
像

実
現

に
向

け
た

課
題

と
道

筋
」
と

し
て

整
理

し
て

い
る

と
こ

ろ
。

3
-
(4

)-
ア

に
お

い
て

具
体

的
な

取
組

を
記

載
す

る
に

至
っ

て
い

な
い

こ
と

か
ら

当
該

箇
所

か
ら

は
削

除
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

2
8

4
1
1
1

5

　
那

覇
空

港
・
那

覇
港

の
国

際
物

流
機

能
を

活
用

し
た

産
業

集
積

が
進

む
中

、
新

た
な

展
開

と
し

て
下

地
島

空
港

等
の

離
島

空
港

を
活

用
し

た
航

空
・
宇

宙
関

連
産

業
の

展
開

を
推

進
し

、
新

た
な

産
業

の
創

出
と

集
積

に
取

り
組

み
ま

す
。

　
那

覇
空

港
・
那

覇
港

の
国

際
物

流
機

能
を

活
用

し
た

産
業

集
積

が
進

む
中

、
新

た
な

展
開

と
し

て
下

地
島

空
港

等
の

離
島

空
港

を
活

用
し

た
航

空
・
宇

宙
関

連
産

業
の

展
開

を
推

進
し

、
新

た
な

産
業

の
創

出
と

集
積

に
取

り
組

み
ま

す
。

 ま
た

、
離

島
空

港
利

用
者

の
利

便
性

・
快

適
性

の
向

上
を

図
る

と
と

も
に

、
航

空
貨

物
輸

送
を

強
化

し
、

さ
ら

に
宇

宙
事

業
を

展
開

、
推

進
す

る
た

め
、

航
空

・
宇

宙
関

連
の

空
港

施
設

の
機

能
向

上
に

取
り

組
み

ま
す

。

取
組

、
ボ

リ
ュ

ー
ム

整
理

(追
記

）
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。
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番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（
素

案
）
本

文
意

　
　

見
 (

 修
　

正
　

文
　

案
　

等
 )

理
　

　
由

　
　

等
審

 議
 結

 果
 （

案
）

2
9

4
1
1
1

1
3

～
ま

た
、

ビ
ジ

ネ
ス

交
流

拠
点

の
形

成
に

つ
い

て
は

、
豊

富
な

航
空

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

、
港

湾
や

中
心

市
街

地
と

の
近

接
性

等
の

強
み

を
生

か
し

、
那

覇
空

港
の

周
辺

地
域

に
国

内
外

の
企

業
に

ビ
ジ

ネ
ス

の
場

や
機

会
を

提
供

す
る

競
争

力
の

あ
る

ビ
ジ

ネ
ス

環
境

を
整

備
し

、
国

際
的

な
ビ

ジ
ネ

ス
交

流
拠

点
を

形
成

す
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

～
ま

た
、

ビ
ジ

ネ
ス

交
流

拠
点

の
形

成
に

つ
い

て
は

、
豊

富
な

航
空

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

、
港

湾
や

中
心

市
街

地
と

の
近

接
性

等
の

強
み

を
生

か
し

、
 那

覇
空

港
の

周
 辺

地
域

那
覇

空
港

・
港

湾
エ

リ
ア

に
国

内
外

の
企

業
に

ビ
ジ

ネ
ス

の
場

や
機

会
を

提
供

す
る

競
争

力
の

あ
る

ビ
ジ

ネ
ス

環
境

を
整

備
し

、
国

際
的

か
つ

魅
力

的
な

ビ
ジ

ネ
ス

交
流

拠
点

を
形

成
す

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。

リ
ー

ド
文

等
を

要
約

、
整

理
(移

動
）

P
1
0
7
　

2
9
行

　
削

除
に

伴
う

文
言

溶
け

込
み

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

3
0

4
1
1
2

8

　
科

学
技

術
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
創

出
し

、
持

続
可

能
な

産
業

の
振

興
に

つ
な

げ
て

い
く
た

め
に

は
、

O
IS

T
、

琉
球

大
学

、
名

桜
大

学
、

国
立

沖
縄

工
業

高
等

専
門

学
校

（
以

下
、

「
沖

縄
高

専
」
）
等

の
研

究
成

果
を

実
用

化
・
事

業
化

へ
と

つ
な

げ
て

い
く
こ

と
が

重
要

で
す

。
～

原
文

を
削

除
し

、
P

1
1
3
　

2
行

　
３

－
⑸

ー
ア

に
移

動

　
科

学
技

術
に

よ
る

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

創
出

し
、

持
続

可
能

な
産

業
の

振
興

に
つ

な
げ

て
い

く
た

め
に

は
、

O
IS

T
、

琉
球

大
学

、
名

桜
大

学
、

　
　

　
沖

縄
高

専
を

核
と

し
て

、
県

内
の

大
学

及
び

沖
縄

高
専

（
以

下
「
県

内
大

学
等

」
）
の

研
究

成
果

を
実

用
化

・
事

業
化

へ
と

つ
な

げ
て

い
く
こ

と
が

重
要

で
す

。
～

（
削

除
・
移

動
・
修

正
）
原

文
を

削
除

し
、

一
部

内
容

を
移

動
・
修

正
、

略
語

の
追

加

核
と

な
る

４
大

学
・
高

専
の

他
、

県
内

の
他

大
学

と
の

連
携

も
今

後
は

必
要

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

他
大

学
も

含
め

て
「
県

内
大

学
等

」
と

し
て

整
理

し
、

「
O

IS
T
等

」
、

「
大

学
等

」
と

記
載

さ
れ

て
い

た
内

容
を

修
正

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

3
1

4
1
1
2

1
1

～
こ

の
た

め
、

大
学

等
、

研
究

機
関

、
支

援
機

関
（
公

益
財

団
法

人
沖

縄
科

学
技

術
振

興
セ

ン
タ

ー
、

公
益

財
団

法
人

沖
縄

県
産

業
振

興
公

社
等

）
、

企
業

、
金

融
機

関
等

の
各

主
体

が
有

機
的

に
連

携
し

、
絶

え
間

な
く
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

が
創

出
さ

れ
る

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
・
エ

コ
シ

ス
テ

ム
の

構
築

を
促

進
す

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
　

ま
た

、
O

IS
T
 の

国
際

的
に

卓
越

し
た

基
礎

研
究

や
、

琉
球

大
学

、
沖

縄
高

専
等

の
優

れ
た

研
究

成
果

を
県

内
企

業
や

県
民

に
、

よ
り

一
層

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
し

て
い

く
た

め
、

O
IS

T
 等

が
進

め
る

感
染

症
対

策
、

創
薬

、
ワ

ク
チ

ン
開

発
等

に
つ

な
が

る
基

礎
研

究
や

こ
れ

ま
で

の
研

究
成

果
を

活
用

し
た

感
染

症
分

野
等

に
関

連
す

る
取

組
等

を
促

進
す

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
　

さ
ら

に
、

「
健

康
」
は

計
画

の
目

標
の

一
つ

で
あ

る
県

民
の

幸
福

感
を

高
め

る
重

要
な

要
素

で
す

。
こ

の
た

め
、

本
県

の
食

文
化

を
は

じ
め

、
本

県
独

自
の

素
材

を
生

か
し

た
健

康
・
長

寿
に

寄
与

す
る

調
査

・
研

究
を

促
進

す
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

原
文

を
削

除
し

、
以

下
に

移
動

P
1
1
3
　

1
3
行

　
３

－
⑸

ー
ア

　
こ

の
た

め
、

O
IS

T
の

国
際

的
に

卓
越

し
た

研
究

内
容

・
成

果
等

の
普

及
啓

発
を

促
進

す
る

と
と

も
に

、
県

内
大

学
等

の
優

れ
た

研
究

成
果

等
を

県
内

企
業

や
県

民
に

、
よ

り
一

層
還

元
し

て
い

く
た

め
、

県
内

大
学

等
、

研
究

機
関

、
支

援
機

関
（
公

益
財

団
法

人
沖

縄
科

学
技

術
振

興
セ

ン
タ

ー
、

公
益

財
団

法
人

沖
縄

県
産

業
振

興
公

社
等

）
、

企
業

、
金

融
機

関
等

、
産

学
官

金
の

各
主

体
が

有
機

的
に

連
携

し
、

絶
え

間
な

く
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

が
創

出
さ

れ
る

、
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

・
エ

コ
シ

ス
テ

ム
の

構
築

を
目

指
し

、
次

に
掲

げ
る

施
策

を
推

進
し

ま
す

。

P
1
1
3
　

3
2
行

　
3
-
⑸

-
ア

①
　

加
え

て
、

県
内

大
学

等
が

進
め

る
感

染
症

対
策

・
創

薬
・
ワ

ク
チ

ン
開

発
分

野
の

研
究

、
先

端
医

療
や

健
康

・
長

寿
分

野
の

研
究

な
ど

、
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

・
エ

コ
シ

ス
テ

ム
の

構
築

に
向

け
、

更
な

る
支

援
が

求
め

ら
れ

て
い

る
分

野
の

共
同

研
究

等
の

推
進

に
取

り
組

み
ま

す
。

（
削

除
・
移

動
・
要

約
）
原

文
を

削
除

し
、

一
部

内
容

を
移

動
・
修

正
、

用
語

の
統

一
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

3
2

4
1
1
2

2
3

　
本

基
本

施
策

の
展

開
に

お
い

て
は

、
産

学
官

金
の

有
機

的
連

携
に

よ
る

相
乗

効
果

の
発

揮
な

ど
、

科
学

技
術

を
活

用
し

、
新

た
な

付
加

価
値

を
創

造
す

る
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

型
の

経
済

成
長

へ
の

転
換

を
図

る
と

と
も

に
、

次
世

代
を

担
う

持
続

可
能

な
産

業
の

創
出

と
振

興
を

目
指

し
ま

す
。

　
先

端
技

術
等

の
研

究
成

果
を

駆
使

し
、

絶
え

間
な

い
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

が
創

出
さ

れ
る

仕
組

み
を

構
築

す
る

と
と

も
に

、
研

究
開

発
、

事
業

化
等

の
各

段
階

の
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

効
果

的
支

援
を

行
い

、
産

業
の

高
度

化
の

促
進

及
び

社
会

課
題

の
解

決
に

向
け

て
取

り
組

む
こ

と
が

課
題

で
す

。
　

こ
の

た
め

、
O

IS
T
 等

を
核

と
し

た
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

・
エ

コ
シ

ス
テ

ム
の

構
築

、
バ

イ
オ

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

を
活

用
し

た
産

業
化

の
促

進
に

取
り

組
み

ま
す

。

　
本

基
本

施
策

の
展

開
に

お
い

て
は

、
科

学
技

術
を

活
用

し
、

産
学

官
金

の
有

機
的

連
携

に
よ

る
相

乗
効

果
の

発
揮

に
よ

り
、

　
　

　
新

た
な

付
加

価
値

を
創

造
す

る
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

型
の

経
済

成
長

へ
の

転
換

を
図

る
た

め
、

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

創
出

と
次

世
代

を
担

う
持

続
可

能
な

産
業

の
　

　
振

興
を

目
指

し
ま

す
。

　
先

端
技

術
等

の
研

究
成

果
を

駆
使

し
、

絶
え

間
な

い
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

が
創

出
さ

れ
る

仕
組

み
を

構
築

す
る

と
と

も
に

、
研

究
開

発
 ・

 事
業

化
等

の
各

段
階

の
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

効
果

的
支

援
や

、
産

業
の

高
度

化
の

促
進

及
び

社
会

課
題

の
解

決
　

　
　

が
課

題
で

す
。

　
こ

の
た

め
、

O
IS

T
 、

琉
球

大
学

、
名

桜
大

学
、

沖
縄

工
業

高
等

専
門

学
校

（
以

下
、

「
沖

縄
高

専
」
）
を

核
と

し
た

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
・
エ

コ
シ

ス
テ

ム
の

構
築

、
バ

イ
オ

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

を
活

用
し

た
産

業
化

の
促

進
に

取
り

組
み

ま
す

。

（
修

正
）
基

本
施

策
の

名
称

と
整

合
、

「
O

IS
T
等

」
の

明
確

化
等

の
た

め
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

3
3

4
1
1
3

2

　
IC

T
 の

発
達

や
グ

ロ
ー

バ
ル

化
、

ニ
ー

ズ
の

多
様

化
等

に
よ

り
、

こ
れ

ま
で

以
上

に
ス

ピ
ー

ド
感

を
持

っ
て

、
新

た
な

価
値

を
創

出
す

る
こ

と
が

重
要

と
な

っ
て

い
ま

す
。

こ
の

よ
う

な
変

化
に

伴
い

、
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
担

い
手

は
、

大
企

業
か

ら
ベ

ン
チ

ャ
ー

企
業

や
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

へ
、

あ
る

い
は

、
企

業
間

や
産

学
の

連
携

等
に

よ
る

オ
ー

プ
ン

・
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

へ
と

変
わ

り
つ

つ
あ

り
ま

す
。

～

原
文

を
削

除
す

る
。

リ
ー

ド
文

等
を

要
約

、
整

理
(重

複
）

＜
重

複
箇

所
＞

P
1
1
2
　

2
4
行

　
基

本
施

策
リ

ー
ド

文
～

新
た

な
付

加
価

値
を

創
造

す
る

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
型

の
経

済
成

長
へ

の
転

換
を

図
る

～
P

1
1
4
　

1
2
行

　
施

策
③

～
研

究
成

果
を

掘
り

起
こ

し
、

そ
の

成
果

を
事

業
化

へ
つ

な
げ

る
ベ

ン
チ

ャ
ー

企
業

や
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

の
存

在
が

重
要

で
す

。
～

P
1
1
3
　

2
3
行

　
施

策
①

～
革

新
的

な
研

究
成

果
を

生
み

出
す

オ
ー

プ
ン

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

促
進

に
取

り
組

み
ま

す
。

～

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

47



番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（
素

案
）
本

文
意

　
　

見
 (

 修
　

正
　

文
　

案
　

等
 )

理
　

　
由

　
　

等
審

 議
 結

 果
 （

案
）

3
4

4
1
1
3

6

～
こ

の
た

め
、

ベ
ン

チ
ャ

ー
企

業
等

・
大

学
・
自

治
体

な
ど

、
異

な
る

分
野

間
の

マ
ッ

チ
ン

グ
や

共
同

研
究

、
産

学
連

携
等

を
促

進
し

、
協

働
に

よ
り

、
新

た
な

付
加

価
値

を
創

出
す

る
オ

ー
プ

ン
・
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
促

進
す

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。

原
文

を
削

除
し

、
P

1
1
3
　

2
0
行

　
3
-
⑸

-
ア

①
に

移
動

　
県

内
大

学
等

に
お

け
る

「
知

」
の

創
出

及
び

活
用

を
促

進
す

る
た

め
、

O
IS

T
、

琉
球

大
学

、
名

桜
大

学
、

沖
縄

高
専

、
う

る
ま

市
州

崎
地

区
等

に
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

創
出

拠
点

を
形

成
し

ま
す

。
こ

の
た

め
、

共
同

研
究

等
の

継
続

的
か

つ
弾

力
的

な
支

援
や

、
　

　
県

内
大

学
等

と
公

的
研

究
機

関
　

の
研

究
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

充
実

・
強

化
を

図
る

と
と

も
に

、
異

な
る

分
野

間
の

マ
ッ

チ
ン

グ
や

産
学

連
携

等
を

推
進

し
、

革
新

的
な

研
究

成
果

を
生

み
出

す
オ

ー
プ

ン
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
促

進
に

取
り

組
み

ま
す

。
～

（
移

動
、

要
約

）
原

文
を

削
除

し
、

一
部

内
容

を
移

動
・

修
正

、
用

語
の

統
一

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

3
5

4
1
1
3

9

～
ま

た
、

産
学

官
金

連
携

の
推

進
等

に
よ

り
、

O
IS

T
 等

の
技

術
的

・
人

的
資

源
を

有
効

に
活

用
す

る
取

組
を

推
進

し
、

O
IS

T
、

琉
球

大
学

、
名

桜
大

学
、

沖
縄

高
専

の
研

究
シ

ー
ズ

を
生

か
し

た
、

研
究

開
発

型
ベ

ン
チ

ャ
ー

企
業

等
の

継
続

的
な

創
出

・
育

成
を

図
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

原
文

を
削

除
す

る
。

リ
ー

ド
文

等
を

要
約

、
整

理
(重

複
）

＜
重

複
箇

所
＞

P
1
1
2
　

1
0
行

・
研

究
成

果
を

実
用

化
・
事

業
化

へ
と

つ
な

げ
て

い
く

こ
と

が
重

要
で

す
P

1
1
3
　

1
3
行

・
大

学
等

、
研

究
機

関
、

支
援

機
関

（
公

益
財

団
法

人
沖

縄
科

学
技

術
振

興
セ

ン
タ

ー
、

公
益

財
団

法
人

沖
縄

県
産

業
振

興
公

社
等

）
、

企
業

、
金

融
機

関
等

、
産

学
官

金
の

各
主

体
が

有
機

的
に

連
携

し

研
究

開
発

型
ベ

ン
チ

ャ
ー

の
記

載
は

、
４

つ
あ

る
施

策
の

う
ち

の
一

つ
の

み
を

と
り

あ
げ

る
記

載
と

な
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
削

除

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

3
6

4
1
1
3

2
5

～
ま

た
、

国
内

外
に

あ
る

研
究

機
関

と
の

研
究

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

基
盤

の
構

築
、

沖
縄

健
康

医
療

拠
点

の
形

成
と

の
連

携
、

県
民

に
向

け
た

O
IS

T
 の

研
究

内
容

や
成

果
の

普
及

啓
発

等
に

取
り

組
み

ま
す

。

～
ま

た
、

国
内

外
に

あ
る

大
学

等
と

の
研

究
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
基

盤
の

構
築

や
沖

縄
健

康
医

療
拠

点
　

　
と

の
連

携
　

　
　

　
等

に
取

り
組

み
ま

す
。

（
移

動
）
一

部
内

容
を

移
動

。
文

章
を

一
部

修
正

【
一

部
移

動
内

容
】

「
～

県
民

に
向

け
た

O
IS

T
の

研
究

内
容

や
成

果
の

普
及

啓
発

～
」

→
施

策
展

開
リ

ー
ド

文
（
3
-
⑸

-
ア

）
に

移
動

し
、

「
県

民
」
と

い
う

限
定

的
な

対
象

範
囲

を
削

除
し

、
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

・
エ

コ
シ

ス
テ

ム
の

構
築

の
た

め
の

重
要

な
要

素
の

一
つ

と
し

て
位

置
づ

け

【
一

部
修

正
】

研
究

機
関

　
→

　
大

学
等

へ
修

正
国

内
外

の
「
大

学
」
と

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

築
が

重
要

で
あ

る
た

め
、

大
学

等
に

修
正

（
研

究
機

関
は

等
に

含
ま

れ
る

と
し

て
整

理
）

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

3
7

4
1
1
3

2
8

　
さ

ら
に

、
大

学
等

、
研

究
機

関
、

支
援

機
関

、
企

業
、

金
融

機
関

等
の

産
学

官
金

が
連

携
し

、
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

創
出

拠
点

等
で

生
み

出
さ

れ
た

「
知

」
や

、
O

IS
T

を
核

と
し

て
国

内
外

か
ら

本
県

に
集

積
し

た
「
知

」
を

、
産

業
振

興
や

社
会

課
題

の
解

決
に

つ
な

げ
る

共
同

研
究

等
の

推
進

に
取

り
組

み
ま

す
。

　
さ

ら
に

、
県

内
大

学
等

、
研

究
機

関
、

支
援

機
関

、
企

業
、

金
融

機
関

等
の

産
学

官
金

が
連

携
し

て
、

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
創

出
拠

点
等

で
生

み
出

さ
れ

た
「
知

」
や

、
O

IS
T
 を

核
と

し
て

国
内

外
か

ら
本

県
に

集
積

し
た

「
知

」
を

活
用

し
、

産
業

振
興

や
社

会
課

題
の

解
決

に
つ

な
げ

る
共

同
研

究
等

の
推

進
に

取
り

組
み

ま
す

。

（
修

正
) 

用
語

の
統

一
、

一
部

文
言

修
正

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

3
8

4
1
1
4

3

　
大

学
等

や
県

立
試

験
研

究
機

関
が

持
つ

研
究

シ
ー

ズ
や

成
果

を
本

県
の

産
業

振
興

に
結

び
付

け
て

い
く
た

め
、

知
的

財
産

権
制

度
の

活
用

や
技

術
移

転
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
知

的
財

産
の

創
造

・
保

護
・
活

用
に

向
け

た
普

及
啓

発
や

企
業

ニ
ー

ズ
等

を
見

据
え

た
地

場
産

業
の

高
度

化
等

に
取

り
組

み
ま

す
。

　
ま

た
、

県
立

試
験

研
究

機
関

に
つ

い
て

は
、

新
た

な
産

業
の

創
出

や
地

場
産

業
の

高
度

化
に

結
び

付
け

る
た

め
、

産
業

界
や

県
民

ニ
ー

ズ
等

を
見

据
え

た
付

加
価

値
の

高
い

製
品

・
技

術
の

開
発

に
取

り
組

み
ま

す
。

　
県

内
大

学
等

や
県

立
試

験
研

究
機

関
が

持
つ

研
究

シ
ー

ズ
や

成
果

を
本

県
の

産
業

振
興

に
結

び
付

け
て

い
く
た

め
、

知
的

財
産

権
制

度
の

活
用

や
技

術
移

転
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
知

的
財

産
の

創
造

・
保

護
・
活

用
に

向
け

た
普

及
啓

発
や

企
業

ニ
ー

ズ
等

を
見

据
え

た
地

場
産

業
の

高
度

化
等

に
取

り
組

み
ま

す
。

　
ま

た
、

県
立

試
験

研
究

機
関

に
つ

い
て

は
、

新
た

な
産

業
の

創
出

や
地

場
産

業
の

高
度

化
に

結
び

付
け

る
た

め
、

産
業

界
や

県
民

ニ
ー

ズ
等

を
見

据
え

た
付

加
価

値
の

高
い

製
品

・
技

術
の

開
発

に
取

り
組

み
ま

す
。

（
修

正
）
用

語
の

統
一

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

48



番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（
素

案
）
本

文
意

　
　

見
 (

 修
　

正
　

文
　

案
　

等
 )

理
　

　
由

　
　

等
審

 議
 結

 果
 （

案
）

3
9

4
1
1
4

1
2

　
継

続
的

な
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
創

出
に

向
け

て
は

、
大

学
等

に
潜

在
す

る
研

究
成

果
を

掘
り

起
こ

し
、

そ
の

成
果

を
事

業
化

へ
つ

な
げ

る
ベ

ン
チ

ャ
ー

企
業

等
の

存
在

が
重

要
で

す
。

こ
の

た
め

、
事

業
化

に
向

け
た

研
究

シ
ー

ズ
の

継
続

的
な

支
援

か
ら

、
ビ

ジ
ネ

ス
マ

イ
ン

ド
を

持
っ

た
起

業
、

安
定

経
営

及
び

事
業

拡
大

ま
で

の
各

ス
テ

ー
ジ

に
応

じ
た

課
題

解
決

支
援

、
イ

ン
キ

ュ
ベ

ー
シ

ョ
ン

施
設

の
入

居
や

資
金

獲
得

支
援

な
ど

、
支

援
機

関
等

と
連

携
し

、
大

学
発

ベ
ン

チ
ャ

ー
等

が
生

ま
れ

や
す

い
環

境
整

備
を

促
進

し
ま

す
。

　
継

続
的

な
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
創

出
に

向
け

て
は

、
県

内
大

学
等

に
潜

在
す

る
研

究
成

果
を

掘
り

起
こ

し
、

そ
の

成
果

を
事

業
化

へ
つ

な
げ

る
ベ

ン
チ

ャ
ー

企
業

や
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

の
存

在
が

重
要

で
す

。
こ

の
た

め
、

事
業

化
に

向
け

た
研

究
等

の
継

続
的

な
支

援
　

　
、

起
業

・
安

定
経

営
・
事

業
拡

大
ま

で
の

各
ス

テ
ー

ジ
に

応
じ

た
課

題
解

決
支

援
、

イ
ン

キ
ュ

ベ
ー

シ
ョ

ン
施

設
の

入
居

や
資

金
獲

得
支

援
な

ど
、

支
援

機
関

等
と

連
携

し
、

大
学

発
ベ

ン
チ

ャ
ー

等
が

生
ま

れ
育

ち
や

す
い

環
境

整
備

を
促

進
し

ま
す

。

（
修

正
）
用

語
の

統
一

、
適

切
な

内
容

に
す

る
た

め
一

部
修

正
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

4
0

4
1
1
4

2
0

　
大

学
等

や
研

究
機

関
が

持
つ

研
究

成
果

や
技

術
等

を
社

会
課

題
解

決
や

社
会

実
装

に
つ

な
げ

る
た

め
、

社
会

課
題

解
決

に
向

け
た

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
創

出
支

援
に

取
り

組
み

ま
す

。
ま

た
、

大
学

等
の

人
文

、
社

会
科

学
と

自
然

科
学

の
融

合
に

よ
る

「
総

合
知

」
を

活
用

し
、

科
学

技
術

に
よ

る
社

会
課

題
解

決
に

向
け

た
体

制
の

構
築

の
取

組
を

促
進

す
る

と
と

も
に

、
「
沖

縄
の

社
会

課
題

」
を

供
給

す
る

仕
組

み
を

確
立

し
、

県
内

企
業

や
地

域
と

連
携

す
る

な
ど

、
S
D

G
s 

の
観

点
を

踏
ま

え
た

新
し

い
形

の
産

学
官

金
連

携
に

よ
る

社
会

課
題

解
決

に
向

け
た

体
制

の
構

築
に

取
り

組
み

ま
す

。

　
県

内
大

学
等

や
研

究
機

関
が

持
つ

研
究

成
果

や
技

術
等

を
社

会
課

題
解

決
や

社
会

実
装

に
つ

な
げ

る
た

め
、

社
会

課
題

解
決

に
向

け
た

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
創

出
支

援
に

取
り

組
み

ま
す

。
ま

た
、

県
内

大
学

等
の

人
文

、
社

会
科

学
と

自
然

科
学

の
融

合
に

よ
る

「
総

合
知

」
を

活
用

し
、

科
学

技
術

に
よ

る
社

会
課

題
解

決
に

向
け

た
体

制
の

構
築

の
取

組
を

促
進

す
る

と
と

も
に

、
「
沖

縄
の

社
会

課
題

」
を

供
給

す
る

仕
組

み
を

確
立

し
、

県
内

企
業

や
地

域
と

連
携

す
る

な
ど

、
S
D

G
s 

の
観

点
を

踏
ま

え
た

新
し

い
形

の
産

学
官

金
連

携
に

よ
る

社
会

課
題

解
決

に
向

け
た

体
制

の
構

築
に

取
り

組
み

ま
す

。

（
修

正
）
用

語
の

統
一

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

4
1

4
1
1
5

1
6

　
再

生
医

療
や

遺
伝

子
治

療
等

の
先

端
医

療
分

野
に

お
い

て
、

国
内

外
の

動
向

を
注

視
し

な
が

ら
、

実
用

化
を

見
据

え
た

研
究

開
発

や
臨

床
試

験
等

の
支

援
に

取
り

組
み

ま
す

。

　
再

生
医

療
や

遺
伝

子
治

療
等

の
先

端
医

療
分

野
に

お
い

て
、

こ
れ

ま
で

の
研

究
開

発
の

成
果

を
生

か
し

、
ま

た
、

国
内

外
の

動
向

を
注

視
し

な
が

ら
産

業
利

用
等

の
観

点
を

踏
ま

え
、

実
用

化
を

見
据

え
た

研
究

開
発

や
臨

床
試

験
等

の
支

援
に

取
り

組
み

ま
す

。
　

さ
ら

に
、

事
業

化
及

び
事

業
拡

大
に

向
け

た
経

営
課

題
の

解
決

等
に

向
け

て
も

取
り

組
み

ま
す

。

取
組

、
ボ

リ
ュ

ー
ム

整
理

（
追

記
）

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

4
2

4
1
1
5

2
0

　
高

付
加

価
値

な
製

品
開

発
や

サ
ー

ビ
ス

提
供

の
可

能
性

が
期

待
さ

れ
る

健
康

・
医

療
分

野
に

つ
い

て
は

、
研

究
機

関
や

医
療

機
関

と
連

携
し

、
IT

・
物

流
等

の
周

辺
産

業
も

含
め

、
研

究
開

発
か

ら
製

造
販

売
ま

で
一

連
で

事
業

展
開

が
可

能
な

産
業

拠
点

の
整

備
に

取
り

組
み

ま
す

。

　
高

付
加

価
値

な
製

品
開

発
や

サ
－

ビ
ス

提
供

の
可

能
性

が
期

待
さ

れ
る

健
康

・
医

療
分

野
の

バ
イ

オ
関

連
産

業
に

つ
い

て
は

、
バ

イ
オ

ベ
ン

チ
ャ

－
企

業
を

は
じ

め
研

究
機

関
や

医
療

機
関

等
と

連
携

し
、

IT
・
物

流
等

の
周

辺
産

業
も

含
め

、
研

究
開

発
か

ら
製

造
販

売
ま

で
一

連
で

事
業

展
開

が
可

能
な

機
能

等
を

有
し

た
産

業
拠

点
の

整
備

に
取

り
組

み
ま

す
。

取
組

、
ボ

リ
ュ

ー
ム

整
理

（
追

記
）

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

4
3

4
1
1
5

2
8

　
広

大
な

海
域

を
有

し
国

内
で

唯
一

亜
熱

帯
・
海

洋
性

気
候

に
属

す
る

本
県

は
、

地
理

的
・
自

然
的

特
性

に
よ

り
、

多
様

な
生

物
資

源
が

豊
富

に
存

在
し

て
い

ま
す

。
こ

の
よ

う
な

生
物

資
源

等
を

活
用

し
た

先
端

的
な

研
究

・
技

術
開

発
を

拡
充

す
る

と
と

も
に

、
島

し
ょ

地
域

の
地

理
的

・
経

済
的

な
隔

離
性

等
を

生
か

し
、

健
康

・
医

療
・
バ

イ
オ

関
連

や
環

境
、

交
通

、
物

流
、

金
融

等
の

様
々

な
分

野
に

お
い

て
、

規
制

の
サ

ン
ド

ボ
ッ

ク
ス

制
度

等
を

活
用

し
た

本
県

を
実

証
フ

ィ
ー

ル
ド

と
す

る
新

た
な

事
業

や
技

術
等

の
創

出
を

促
進

す
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

ま
た

、
ア

ジ
ア

へ
の

近
接

性
を

生
か

し
た

新
た

な
産

業
が

集
積

し
つ

つ
あ

り
、

先
端

加
工

産
業

や
バ

イ
オ

・
医

療
関

連
産

業
な

ど
、

高
付

加
価

値
産

業
の

集
積

を
加

速
さ

せ
る

と
と

も
に

、
本

県
の

持
続

可
能

な
発

展
に

つ
な

が
る

新
た

な
産

業
の

創
出

を
促

進
す

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
　

さ
ら

に
、

第
４

次
産

業
革

命
の

推
進

に
よ

る
S
o
c
ie

ty
5
.0

の
実

現
や

、
産

業
の

国
際

競
争

力
向

上
を

図
る

上
で

、
革

新
的

な
技

術
や

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
で

世
界

に
新

し
い

価
値

を
生

む
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

企
業

は
重

要
な

存
在

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

大
手

企
業

や
投

資
家

、
大

学
、

自
治

体
等

の
各

主
体

が
連

携
す

る
こ

と
に

よ
り

、
継

続
的

に
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

や
ベ

ン
チ

ャ
ー

企
業

等
が

生
ま

れ
成

長
し

や
す

い
仕

組
み

や
環

境
づ

く
り

を
推

進
し

、
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

・
エ

コ
シ

ス
テ

ム
の

強
化

を
図

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
　

本
基

本
施

策
の

展
開

に
お

い
て

は
、

既
存

産
業

と
新

た
な

フ
ァ

ク
タ

ー
と

の
有

機
的

連
携

等
に

よ
る

相
乗

効
果

の
創

出
及

び
発

揮
を

通
じ

て
、

本
県

の
持

続
可

能
な

発
展

に
つ

な
が

る
新

た
な

産
業

の
創

出
を

目
指

し
ま

す
。

　
沖

縄
独

自
の

様
々

な
資

源
や

ソ
フ

ト
パ

ワ
ー

な
ど

、
比

較
優

位
性

や
潜

在
力

を
戦

略
的

に
活

用
し

、
新

事
業

・
新

産
業

が
創

出
さ

れ
る

環
境

を
整

え
る

こ
と

が
課

題
で

す
。

　
こ

の
た

め
、

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
の

促
進

、
S
D

G
sに

資
す

る
ビ

ジ
ネ

ス
展

開
の

促
進

、
沖

縄
の

ソ
フ

ト
パ

ワ
ー

を
生

か
し

た
新

事
業

・
新

産
業

の
創

出
に

取
り

組
み

ま
す

。

　
本

基
本

施
策

の
展

開
に

お
い

て
は

、
自

律
的

に
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

や
ベ

ン
チ

ャ
ー

企
業

等
が

生
ま

れ
成

長
す

る
、

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
・
エ

コ
シ

ス
テ

ム
の

構
築

や
既

存
産

業
と

新
た

な
フ

ァ
ク

タ
ー

と
の

有
機

的
連

携
等

に
よ

る
相

乗
効

果
の

創
出

及
び

発
揮

を
通

じ
て

、
本

県
の

優
位

性
や

潜
在

力
を

生
か

し
、

持
続

可
能

な
発

展
に

つ
な

が
る

新
た

な
産

業
の

創
出

を
目

指
し

ま
す

。
　

産
業

の
国

際
競

争
力

向
上

を
図

る
上

で
、

革
新

的
な

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
や

技
術

で
新

し
い

価
値

を
生

む
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

企
業

等
は

重
要

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

沖
縄

独
自

の
様

々
な

資
源

や
ソ

フ
ト

パ
ワ

ー
な

ど
、

比
較

優
位

性
や

潜
在

力
を

戦
略

的
に

生
か

し
、

新
事

業
・
新

産
業

が
創

出
さ

れ
る

環
境

を
整

え
る

こ
と

が
課

題
で

す
。

　
こ

の
た

め
、

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
の

促
進

、
S
D

G
s 

に
資

す
る

ビ
ジ

ネ
ス

展
開

の
促

進
、

沖
縄

の
ソ

フ
ト

パ
ワ

ー
を

生
か

し
た

新
事

業
・
新

産
業

の
創

出
に

取
り

組
み

ま
す

。

リ
ー

ド
文

等
を

要
約

、
整

理
(要

約
）

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

4
4

4
1
1
6

4

　
さ

ら
に

、
第

４
次

産
業

革
命

の
推

進
に

よ
る

S
o
c
ie

ty
5
.0

の
実

現
や

、
産

業
の

国
際

競
争

力
向

上
を

図
る

上
で

、
～

　
さ

ら
に

、
リ

ゾ
テ

ッ
ク

お
き

な
わ

の
推

進
に

よ
る

S
o
c
ie

ty
5
.0

の
実

現
や

、
産

業
の

国
際

競
争

力
向

上
を

図
る

上
で

、
～

軽
微

な
修

正
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

4
5

4
1
1
7

1
9

　
ま

た
、

金
融

関
連

産
業

の
集

積
・
高

度
化

を
図

る
た

め
、

金
融

関
連

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
の

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
を

支
援

し
、

特
別

地
区

制
度

の
活

用
に

つ
な

げ
ま

す
。

～

　
ま

た
、

官
民

共
創

に
よ

る
企

業
支

援
体

制
の

構
築

に
向

け
た

名
護

市
の

取
組

を
支

援
す

る
と

と
も

に
、

新
た

な
技

術
を

活
用

し
た

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
の

創
出

や
特

区
内

企
業

に
よ

る
Ｄ

Ｘ
の

取
組

を
促

進
し

ま
す

。
～

軽
微

な
修

正
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。
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番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（
素

案
）
本

文
意

　
　

見
 (

 修
　

正
　

文
　

案
　

等
 )

理
　

　
由

　
　

等
審

 議
 結

 果
 （

案
）

4
6

4
1
1
7

1
1
8

2
5 4

イ
　

S
D

G
s 

に
資

す
る

ビ
ジ

ネ
ス

展
開

の
促

進

①
 沖

縄
ら

し
い

S
D

G
s 

推
進

に
向

け
た

事
業

展
開

の
推

進

施
策

展
開

・
施

策
を

削
除

し
、

P
1
6
　

1
2
行

　
第

２
章

３
－

⑶
　

沖
縄

に
お

け
る

S
D

G
s推

進
の

優
先

課
題

　
に

統
合

取
組

、
ボ

リ
ュ

ー
ム

整
理

（
統

合
）

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

4
7

4
1
1
8

1
4

②
　

ソ
ー

シ
ャ

ル
・
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
促

進
　

こ
れ

ま
で

行
政

が
主

体
と

な
っ

て
行

っ
て

い
た

社
会

課
題

解
決

の
取

組
を

民
間

事
業

者
の

持
つ

新
た

な
視

点
・
手

法
を

活
用

し
て

ビ
ジ

ネ
ス

化
す

る
取

組
に

転
換

す
る

支
援

や
民

間
事

業
者

と
の

協
働

を
通

じ
て

ソ
ー

シ
ャ

ル
・
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
促

進
に

取
り

組
み

ま
す

。

施
策

を
削

除
し

、
P

1
1
7
　

9
行

　
3
－

(6
)－

ア
➂

に
統

合

　
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

・
エ

コ
シ

ス
テ

ム
の

構
築

に
向

け
て

、
国

内
外

の
起

業
家

・
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

と
業

務
提

携
や

共
同

研
究

、
出

資
等

の
相

手
と

な
る

大
手

企
業

・
金

融
機

関
・
研

究
機

関
・
大

学
・
投

資
家

等
と

の
連

携
促

進
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、
ア

ジ
ア

の
ダ

イ
ナ

ミ
ズ

ム
を

取
り

込
む

た
め

、
海

外
の

支
援

機
関

等
と

の
連

携
を

推
進

し
ま

す
。

　
ま

た
、

行
政

が
主

体
と

な
っ

て
行

っ
て

い
た

社
会

課
題

解
決

の
取

組
を

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
な

ど
民

間
事

業
者

の
持

つ
新

た
な

視
点

・
手

法
を

活
用

し
て

ビ
ジ

ネ
ス

化
す

る
取

組
に

転
換

す
る

支
援

や
民

間
事

業
者

と
の

協
働

を
通

じ
て

ソ
ー

シ
ャ

ル
・

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

促
進

に
取

り
組

み
ま

す
。

取
組

、
ボ

リ
ュ

ー
ム

整
理

（
統

合
）

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

4
8

4
1
1
8

2
0

③
 資

源
循

環
・
環

境
配

慮
型

の
事

業
の

促
進

　
資

源
循

環
・
環

境
配

慮
型

の
事

業
を

促
進

す
る

た
め

、
エ

コ
ロ

ジ
ー

製
品

、
環

境
配

慮
型

資
材

・
工

法
、

資
源

の
有

効
活

用
や

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

素
材

か
ら

自
然

素
材

へ
転

換
す

る
関

連
技

術
等

の
分

野
に

お
い

て
、

研
究

開
発

及
び

実
用

化
・
普

及
に

取
り

組
み

ま
す

。

施
策

を
削

除
し

、
下

記
に

統
合

P
3
4
　

8
行

　
1
-
(1

)-
イ

①
　

廃
棄

物
３

Ｒ
の

推
進

と
環

境
負

荷
の

低
減

化
～

さ
ら

に
、

県
産

リ
サ

イ
ク

ル
製

品
（
ゆ

い
く
る

材
等

）
の

積
極

的
な

利
用

の
促

進
、

環
境

配
慮

型
製

品
の

開
発

の
推

進
等

、
環

境
負

荷
の

低
減

に
取

り
組

み
ま

す
。

　
あ

わ
せ

て
、

汚
水

処
理

の
過

程
で

発
生

す
る

汚
泥

や
食

品
工

場
の

残
渣

等
の

コ
ン

ポ
ス

ト
化

や
燃

料
利

用
な

ど
様

々
な

手
法

に
よ

る
効

率
的

な
再

生
利

用
に

取
り

組
む

と
と

も
に

～

P
3
4
　

2
3
行

　
1
-
(1

)-
イ

②
　

海
洋

ご
み

に
つ

い
て

は
、

効
率

的
な

回
収

体
制

の
構

築
、

継
続

的
な

回
収

処
理

の
実

施
、

回
収

さ
れ

た
ご

み
の

再
資

源
化

に
向

け
た

研
究

開
発

・
実

用
化

等
に

取
り

組
み

ま
す

。

P
4
0
　

1
9
行

　
1
-
(2

)-
イ

④
　

さ
ら

に
、

自
然

環
境

再
生

に
取

り
組

む
市

町
村

や
団

体
の

活
動

を
支

援
し

、
県

内
の

自
然

環
境

の
保

全
・
再

生
を

促
進

し
ま

す
。

　
加

え
て

、
環

境
配

慮
型

資
材

の
開

発
と

実
用

化
に

向
け

た
実

証
に

取
り

組
み

ま
す

。

取
組

、
ボ

リ
ュ

ー
ム

整
理

（
統

合
）

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

4
9

4
1
3
0

5

　
本

基
本

施
策

の
展

開
に

お
い

て
は

、
第

二
次

産
業

が
県

民
の

多
様

な
ニ

ー
ズ

に
応

え
る

地
域

産
業

と
し

て
の

地
位

を
確

立
す

る
と

と
も

に
、

本
県

経
済

の
一

翼
を

担
う

戦
略

的
産

業
と

し
て

の
発

展
を

目
指

し
ま

す
。

　
本

基
本

施
策

の
展

開
に

お
い

て
は

、
製

造
業

を
は

じ
め

と
す

る
も

の
づ

く
り

産
業

や
建

設
業

の
第

二
次

産
業

が
地

域
を

支
え

る
産

業
と

し
て

の
役

割
を

担
い

つ
つ

、
 県

民
の

多
様

な
ニ

ー
ズ

に
応

え
る

地
域

産
業

と
し

て
の

地
位

を
確

立
す

る
と

 と
も

に
、

本
県

経
済

の
一

翼
を

担
う

戦
略

的
産

業
と

し
て

持
続

的
な

 の
発

展
と

県
産

品
の

県
内

外
市

場
に

お
け

る
拡

大
を

目
指

し
ま

す
。

リ
ー

ド
文

等
を

要
約

、
整

理
（
追

記
）

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

5
0

4
1
3
9

3
2

　
魅

力
あ

る
特

産
品

開
発

に
つ

い
て

は
、

多
様

化
・
高

度
化

す
る

市
場

ニ
ー

ズ
を

的
確

に
捉

え
た

新
た

な
製

品
開

発
の

促
進

支
援

と
と

も
に

、
工

芸
品

原
材

料
の

安
定

確
保

に
取

り
組

み
ま

す
。

　
ま

た
、

工
芸

産
業

の
担

い
手

確
保

に
つ

い
て

は
、

技
術

研
修

を
通

し
、

高
度

な
技

術
の

継
承

と
新

た
な

ニ
ー

ズ
に

対
応

で
き

る
人

材
の

育
成

に
取

り
組

み
ま

す
。

　
魅

力
あ

る
特

産
品

開
発

に
つ

い
て

は
、

多
様

化
・
高

度
化

す
る

市
場

ニ
ー

ズ
を

的
確

に
捉

え
た

新
た

な
製

品
開

発
の

促
進

を
支

援
し

ま
す

。
　

ま
た

、
工

芸
品

原
材

料
の

安
定

確
保

に
取

り
組

む
と

と
も

に
、

工
芸

産
業

の
担

い
手

確
保

に
つ

い
て

は
、

技
術

研
修

を
通

し
、

高
度

な
技

術
の

継
承

と
新

た
な

ニ
ー

ズ
に

対
応

で
き

る
人

材
の

育
成

に
取

り
組

み
ま

す
。

取
組

、
ボ

リ
ュ

ー
ム

整
理

(追
記

）
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

5
1

4
1
4
3

1

　
さ

ら
に

、
人

口
減

少
や

労
働

力
不

足
が

進
む

中
、

日
本

国
内

で
就

業
す

る
外

国
人

に
対

し
、

本
県

に
お

い
て

も
言

語
、

技
術

研
修

を
行

い
人

手
不

足
分

野
で

就
業

さ
せ

る
取

 組
を

促
進

す
る

と
と

も
に

、
国

内
に

定
住

す
る

外
国

人
材

の
就

労
支

援
を

推
進

し
ま

す
。

　
さ

ら
に

、
人

口
減

少
や

労
働

力
不

足
が

進
む

中
、

日
本

国
内

で
就

業
す

る
外

国
人

に
対

し
、

本
県

に
お

い
て

も
言

語
、

技
術

研
修

を
行

い
人

手
不

足
分

野
へ

の
就

業
に

繋
が

る
 で

就
業

さ
せ

る
取

組
を

促
進

す
る

と
と

も
に

、
国

内
に

定
住

す
る

外
国

人
材

の
就

労
支

援
を

推
進

し
ま

す
。

軽
微

な
修

正

「
就

業
さ

せ
る

」
は

強
制

的
な

意
味

に
受

け
取

ら
れ

る
た

め

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。
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番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（
素

案
）
本

文
意

　
　

見
 (

 修
　

正
　

文
　

案
　

等
 )

理
　

　
由

　
　

等
審

 議
 結

 果
 （

案
）

5
2

4
1
4
4

1
3

　
正

規
雇

用
の

促
進

に
つ

い
て

は
、

関
係

機
関

等
と

連
携

し
な

が
ら

、
各

種
助

成
制

度
等

の
活

用
を

図
る

と
と

も
に

、
正

規
雇

用
化

に
取

り
組

む
企

業
に

対
し

て
専

門
家

派
遣

に
よ

る
助

言
や

研
修

等
へ

の
支

援
に

取
り

組
み

ま
す

。

　
正

規
雇

用
の

促
進

に
つ

い
て

は
、

関
係

機
関

等
と

連
携

し
な

が
ら

、
各

種
助

成
制

度
等

の
活

用
促

進
を

図
る

と
と

も
に

、
正

規
雇

用
化

に
取

り
組

む
企

業
に

対
し

て
専

門
家

派
遣

に
よ

る
助

言
や

研
修

等
へ

の
支

援
に

取
り

組
み

ま
す

。
ま

た
、

特
に

非
正

規
雇

用
割

合
が

高
い

若
年

者
の

正
規

雇
用

を
促

進
す

る
た

め
、

正
社

員
と

し
て

雇
用

し
、

定
着

支
援

を
行

う
企

業
へ

の
支

援
に

取
り

組
み

ま
す

。

取
組

、
ボ

リ
ュ

ー
ム

整
理

（
追

記
）

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

基
本

施
策

５
　

多
様

な
能

力
を

発
揮

し
、

未
来

を
拓

く
島

を
目

指
し

て

5
3

4
1
8
3

5

　
本

基
本

施
策

の
展

開
に

お
い

て
は

、
今

後
の

労
働

力
不

足
や

ア
ジ

ア
経

済
の

動
向

な
ど

グ
ロ

ー
バ

ル
化

の
進

展
に

伴
う

社
会

経
済

構
造

の
大

き
な

変
革

を
見

据
え

、
県

内
の

各
産

業
を

牽
引

す
る

専
門

人
材

の
育

成
・
確

保
と

継
続

的
な

能
力

向
上

を
通

じ
た

県
内

産
業

の
生

産
性

と
付

加
価

値
の

向
上

を
目

指
し

ま
す

。

　
本

基
本

施
策

の
展

開
に

お
い

て
は

、
 今

後
の

労
働

力
不

足
デ

ジ
タ

ル
社

会
の

到
来

や
ア

ジ
ア

経
済

の
動

向
 な

ど
を

は
じ

め
グ

ロ
ー

バ
ル

化
の

進
展

等
の

 に
伴

 う
社

会
経

済
 構

造
の

大
き

な
の

変
革

を
的

確
に

捉
え

 見
据

え
、

新
た

な
価

値
を

創
造

し
、

 県
内

の
各

産
業

を
牽

引
す

る
専

門
人

材
の

育
成

・
確

保
を

図
る

こ
と

に
よ

り
、

 と
継

続
的

な
能

力
向

上
を

通
じ

た
県

内
産

業
の

生
産

性
向

上
や

 と
高

付
加

価
値

 の
向

上
を

化
の

実
現

を
目

指
し

ま
す

。

軽
微

な
修

正
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

5
4

4
1
8
4

3

　
さ

ら
に

、
県

内
IT

 企
業

と
海

外
の

IT
 企

業
と

の
連

携
・
協

業
に

よ
る

海
外

向
け

の
ビ

ジ
ネ

ス
創

出
に

向
け

、
沖

縄
IT

 イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
戦

略
セ

ン
タ

ー
と

連
携

し
、

ビ
ジ

ネ
ス

交
流

の
促

進
や

、
M

O
U

（
連

携
覚

書
）
を

締
結

し
た

海
外

の
関

係
機

関
と

の
連

携
な

ど
、

ア
ジ

ア
を

は
じ

め
海

外
と

の
架

け
橋

と
な

る
IC

T
 人

材
の

育
成

・
確

保
に

取
り

組
み

ま
す

。

　
さ

ら
に

、
県

内
IT

 企
業

と
海

外
の

IT
 企

業
と

の
連

携
・
協

業
に

よ
る

海
外

向
け

の
ビ

ジ
ネ

ス
創

出
に

向
け

、
沖

縄
IT

 イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
戦

略
セ

ン
タ

ー
と

連
携

し
、

ビ
ジ

ネ
ス

交
流

の
促

進
や

、
M

O
U

（
連

携
覚

書
）
を

締
結

し
た

海
外

の
関

係
機

関
と

の
連

携
な

ど
、

ア
ジ

ア
を

は
じ

め
海

外
と

の
架

け
橋

と
な

る
IC

T
 人

材
の

育
成

 ・
 確

保
に

取
り

組
み

ま
す

。

軽
微

な
修

正
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

第
６

章
　

県
土

の
グ

ラ
ン

ド
デ

ザ
イ

ン
と

圏
域

別
展

開

5
5

6
2
1
4

3
3

～
ま

た
、

経
済

金
融

活
性

化
特

別
地

区
内

の
企

業
の

集
積

・
高

度
化

に
向

け
、

金
融

関
連

産
業

の
新

た
な

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
の

創
出

や
人

材
育

成
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、
特

区
内

企
業

と
大

学
等

学
術

研
究

機
関

や
産

業
支

援
機

関
等

と
の

連
携

促
進

を
図

り
ま

す
。

～
ま

た
、

経
済

金
融

活
性

化
特

別
地

区
内

に
お

け
る

企
業

の
集

積
・
高

度
化

に
向

け
て

は
、

名
護

市
等

と
連

携
し

、
官

民
共

創
に

よ
る

企
業

支
援

体
制

の
強

化
や

立
地

企
業

に
よ

る
人

材
の

育
成

・
確

保
支

援
に

取
り

組
み

ま
す

。

軽
微

な
修

正
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

5
6

6
2
4
9

1
3

　
も

の
づ

く
り

産
業

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
促

進
地

域
制

度
を

活
用

し
、

製
品

の
開

発
力

や
技

術
の

向
上

及
び

豊
富

な
農

林
水

産
物

を
は

じ
め

と
し

た
地

域
資

源
の

活
用

に
よ

る
新

事
業

の
創

出
等

を
図

る
企

業
を

支
援

す
る

と
と

も
に

、
産

業
高

度
化

又
は

事
業

革
新

に
取

り
組

む
企

業
の

立
地

を
促

進
し

ま
す

。
～

　
地

域
を

支
え

る
第

2
次

産
業

と
県

産
品

の
振

興
を

図
る

為
、

「
産

業
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

促
進

地
域

制
度

」
を

活
用

す
る

な
ど

、
製

品
の

開
発

力
や

技
術

の
向

上
及

び
豊

富
な

農
林

水
産

物
を

は
じ

め
と

し
た

地
域

資
源

の
活

用
に

よ
る

新
事

業
の

創
出

等
を

図
る

企
業

の
支

援
と

、
産

業
高

度
化

又
は

事
業

革
新

に
取

り
組

む
企

業
の

立
地

を
促

進
し

ま
す

。
～

3
6
の

重
要

な
基

本
施

策
に

お
い

て
、

そ
の

1
つ

で
あ

る
「
地

域
を

支
え

る
第

2
次

産
業

と
県

産
品

の
振

興
」
は

離
島

地
域

に
お

い
て

も
重

視
す

る
必

要
が

あ
る

。
同

地
区

の
現

状
に

お
い

て
は

建
設

産
業

を
除

い
た

第
2

次
産

業
振

興
の

取
り

組
み

は
弱

い
た

め
、

尚
更

に
「
2

次
産

業
」
を

謳
っ

た
施

策
が

重
要

で
あ

る
と

考
え

る
。

1
3
0
頁

に
お

い
て

県
全

体
で

取
り

組
む

べ
き

基
本

施
策

を
記

載
し

て
い

る
が

、
2
4
9
頁

1
3
行

及
び

2
4
1
頁

2
3

行
に

お
い

て
、

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

5
7

-

1
3
1

2
1
4

2
2
3

2
3
0

2
4
1

8 1
9 7 2
3

2
3

～
も

の
づ

く
り

産
業

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
促

進
地

域
制

度
を

活
用

し
～

～
「
産

業
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

促
進

地
域

制
度

」
を

活
用

し
～

制
度

名
の

修
正

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。
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番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（
素

案
）
本

文
意

　
　

見
 (

 修
　

正
　

文
　

案
　

等
 )

理
　

　
由

　
　

等
審

 議
 結

 果
 （

案
）

5
8

-
-

-
-

－

　
東

海
岸

地
域

に
つ

い
て

は
、

し
っ

か
り

と
し

た
方

向
性

が
特

出
し

で
示

さ
れ

て
い

る
が

、
西

海
岸

地
域

に
つ

い
て

は
、

そ
の

記
載

が
弱

い
感

じ
が

あ
る

。
特

に
、

キ
ャ

ン
プ

キ
ン

ザ
ー

か
ら

那
覇

港
、

那
覇

軍
港

、
そ

し
て

那
覇

空
港

に
至

る
一

帯
は

ポ
テ

ン
シ

ャ
ル

の
高

い
地

域
で

あ
る

た
め

、
こ

の
地

域
一

帯
の

整
備

に
つ

い
て

重
点

的
に

記
載

す
る

こ
と

も
検

討
し

て
は

ど
う

か
。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
那

覇
空

港
、

那
覇

港
エ

リ
ア

に
つ

い
て

は
、

近
接

す
る

利
便

性
の

高
い

環
境

を
活

か
し

な
が

ら
、

国
際

物
流

拠
点

の
形

成
と

臨
空

・
臨

港
型

産
業

の
集

積
を

目
指

し
て

い
る

と
こ

ろ
。

基
本

施
策

3
（
4
）
ア

ジ
ア

の
ダ

イ
ナ

ミ
ズ

ム
を

取
り

込
む

国
際

物
流

拠
点

の
形

成
と

臨
空

・
臨

港
型

産
業

の
集

積
の

中
で

記
載

し
て

お
り

、
原

文
ど

お
り

と
す

る
。

　
な

お
、

西
海

岸
地

域
の

駐
留

軍
用

地
の

跡
地

利
用

に
つ

い
て

は
、

那
覇

空
港

に
隣

接
し

た
那

覇
港

湾
施

設
に

加
え

、
広

大
な

面
積

を
有

す
る

牧
港

補
給

地
区

の
計

画
的

な
整

備
に

向
け

、
引

き
続

き
、

那
覇

市
、

浦
添

市
等

と
連

携
し

な
が

ら
利

用
検

討
を

進
め

て
い

く
こ

と
と

し
て

お
り

、
総

合
部

会
に

お
い

て
検

討
さ

れ
る

こ
と

と
な

っ
て

い
る

。
※

P
1
9
1
（
嘉

手
納

飛
行

場
よ

り
南

の
大

規
模

駐
留

軍
用

地
の

有
効

活
用

）
の

中
に

記
載

5
9

-
-

-
-

－

　
脱

炭
素

を
念

頭
に

、
環

境
や

産
業

、
基

盤
整

備
な

ど
、

様
々

な
分

野
に

お
い

て
県

民
や

民
間

企
業

の
取

組
を

促
進

す
る

方
向

性
を

検
討

し
て

い
た

だ
き

た
い

。

 【
原

文
の

と
お

り
】

新
た

な
振

興
計

画
に

お
い

て
、

県
民

の
協

力
の

下
、

民
間

事
業

者
と

連
携

し
て

ク
リ

ー
ン

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

導
入

拡
大

に
取

り
組

む
こ

と
と

し
て

い
る

。
具

体
的

に
は

、
宮

古
島

や
波

照
間

島
等

に
お

け
る

県
実

証
事

業
成

果
の

他
地

域
へ

の
展

開
や

、
民

間
事

業
者

等
の

再
エ

ネ
関

連
設

備
導

入
を

促
す

税
制

優
遇

や
補

助
等

の
創

設
に

取
り

組
む

と
し

て
い

る
。

6
0

-
-

-
-

－

　
沖

縄
県

の
リ

ー
デ

ィ
ン

グ
産

業
と

し
て

挙
げ

ら
れ

て
い

る
、

情
報

通
信

関
連

産
業

、
臨

空
・
臨

港
型

産
業

、
海

洋
関

連
産

業
に

つ
い

て
、

今
後

1
0
年

の
展

開
、

目
標

を
ど

の
よ

う
に

考
え

て
い

る
の

か
。

【
回

答
】

　
情

報
通

信
関

連
産

業
は

企
業

数
、

雇
用

者
数

と
も

に
着

実
に

増
加

し
、

R
1
年

の
産

業
全

体
の

売
上

額
は

4
,4

4
7
億

円
と

な
り

、
産

業
集

積
の

面
で

大
き

な
成

果
が

あ
っ

た
も

の
の

、
従

業
員

1
人

当
た

り
の

売
上

額
や

労
働

生
産

性
で

み
る

と
全

国
平

均
を

大
き

く
下

回
っ

て
お

り
、

産
業

の
高

度
化

が
課

題
と

な
っ

て
い

る
。

こ
の

た
め

、
今

後
は

企
業

数
や

雇
用

者
数

で
は

な
く
、

産
業

全
体

の
労

働
生

産
性

を
最

上
位

目
標

に
掲

げ
、

施
策

を
推

進
し

て
い

く
考

え
で

あ
る

。
1
0
年

後
の

達
成

目
標

と
し

て
は

労
働

生
産

性
の

2
0
％

増
加

を
検

討
し

て
い

る
。

な
お

、
こ

の
場

合
の

産
業

規
模

と
し

て
は

6
,0

0
0
億

円
前

後
に

な
る

と
見

込
ん

で
い

る
。

次
期

計
画

は
こ

う
し

た
考

え
方

の
も

の
と

、
情

報
通

信
関

連
産

業
の

高
度

化
や

D
X
の

推
進

に
資

す
る

施
策

・
事

業
を

と
り

ま
と

め
て

い
る

と
こ

ろ
で

あ
る

。
　

ま
た

、
臨

空
・
臨

港
型

産
業

の
目

標
値

と
し

て
は

、
国

際
物

流
拠

点
産

業
集

積
地

域
に

お
け

る
新

規
立

地
企

業
数

を
今

後
1
0
年

で
3
0
0
社

、
1
0
年

後
の

県
内

全
体

の
製

造
品

出
荷

額
の

目
標

値
お

よ
そ

7
,5

0
0
億

円
の

う
ち

、
新

規
立

地
企

業
の

製
造

品
出

荷
額

を
1
,0

0
0
億

円
と

見
込

ん
で

い
る

。
　

さ
ら

に
、

本
計

画
期

間
中

に
成

長
が

期
待

さ
れ

る
分

野
の

ひ
と

つ
で

あ
る

ブ
ル

ー
エ

コ
ノ

ミ
ー

の
う

ち
、

海
洋

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

導
入

促
進

及
び

海
洋

調
査

・
開

発
の

支
援

拠
点

形
成

に
つ

い
て

は
、

国
や

関
係

機
関

等
と

連
携

し
、

民
間

投
資

を
誘

発
す

る
施

策
を

展
開

す
る

な
ど

、
将

来
の

産
業

化
に

向
け

て
取

り
組

む
。

　
な

お
、

海
洋

関
連

産
業

全
体

の
方

向
性

に
つ

い
て

は
、

「
海

洋
政

策
の

総
合

的
推

進
」
を

議
論

す
る

総
合

部
会

に
お

い
て

検
討

さ
れ

る
も

の
と

考
え

る
。

52



番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（
素

案
）
本

文
意

　
　

見
 (

 修
　

正
　

文
　

案
　

等
 )

理
　

　
由

　
　

等
審

 議
 結

 果
 （

案
）

6
1

-
-

-
-

-

中
小

の
建

設
業

者
等

が
機

械
設

備
等

を
購

入
し

た
場

合
に

つ
い

て
、

建
設

業
は

（
現

在
の

「
産

業
高

度
化

・
事

業
革

新
促

進
地

域
」
制

度
の

）
税

制
優

遇
の

対
象

か
ら

漏
れ

て
い

る
。

最
近

は
ＩＣ

Ｔ
に

対
応

し
た

高
額

な
機

械
設

備
の

導
入

が
必

然
的

に
増

え
て

お
り

、
今

後
そ

の
傾

向
が

強
ま

る
。

機
械

だ
と

対
象

額
の

導
入

費
用

の
1
5
％

が
税

額
か

ら
控

除
さ

れ
る

な
ど

の
仕

組
み

を
建

設
業

に
お

い
て

も
中

小
企

業
の

支
援

と
い

う
観

点
か

ら
拡

充
し

て
入

れ
る

必
要

が
あ

る
。

 【
原

文
の

と
お

り
】

　
本

制
度

は
、

産
業

高
度

化
・
事

業
革

新
に

資
す

る
製

造
業

そ
の

他
関

連
産

業
の

集
積

や
、

当
該

企
業

等
に

よ
る

設
備

投
資

等
を

促
進

す
る

こ
と

で
、

生
産

性
若

し
く
は

生
産

額
の

向
上

又
は

稼
ぐ

力
の

強
化

や
、

幅
広

い
も

の
づ

く
り

産
業

の
基

盤
と

な
る

製
造

業
等

の
振

興
を

図
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

、
税

制
優

遇
の

対
象

と
な

る
業

種
が

限
定

さ
れ

て
お

り
ま

す
。

　
対

象
業

種
拡

充
に

あ
た

っ
て

は
、

当
該

業
界

の
現

状
を

把
握

し
、

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
た

め
、

今
後

も
引

き
続

き
、

土
木

建
築

部
と

意
見

交
換

を
行

っ
て

ま
い

り
ま

す
。
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別
紙

２

部
会

名
：
産

業
振

興
部

会

基
 本

 施
 策

 番
 号

指
　

　
　

　
標

　
　

　
　

名
指

　
　

　
　

標
　

　
　

（
案

）
目

　
　

　
標

　
　

　
値

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

 議
 結

 果
 （

案
）

３
－

（
１

）
県

内
企

業
の

付
加

価
値

額
県

内
総

付
加

価
値

額

　
県
内
総
付
加
価
値
額
を
成
果
指
標
と
す
る
。
企
業

の
稼
ぐ
力
の
強
化
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
個
人
、

地
域
の
稼
ぐ
力
に
も
繋
が
り
、
県
全
体
で
生
み
出

し
た
総
付
加
価
値
額
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
指
標
を
選
定
す
る
。

企
業
、
個
人
、
地
域
の
稼
ぐ
力
の
合
計
が
県
内
で

生
み
出
さ
れ
る
付
加
価
値
額
で
あ
る
た
め
「
企
業

の
付
加
価
値
額
」
で
は
数
値
が
補
足
で
き
な
い
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
　 左

案
の

と
お

り
修

正
す

る

３
－

（
３

）
情

報
通

信
関

連
産

業
に

お
け

る
労

働
生

産
性

－

・
ビ

ジ
ネ

ス
を

し
た

件
数

や
支

援
数

も
大

切
だ

が
、

そ
れ

が
ど

れ
く
ら

い
売

上
と

な
っ

た
の

か
売

上
額

も
重

要
だ

と
思

う
。

こ
の

た
め

、
「
成

果
に

よ
る

売
上

高
」
と

し
て

は
ど

う
か

。
・
D

X
人

材
の

コ
ア

で
あ

る
デ

ー
タ

サ
イ

ン
エ

ン
テ

ィ
ス

ト
を

何
名

育
成

で
き

る
か

が
肝

と
な

る
た

め
、

「
県

内
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

テ
ィ

ス
ト

1
0
0
名

育
成

」
で

2
0
0
名

の
研

修
実

施
を

行
っ

て
は

ど
う

か

【
原

案
の

と
お

り
】

・
新

た
な

振
興

計
画

で
は

、
1
人

当
た

り
県

民
所

得
の

着
実

な
増

加
を

目
指

し
、

所
得

格
差

の
要

因
と

な
っ

て
い

る
労

働
生

産
性

の
向

上
を

全
産

業
が

目
指

し
て

い
く
こ

と
と

し
て

お
り

、
情

報
通

信
関

連
産

業
に

つ
い

て
も

労
働

生
産

性
を

主
要

指
標

と
し

て
設

定
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

原
案

の
と

お
り

と
す

る
。

・
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

テ
ィ

ス
ト

に
つ

い
て

は
、

今
後

、
大

学
等

の
関

係
機

関
と

も
協

議
し

、
育

成
手

法
な

ど
を

検
討

す
る

こ
と

と
し

て
お

り
、

そ
の

中
で

育
成

目
標

に
つ

い
て

も
検

討
し

て
い

く
。

３
－

（
５

）
大

学
等

か
ら

の
特

許
等

出
願

件
数

大
学

等
の

特
許

権
実

施
許

諾
等

件
数

ア
カ

デ
ミ

ア
の

質
は

高
い

が
産

業
界

に
つ

な
が

っ
て

い
な

い
こ

と
が

問
題

で
あ

る
た

め
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
　 左

案
の

と
お

り
修

正
す

る

３
－

（
６

）
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

企
業

創
出

数
－

起
業

し
て

３
～

５
年

以
上

残
る

企
業

数
は

か
な

り
少

な
い

、
育

成
し

て
支

援
し

て
い

く
ら

売
上

を
作

れ
た

の
か

損
益

・
売

上
額

が
重

要
だ

と
思

う
。

こ
の

た
め

、
「
成

果
に

よ
る

売
上

高
」
と

し
て

は
ど

う
か

。

【
原

文
の

と
お

り
】

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
企

業
の

売
上

高
は

、
成

長
を

把
握

す
る

上
で

有
効

な
指

標
で

あ
る

と
認

識
し

て
い

る
が

、
各

企
業

の
売

上
額

を
補

足
す

る
こ

と
が

困
難

と
考

え
ら

れ
る

た
め

。
原

案
の

指
標

と
す

る
。

　
①

 主
 要

 指
 標

関
連

体
系

図
（
案

）
に

対
す

る
修

正
意

見
審

議
結

果
一

覧
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別
紙

２

部
会

名
：
　

産
業

振
興

部
会

施
　

策
　

番
　

号
指

　
　

　
　

標
　

　
　

　
名

指
　

　
　

　
標

　
　

　
（
案

）
目

標
値

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

 議
 結

 果
 （

案
）

1
-
(1

)-
ア

-
①

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
電

源
の

構
成

割
合

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
電

源
比

率
社

会
展

望
値

に
係

る
指

標
に

つ
い

て
整

理
が

必
要

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
て

該
当

箇
所

を
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

1
-
(1

)-
ア

-
①

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
等

の
ク

リ
ー

ン
な

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

導
入

促
進

(主
な

指
標

）
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

電
源

比
率

（
％

）
1
9
.1

　
全

エ
ネ

ル
ギ

ー
発

電
量

に
占

め
る

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
に

よ
る

発
電

量
の
比
率
を
成
果
指
標
と
す

る
。

　
県
全
体
と
し
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及

の
進
捗
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
指
標
を
選
定
す
る
。

左
記

の
と

お
り

決
定

1
-
(1

)-
ア

-
②

１
人

当
た

り
の

二
酸

化
炭

素
排

出
量

－
成

果
指

標
に

つ
い

て
ど

の
よ

う
に

調
査

し
て

求
め

る
の

か
わ

か
ら

な
い

も
の

、
適

正
に

統
計

数
値

化
す

る
こ

と
が

困
難

と
思

わ
れ

る

【
原

案
の

と
お

り
】

　
県

内
に

お
け

る
１

人
あ

た
り

の
二

酸
化

炭
素

排
出

量
（
t-

C
O

2
）
を

成
果

指
標

と
す

る
。

　
人

口
の

増
減

に
影

響
さ

れ
ず

に
、

二
酸

化
炭

素
排

出
量

の
推

移
を

把
握

す
る

た
め

、
こ

の
指

標
を

選
定

す
る

。

1
-
(1

)-
イ

-
③

食
品

ロ
ス

量
－

成
果

指
標

に
つ

い
て

ど
の

よ
う

に
調

査
し

て
求

め
る

の
か

わ
か

ら
な

い
も

の
、

適
正

に
統

計
数

値
化

す
る

こ
と

が
困

難
と

思
わ

れ
る

【
原

案
の

と
お

り
】

　
県

が
令

和
３

年
度

に
実

施
す

る
調

査
に

基
づ

く
食

品
ロ

ス
量

を
成

果
指

標
と

す
る

。
　

食
品

ロ
ス

量
を

削
減

す
る

こ
と

そ
の

も
の

が
施

策
効

果
の

発
現

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

こ
の

指
標

を
選

定
す

る
。

1
-
(2

)-
イ

-
③

大
気

環
境

基
準

の
達

成
率

－
成

果
指

標
に

つ
い

て
ど

の
よ

う
に

調
査

し
て

求
め

る
の

か
わ

か
ら

な
い

も
の

、
適

正
に

統
計

数
値

化
す

る
こ

と
が

困
難

と
思

わ
れ

る

【
原

案
の

と
お

り
】

　 大
気

汚
染

に
係

る
環

境
基

準
の

達
成

率
を

成
果

指
標

と
す

る
。

大
気

中
の

汚
染

物
質

の
飛

散
状

況
を

改
善

・
抑

制
さ

せ
る

こ
と

に
よ

り
、

政
策

効
果

発
現

に
つ

な
が

る
こ

と
か

ら
、

こ
の

指
標

を
選

定
す

る
。

　
な

お
、

光
化

学
オ

キ
シ

ダ
ン

ト
に

つ
い

て
は

、
大

陸
か

ら
の

移
流

が
要

因
と

指
摘

さ
れ

て
お

り
、

県
の

政
策

効
果

と
し

て
改

善
が

で
き

な
い

こ
と

か
ら

、
光

化
学

オ
キ

シ
ダ

ン
ト

を
除

く
と

し
た

。

　
②

 成
 果

 指
 標

関
連

体
系

図
（
案

）
に

対
す

る
修

正
意

見
審

議
結

果
一

覧
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施
　

策
　

番
　

号
指

　
　

　
　

標
　

　
　

　
名

指
　

　
　

　
標

　
　

　
（
案

）
目

標
値

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

 議
 結

 果
 （

案
）

1
-
(2

)-
ウ

-
①

環
境

S
D

F
ｓ
指

標
を

設
定

し
て

い
る

県
内

企
業

数
（
届

出
ベ

ー
ス

）

－
成

果
指

標
に

つ
い

て
ど

の
よ

う
に

調
査

し
て

求
め

る
の

か
わ

か
ら

な
い

も
の

、
適

正
に

統
計

数
値

化
す

る
こ

と
が

困
難

と
思

わ
れ

る
【
環

境
部

会
へ

申
し

送
り

】

1
-
(3

)-
ア

-
②

海
岸

漂
着

物
回

収
・

処
理

量
－

成
果

指
標

に
つ

い
て

ど
の

よ
う

に
調

査
し

て
求

め
る

の
か

わ
か

ら
な

い
も

の
、

適
正

に
統

計
数

値
化

す
る

こ
と

が
困

難
と

思
わ

れ
る

【
原

案
の

と
お

り
】

　
海

岸
漂

着
物

へ
の

対
応

に
対

す
る

成
果

を
定

量
的

に
把

握
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

1
-
(3

)-
ア

-
③

沿
岸

域
に

お
け

る
サ

ン
ゴ

被
度

－
成

果
指

標
に

つ
い

て
ど

の
よ

う
に

調
査

し
て

求
め

る
の

か
わ

か
ら

な
い

も
の

、
適

正
に

統
計

数
値

化
す

る
こ

と
が

困
難

と
思

わ
れ

る

【
原

案
の

と
お

り
】

　
デ

ー
タ

ソ
ー

ス
は

、
環

境
省

生
物

多
様

性
セ

ン
タ

ー
が

運
営

す
る

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

サ
イ

ト
1
0
0
0
の

デ
ー

タ
を

用
い

る
。

1
-
(3

)-
ア

-
④

赤
土

等
年

間
流

出
量

－
成

果
指

標
に

つ
い

て
ど

の
よ

う
に

調
査

し
て

求
め

る
の

か
わ

か
ら

な
い

も
の

、
適

正
に

統
計

数
値

化
す

る
こ

と
が

困
難

と
思

わ
れ

る

【
原

案
の

と
お

り
】

　
沖

縄
県

赤
土

等
流

出
防

止
対

策
基

本
計

画
で

設
定

し
た

流
出

削
減

目
標

を
成

果
指

標
と

す
る

。
　

流
出

量
は

農
地

等
か

ら
の

赤
土

等
流

出
防

止
対

策
の

政
策

効
果

と
し

て
発

現
す

る
も

の
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
こ

の
指

標
を

選
定

す
る

。

1
-
(4

)-
ア

-
①

し
ま

く
と

ぅ
ば

を
挨

拶
程

度
以

上
話

す
人

の
割

合
－

成
果

指
標

に
つ

い
て

ど
の

よ
う

に
調

査
し

て
求

め
る

の
か

わ
か

ら
な

い
も

の
、

適
正

に
統

計
数

値
化

す
る

こ
と

が
困

難
と

思
わ

れ
る

【
原

案
の

と
お

り
】

　
し

ま
く
と

ぅ
ば

意
識

調
査

に
て

「
し

ま
く
と

ぅ
ば

を
挨

拶
程

度
以

上
話

す
」
と

回
答

し
た

人
の

割
合

を
成

果
指

標
と

す
る

。
　

し
ま

く
と

ぅ
ば

に
触

れ
る

機
会

を
増

や
す

こ
と

で
、

し
ま

く
と

ぅ
ば

に
親

し
み

を
持

つ
こ

と
に

つ
な

が
る

こ
と

か
ら

、
こ

の
指

標
を

選
定

す
る

。

1
-
(4

)-
イ

-
③

県
内

文
化

施
設

の
稼

働
状

況
－

成
果

指
標

に
つ

い
て

ど
の

よ
う

に
調

査
し

て
求

め
る

の
か

わ
か

ら
な

い
も

の
、

適
正

に
統

計
数

値
化

す
る

こ
と

が
困

難
と

思
わ

れ
る

【
原

案
の

と
お

り
】

　
県

内
文

化
施

設
の

稼
働

状
況

を
成

果
指

標
と

す
る

。
文

化
芸

術
に

よ
る

地
域

づ
く
り

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
文

化
芸

術
へ

の
関

心
が

高
ま

り
、

県
内

文
化

施
設

で
実

施
さ

れ
る

イ
ベ

ン
ト

の
増

加
が

県
内

文
化

施
設

の
稼

働
状

況
の

向
上

に
つ

な
が

る
こ

と
か

ら
、

こ
の

指
標

を
選

定
す

る
。

1
-
(4

)-
ウ

-
②

県
外

に
お

け
る

「
空

手
発

祥
の

地
・
沖

縄
」
の

認
知

率
－

成
果

指
標

に
つ

い
て

ど
の

よ
う

に
調

査
し

て
求

め
る

の
か

わ
か

ら
な

い
も

の
、

適
正

に
統

計
数

値
化

す
る

こ
と

が
困

難
と

思
わ

れ
る

【
原

案
の

と
お

り
】

沖
縄

伝
統

空
手

・
古

武
道

実
態

調
査

の
県

外
に

お
け

る
「
空

手
発

祥
の

地
・
沖

縄
」
の

認
知

率
を

こ
の

施
策

の
成

果
指

標
と

す
る

。
　

情
報

発
信

を
積

極
的

に
行

う
こ

と
で

、
「
空

手
発

祥
の

地
・
沖

縄
」
の

認
知

率
が

高
ま

り
、

沖
縄

空
手

の
発

展
に

つ
な

が
る

こ
と

か
ら

こ
の

指
標

を
選

定
す

る
。
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施
　

策
　

番
　

号
指

　
　

　
　

標
　

　
　

　
名

指
　

　
　

　
標

　
　

　
（
案

）
目

標
値

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

 議
 結

 果
 （

案
）

1
-
(4

)-
ウ

-
③

県
外

・
海

外
か

ら
の

空
手

関
係

者
来

訪
者

数
－

成
果

指
標

に
つ

い
て

ど
の

よ
う

に
調

査
し

て
求

め
る

の
か

わ
か

ら
な

い
も

の
、

適
正

に
統

計
数

値
化

す
る

こ
と

が
困

難
と

思
わ

れ
る

【
原

案
の

と
お

り
】

　
県

外
・
海

外
か

ら
の

空
手

関
係

者
来

訪
者

数
を

こ
の

施
策

の
成

果
指

標
と

す
る

。
　

空
手

の
催

し
を

通
じ

た
国

際
交

流
を

活
性

化
さ

せ
る

こ
と

で
、

沖
縄

空
手

の
普

及
・
発

展
に

つ
な

が
る

こ
と

か
ら

こ
の

指
標

を
選

定
す

る
。

1
-
(4

)-
エ

-
①

従
事

者
１

人
当

た
り

の
工

芸
品

生
産

額
－

生
産

者
（
つ

く
り

手
）
の

経
営

規
模

（
1
事

業
所

当
た

り
の

従
事

者
数

）
が

2
.4

人
で

全
国

規
模

の
5
.1

人
と

比
較

し
て

半
分

以
下

で
あ

り
、

従
業

者
1
人

当
た

り
の

工
芸

品
生

産
額

も
約

2
0
0
万

円
と

全
国

平
均

の
約

6
1
0
万

円
の

3
分

の
1
に

留
ま

っ
て

い
る

為
。

「
①

工
芸

品
生

産
額

（
各

指
定

品
目

別
）
」
に

し
て

は
ど

う
か

。
成

果
指

標
に

つ
い

て
ど

の
よ

う
に

調
査

し
て

求
め

る
の

か
わ

か
ら

な
い

も
の

、
適

正
に

統
計

数
値

化
す

る
こ

と
が

困
難

と
思

わ
れ

る

【
原

文
の

と
お

り
】

　
伝

統
的

な
技

術
・
技

法
の

継
承

の
た

め
に

は
後

継
者

の
確

保
が

必
要

で
あ

り
、

そ
の

た
め

に
は

経
営

基
盤

の
強

化
が

重
要

で
あ

る
こ

と
か

ら
当

指
標

を
設

定
し

て
い

る
。

　
ま

た
、

統
計

数
値

化
が

可
能

な
た

め
、

原
文

の
と

お
り

と
す

る
。

1
-
(4

)-
エ

-
②

工
芸

品
生

産
額

－

お
き

な
わ

工
芸

の
杜

は
沖

縄
の

工
芸

振
興

の
新

た
な

拠
点

と
し

て
期

待
さ

れ
て

い
る

為
。

「
②

お
き

な
わ

工
芸

の
杜

の
売

上
（
使

い
手

の
数

値
）

」
と

し
て

は
ど

う
か

。
成

果
指

標
に

つ
い

て
ど

の
よ

う
に

調
査

し
て

求
め

る
の

か
わ

か
ら

な
い

も
の

、
適

正
に

統
計

数
値

化
す

る
こ

と
が

困
難

と
思

わ
れ

る

【
原

文
の

と
お

り
】

　
伝

統
工

芸
を

活
用

し
た

新
た

な
も

の
づ

く
り

が
活

性
化

さ
れ

た
結

果
と

し
て

工
芸

品
生

産
額

を
指

標
と

し
て

い
る

。
　

ま
た

、
統

計
数

値
化

が
可

能
な

た
め

、
原

文
の

と
お

り
と

す
る

。

1
-
(4

)-
エ

施
策

追
加

－

沖
縄

の
工

芸
は

国
指

定
（
1
6
品

目
）
や

県
指

定
（
2
6
品

目
）
の

伝
統

的
工

芸
、

伝
統

工
芸

品
が

数
多

く
存

在
し

、
豊

か
な

工
芸

文
化

の
花

を
咲

か
せ

て
い

る
。

一
方

、
工

芸
品

の
多

種
・
多

様
性

が
消

費
者

の
視

点
に

お
い

て
個

々
の

違
い

が
分

か
り

づ
ら

く
、

個
々

の
工

芸
品

の
良

さ
や

素
晴

ら
し

さ
を

伝
え

き
れ

て
い

な
い

と
思

わ
れ

る
。

そ
の

為
、

沖
縄

工
芸

の
本

質
的

な
「
魅

力
」
に

つ
い

て
を

再
構

築
し

、
再

認
識

と
再

発
信

を
す

る
必

要
あ

る
と

考
え

る
。

こ
の

た
め

、
施

策
を

追
加

す
る

と
と

も
に

「
③

展
示

会
の

入
場

者
数

（
本

展
示

会
）
」
の

指
標

を
追

加
し

て
は

ど
う

か
。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
委

員
意

見
に

つ
い

て
は

、
今

後
実

行
計

画
等

で
事

業
に

取
り

組
む

際
の

成
果

指
標

と
し

て
参

考
に

さ
せ

て
い

た
だ

き
、

原
文

の
と

お
り

と
す

る
。
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施
　

策
　

番
　

号
指

　
　

　
　

標
　

　
　

　
名

指
　

　
　

　
標

　
　

　
（
案

）
目

標
値

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

 議
 結

 果
 （

案
）

2
-
(1

)-
ア

-
①

子
ど

も
の

貧
困

対
策

支
援

員
に

よ
る

支
援

人
数

－
成

果
指

標
に

つ
い

て
ど

の
よ

う
に

調
査

し
て

求
め

る
の

か
わ

か
ら

な
い

も
の

、
適

正
に

統
計

数
値

化
す

る
こ

と
が

困
難

と
思

わ
れ

る

【
原

案
の

と
お

り
】

　
子

ど
も

の
貧

困
に

関
す

る
地

域
の

現
状

を
把

握
し

、
学

校
や

N
P

O
法

人
等

の
関

係
機

関
と

の
情

報
共

有
や

、
子

ど
も

を
の

就
学

援
助

や
子

供
の

居
場

所
な

ど
の

支
援

に
つ

な
げ

る
た

め
の

調
整

等
を

実
施

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

配
置

さ
れ

る
こ

と
か

ら
、

支
援

員
に

よ
る

支
援

人
数

を
「
つ

な
が

る
仕

組
み

の
構

築
」

の
成

果
指

標
と

す
る

。

2
-
(3

)-
イ

-
②

が
ん

診
療

拠
点

病
院

等
の

が
ん

相
談

支
援

体
制

に
対

す
る

認
知

度

－
成

果
指

標
に

つ
い

て
ど

の
よ

う
に

調
査

し
て

求
め

る
の

か
わ

か
ら

な
い

も
の

、
適

正
に

統
計

数
値

化
す

る
こ

と
が

困
難

と
思

わ
れ

る

【
原

案
の

と
お

り
】

　
国

が
４

年
に

１
度

実
施

し
て

い
る

「
患

者
体

験
調

査
」
（
前

回
実

施
：
平

成
３

０
年

度
）
に

お
い

て
、

が
ん

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

及
び

ピ
ア

サ
ポ

ー
ト

に
関

す
る

認
知

度
が

調
査

さ
れ

て
い

る
。

　
こ

れ
ら

の
指

標
を

用
い

る
こ

と
に

よ
り

、
本

県
の

状
況

を
他

県
や

全
国

と
客

観
的

に
比

較
す

る
こ

と
が

可
能

で
あ

る
。

　
が

ん
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
及

び
ピ

ア
サ

ポ
ー

ト
に

関
す

る
認

知
度

向
上

へ
向

け
た

取
り

組
み

が
、

が
ん

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

に
お

け
る

相
談

件
数

の
増

加
に

つ
な

が
る

こ
と

か
ら

、
こ

の
指

標
を

選
定

す
る

。

2
-
(4

)-
ア

-
②

認
知

症
サ

ポ
ー

タ
ー

数
－

成
果

指
標

に
つ

い
て

ど
の

よ
う

に
調

査
し

て
求

め
る

の
か

わ
か

ら
な

い
も

の
、

適
正

に
統

計
数

値
化

す
る

こ
と

が
困

難
と

思
わ

れ
る

【
原

案
の

と
お

り
】

　
認

知
症

を
正

し
く
理

解
し

、
認

知
症

の
方

や
家

族
を

見
守

る
認

知
症

サ
ポ

ー
タ

ー
数

を
施

策
の

成
果

指
標

と
す

る
。

　
ま

た
、

認
知

症
サ

ポ
ー

タ
ー

を
養

成
す

る
こ

と
に

よ
り

、
認

知
症

高
齢

者
が

住
み

や
す

い
地

域
づ

く
り

に
つ

な
が

る
こ

と
か

ら
、

こ
の

指
標

を
選

定
す

る
。

2
-
(5

)-
ア

-
①

男
性

の
育

児
休

業
取

得
率

－
成

果
指

標
に

つ
い

て
ど

の
よ

う
に

調
査

し
て

求
め

る
の

か
わ

か
ら

な
い

も
の

、
適

正
に

統
計

数
値

化
す

る
こ

と
が

困
難

と
思

わ
れ

る

【
原

案
の

と
お

り
】

　
男

性
の

育
児

休
業

取
得

率
を

施
策

の
成

果
指

標
と

す
る

。
　

男
性

が
育

児
休

業
し

家
事

・
育

児
に

携
わ

る
機

会
が

増
え

る
こ

と
で

、
男

女
と

も
に

家
庭

生
活

の
責

任
を

担
う

意
識

の
浸

透
が

図
ら

れ
、

家
庭

や
職

場
に

お
け

る
男

女
共

同
参

画
の

促
進

に
つ

な
が

る
と

考
え

る
こ

と
か

ら
、

こ
の

指
標

を
選

定
す

る
。
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施
　

策
　

番
　

号
指

　
　

　
　

標
　

　
　

　
名

指
　

　
　

　
標

　
　

　
（
案

）
目

標
値

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

 議
 結

 果
 （

案
）

2
-
(6

)-
ア

-
①

最
低

居
住

面
積

水
準

未
満

率
－

成
果

指
標

に
つ

い
て

ど
の

よ
う

に
調

査
し

て
求

め
る

の
か

わ
か

ら
な

い
も

の
、

適
正

に
統

計
数

値
化

す
る

こ
と

が
困

難
と

思
わ

れ
る

【
原

案
の

と
お

り
】

　
世

帯
人

数
に

応
じ

て
、

健
康

で
文

化
的

な
住

生
活

を
営

む
基

礎
と

し
て

必
要

不
可

欠
な

住
宅

の
面

積
に

関
す

る
水

準
。

全
住

戸
に

対
す

る
最

低
居

住
面

積
水

準
（
単

身
世

帯
で

2
5
㎡

、
２

人
以

上
で

世
帯

で
1
0
㎡

×
世

帯
人

数
＋

1
0
㎡

）
に

満
た

な
い

住
戸

の
割

合
を

施
策

の
成

果
指

標
と

す
る

。
　

本
県

で
は

、
最

低
居

住
面

積
水

準
を

満
た

し
て

い
な

い
世

帯
の

割
合

が
全

国
で

ワ
ー

ス
ト

２
位

で
あ

り
、

計
画

的
な

住
宅

の
建

替
等

を
促

進
す

る
こ

と
に

よ
り

、
県

民
の

住
環

境
の

向
上

に
つ

な
が

る
こ

と
か

ら
、

こ
の

指
標

を
選

定
す

る
。

2
-
(6

)-
イ

-
②

情
報

シ
ス

テ
ム

の
標

準
化

・
共

通
化

に
対

応
し

た
市

町
村

基
幹

業
務

数

－
成

果
指

標
に

つ
い

て
ど

の
よ

う
に

調
査

し
て

求
め

る
の

か
わ

か
ら

な
い

も
の

、
適

正
に

統
計

数
値

化
す

る
こ

と
が

困
難

と
思

わ
れ

る

【
原

案
の

と
お

り
】

　
情

報
シ

ス
テ

ム
の

標
準

化
・
共

通
化

の
対

象
と

な
る

基
幹

業
務

は
国

に
よ

っ
て

定
め

ら
れ

て
お

り
、

成
果

指
標

に
つ

い
て

は
、

対
象

と
な

る
基

幹
系

業
務

の
う

ち
、

情
報

シ
ス

テ
ム

の
標

準
化

・
共

通
化

へ
の

対
応

が
完

了
し

た
業

務
の

数
と

し
て

い
る

。
　

本
指

標
に

つ
い

て
は

、
県

か
ら

市
町

村
へ

の
調

査
照

会
等

に
よ

り
状

況
把

握
を

行
う

。

2
-
(7

)-
イ

-
①

広
域

化
実

施
市

町
村

数
－

成
果

指
標

に
つ

い
て

ど
の

よ
う

に
調

査
し

て
求

め
る

の
か

わ
か

ら
な

い
も

の
、

適
正

に
統

計
数

値
化

す
る

こ
と

が
困

難
と

思
わ

れ
る

【
原

案
の

と
お

り
】

　
水

道
用

水
供

給
対

象
の

拡
大

な
ど

多
様

な
形

態
の

広
域

化
を

実
施

す
る

市
町

村
の

数
を

成
果

指
標

と
す

る
。

水
道

広
域

化
の

取
組

に
よ

っ
て

、
安

定
し

た
生

活
に

欠
か

せ
な

い
水

道
の

料
金

等
の

格
差

の
是

正
に

つ
な

が
る

こ
と

か
ら

、
こ

の
指

標
を

選
定

す
る

。

2
-
(8

)-
ア

-
①

危
機

管
理

マ
ニ

ュ
ア

ル
等

作
成

数
－

成
果

指
標

に
つ

い
て

ど
の

よ
う

に
調

査
し

て
求

め
る

の
か

わ
か

ら
な

い
も

の
、

適
正

に
統

計
数

値
化

す
る

こ
と

が
困

難
と

思
わ

れ
る

【
原

案
の

と
お

り
】

　
危

機
管

理
マ

ニ
ュ

ア
ル

等
を

作
成

す
る

こ
と

で
、

各
危

機
事

象
に

対
す

る
体

制
整

備
等

の
強

化
が

期
待

で
き

る
こ

と
か

ら
、

こ
の

指
標

を
採

用
す

る
。

2
-
(8

)-
ア

-
②

自
主

防
災

組
織

率
－

成
果

指
標

に
つ

い
て

ど
の

よ
う

に
調

査
し

て
求

め
る

の
か

わ
か

ら
な

い
も

の
、

適
正

に
統

計
数

値
化

す
る

こ
と

が
困

難
と

思
わ

れ
る

【
原

案
の

と
お

り
】

　
沖

縄
県

で
は

、
関

係
機

関
及

び
住

民
が

台
風

に
係

る
被

害
状

況
の

把
握

や
被

災
地

域
の

災
害

復
旧

等
へ

の
対

応
に

あ
る

程
度

習
熟

し
て

い
る

一
方

で
、

自
主

防
災

組
織

の
リ

ー
ダ

ー
と

な
る

人
材

や
運

営
ノ

ウ
ハ

ウ
に

乏
し

い
こ

と
や

、
大

き
な

河
川

や
そ

の
氾

濫
の

経
験

が
無

く
、

防
災

意
識

が
高

ま
り

に
く
い

事
等

が
考

え
ら

れ
る

こ
と

か
ら

、
自

主
防

災
組

織
や

消
防

団
員

数
が

全
国

と
比

べ
て

低
い

状
況

に
あ

る
。
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施
　

策
　

番
　

号
指

　
　

　
　

標
　

　
　

　
名

指
　

　
　

　
標

　
　

　
（
案

）
目

標
値

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

 議
 結

 果
 （

案
）

2
-
(8

)-
イ

-
②

個
別

施
設

計
画

策
定

数
個

別
施

設
計

画
更

新
数

道
路

、
河

川
、

港
湾

、
海

岸
、

下
水

道
、

モ
ノ

レ
ー

ル
、

学
校

施
設

等
に

お
い

て
策

定
さ

れ
て

い
る

個
別

の
施

設
計

画
（
長

寿
命

化
修

繕
計

画
）
の

う
ち

R
3
か

ら
R

1
3

ま
で

に
更

新
予

定
が

あ
る

施
設

計
画

の
更

新
数

と
し

た
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
て

該
当

箇
所

を
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

2
-
(8

)-
ウ

-
①

特
殊

詐
欺

認
知

件
数

－
成

果
指

標
に

つ
い

て
ど

の
よ

う
に

調
査

し
て

求
め

る
の

か
わ

か
ら

な
い

も
の

、
適

正
に

統
計

数
値

化
す

る
こ

と
が

困
難

と
思

わ
れ

る

【
原

案
の

と
お

り
】

　
刑

法
犯

認
知

件
数

は
、

平
成

2
3
年

の
沖

縄
2
1
世

紀
ビ

ジ
ョ

ン
作

成
時

1
2
,4

0
3

件
で

、
1
0
年

後
の

令
和

３
年

の
目

標
を

1
0
,0

0
0
件

以
下

と
し

た
。

令
和

２
年

末
で

は
、

5
,9

9
8
件

と
半

減
さ

せ
る

成
果

を
得

た
。

し
か

し
、

刑
法

犯
認

知
件

数
は

大
き

く
減

少
し

た
も

の
の

、
県

民
の

犯
罪

に
対

す
る

不
安

が
解

消
さ

れ
た

と
言

え
な

い
こ

と
か

ら
、

体
感

治
安

に
影

響
を

及
ぼ

す
犯

罪
を

成
果

指
標

と
す

る
。

2
-
(9

)-
ア

-
④

沖
縄

県
基

地
対

策
課

・
辺

野
古

新
基

地
建

設
問

題
対

策
課

の
ﾂ
ｲ
ｯ
ﾀ
ｰ

ﾌ
ｫ
ﾛ
ﾜ
ｰ

数

－
成

果
指

標
に

つ
い

て
ど

の
よ

う
に

調
査

し
て

求
め

る
の

か
わ

か
ら

な
い

も
の

、
適

正
に

統
計

数
値

化
す

る
こ

と
が

困
難

と
思

わ
れ

る

【
原

案
の

と
お

り
】

　
ツ

イ
ッ

タ
ー

に
お

い
て

は
、

個
々

の
ア

カ
ウ

ン
ト

毎
に

フ
ォ

ロ
ワ

ー
数

が
表

示
さ

れ
る

仕
組

み
と

な
っ

て
い

る
た

め
、

そ
の

仕
組

み
を

活
用

し
て

フ
ォ

ロ
ワ

ー
数

を
把

握
す

る
予

定
。

　
な

お
、

「
沖

縄
県

基
地

対
策

課
・
辺

野
古

新
基

地
建

設
問

題
対

策
課

」
の

ツ
イ

ッ
タ

ー
ア

カ
ウ

ン
ト

は
、

沖
縄

県
の

基
地

行
政

に
関

す
る

情
報

を
県

内
外

に
発

信
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
運

用
し

て
お

り
、

そ
の

フ
ォ

ロ
ワ

ー
数

は
沖

縄
の

基
地

問
題

に
対

す
る

関
心

の
広

が
り

の
程

度
を

示
し

て
い

る
と

考
え

ら
れ

る
た

め
、

施
策

の
成

果
指

標
と

し
て

い
る

。

3
-
(1

)-
ア

-
①

デ
ジ

タ
ル

ト
ラ

ン
ス

フ
ォ

ー
メ

ー
シ

ョ
ン

促
進

に
係

る
支

援
数

－

「
デ

ジ
タ

ル
ト

ラ
ン

ス
フ

ォ
ー

メ
ー

シ
ョ

ン
に

取
り

組
ん

だ
企

業
数

」
と

し
て

は
ど

う
か

。
成

果
指

標
に

つ
い

て
ど

の
よ

う
に

調
査

し
て

求
め

る
の

か
わ

か
ら

な
い

も
の

、
適

正
に

統
計

数
値

化
す

る
こ

と
が

困
難

と
思

わ
れ

る

【
原

文
の

と
お

り
】

D
X
に

取
り

組
む

企
業

数
に

つ
い

て
は

統
計

デ
ー

タ
で

把
握

が
で

き
な

い
こ

と
か

ら
、

支
援

企
業

数
を

成
果

指
標

に
設

定
し

て
い

る
。

今
後

、
D

X
に

向
け

た
取

り
組

み
を

進
め

る
中

で
、

よ
り

施
策

効
果

を
測

定
し

や
す

い
指

標
が

な
い

か
引

き
続

き
検

討
す

る
。

3
-
(1

)-
ア

-
②

付
加

価
値

労
働

生
産

性
－

成
果

指
標

に
つ

い
て

ど
の

よ
う

に
調

査
し

て
求

め
る

の
か

わ
か

ら
な

い
も

の
、

適
正

に
統

計
数

値
化

す
る

こ
と

が
困

難
と

思
わ

れ
る

【
原

案
の

と
お

り
】

県
が

定
期

的
に

実
施

し
て

い
る

統
計

調
査

の
結

果
を

基
に

算
出

す
る

。

3
-
(1

)-
ア

-
③

沖
縄

県
人

材
育

成
企

業
認

証
制

度
認

証
企

業
数

事
業

者
が

自
主

的
に

行
う

人
材

投
資

の
取

組
に

係
る

支
援

数

企
業

が
人

材
へ

の
投

資
を

活
性

化
さ

せ
る

こ
と

に
よ

り
、

人
材

の
育

成
が

図
ら

れ
、

労
働

生
産

性
の

向
上

に
つ

な
が

る
こ

と
か

ら
、

こ
の

指
標

を
選

定
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
て

該
当

箇
所

を
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る
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3
-
(1

)-
イ

-
④

支
援

機
関

に
よ

る
事

業
承

継
計

画
策

定
支

援
件

数
－

成
果

指
標

で
あ

る
た

め
、

支
援

数
と

表
記

す
る

よ
り

は
企

業
数

等
に

置
き

換
え

た
ほ

う
が

良
い

と
思

い
ま

す
。

こ
の

た
め

「
事

業
承

継
を

実
施

し
た

件
数

」
と

し
て

は
ど

う
か

。

【
原

案
の

と
お

り
】

計
画

策
定

支
援

後
、

実
際

に
事

業
承

継
を

行
う

時
期

は
企

業
に

よ
っ

て
異

な
り

、
承

継
を

実
施

し
た

件
数

の
把

握
が

難
し

い
こ

と
か

ら
、

支
援

件
数

と
し

て
い

る
。

3
-
(1

)-
ウ

-
①

県
内

産
出

額
／

県
内

総
供

給

県
内

需
要

に
関

す
る

自
給

率
(県

内
総

生
産

／
県

内
需

要
）

成
果

指
標

に
つ

い
て

ど
の

よ
う

に
調

査
し

て
求

め
る

の
か

わ
か

ら
な

い
も

の
、

適
正

に
統

計
数

値
化

す
る

こ
と

が
困

難
と

思
わ

れ
る

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
て

該
当

箇
所

を
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

3
-
(1

)-
ウ

-
③

食
料

品
製

造
業

の
製

造
品

出
荷

額
－

成
果

指
標

に
つ

い
て

ど
の

よ
う

に
調

査
し

て
求

め
る

の
か

わ
か

ら
な

い
も

の
、

適
正

に
統

計
数

値
化

す
る

こ
と

が
困

難
と

思
わ

れ
る

【
原

文
の

と
お

り
】

　
統

計
数

値
化

が
可

能
な

た
め

、
原

文
の

と
お

り
と

す
る

。

3
-
(1

)-
ウ

-
③

食
品

関
連

産
業

と
農

林
水

産
業

の
連

携

(主
な

指
標

）
食

料
品

製
造

業
の

製
造

品
出

荷
額

（
百

万
円

）

2
4
3
,6

5
9

　
食

料
品

製
造

業
の

製
造

品
出

荷
額

を
成

果
指

標
と

す
る

。
食

品
関

連
産

業
と

農
林

水
産

業
の

連
携

に
よ

る
サ

プ
ラ

イ
チ

ェ
ー

ン
の

高
度

化
・
合

理
化

を
図

る
こ

と
に

よ
り

、
食

料
品

製
造

業
の

製
造

品
出

荷
額

の
増

加
に

つ
な

が
る

こ
と

か
ら

、
こ

の
指

標
を

選
定

す
る

。

左
記

の
と

お
り

決
定

3
-
(1

)-
ウ

-
④

地
域

連
携

体
の

組
織

数
－

成
果

指
標

に
つ

い
て

ど
の

よ
う

に
調

査
し

て
求

め
る

の
か

わ
か

ら
な

い
も

の
、

適
正

に
統

計
数

値
化

す
る

こ
と

が
困

難
と

思
わ

れ
る

【
原

案
の

と
お

り
】

　
商

店
街

等
を

含
む

地
域

の
持

続
的

発
展

の
た

め
、

魅
力

有
る

ま
ち

づ
く
り

や
地

域
商

業
の

活
性

化
に

向
け

た
環

境
整

備
等

の
ほ

か
、

地
域

連
携

体
の

組
織

化
を

推
進

す
る

必
要

が
あ

る
た

め
、

こ
の

指
標

を
選

定
す

る
。

（
活

動
継

続
し

て
い

る
地

域
連

携
体

数
）

3
-
(2

)-
オ

-
①

M
IC

E
開

催
に

よ
る

経
済

波
及

効
果

（
直

接
効

果
）

－
成

果
指

標
に

つ
い

て
ど

の
よ

う
に

調
査

し
て

求
め

る
の

か
わ

か
ら

な
い

も
の

、
適

正
に

統
計

数
値

化
す

る
こ

と
が

困
難

と
思

わ
れ

る

【
原

案
の

と
お

り
】

　
Ｍ

ＩＣ
Ｅ

開
催

に
よ

る
経

済
波

及
効

果
（
直

接
効

果
）
を

成
果

指
標

と
す

る
。

Ｍ
ＩＣ

Ｅ
が

増
加

す
る

こ
と

で
Ｍ

ＩＣ
Ｅ

開
催

に
よ

る
波

及
効

果
の

増
加

に
つ

な
が

る
こ

と
か

ら
こ

の
指

標
を

選
定

す
る

。

3
-
(2

)-
オ

-
③

M
IC

E
開

催
に

よ
る

経
済

波
及

効
果

（
間

接
効

果
）

－
成

果
指

標
に

つ
い

て
ど

の
よ

う
に

調
査

し
て

求
め

る
の

か
わ

か
ら

な
い

も
の

、
適

正
に

統
計

数
値

化
す

る
こ

と
が

困
難

と
思

わ
れ

る

【
原

案
の

と
お

り
】

　
Ｍ

ＩＣ
Ｅ

開
催

に
よ

る
経

済
波

及
効

果
（
間

接
効

果
）
を

成
果

指
標

と
す

る
。

Ｍ
ＩＣ

Ｅ
を

活
用

し
た

関
連

産
業

の
振

興
に

よ
り

Ｍ
ＩＣ

Ｅ
に

関
わ

る
事

業
者

が
増

加
す

る
と

と
も

に
Ｍ

ＩＣ
Ｅ

に
関

連
す

る
消

費
額

が
増

加
し

、
Ｍ

ＩＣ
Ｅ

開
催

に
よ

る
経

済
波

及
効

果
（
間

接
効

果
）
の

増
加

に
つ

な
が

る
こ

と
か

ら
、

こ
の

指
標

を
選

定
す

る
。
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3
-
(3

)-
ｱ

-
➀

価
値

創
造

型
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

支
援

件
数

IC
T
ビ

ジ
ネ

ス
の

高
度

化
や

高
付

加
価

値
ビ

ジ
ネ

ス
へ

の
転

換
に

取
り

組
む

企
業

の
事

業
化

数

県
内

情
報

通
信

産
業

と
他

産
業

連
携

に
よ

る
新

た
な

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
の

創
出

の
た

め
に

「
価

値
創

造
型

デ
ジ

タ
ル

産
業

育
成

モ
デ

ル
事

業
」
及

び
「
高

度
デ

ジ
タ

ル
技

術
導

入
促

進
事

業
」
に

よ
る

価
値

創
造

型
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

へ
の

転
換

等
へ

支
援

す
る

こ
と

と
し

て
い

た
が

、
両

事
業

を
統

合
し

て
「
IC

T
ビ

ジ
ネ

ス
高

度
化

支
援

事
業

」
と

な
っ

た
た

め
、

同
事

業
の

内
容

に
沿

っ
た

指
標

へ
変

更
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
て

該
当

箇
所

を
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

3
-
(3

)-
ｱ

-
②

高
度

デ
ジ

タ
ル

技
術

導
入

支
援

件
数

デ
ジ

タ
ル

技
術

を
活

用
し

た
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

の
支

援
件

数

情
報

通
信

産
業

の
高

度
化

・
高

付
加

価
値

化
が

今
後

の
重

要
な

課
題

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

沖
縄

型
オ

ー
プ

ン
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

事
業

で
支

援
す

る
デ

ジ
タ

ル
技

術
を

活
用

し
た

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
を

指
標

と
し

て
設

定
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
て

該
当

箇
所

を
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

3
-
(3

)-
イ

-
➀

先
端

IC
T
を

活
用

し
新

ビ
ジ

ネ
ス

・
サ

ー
ビ

ス
を

展
開

す
る

企
業

の
誘

致
・
集

積

情
報

通
信

関
連

企
業

の
立

地
数

・
雇

用
者

数

情
報

通
信

産
業

振
興

地
域

・
特

区
内

で
新

た
に

立
地

・
創

業
し

た
IT

企
業

数
（
累

計
）

　
今
後
は
県
内
産
業
の
D
X
を
牽
引
す
る
企
業
や
先

端
I
C
T
を
活
用
し
た
新
ビ
ジ
ネ
ス
・
サ
ー
ビ
ス
を
展

開
す
る
企
業
の
誘
致
・
集
積
を
図
っ
て
い
く
こ
と

と
し
て
お
り
、
情
報
通
信
産
業
振
興
地
域
・
特
区

内
で
新
た
に
立
地
ま
た
は
創
業
し
た
I
T
企
業
数
を

指
標
と
す
る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
て

該
当

箇
所

を
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

な
し

(主
な

指
標

）
情

報
通

信
関

連
産

業
の

県
内

企
業

数
(社

）

1
,0

5
0

　
企

業
誘

致
の

指
標

と
し

て
立

地
数

(県
外

に
本

社
を

も
つ

企
業

が
県

内
に

子
会

社
・
支

社
・
事

業
所

等
を

設
立

し
た

企
業

の
数

)を
設

定
し

て
い

た
が

、
今

後
は

、
県

内
す

べ
て

の
情

報
通

信
事

業
者

の
高

度
化

・
高

付
加

価
値

化
に

取
り

組
む

こ
と

か
ら

、
県

内
全

体
の

IT
企

業
数

や
雇

用
者

数
を

指
標

と
す

る
。

左
記

の
と

お
り

決
定

な
し

(主
な

指
標

）
情

報
通

信
関

連
産

業
の

雇
用

者
数

（
人

）

4
9
,1

0
1

　
企

業
誘

致
の

指
標

と
し

て
立

地
数

(県
外

に
本

社
を

も
つ

企
業

が
県

内
に

子
会

社
・
支

社
・
事

業
所

等
を

設
立

し
た

企
業

の
数

)を
設

定
し

て
い

た
が

、
今

後
は

、
県

内
す

べ
て

の
情

報
通

信
事

業
者

の
高

度
化

・
高

付
加

価
値

化
に

取
り

組
む

こ
と

か
ら

、
県

内
全

体
の

IT
企

業
数

や
雇

用
者

数
を

指
標

と
す

る
。

左
記

の
と

お
り

決
定
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施
　

策
　

番
　

号
指

　
　

　
　

標
　

　
　

　
名

指
　

　
　

　
標

　
　

　
（
案

）
目

標
値

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

 議
 結

 果
 （

案
）

3
-
(3

)-
ｲ
-
②

沖
縄

国
際

情
報

通
信

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
利

用
通

信
容

量
削

除
3
-
(3

)-
ｲ
-
③

と
施

策
統

合
の

た
め

削
除

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
て

該
当

箇
所

を
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

3
-
(4

)-
ア

-
③

那
覇

空
港

か
ら

の
国

際
貨

物
量

那
覇

空
港

に
お

け
る

国
際

貨
物

量
及

び
那

覇
港

に
お

け
る

定
期

外
国

航
路

数

社
会

展
望

値
に

係
る

指
標

に
つ

い
て

整
理

が
必

要
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
て

該
当

箇
所

を
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

3
-
(4

)-
ア

-
③

物
流

コ
ス

ト
低

減
に

向
け

た
国

際
航

路
・
空

路
拡

充
の

取
組

及
び

物
流

対
策

の
強

化

(主
な

指
標

）
那

覇
空

港
に

お
け

る
国

際
貨

物
量

（
ト

ン
）

2
0
0
,0

0
0

　
那

覇
空

港
に

お
け

る
国

際
貨

物
量

に
つ

い
て

、
那

覇
空

港
は

国
内

屈
指

の
利

用
客

数
及

び
貨

物
取

扱
量

を
誇

る
と

と
も

に
、

東
ア

ジ
ア

・
東

南
ア

ジ
ア

の
主

要
都

市
が

４
時

間
圏

内
に

収
ま

る
な

ど
国

際
航

空
物

流
ハ

ブ
と

し
て

の
優

位
性

を
有

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
こ

の
指

標
を

設
定

す
る

。
（
ア

ジ
ア

課
記

載
）

　
片

荷
輸

送
等

を
起

因
と

し
た

高
い

海
上

輸
送

コ
ス

ト
を

解
消

す
る

た
め

に
は

、
ア

ジ
ア

主
要

港
と

国
内

港
湾

を
繋

ぐ
中

継
拠

点
と

し
て

潜
在

力
を

高
め

、
積

み
替

え
貨

物
を

増
加

さ
せ

る
な

ど
移

輸
出

の
増

加
を

図
る

国
際

航
路

拡
充

が
重

要
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
那

覇
港

に
お

け
る

定
期

外
国

航
路

数
を

指
標

と
し

て
設

定
す

る
。

（
港

湾
課

記
載

）

左
記

の
と

お
り

決
定

3
-
(4

)-
ア

-
③

物
流

コ
ス

ト
低

減
に

向
け

た
国

際
航

路
・
空

路
拡

充
の

取
組

及
び

物
流

対
策

の
強

化

(主
な

指
標

）
及

び
那

覇
港

に
お

け
る

定
期

外
国

航
路

数
（
路

線
）

1
0

　
那

覇
空

港
に

お
け

る
国

際
貨

物
量

に
つ

い
て

、
那

覇
空

港
は

国
内

屈
指

の
利

用
客

数
及

び
貨

物
取

扱
量

を
誇

る
と

と
も

に
、

東
ア

ジ
ア

・
東

南
ア

ジ
ア

の
主

要
都

市
が

４
時

間
圏

内
に

収
ま

る
な

ど
国

際
航

空
物

流
ハ

ブ
と

し
て

の
優

位
性

を
有

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
こ

の
指

標
を

設
定

す
る

。
（
ア

ジ
ア

課
記

載
）

　
片

荷
輸

送
等

を
起

因
と

し
た

高
い

海
上

輸
送

コ
ス

ト
を

解
消

す
る

た
め

に
は

、
ア

ジ
ア

主
要

港
と

国
内

港
湾

を
繋

ぐ
中

継
拠

点
と

し
て

潜
在

力
を

高
め

、
積

み
替

え
貨

物
を

増
加

さ
せ

る
な

ど
移

輸
出

の
増

加
を

図
る

国
際

航
路

拡
充

が
重

要
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
那

覇
港

に
お

け
る

定
期

外
国

航
路

数
を

指
標

と
し

て
設

定
す

る
。

（
港

湾
課

記
載

）

左
記

の
と

お
り

決
定

63



施
　

策
　

番
　

号
指

　
　

　
　

標
　

　
　

　
名

指
　

　
　

　
標

　
　

　
（
案

）
目

標
値

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

 議
 結

 果
 （

案
）

3
-
(4

)-
イ

-
①

臨
空

・
臨

港
型

産
業

に
お

け
る

 企
業

の
立

地
件

数
（
県

、
市

町
村

支
援

分
）

臨
空

・
臨

港
型

産
業

に
お

け
る

 新
規

立
地

企
業

数
社

会
展

望
値

に
係

る
指

標
に

つ
い

て
整

理
が

必
要

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
て

該
当

箇
所

を
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

3
-
(4

)-
イ

-
➀

高
付

加
価

値
製

品
を

製
造

す
る

企
業

等
の

誘
致

(主
な

指
標

）
臨

空
・
臨

港
型

産
業

に
お

け
る

新
規

立
地

企
業

数
（
社

）

3
0
0

　
臨

空
・
臨

港
型

産
業

の
集

積
に

つ
い

て
は

、
空

港
・

港
湾

の
物

流
機

能
を

活
用

し
た

製
造

業
と

物
流

関
連

産
業

を
集

積
し

、
産

業
と

貿
易

の
振

興
を

図
る

こ
と

と
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

成
果

指
標

と
し

て
、
国
際
物
流
拠
点

産
業
集
積
地
域
に
お
け
る
新
規
立
地
企
業
数
を
指

標
と
し
て
設
定
す
る
。

左
記

の
と

お
り

決
定

3
-
(4

)-
イ

-
②

航
空

関
連

産
業

企
業

数
－

成
果

指
標

に
つ

い
て

ど
の

よ
う

に
調

査
し

て
求

め
る

の
か

わ
か

ら
な

い
も

の
、

適
正

に
統

計
数

値
化

す
る

こ
と

が
困

難
と

思
わ

れ
る

【
原

文
の

と
お

り
】

県
独

自
の

調
査

等
に

よ
っ

て
、

定
量

的
に

把
握

す
る

こ
と

は
可

能
と

考
え

る
た

め
。

3
-
(4

)-
ウ

-
①

輸
出

額
（
石

油
製

品
を

除
い

た
額

）

県
内

輸
出

事
業

者
等

に
よ

る
沖

縄
か

ら
の

輸
出

額
及

び
本

土
経

由
で

の
輸

出
額

の
年

間
輸

出
合

計
額

（
百

万
円

）

　
国

際
物

流
拠

点
を

活
用

し
た

県
産

品
の

販
路

拡
大

や
県

内
企

業
の

海
外

展
開

促
進

の
取

り
組

み
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
主

要
な

県
内

輸
出

事
業

者
及

び
沖

縄
を

経
由

し
て

輸
出

す
る

事
業

者
の

年
間

輸
出

合
計

額
（
一

般
取

引
及

び
Ｅ

Ｃ
取

引
）
を

指
標

と
し

て
設

定
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
て

該
当

箇
所

を
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

3
-
(4

)-
ウ

-
➀

海
外

展
開

に
向

け
た

総
合

的
な

支
援

(主
な

指
標

）
県

内
輸

出
事

業
者

及
び

沖
縄

を
経

由
し

て
輸

出
す

る
事

業
者

の
年

間
輸

出
額

（
百

万
円

）

前
年

７
％

増

　
国

際
物

流
拠

点
を

活
用

し
た

県
産

品
の

販
路

拡
大

や
県

内
企

業
の

海
外

展
開

促
進

の
取

り
組

み
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
主

要
な

県
内

輸
出

事
業

者
及

び
沖

縄
を

経
由

し
て

輸
出

す
る

事
業

者
の

年
間

輸
出

合
計

額
（
一

般
取

引
及

び
Ｅ

Ｃ
取

引
）
を

指
標

と
し

て
設

定
す

る
。

左
記

の
と

お
り

決
定

3
-
(4

)-
ウ

-
②

M
IC

E
開

催
件

数
の

う
ち

展
示

会
等

（
E
）
開

催
件

数
－

素
案

の
原

文
通

り
で

あ
れ

ば
開

催
件

数
で

良
い

か
と

思
う

が
、

マ
ッ

チ
ン

グ
数

な
ど

に
置

き
換

え
て

も
良

い
と

思
う

。

【
原

文
の

と
お

り
】

マ
ッ

チ
ン

グ
数

の
指

標
は

、
個

別
の

展
示

会
、

商
談

会
に

お
け

る
成

果
指

標
と

す
る

。
総

合
的

な
成

果
指

標
は

開
催

件
数

と
し

、
原

文
の

と
お

り
と

す
る

。
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施
　

策
　

番
　

号
指

　
　

　
　

標
　

　
　

　
名
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標

　
　

　
（
案

）
目

標
値

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

 議
 結

 果
 （

案
）

3
-
(5

)-
ア

-
①

大
学

等
の

共
同

研
究

の
受

け
入

れ
金

額
－

成
果

指
標

に
つ

い
て

ど
の

よ
う

に
調

査
し

て
求

め
る

の
か

わ
か

ら
な

い
も

の
、

適
正

に
統

計
数

値
化

す
る

こ
と

が
困

難
と

思
わ

れ
る

【
原

案
の

と
お

り
】

本
指

標
デ

ー
タ

に
つ

い
て

は
、

文
科

省
が

毎
年

実
施

し
て

い
る

「
大

学
等

に
お

け
る

産
学

官
連

携
調

査
」
に

お
い

て
把

握
す

る
こ

と
が

可
能

と
な

っ
て

い
る

。

3
-
(5

)-
イ

-
①

企
業

等
に

よ
る

研
究

開
発

、
販

路
開

拓
、

人
材

育
成

等
の

促
進

(主
な

指
標

）
バ

イ
オ

ベ
ン

チ
ャ

ー
企

業
数

（
社

）
7
0

　
バ

イ
オ

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

を
活

用
し

て
事

業
展

開
を

行
う

バ
イ

オ
ベ

ン
チ

ャ
ー

企
業

の
企

業
数

を
施

策
の

成
果

指
標

と
す

る
。

　
企

業
等

に
よ

る
研

究
開

発
、

販
路

開
拓

、
人

材
育

成
等

を
促

進
す

る
こ

と
に

よ
り

、
バ

イ
オ

ベ
ン

チ
ャ

ー
企

業
の

創
業

や
既

存
企

業
の

バ
イ

オ
分

野
へ

の
参

入
、

県
外

か
ら

の
企

業
進

出
な

ど
に

よ
り

、
同

企
業

の
増

加
が

見
込

ま
れ

る
こ

と
か

ら
、

こ
の

指
標

を
選

定
す

る
。

左
記

の
と

お
り

決
定

3
-
(5

)-
イ

-
③

バ
イ

オ
関

連
企

業
等

の
企

業
数

－
施

策
の

タ
イ

ト
ル

に
あ

わ
せ

て
「
健

康
・
医

薬
関

連
企

業
・
機

関
数

」
の

ほ
う

が
良

い
と

思
料

す
る

。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
左

記
「
県

の
考

え
方

」
の

と
お

り
、

バ
イ

オ
関

連
事

業
が

主
た

る
事

業
で

は
な

く
と

も
、

バ
イ

オ
関

連
事

業
に

取
り

組
ん

で
い

る
企

業
等

ま
で

対
象

に
含

む
こ

と
を

想
定

し
て

い
る

指
標

で
あ

る
た

め
、

原
文

の
と

お
り

と
す

る
。

3
-
(6

)-
ア

-
①

起
業

家
育

成
数

－
成

果
指

標
に

つ
い

て
ど

の
よ

う
に

調
査

し
て

求
め

る
の

か
わ

か
ら

な
い

も
の

、
適

正
に

統
計

数
値

化
す

る
こ

と
が

困
難

と
思

わ
れ

る

【
原

案
の

と
お

り
】

　
大

学
や

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
支

援
機

関
等

へ
の

ヒ
ア

リ
ン

グ
・
書

面
調

査
を

実
施

す
る

こ
と

で
、

指
標

の
把

握
を

行
う

予
定

。

3
-
(6

)-
ア

-
②

支
援

し
た

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
の

資
金

調
達

額
－

成
果

指
標

に
つ

い
て

ど
の

よ
う

に
調

査
し

て
求

め
る

の
か

わ
か

ら
な

い
も

の
、

適
正

に
統

計
数

値
化

す
る

こ
と

が
困

難
と

思
わ

れ
る

【
原

案
の

と
お

り
】

　
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

支
援

機
関

等
へ

の
ヒ

ア
リ

ン
グ

・
書

面
調

査
を

実
施

す
る

こ
と

で
、

指
標

の
把

握
を

行
う

予
定

。

3
-
(6

)-
ア

-
③

支
援

し
た

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
に

よ
る

社
会

提
供

し
た

ｿ
ﾘ
ｭ
ｰ

ｼ
ｮﾝ

･
ﾌ
ﾟﾛ

ﾀ
ﾞｸ

ﾄ件
数

－
成

果
指

標
に

つ
い

て
ど

の
よ

う
に

調
査

し
て

求
め

る
の

か
わ

か
ら

な
い

も
の

、
適

正
に

統
計

数
値

化
す

る
こ

と
が

困
難

と
思

わ
れ

る

【
原

案
の

と
お

り
】

　
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

支
援

機
関

等
へ

の
ヒ

ア
リ

ン
グ

・
書

面
調

査
を

実
施

す
る

こ
と

で
、

指
標

の
把

握
を

行
う

予
定

。
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施
　

策
　

番
　

号
指

　
　

　
　

標
　

　
　

　
名

指
　

　
　

　
標

　
　

　
（
案

）
目

標
値

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

 議
 結

 果
 （

案
）

3
-
(6

)-
イ

-
①

（
施

策
削

除
）

沖
縄

ら
し

い
S
D

G
ｓ

実
施

計
画

策
定

企
業

数
－

成
果

指
標

に
つ

い
て

ど
の

よ
う

に
調

査
し

て
求

め
る

の
か

わ
か

ら
な

い
も

の
、

適
正

に
統

計
数

値
化

す
る

こ
と

が
困

難
と

思
わ

れ
る

【
原

案
の

と
お

り
】

　
民

間
活

力
を

活
用

し
た

S
D

G
ｓ
に

よ
る

課
題

の
解

消
推

進
制

度
に

お
け

る
、

沖
縄

ら
し

い
S
D

G
ｓ
実

施
計

画
策

定
企

業
数

を
成

果
指

標
と

す
る

。
　

特
区

制
度

に
よ

る
沖

縄
ら

し
い

S
D

G
ｓ
推

進
に

向
け

た
事

業
展

開
を

推
進

す
る

こ
と

に
よ

り
、

沖
縄

ら
し

い
S
D

G
ｓ
実

施
計

画
策

定
企

業
数

の
増

加
に

つ
な

が
る

こ
と

か
ら

、
こ

の
指

標
を

選
定

す
る

。

3
-
(6

)-
イ

-
②

投
資

フ
ァ

ン
ド

に
よ

る
ソ

ー
シ

ャ
ル

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
に

取
り

組
む

企
業

へ
の

投
資

数

削
除

3
-
(6

)-
ｱ

-
③

と
施

策
統

合
の

た
め

削
除

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
て

該
当

箇
所

を
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

3
-
(6

)-
イ

-
③

（
施

策
削

除
）

ゆ
い

く
る

認
定

製
品

の
利

用
率

－
成

果
指

標
に

つ
い

て
ど

の
よ

う
に

調
査

し
て

求
め

る
の

か
わ

か
ら

な
い

も
の

、
適

正
に

統
計

数
値

化
す

る
こ

と
が

困
難

と
思

わ
れ

る

【
原

案
の

と
お

り
】

　
資

源
循

環
・
環

境
配

慮
型

の
事

業
を

促
進

す
る

こ
と

に
よ

り
、

循
環

型
社

会
の

構
築

の
支

援
及

び
最

終
処

分
場

の
延

命
化

を
図

る
こ

と
に

つ
な

が
る

た
め

、
こ

の
指

標
を

選
定

す
る

。
「
ゆ

い
く
る

認
定

製
品

の
利

用
率

」
の

算
定

方
法

は
下

記
の

と
お

り
。

そ
れ

ぞ
れ

の
数

値
に

つ
い

て
は

、
ゆ

い
く
る

材
の

認
定

者
に

対
し

「
沖

縄
県

リ
サ

イ
ク

ル
資

材
評

価
認

定
制

度
実

施
要

領
」
第

1
9
条

の
中

で
、

報
告

を
要

す
る

内
容

と
な

っ
て

お
り

、
そ

れ
ら

の
集

計
結

果
よ

り
算

出
さ

れ
て

い
る

。
ゆ

い
く
る

認
定

製
品

の
利

用
率

　
　

　
＝

製
品

出
荷

量
／

（
前

年
度

在
庫

量
＋

製
品

生
産

量
）

3
-
(6

)-
ウ

-
①

文
化

資
源

を
活

用
し

た
ビ

ジ
ネ

ス
の

自
走

化
件

数
－

成
果

指
標

に
つ

い
て

ど
の

よ
う

に
調

査
し

て
求

め
る

の
か

わ
か

ら
な

い
も

の
、

適
正

に
統

計
数

値
化

す
る

こ
と

が
困

難
と

思
わ

れ
る

【
原

案
の

と
お

り
】

　
文

化
資

源
を

活
用

し
た

ビ
ジ

ネ
ス

の
自

走
化

件
数

を
成

果
指

標
と

す
る

。
　

文
化

芸
術

に
関

す
る

産
業

の
創

出
・
振

興
を

推
進

す
る

こ
と

に
よ

り
、

文
化

資
源

を
活

用
し

た
ビ

ジ
ネ

ス
の

自
走

化
件

数
の

増
加

に
つ

な
が

る
こ

と
か

ら
、

こ
の

指
標

を
選

定
す

る
。

3
-
(6

)-
ウ

-
②

空
手

を
組

み
込

ん
だ

体
験

型
観

光
プ

ロ
グ

ラ
ム

や
商

品
等

の
開

発
件

数

－
成

果
指

標
に

つ
い

て
ど

の
よ

う
に

調
査

し
て

求
め

る
の

か
わ

か
ら

な
い

も
の

、
適

正
に

統
計

数
値

化
す

る
こ

と
が

困
難

と
思

わ
れ

る

【
原

案
の

と
お

り
】

　
空

手
を

組
み

込
ん

だ
体

験
型

観
光

プ
ロ

グ
ラ

ム
や

商
品

等
の

開
発

件
数

を
成

果
指

標
と

す
る

。
　

空
手

を
活

用
し

た
産

業
の

創
出

・
振

興
こ

係
る

取
組

推
進

に
よ

り
、

空
手

を
組

み
込

ん
だ

体
験

型
観

光
プ

ロ
グ

ラ
ム

や
商

品
等

の
開

発
件

数
の

増
加

に
つ

な
が

る
こ

と
か

ら
、

こ
の

指
標

を
選

定
す

る
。
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施
　

策
　

番
　

号
指

　
　

　
　

標
　

　
　

　
名

指
　

　
　

　
標

　
　

　
（
案

）
目

標
値

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

 議
 結

 果
 （

案
）

3
-
(7

)-
イ

-
①

国
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

に
基

づ
い

た
G

A
P

の
導

入
経

営
対

数
－

成
果

指
標

に
つ

い
て

ど
の

よ
う

に
調

査
し

て
求

め
る

の
か

わ
か

ら
な

い
も

の
、

適
正

に
統

計
数

値
化

す
る

こ
と

が
困

難
と

思
わ

れ
る

【
原

案
の

と
お

り
】

　
農

家
に

農
業

生
産

工
程

管
理

（
G

A
P

）
を

実
践

し
て

も
ら

う
た

め
、

導
入

し
た

経
営

体
数

を
施

策
の

成
果

指
標

と
す

る
。

3
-
(7

)-
ウ

-
③

他
産

業
と

連
携

し
て

い
る

農
産

加
工

事
業

者
割

合
－

成
果

指
標

に
つ

い
て

ど
の

よ
う

に
調

査
し

て
求

め
る

の
か

わ
か

ら
な

い
も

の
、

適
正

に
統

計
数

値
化

す
る

こ
と

が
困

難
と

思
わ

れ
る

【
原

案
の

と
お

り
】

　
食

品
製

造
業

や
観

光
関

連
産

業
と

の
連

携
を

進
め

、
多

様
な

ニ
ー

ズ
に

対
応

す
る

多
種

多
様

な
加

工
を

推
進

す
る

こ
と

に
よ

り
、

県
内

農
林

水
産

物
の

用
途

拡
大

を
契

機
と

し
た

高
付

加
価

値
化

に
つ

な
が

る
こ

と
か

ら
、

こ
の

指
標

を
選

定
す

る
。

3
-
(7

)-
エ

-
②

担
い

手
へ

の
農

地
集

積
率

－
成

果
指

標
に

つ
い

て
ど

の
よ

う
に

調
査

し
て

求
め

る
の

か
わ

か
ら

な
い

も
の

、
適

正
に

統
計

数
値

化
す

る
こ

と
が

困
難

と
思

わ
れ

る

【
原

案
の

と
お

り
】

　
認

定
農

業
者

や
認

定
新

規
就

農
者

等
の

地
域

の
中

心
的

担
い

手
へ

の
農

地
の

集
積

・
集

約
化

を
図

る
こ

と
に

よ
り

、
農

地
の

有
効

利
用

や
農

業
経

営
の

効
率

化
を

進
め

る
こ

と
か

ら
、

こ
の

指
標

を
設

定
す

る
。

3
-
(7

)-
オ

-
①

ｽ
ﾏ
ｰ

ﾄ農
林

水
産

業
技

術
の

導
入

産
地

数
－

成
果

指
標

に
つ

い
て

ど
の

よ
う

に
調

査
し

て
求

め
る

の
か

わ
か

ら
な

い
も

の
、

適
正

に
統

計
数

値
化

す
る

こ
と

が
困

難
と

思
わ

れ
る

【
原

案
の

と
お

り
】

　
ス

マ
ー

ト
農

林
水

産
業

技
術

を
導

入
す

る
産

地
の

合
計

数
を

施
策

の
成

果
指

標
と

す
る

。
　

先
端

技
術

の
活

用
に

よ
る

農
作

業
等

の
自

動
化

・
軽

減
化

や
IC

T
技

術
等

に
よ

る
熟

練
農

家
の

農
業

技
術

の
継

承
等

に
よ

り
、

高
齢

化
の

進
行

等
で

深
刻

な
人

手
不

足
に

悩
む

生
産

現
場

を
技

術
面

・
経

営
面

か
ら

支
え

、
生

産
性

が
高

く
競

争
力

の
あ

る
高

度
な

農
業

経
営

体
の

増
加

に
つ

な
が

る
こ

と
か

ら
、

こ
の

指
標

を
選

定
す

る
。

3
-
(7

)-
カ

-
③

係
留

施
設

の
機

能
高

度
化

整
備

率
－

成
果

指
標

に
つ

い
て

ど
の

よ
う

に
調

査
し

て
求

め
る

の
か

わ
か

ら
な

い
も

の
、

適
正

に
統

計
数

値
化

す
る

こ
と

が
困

難
と

思
わ

れ
る

【
原

案
の

と
お

り
】

　
漁

港
の

係
留

施
設

を
新

設
及

び
改

良
す

る
こ

と
に

よ
り

、
持

続
可

能
な

漁
業

の
振

興
と

漁
業

生
産

性
の

向
上

に
つ

な
が

る
こ

と
か

ら
、

こ
の

指
標

を
選

定
す

る
。

3
-
(7

)-
カ

-
④

農
業

・
農

村
の

強
靱

化
率

－
成

果
指

標
に

つ
い

て
ど

の
よ

う
に

調
査

し
て

求
め

る
の

か
わ

か
ら

な
い

も
の

、
適

正
に

統
計

数
値

化
す

る
こ

と
が

困
難

と
思

わ
れ

る

【
原

案
の

と
お

り
】

　
更

新
等

が
必

要
な

基
幹

的
農

業
水

利
施

設
に

お
け

る
対

策
着

手
の

割
合

及
び

防
災

重
点

た
め

池
に

お
け

る
防

災
対

策
着

手
の

割
合

を
統

合
し

た
、

農
業

・
農

村
の

強
靱

化
率

を
施

策
の

成
果

指
標

と
す

る
。

　
農

業
者

や
農

村
人

口
の

高
齢

化
・
減

少
、

自
然

災
害

の
頻

発
化

・
激

甚
化

が
今

後
更

に
見

込
ま

れ
る

中
、

老
朽

化
し

た
農

業
水

利
施

設
の

戦
略

的
な

保
全

管
理

や
農

業
・
農

村
の

防
災

・
減

災
対

策
等

を
促

進
す

る
こ

と
に

よ
り

、
農

業
生

産
や

農
村

生
活

を
支

え
る

イ
ン

フ
ラ

の
強

靱
性

や
持

続
性

の
強

化
に

つ
な

が
る

こ
と

か
ら

、
こ

の
指

標
を

設
定

す
る

。
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施
　

策
　

番
　

号
指

　
　

　
　

標
　

　
　

　
名

指
　

　
　

　
標

　
　

　
（
案

）
目

標
値

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

 議
 結

 果
 （

案
）

3
-
(7

)-
キ

-
①

環
境

保
全

型
農

業
の

実
践

数
－

成
果

指
標

に
つ

い
て

ど
の

よ
う

に
調

査
し

て
求

め
る

の
か

わ
か

ら
な

い
も

の
、

適
正

に
統

計
数

値
化

す
る

こ
と

が
困

難
と

思
わ

れ
る

【
原

案
の

と
お

り
】

　
化

学
合

成
農

薬
や

化
学

肥
料

の
使

用
低

減
を

推
進

す
る

こ
と

に
よ

り
、

環
境

負
荷

を
低

減
し

、
環

境
と

調
和

す
る

持
続

的
な

農
林

水
産

業
の

振
興

に
つ

な
が

る
こ

と
か

ら
、

特
別

栽
培

農
産

物
及

び
エ

コ
フ

ァ
ー

マ
ー

の
認

証
・
認

定
件

数
の

合
計

数
を

施
策

の
成

果
指

標
と

す
る

。

3
-
(8

)-
ア

-
➀

域
内

自
給

率
を

高
め

る
も

の
づ

く
り

産
業

の
高

度
化

(主
な

指
標

）
製

造
品

出
荷

額
（
百

万
円

）
7
4
2
,9

6
6

　
製

造
品

出
荷

額
を

成
果

指
標

と
す

る
。

　
も

の
づ

く
り

産
業

の
振

興
を

図
る

こ
と

に
よ

り
、

製
造

品
出

荷
額

の
増

加
に

つ
な

が
る

こ
と

か
ら

、
こ

の
指

標
を

選
定

す
る

。

左
記

の
と

お
り

決
定

3
-
(8

)-
ア

-
②

も
の

づ
く
り

産
業

振
興

の
た

め
の

環
境

整
備

製
造

業
事

業
所

数
（
事

業
所

）
削

除
3
-
(8

)-
ｱ

-
③

と
施

策
統

合
の

た
め

削
除

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
て

該
当

箇
所

を
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

な
し

(主
な

指
標

）
製

造
業

事
業

所
数

（
事

業
所

）
1
2
1
9

　
製

造
業

事
業

所
数

を
成

果
指

標
と

す
る

。
　

も
の

づ
く
り

産
業

立
地

の
た

め
の

環
境

整
備

と
企

業
誘

致
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

製
造

業
事

業
所

数
の

増
加

に
つ

な
が

る
こ

と
か

ら
、

こ
の

指
標

を
選

定
す

る
。

左
記

の
と

お
り

決
定

3
-
(8

)-
ア

-
③

製
造

業
に

お
け

る
付

加
価

値
額

－
成

果
指

標
に

つ
い

て
ど

の
よ

う
に

調
査

し
て

求
め

る
の

か
わ

か
ら

な
い

も
の

、
適

正
に

統
計

数
値

化
す

る
こ

と
が

困
難

と
思

わ
れ

る

【
原

文
の

と
お

り
】

　
　

統
計

数
値

化
が

可
能

な
た

め
、

原
文

の
と

お
り

と
す

る
。

3
-
(8

)-
イ

-
③

名
目

県
内

総
生

産
に

お
け

る
第

１
次

産
業

＋
製

造
業

生
産

額
－

成
果

指
標

に
つ

い
て

ど
の

よ
う

に
調

査
し

て
求

め
る

の
か

わ
か

ら
な

い
も

の
、

適
正

に
統

計
数

値
化

す
る

こ
と

が
困

難
と

思
わ

れ
る

【
原

案
の

と
お

り
】

県
が

定
期

的
に

実
施

し
て

い
る

統
計

調
査

の
結

果
を

基
に

算
出

す
る

。

3
-
(9

)-
イ

-
③

ス
ポ

ー
ツ

実
施

率
－

成
果

指
標

に
つ

い
て

ど
の

よ
う

に
調

査
し

て
求

め
る

の
か

わ
か

ら
な

い
も

の
、

適
正

に
統

計
数

値
化

す
る

こ
と

が
困

難
と

思
わ

れ
る

【
原

案
の

と
お

り
】

　
ス

ポ
ー

ツ
実

施
率

を
成

果
指

標
と

す
る

。
県

民
一

人
ひ

と
り

が
参

加
す

る
生

涯
ス

ポ
ー

ツ
の

推
進

に
よ

り
、

ス
ポ

ー
ツ

実
施

率
の

増
加

に
つ

な
が

る
こ

と
か

ら
、

こ
の

指
標

を
選

定
す

る
。
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施
　

策
　

番
　

号
指

　
　

　
　

標
　

　
　

　
名

指
　

　
　

　
標

　
　

　
（
案

）
目

標
値

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

 議
 結

 果
 （

案
）

3
-
(1

0
)-

イ
-
②

特
産

品
等

販
路

拡
大

支
援

件
数

－

成
果

指
標

で
あ

る
た

め
、

支
援

数
と

表
記

す
る

よ
り

は
企

業
数

等
に

置
き

換
え

た
ほ

う
が

良
い

と
思

う
。

こ
の

た
め

「
特

産
品

等
販

路
拡

大
支

援
を

通
じ

た
成

功
件

数
」
と

し
て

は
ど

う
か

。

【
原

案
の

と
お

り
】

特
産

品
等

販
路

拡
大

支
援

件
数

は
、

企
業

数
と

な
っ

て
お

り
、

ご
指

摘
の

趣
旨

を
踏

ま
え

、
表

記
に

つ
い

て
今

後
の

参
考

と
さ

せ
て

い
た

だ
く
。

3
-
(1

1
)-

ア
-
④

外
国

人
材

の
受

入
環

境
の

整
備

(主
な

指
標

）
外

国
人

労
働

者
数

（
人

）
2
2
,2

0
0

　
外

国
人

材
受

入
環

境
の

整
備

を
進

め
る

こ
と

で
、

県
内

で
働

く
外

国
人

労
働

者
数

の
増

加
に

つ
な

が
る

こ
と

が
想

定
さ

れ
る

た
め

、
指

標
と

し
て

設
定

す
る

。
左

記
の

と
お

り
決

定

3
-
(1

1
)-

イ
-
➀

テ
レ

ワ
ー

ク
実

施
率

－
成

果
指

標
に

つ
い

て
ど

の
よ

う
に

調
査

し
て

求
め

る
の

か
わ

か
ら

な
い

も
の

、
適

正
に

統
計

数
値

化
す

る
こ

と
が

困
難

と
思

わ
れ

る

【
原

案
の

と
お

り
】

　
テ

レ
ワ

ー
ク

実
施

率
を

成
果

指
標

と
す

る
。

テ
レ

ワ
ー

ク
は

、
コ

ロ
ナ

渦
を

機
に

全
国

的
に

広
ま

り
、

現
在

は
多

様
な

働
き

方
の

一
つ

と
し

て
認

知
さ

れ
て

い
る

。
施

策
を

推
進

す
る

こ
と

で
、

テ
レ

ワ
ー

ク
実

施
率

が
向

上
し

柔
軟

な
働

き
方

が
促

進
さ

れ
る

こ
と

か
ら

、
こ

の
施

策
の

成
果

指
標

と
す

る
。

3
-
(1

1
)-

イ
-
③

県
内

企
業

の
非

正
規

労
働

者
へ

の
労

働
条

件
通

知
書

交
付

率

－
成

果
指

標
に

つ
い

て
ど

の
よ

う
に

調
査

し
て

求
め

る
の

か
わ

か
ら

な
い

も
の

、
適

正
に

統
計

数
値

化
す

る
こ

と
が

困
難

と
思

わ
れ

る

【
原

案
の

と
お

り
】

　
施

策
を

推
進

す
る

こ
と

で
、

非
正

規
労

働
者

の
働

き
や

す
い

環
境

整
備

が
促

進
さ

れ
る

こ
と

か
ら

、
非

正
規

労
働

者
に

対
す

る
労

働
条

件
通

知
書

の
交

付
率

を
成

果
指

標
と

す
る

。

3
-
(1

1
)-

イ
-
④

正
規

雇
用

者
の

割
合

－
成

果
指

標
に

つ
い

て
ど

の
よ

う
に

調
査

し
て

求
め

る
の

か
わ

か
ら

な
い

も
の

、
適

正
に

統
計

数
値

化
す

る
こ

と
が

困
難

と
思

わ
れ

る

【
原

文
の

と
お

り
】

総
務

省
統

計
局

及
び

企
画

部
統

計
課

公
表

の
「
労

働
力

調
査

（
基

本
統

計
）
」

に
よ

り
把

握
可

能
で

あ
る

。

3
-
(1

1
)-

ウ
-
②

新
規

学
卒

者
の

１
年

目
離

職
率

－
成

果
指

標
に

つ
い

て
ど

の
よ

う
に

調
査

し
て

求
め

る
の

か
わ

か
ら

な
い

も
の

、
適

正
に

統
計

数
値

化
す

る
こ

と
が

困
難

と
思

わ
れ

る

【
原

文
の

と
お

り
】

沖
縄

労
働

局
公

表
の

「
新

規
学

卒
就

職
者

の
離

職
状

況
」
に

よ
り

把
握

可
能

で
あ

る
。

3
-
(1

1
)-

ウ
-
③

県
内

就
職

比
率

（
新

卒
）

－
成

果
指

標
に

つ
い

て
ど

の
よ

う
に

調
査

し
て

求
め

る
の

か
わ

か
ら

な
い

も
の

、
適

正
に

統
計

数
値

化
す

る
こ

と
が

困
難

と
思

わ
れ

る

【
原

文
の

と
お

り
】

沖
縄

労
働

局
公

表
の

「
新

規
学

卒
就

職
者

の
求

人
・
求

職
・
就

職
内

定
状

況
」

に
よ

り
把

握
可

能
で

あ
る

。
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施
　

策
　

番
　

号
指

　
　

　
　

標
　

　
　

　
名

指
　

　
　

　
標

　
　

　
（
案

）
目

標
値

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

 議
 結

 果
 （

案
）

3
-
(1

1
)-

エ
-
➀

女
性

の
離

職
率

－
成

果
指

標
に

つ
い

て
ど

の
よ

う
に

調
査

し
て

求
め

る
の

か
わ

か
ら

な
い

も
の

、
適

正
に

統
計

数
値

化
す

る
こ

と
が

困
難

と
思

わ
れ

る

【
原

案
の

と
お

り
】

　
女

性
の

離
職

率
を

成
果

指
標

と
す

る
。

施
策

を
推

進
す

る
こ

と
で

、
職

場
へ

の
定

着
に

繋
が

り
、

働
き

や
す

い
環

境
づ

く
り

の
促

進
が

図
ら

れ
る

こ
と

か
ら

、
こ

の
施

策
の

成
果

指
標

と
す

る
。

3
-
(1

1
)-

エ
-
③

女
性

の
平

均
勤

続
年

数
－

成
果

指
標

に
つ

い
て

ど
の

よ
う

に
調

査
し

て
求

め
る

の
か

わ
か

ら
な

い
も

の
、

適
正

に
統

計
数

値
化

す
る

こ
と

が
困

難
と

思
わ

れ
る

【
原

案
の

と
お

り
】

　
本

県
の

平
均

勤
続

年
数

は
全

国
平

均
と

比
べ

低
く
、

施
策

を
推

進
す

る
こ

と
で

女
性

の
就

業
継

続
が

図
ら

れ
る

こ
と

か
ら

、
こ

の
施

策
を

成
果

指
標

と
す

る
。

3
-
(1

2
)-

ア
-
➀

超
高

速
ブ

ロ
ー

ド
バ

ン
ド

サ
ー

ビ
ス

基
盤

整
備

率
－

成
果

指
標

に
つ

い
て

ど
の

よ
う

に
調

査
し

て
求

め
る

の
か

わ
か

ら
な

い
も

の
、

適
正

に
統

計
数

値
化

す
る

こ
と

が
困

難
と

思
わ

れ
る

【
原

案
の

と
お

り
】

　
全

世
帯

に
占

め
る

超
高

速
ブ

ロ
ー

ド
バ

ン
ド

整
備

完
了

地
域

内
の

世
帯

数
の

割
合

を
示

す
指

標
と

す
る

。
　

離
島

地
域

等
の

お
い

て
は

、
民

間
通

信
事

業
者

に
よ

る
情

報
通

信
基

盤
の

整
備

が
進

ん
で

い
な

い
地

域
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
情

報
通

信
環

境
を

整
備

す
る

こ
と

に
よ

り
、

情
報

格
差

の
是

正
に

繋
が

る
こ

と
か

ら
こ

の
指

標
を

選
定

す
る

。

4
-
(1

)-
ア

-
①

平
和

の
礎

の
来

園
者

数
－

成
果

指
標

に
つ

い
て

ど
の

よ
う

に
調

査
し

て
求

め
る

の
か

わ
か

ら
な

い
も

の
、

適
正

に
統

計
数

値
化

す
る

こ
と

が
困

難
と

思
わ

れ
る

【
原

案
の

と
お

り
】

　
平

和
の

礎
の

来
園

者
数

を
施

策
の

施
策

指
標

と
す

る
。

平
和

の
礎

は
、

国
籍

や
軍

人
、

民
間

人
の

区
別

な
く
沖

縄
戦

な
ど

で
亡

く
な

ら
れ

た
全

て
の

人
々

の
氏

名
を

刻
ん

で
お

り
、

内
外

に
向

け
「
沖

縄
の

こ
こ

ろ
」
を

発
信

で
き

る
施

設
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
こ

の
指

標
を

選
定

す
る

。

4
-
(1

)-
イ

-
②

平
和

に
関

す
る

社
会

貢
献

活
動

に
取

り
組

む
個

人
や

団
体

の
数

－
成

果
指

標
に

つ
い

て
ど

の
よ

う
に

調
査

し
て

求
め

る
の

か
わ

か
ら

な
い

も
の

、
適

正
に

統
計

数
値

化
す

る
こ

と
が

困
難

と
思

わ
れ

る

【
原

案
の

と
お

り
】

　
ち

ゅ
ら

う
ち

な
ー

草
の

根
平

和
貢

献
賞

の
受

賞
団

体
数

を
施

策
の

成
果

指
標

と
す

る
。

　
令

和
元

年
に

創
設

し
た

同
賞

の
認

知
度

を
更

に
高

め
る

こ
と

に
よ

り
、

身
近

な
社

会
貢

献
活

動
に

光
を

当
て

、
平

和
に

関
す

る
県

民
意

識
の

普
及

と
高

揚
に

寄
与

す
る

こ
と

に
つ

な
が

る
こ

と
か

ら
、

こ
の

指
標

を
選

定
す

る
。

5
-
(1

)-
ア

-
②

組
踊

・
沖

縄
伝

統
芸

能
を

理
解

し
た

児
童

生
徒

の
割

合
－

成
果

指
標

に
つ

い
て

ど
の

よ
う

に
調

査
し

て
求

め
る

の
か

わ
か

ら
な

い
も

の
、

適
正

に
統

計
数

値
化

す
る

こ
と

が
困

難
と

思
わ

れ
る

【
原

案
の

と
お

り
】

　
組

踊
り

鑑
賞

後
の

生
徒

ア
ン

ケ
ー

ト
で

「
組

踊
・
沖

縄
伝

統
芸

能
を

理
解

し
た

」
と

回
答

し
た

児
童

生
徒

の
割

合
を

施
策

の
成

果
指

標
と

す
る

。
組

踊
等

を
児

童
生

徒
に

触
れ

さ
せ

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

郷
土

芸
能

へ
の

理
解

と
関

心
を

深
め

さ
せ

、
児

童
生

徒
の

豊
か

な
感

性
の

育
成

に
つ

な
が

る
こ

と
か

ら
、

こ
の

指
標

を
選

定
す

る
。
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施
　

策
　

番
　

号
指

　
　

　
　

標
　

　
　

　
名

指
　

　
　

　
標

　
　

　
（
案

）
目

標
値

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

 議
 結

 果
 （

案
）

5
-
(1

)-
イ

-
①

家
庭

教
育

支
援

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

数
－

成
果

指
標

に
つ

い
て

ど
の

よ
う

に
調

査
し

て
求

め
る

の
か

わ
か

ら
な

い
も

の
、

適
正

に
統

計
数

値
化

す
る

こ
と

が
困

難
と

思
わ

れ
る

【
原

案
の

と
お

り
】

　
保

護
者

同
士

や
地

域
と

の
つ

な
が

り
を

つ
く
る

な
ど

、
家

庭
教

育
を

支
援

す
る

家
庭

教
育

支
援

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

数
を

施
策

の
成

果
指

標
と

す
る

。
家

庭
教

育
支

援
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
の

養
成

に
取

り
組

む
こ

と
に

よ
り

、
家

庭
教

育
機

能
の

充
実

が
図

ら
れ

る
こ

と
か

ら
、

こ
の

指
標

を
選

定
す

る
。

5
-
(2

)-
ア

-
④

「
授

業
の

内
容

は
分

か
り

や
す

い
」
と

考
え

て
い

る
児

童
生

徒
の

割
合

－
成

果
指

標
に

つ
い

て
ど

の
よ

う
に

調
査

し
て

求
め

る
の

か
わ

か
ら

な
い

も
の

、
適

正
に

統
計

数
値

化
す

る
こ

と
が

困
難

と
思

わ
れ

る

【
原

案
の

と
お

り
】

　
全

国
学

力
・
学

習
状

況
調

査
に

お
け

る
「
授

業
の

内
容

は
よ

く
分

か
り

ま
す

か
」
の

児
童

生
徒

の
割

合
を

成
果

指
標

と
す

る
。

教
員

の
指

導
力

向
上

に
よ

り
、

「
授

業
の

内
容

は
よ

く
分

か
る

」
と

考
え

て
い

る
児

童
生

徒
の

割
合

の
増

加
に

つ
な

が
る

こ
と

か
ら

、
こ

の
指

標
を

選
定

す
る

。

5
-
(2

)-
イ

-
①

誰
に

で
も

手
を

貸
し

て
あ

げ
る

こ
と

が
で

き
る

と
考

え
て

い
る

児
童

生
徒

の
割

合

－
成

果
指

標
に

つ
い

て
ど

の
よ

う
に

調
査

し
て

求
め

る
の

か
わ

か
ら

な
い

も
の

、
適

正
に

統
計

数
値

化
す

る
こ

と
が

困
難

と
思

わ
れ

る

【
原

案
の

と
お

り
】

　
全

国
学

力
・
学

習
状

況
調

査
に

お
け

る
「
人

が
困

っ
て

い
る

と
き

は
進

ん
で

助
け

て
い

ま
す

か
」
の

児
童

生
徒

の
割

合
を

成
果

指
標

と
す

る
。

心
の

教
育

の
充

実
を

図
る

こ
と

に
よ

り
、

「
人

が
困

っ
て

い
る

と
き

は
進

ん
で

助
け

て
い

る
」
と

考
え

て
い

る
児

童
生

徒
の

増
加

に
つ

な
が

る
こ

と
か

ら
、

こ
の

指
標

を
選

定
す

る
。

5
-
(2

)-
イ

-
③

い
じ

め
の

現
在

の
状

況
「
解

消
し

て
い

る
も

の
」
の

割
合

－
成

果
指

標
に

つ
い

て
ど

の
よ

う
に

調
査

し
て

求
め

る
の

か
わ

か
ら

な
い

も
の

、
適

正
に

統
計

数
値

化
す

る
こ

と
が

困
難

と
思

わ
れ

る

【
原

案
の

と
お

り
】

　
い

じ
め

が
解

消
し

て
い

る
児

童
生

徒
の

割
合

を
成

果
指

標
と

す
る

。
社

会
総

が
か

り
に

よ
る

い
じ

め
問

題
へ

の
取

組
を

図
る

こ
と

に
よ

り
、

い
じ

め
が

解
消

し
て

い
る

児
童

生
徒

の
割

合
の

増
加

に
つ

な
が

る
こ

と
か

ら
、

こ
の

指
標

を
選

定
す

る
。

5
-
(2

)-
ウ

-
①

幼
児

理
解

に
つ

い
て

保
育

者
同

士
が

日
常

的
に

「
振

り
返

り
」

を
し

て
い

る
割

合

－
成

果
指

標
に

つ
い

て
ど

の
よ

う
に

調
査

し
て

求
め

る
の

か
わ

か
ら

な
い

も
の

、
適

正
に

統
計

数
値

化
す

る
こ

と
が

困
難

と
思

わ
れ

る

【
原

案
の

と
お

り
】

　
幼

児
教

育
の

充
実

に
は

保
育

者
の

質
の

向
上

が
求

め
ら

れ
る

。
園

内
で

保
育

者
同

士
が

日
常

的
に

子
供

を
中

心
と

し
た

幼
児

理
解

に
つ

い
て

「
振

り
返

る
」
こ

と
に

よ
り

、
多

様
な

考
え

に
出

会
い

教
育

観
が

磨
か

れ
て

い
く
。

個
々

の
保

育
実

践
を

見
直

し
改

善
に

つ
な

げ
る

サ
イ

ク
ル

を
通

し
て

保
育

者
の

質
の

向
上

が
図

ら
れ

る
こ

と
か

ら
、

こ
の

指
標

を
選

定
す

る
。

5
-
(2

)-
ウ

-
②

「
自

分
に

は
良

い
と

こ
ろ

が
あ

る
」
と

考
え

て
い

る
児

童
生

徒
の

割
合

－
成

果
指

標
に

つ
い

て
ど

の
よ

う
に

調
査

し
て

求
め

る
の

か
わ

か
ら

な
い

も
の

、
適

正
に

統
計

数
値

化
す

る
こ

と
が

困
難

と
思

わ
れ

る

【
原

案
の

と
お

り
】

　
全

国
学

力
・
学

習
状

況
調

査
に

お
け

る
「
自

分
に

は
良

い
と

こ
ろ

が
あ

る
と

思
い

ま
す

か
」
の

児
童

生
徒

の
割

合
を

成
果

指
標

と
す

る
。

個
性

を
大

切
に

し
、

個
々

の
能

力
を

伸
ば

す
教

育
の

推
進

に
よ

り
、

「
自

分
に

は
良

い
と

こ
ろ

が
あ

る
」
と

考
え

て
い

る
児

童
生

徒
の

割
合

の
増

加
に

つ
な

が
る

こ
と

か
ら

、
こ

の
指

標
を

選
定

す
る

。
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施
　

策
　

番
　

号
指

　
　

　
　

標
　

　
　

　
名

指
　

　
　

　
標

　
　

　
（
案

）
目

標
値

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

 議
 結

 果
 （

案
）

5
-
(2

)-
ウ

-
③

「
人

の
役

に
立

つ
人

間
に

な
り

た
い

」
と

考
え

て
い

る
児

童
生

徒
の

割
合

「
家

で
自

ら
計

画
を

立
て

て
勉

強
し

て
い

る
児

童
・
生

徒
の

割
合

全
国

学
力

・
学

習
状

況
調

査
の

質
問

紙
調

査
に

お
け

る
ア

ン
ケ

ー
ト

に
よ

り
把

握
し

て
い

る
。

な
お

、
学

術
・
人

づ
く
り

部
会

の
審

議
に

よ
り

当
該

指
標

は
「
家

で
自

ら
計

画
を

立
て

て
勉

強
し

て
い

る
児

童
・
生

徒
の

割
合

」
に

変
更

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
て

該
当

箇
所

を
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

5
-
(3

)-
イ

-
①

教
員

の
IC

T
活

用
指

導
力

－
成

果
指

標
に

つ
い

て
ど

の
よ

う
に

調
査

し
て

求
め

る
の

か
わ

か
ら

な
い

も
の

、
適

正
に

統
計

数
値

化
す

る
こ

と
が

困
難

と
思

わ
れ

る

【
原

案
の

と
お

り
】

　
文

部
科

学
省

が
実

施
す

る
「
学

校
に

お
け

る
教

育
の

情
報

化
の

実
態

等
に

関
す

る
調

査
結

果
」
の

「
教

員
の

IC
T
活

用
指

導
力

」
を

成
果

指
標

と
す

る
。

学
校

教
育

で
の

様
々

な
教

科
の

中
で

IC
T
を

活
用

し
た

学
習

活
動

に
取

り
組

む
た

め
に

は
ま

ず
教

員
の

IC
T
活

用
指

導
力

が
不

可
欠

だ
と

考
え

、
こ

の
指

標
を

選
定

す
る

。

5
-
(5

)-
ア

-
③

科
学

技
術

関
連

企
業

の
高

度
人

材
数

－
成

果
指

標
に

つ
い

て
ど

の
よ

う
に

調
査

し
て

求
め

る
の

か
わ

か
ら

な
い

も
の

、
適

正
に

統
計

数
値

化
す

る
こ

と
が

困
難

と
思

わ
れ

る

【
原

案
の

と
お

り
】

　
県

内
で

研
究

部
門

等
を

有
す

る
、

代
表

的
な

企
業

へ
の

高
度

研
究

人
材

（
ポ

ス
ト

ド
ク

タ
ー

等
）
の

就
職

者
数

を
調

査
す

る
こ

と
で

、
人

数
の

把
握

は
可

能
だ

と
考

え
て

い
る

。
3
-
(3

)-
ｲ
-
➀

情
報

通
信

関
連

産
情

報
通

信
産

業
振

　
企

業
誘

致
の

指
標

と
し

て
立

地
数

(県
外

に
本

社
を

左
記

の
と

お
り

決
定
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別紙３ 

 
 

自由意見の一覧（産業振興部会） 

【全分野】 

○税制について 

従来の優遇税制の効果検証を適切に行い、活用実績等に応じた見直し等により、運用面の利

便性（要件の明確化や合理的な申告等の手続）等の向上に取り組む必要がある。 

○「ｸﾘｰﾝｴﾈﾙｷﾞｰ導入支援制度」や「人材投資促進税制」について 

新たに優遇税制を設ける場合には、既存税制の踏襲ではなく、調査研究を十分行い、必要か

つ活用しやすい税制とする必要がある。 

○振興計画でしっかりとした結果を出すため、一括交付金あるいは高率補助、あるいは公庫の存

続、振興税制は是が非でもこれまで同様の形で継続してもらわないと順調にいかないと思う。

県として全力を挙げて政府との交渉を行っていただきたい。 

 

【基本施策３-⑴ 県民所得の着実な向上につながる企業の「稼ぐ力」の強化】 

○沖縄全体の経済発展について 

数ある産業のうち、どこを伸ばせば効果が高いのか分析が必要。 

○県内企業の振興について 

沖縄へのシンパシーを持った企業の創設やそのような企業を生み出す既存企業の集合体をつ

くっていくことを検討する必要がある。 

 

【基本施策３-⑷ アジアのダイナミズムを取り込む国際物流拠点の形成と臨空・臨港型産業の集

積】 

○企業誘致について 

中国の特区戦略などを参考に、台湾企業等を沖縄に誘致する検討が必要。 

○台湾企業誘致にかかる優遇策について、沖縄で日本食を製造して輸出する際の補助や、ジャ

パンブランドを活用する企業に対する優遇策など、エッジの効いた取組の検討も必要。 

○離島空港における航空・宇宙関連産業の展開について 

航空と宇宙関連技術の規制緩和を今後 10 年間の沖縄を代表する沖縄らしいプロジェクトとし

て検討すべき。 

民間では下地島宇宙港のコンソーシアムができ、少しずつ盛り上がりを見せつつあるが、自治

体としても新しい産業として、沖縄の宇宙ビジネスの可能性を生かすアクションを起こしていた

だきたい。 

○特区について 

沖縄でのイノベーション実現に向けて、電気自動車や風力・潮力発電の実証等、何の実験でも

自由にできる島などがあれば、世界中から企業が集まる可能性がある。 

○各経済特区・地域の税制について 

各特区・地域別に要件等の基準を明確にし、分かりやすい内容とする必要がある。 
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別紙３ 

 
 

【基本施策３-⑸ 科学技術イノベーションの創出と次世代を担う持続可能な産業の振興】 

○バイオテクノロジーを活用した産業化の促進について 

施策として明記する以上、支援スキームをしっかり整え、サポートを求める企業をしっかり支援

できる仕組みを構築する必要がある。 

○県内大学と製薬会社との連携について 

大型の臨床研究を獲得するため、限られた県内大学との契約を円滑にする「ひな形」をつくる

検討も必要。 

○ＯＩＳＴの活用について 

沖縄の企業との連携方法を検討する必要がある。 

沖縄の若い人材を育成する取組が必要。 

○健康医療関連産業への支援について 

再生医療産業は市場規模が指数関数的に大きくなることが予想されており、国の支援もあって

多くの製薬企業、ベンチャー企業が参入しはじめている。 

沖縄県としても、「医薬品」や「化粧品」事業等を推進するアカデミアや企業を支援し、「健康医

療に強い沖縄」のイメージを作りあげ、関連産業に波及させることで、雇用や所得の向上につ

なげていく必要がある。 

 

【基本施策３-⑹ 沖縄の優位性や潜在力を生かした新たな産業の創出】 

○新しい企業の振興について 

いい技術があってもそれを知的財産にして実施許諾、ライセンスをするというところが弱いため、

技術移転機関機能、ＴＬＯのような機能をもっと充実させる必要がある。 

ベンチャーはすぐには生まれないし、生まれてもすぐに大きな会社になるわけではないため、

時間はかかるが、「ギャップファンド」のような地道な施策を継続することが重要。 

琉球大学やＯＩＳＴがベンチャーをつくって株主になるという CＩP 制度も検討する必要がある。 

 

【基本施策３-⑻ 地域を支える第二次産業と県産品の振興】 

○中城湾港のリサイクルポートの取組について 

中城湾港で行っている家電等のリサイクルは、県内各地から那覇港を経由し、陸送でやってく

る状況もあり、コストや効率面で課題がある。 

再資源化の仕組みづくりにより、各離島の選別技術等はまだまだ向上してくるため、ものづくり

とリサイクルを結ぶ取組の検討が必要。 

○ペットボトル、非鉄、ガラス等のリサイクルについて 

沖縄県は 145 万人という人口規模感が課題となり、民間のリサイクル事業等の取組が進んで 

いない。 

島しょ県であるデメリットを克服するため、全産業に係るリサイクルインフラの整備が必要。 

○多様なものづくり産業の振興に係る環境整備について 

工業系のものづくりでいうと、処理施設、排水、排気、廃液、廃棄物などの処理問題がある。 

産業振興に取り組む上で環境負荷をどのように考えるか、両輪で検討する必要がある。 
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別紙３ 

 
 

○ものづくり振興センターの構築について 

現在、「一般社団法人ものづくりネットワーク沖縄」において、民間企業が公設研究機関と連携

し、製品試作・開発、人材育成等、ものづくり全般に関する取組を行っている。 

県としても同組織と連携し、産学官・企業間・異業種間の連携等を推進するコーディネート機能

等を有した、ものづくり拠点として「ものづくり振興センター」の構築に取り組む必要がある。 

○伝統工芸の製造業者に対する優遇税制について 

伝統工芸製造業者（卸売・小売）を対象事業とする必要がある。 

○「石垣市経済振興プラン」の中で示されている石垣の産業別の純生産高の推移について、製造

業は 2001 年に 46 億 5,000 万円の生産高であったのが、2010 年には 26 億と、かなり縮小して

いる状況であるため、離島の第二次産業について、その点を重視する必要がある。 

 

【基本施策３-⑾ 誰もが安心して働ける環境づくりと多様な人材の活躍促進】 

○リモートワークについて 

県としての取組の方向性や、将来像をまとめる必要がある。 

○U ターン就職者の支援について 

奨学金等の問題で、県外へ出ていく人材もいるが、いずれＵターンしてくることも見据え、学校

等とのネットワーク作りが必要。 

○若い世代の求職者に向けた情報発信について 

県内出身の者は県内で働きたいという意欲が高い者が多いため、県が求めている人材像や

取り組んでいる施策の広報に力を入れていく必要がある。 

○展望値に係る主な指標について、外国人労働者数の目標値は現状の２倍の 22,000 人と掲げら

れているが、コロナ後の経済発展を支えていく人材としては少ないと感じるため、外国人の受

入に向けた環境整備も必要である。 

 

【基本施策５-⑸ 新たな価値を創造し、産業を牽引する人づくりと人材の確保】 

○人材投資に要した経費（教育・訓練に要する費用）に対する税制上の優遇措置について 

現行の中小企業向けの所得拡大促進税制の中では対象となっていない、研修参加のための

旅費や人材確保に係る経費等についても必要性を検討し、多くの企業が実際に活用できる内

容とする必要がある。 

 

以上 
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